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第２章　広島市の野生生物の現状第２章　広島市の野生生物の現状

　　⑭　クモ類　　⑭　クモ類

　　　　　　((現状の解明度現状の解明度))

　　　　クモ類では，日本産の主要なグループの分類がやっと整理できた段階であり，サラ　　　　クモ類では，日本産の主要なグループの分類がやっと整理できた段階であり，サラ

　　　グモ科などの小型種や地理的分化が著しい地表性のグループでは種の記載さえ進んで　　　グモ科などの小型種や地理的分化が著しい地表性のグループでは種の記載さえ進んで

　　　いないものが多い。このため，地域ごとの生息種のリストは整備されていないことが　　　いないものが多い。このため，地域ごとの生息種のリストは整備されていないことが

　　　多い。広島市からも断片的な生息情報があるだけで，生息する種のリストが整備され　　　多い。広島市からも断片的な生息情報があるだけで，生息する種のリストが整備され

　　　ていないのが現状である。　　　ていないのが現状である。

　　　　今回の調査では標本，文献調査を行い，広島市から　　　　今回の調査では標本，文献調査を行い，広島市から235235種をリストアップすること種をリストアップすること

　　　ができた。しかし，国内のよく調査された都道府県では生息種は　　　ができた。しかし，国内のよく調査された都道府県では生息種は500500種を超えると考種を超えると考

　　　えられており，県内からも未公表ながら　　　えられており，県内からも未公表ながら450450種以上が知られている。したがって，広種以上が知られている。したがって，広

　　　島市の現状は，ようやく生息種の半分が明らかになった程度である。　　　島市の現状は，ようやく生息種の半分が明らかになった程度である。

　　　　　　((選定候補種の抽出過程選定候補種の抽出過程))

　　　　クモ類では，広島市における生息状況はほとんど知られていないため，生息情報か　　　　クモ類では，広島市における生息状況はほとんど知られていないため，生息情報か

　　　ら広島市独自の候補種を抽出することは現実的でない。このため，　　　ら広島市独自の候補種を抽出することは現実的でない。このため，19911991年に公表さ年に公表さ

　　　れた環境庁レッドデータブックから，広島市に生息する種を候補種として抽出した。　　　れた環境庁レッドデータブックから，広島市に生息する種を候補種として抽出した。

　　　　環境庁レッドデータブックには，フジホラヒメグモ，キシノウエトタテグモ，キノ　　　　環境庁レッドデータブックには，フジホラヒメグモ，キシノウエトタテグモ，キノ

　　　　　　ボリトタテグモ，ミズグモのボリトタテグモ，ミズグモの44種が掲載されている。現在環境庁ではレッドデータ種が掲載されている。現在環境庁ではレッドデータ

　　　ブックの見直し作業がおこなわれており種が追加される見込みであるが，最終的に確　　　ブックの見直し作業がおこなわれており種が追加される見込みであるが，最終的に確

　　　定していないため上記の　　　定していないため上記の44種を対象とした。このなかで，広島市から生息が確認され種を対象とした。このなかで，広島市から生息が確認され

　　　ているキシノウエトタテグモとキノボリトタテグモの　　　ているキシノウエトタテグモとキノボリトタテグモの22種を候補とした。種を候補とした。

　　　　　　((現地調査結果現地調査結果))

　　　　　　　　候補種として抽出したキシノウエトタテグモとキノボリトタテグモの候補種として抽出したキシノウエトタテグモとキノボリトタテグモの22種につい種につい

　　　て，広島市における生息状況を把握するため，現地調査を行った。また，未発表の所　　　て，広島市における生息状況を把握するため，現地調査を行った。また，未発表の所

　　　蔵標本の種類と産地を整理した。　　　蔵標本の種類と産地を整理した。

　　　　現地調査は，既存の知見からこれらの種の生息適地と考えられる場所で，任意採集　　　　現地調査は，既存の知見からこれらの種の生息適地と考えられる場所で，任意採集

　　　による確認を行った。今回の調査で，キシノウエトタテグモの生息地を　　　による確認を行った。今回の調査で，キシノウエトタテグモの生息地を22カ所，キノカ所，キノ

　　　ボリトタテグモの生息地を　　　ボリトタテグモの生息地を88カ所確認した。標本・文献調査を合わせると，キシノウカ所確認した。標本・文献調査を合わせると，キシノウ

　　　エトタテグモの生息地は　　　エトタテグモの生息地は55カ所，キノボリトタテグモの生息地はカ所，キノボリトタテグモの生息地は99カ所となった。こカ所となった。こ

　　　れらは，広島市における網羅的な分布状況を反映したものではないため，確認された　　　れらは，広島市における網羅的な分布状況を反映したものではないため，確認された

　　　生息状況から市域の現状を推測した。　　　生息状況から市域の現状を推測した。

　　　　キシノウエトタテグモは，南区比治山公園，中区広島城，縮景園，西区三滝寺，佐　　　　キシノウエトタテグモは，南区比治山公園，中区広島城，縮景園，西区三滝寺，佐
かいろうかいろう

　　　　　　伯区塩屋神社伯区塩屋神社((海老山公園海老山公園))といった，市街地の安定した緑地で確認されている。しかし，といった，市街地の安定した緑地で確認されている。しかし，

　　　現地調査では生息に適すると考えられる中規模以上の生息地が確認され，広島市にお　　　現地調査では生息に適すると考えられる中規模以上の生息地が確認され，広島市にお

　　　ける分布状況は把握されているとはいえない。この種はカムフラージュした入口をも　　　ける分布状況は把握されているとはいえない。この種はカムフラージュした入口をも

　　　つ住居を地中に作り，発見が容易ではないため，小規模の生息地は見逃されている可　　　つ住居を地中に作り，発見が容易ではないため，小規模の生息地は見逃されている可

　　　能性が高い。しかし，確認された生息地に限ると，公園緑地として維持・管理されて　　　能性が高い。しかし，確認された生息地に限ると，公園緑地として維持・管理されて
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　　　おり，生息環境は比較的安定している。このため，市域の主要な生息地は維持される　　　おり，生息環境は比較的安定している。このため，市域の主要な生息地は維持される

　　　と考えられる。したがって，生息環境の質の低下は予想されるものの，生息地の全体　　　と考えられる。したがって，生息環境の質の低下は予想されるものの，生息地の全体

　　　的な消滅は想定されない。　　　的な消滅は想定されない。

　　　　キノボリトタテグモは，広島市では，中区江波皿山公園などの市街地の緑地から，　　　　キノボリトタテグモは，広島市では，中区江波皿山公園などの市街地の緑地から，

　　　安佐北区の白木山や福王寺山などの山地まで広く生息が確認されている。また，県内　　　安佐北区の白木山や福王寺山などの山地まで広く生息が確認されている。また，県内

　　　でも島しょ部から山間部まで広く分布することが知られている。キシノウエトタテグ　　　でも島しょ部から山間部まで広く分布することが知られている。キシノウエトタテグ

　　　モと同様に発見が容易でないため確認記録は少ないが，普通種として市域に広く生息　　　モと同様に発見が容易でないため確認記録は少ないが，普通種として市域に広く生息

　　　　　　すると考えられる。このため，開発に伴い全体的な生息個体数の減少は予想されるすると考えられる。このため，開発に伴い全体的な生息個体数の減少は予想される

　　　が，地域個体群への著しい脅威は想定されない。　　　が，地域個体群への著しい脅威は想定されない。

　　　　　　((選定結果選定結果))

　　　　２種を選定した。いずれも，広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念とした。　　　　２種を選定した。いずれも，広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念とした。

　　　クモ類の選定種　　　クモ類の選定種

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念

　　　　　キシノウエトタテグモ　　　　　キシノウエトタテグモ

　　　　　キノボリトタテグモ　　　　　キノボリトタテグモ
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 クモ類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念

環境庁・県ＲＤＢ種あるいはそれに相当する種で存続基盤が比較的安定している

■キシノウエトタテグモ（クモ目，トタテグモ科）

　Latouchia typica

　本州，四国，九州に分布する。メス10

～15mm，オス9～12mm。市街地の寺や

神社などに生息することが多い。地面など

に縦穴の巣穴を作り，入口に片開戸をつけ

る。

　南区，中区，西区，東区，佐伯区の自然

公園など確認されている。生息状況は不明。

公園緑地のような比較的規模の大きい生息

地は維持されていると考えられる。

 クモ類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念

環境庁・県ＲＤＢ種あるいはそれに相当する種で存続基盤が比較的安定している

　

■キノボリトタテグモ（クモ目，トタテグモ科）

　Ummidia fragaria

　本州，四国，九州，南西諸島に分布する。

メス9～11mm，オス6～8mm。樹皮や石垣，

岩上などに2～3cmの袋状の巣を作り，扉

の表面は樹皮やコケで擬装する。

　南区，中区，西区，佐伯区，安佐南区，

安佐北区の自然公園や山寺から記録がある。

生息状況は不明。県内でも島しょ部から山

間部まで広く分布すると考えられる。

第２章　広島市の野生生物の現状
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　　⑮　甲殻類　　⑮　甲殻類

　　　　　　((現状の解明度現状の解明度))

　　　　ここでとりあげる対象は，甲殻綱十脚目の短尾類　　　　ここでとりあげる対象は，甲殻綱十脚目の短尾類((カニ類カニ類))及び長尾類及び長尾類((エビ類エビ類))ならなら

　　　びに節口綱剣尾目である。なお，節口綱剣尾目は，本来は甲殻類に属さないが，全国　　　びに節口綱剣尾目である。なお，節口綱剣尾目は，本来は甲殻類に属さないが，全国

　　　的に個体数が減少し絶滅の危機にあるカブトガニを緊急に調査対象とする必要がある　　　的に個体数が減少し絶滅の危機にあるカブトガニを緊急に調査対象とする必要がある

　　　ため取り上げた。また，河川，池沼などの淡水域や，河口などの感潮域に生息するも　　　ため取り上げた。また，河川，池沼などの淡水域や，河口などの感潮域に生息するも

　　　のを対象とした。　　　のを対象とした。

　　　　このように生息範囲を限定した場合，県内のカニ類は　　　　このように生息範囲を限定した場合，県内のカニ類は3030種類，エビ類は種類，エビ類は1212種類，種類，

　　　　　　剣尾類は剣尾類は11種類が知られている。とはいえ，海域と感潮域の境界線はあいまいであ種類が知られている。とはいえ，海域と感潮域の境界線はあいまいであ

　　　り，また本来海域に生息するものが偶発的に感潮域に流れ着いて採集されることもあ　　　り，また本来海域に生息するものが偶発的に感潮域に流れ着いて採集されることもあ

　　　るので，この数は厳密なものとはいえない。　　　るので，この数は厳密なものとはいえない。

　　　　今回の調査では，これらの種のうち，カニ類が　　　　今回の調査では，これらの種のうち，カニ類が2222種，エビ類が種，エビ類が1010種確認された。種確認された。

　　　カニ類については，県内のリストにあるノコギリガザミなど偶発的に採集されたもの　　　カニ類については，県内のリストにあるノコギリガザミなど偶発的に採集されたもの

　　　や，オウギガニ類のように生息の中心が海域であるものを除くと，市域で確認できる　　　や，オウギガニ類のように生息の中心が海域であるものを除くと，市域で確認できる

　　　と思われたものはほぼ網羅できた。しかし，ハマガニなど夜行性のもの，アリアケモ　　　と思われたものはほぼ網羅できた。しかし，ハマガニなど夜行性のもの，アリアケモ

　　　ドキのように泥に埋もれて生息するものなど，未確認のものもある。　　　ドキのように泥に埋もれて生息するものなど，未確認のものもある。

　　　　エビ類については，予想されたものはほぼ確認できた。　　　　エビ類については，予想されたものはほぼ確認できた。

　　　　カブトガニについては，　　　　カブトガニについては，11個体も発見できず，生息情報も得られなかった。個体も発見できず，生息情報も得られなかった。

　　　　　　((選定候補種の抽出過程選定候補種の抽出過程))

　　　　候補種は，環境庁，水産庁及び　　　　候補種は，環境庁，水産庁及び｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣に掲載されている種に掲載されている種

　　　を，　　　を，｢｢絶滅・絶滅のおそれのあるもの絶滅・絶滅のおそれのあるもの｣｣として取り上げ，調査で得られた分布，生育特として取り上げ，調査で得られた分布，生育特

　　　　　　性を考慮して選定要件を判断した。これらに記述のないものは，調査で得られた分性を考慮して選定要件を判断した。これらに記述のないものは，調査で得られた分

　　　布，生育特性を考慮して選定要件を判断した。　　　布，生育特性を考慮して選定要件を判断した。

　　　　　　((現地調査結果現地調査結果))

　　　　現地調査は，河口域の感潮域を中心にカニ類を重点的に調べ，また河川域ではエビ　　　　現地調査は，河口域の感潮域を中心にカニ類を重点的に調べ，また河川域ではエビ

　　　類の生息状況の把握につとめた。その結果はつぎのとおりである。　　　類の生息状況の把握につとめた。その結果はつぎのとおりである。

　　　　カニ類では，以下の種類が確認された。　　　　カニ類では，以下の種類が確認された。

　　　　＜コブシガニ科＞　マメコブシガニ　　　　＜コブシガニ科＞　マメコブシガニ

　　　　＜ワタリガニ科＞　イシガニ，シワオウギガニ，オウギガニ　　　　＜ワタリガニ科＞　イシガニ，シワオウギガニ，オウギガニ

　　　　＜イワガニ科＞　　アシハラガニ，フタバカクガニ，クロベンケイガニ，　　　　＜イワガニ科＞　　アシハラガニ，フタバカクガニ，クロベンケイガニ，

　　　　　　　　　　　　　アカテガニ，ベンケイガニ，カクベンケイガニ，　　　　　　　　　　　　　アカテガニ，ベンケイガニ，カクベンケイガニ，

　　　　　　　　　　　　　ユビアカベンケイガニ，ケフサイソガニ，ヒライソガニ，　　　　　　　　　　　　　ユビアカベンケイガニ，ケフサイソガニ，ヒライソガニ，

　　　　　　　　　　　　　イソガニ，モクズガニ　　　　　　　　　　　　　イソガニ，モクズガニ

　　　　＜スナガニ科＞　　スナガニ，コメツキガニ，チゴガニ，ヤマトオサガニ，　　　　＜スナガニ科＞　　スナガニ，コメツキガニ，チゴガニ，ヤマトオサガニ，

　　　　　　　　　　　　　オサガニ，ハクセンシオマネキ　　　　　　　　　　　　　オサガニ，ハクセンシオマネキ

　　　　＜サワガニ科＞　　サワガニ　　　　＜サワガニ科＞　　サワガニ
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　　　　これらのうち，サワガニは純淡水産，モクズガニは淡水と海域を移動する種類であ　　　　これらのうち，サワガニは純淡水産，モクズガニは淡水と海域を移動する種類であ

　　　る。他の種は感潮域で確認されたものである。　　　る。他の種は感潮域で確認されたものである。

　　　　スナガニ科のアリアケモドキは，デルタを流れる各河川のちょうどＪＲの鉄橋があ　　　　スナガニ科のアリアケモドキは，デルタを流れる各河川のちょうどＪＲの鉄橋があ

　　　る付近に生息していたが，今回の調査では発見できなかった。さらに精査する必要が　　　る付近に生息していたが，今回の調査では発見できなかった。さらに精査する必要が

　　　ある。　　　ある。

　　　　ハクセンシオマネキは，　　　　ハクセンシオマネキは，｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣希少種である。過去の記録希少種である。過去の記録
やはたやはた

　　　はないが，太田川放水路，八幡川河口で確認することができた。しかし，生息数はき　　　はないが，太田川放水路，八幡川河口で確認することができた。しかし，生息数はき
やはたやはた

　　　わめて少なく，綿密な調査にもかかわらず，太田川右岸の　　　わめて少なく，綿密な調査にもかかわらず，太田川右岸の22カ所，八幡川河口のカ所，八幡川河口の11カカ
かいろうかいろう

　　　所，海老園の入り江で　　　所，海老園の入り江で11カ所，それぞれ数個体ずつ見つかったにすぎない。聞き取りカ所，それぞれ数個体ずつ見つかったにすぎない。聞き取り

　　　調査によると，　　　調査によると，3030 年ほど前には河口域にきわめて普通にみられたカニである。年ほど前には河口域にきわめて普通にみられたカニである。
やはたやはた

　　　　スナガニも　　　　スナガニも｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣希少種である。本土側では八幡川河口の希少種である。本土側では八幡川河口の
にのしまにのしま

　　　人工砂浜でのみ生息が確認された。島しょ部では似島に生息している。峠島では確認　　　人工砂浜でのみ生息が確認された。島しょ部では似島に生息している。峠島では確認

　　　できなかった。　　　できなかった。
きき

　　　　アカテガニ，クロベンケイガニは　　　　アカテガニ，クロベンケイガニは1010年前の年前の｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣の調査時にの調査時に

　　　比べて減少していた。これは，護岸がコンクリートで固められた結果石積みが減った　　　比べて減少していた。これは，護岸がコンクリートで固められた結果石積みが減った

　　　ため，生息場所を失ったと考えられる。また，アカテガニは河川からかなり離れた森　　　ため，生息場所を失ったと考えられる。また，アカテガニは河川からかなり離れた森

　　　ややぶでも生活し，幼生を放出する際に年に数回河川や海辺に近づくという行動をと　　　ややぶでも生活し，幼生を放出する際に年に数回河川や海辺に近づくという行動をと

　　　るが，いまや彼らが生息する場所も減り，また土手や護岸付近の車の往来が激しいた　　　るが，いまや彼らが生息する場所も減り，また土手や護岸付近の車の往来が激しいた

　　　め，安全に移動すること自体が困難であり，こういったことも減少に拍車をかけたも　　　め，安全に移動すること自体が困難であり，こういったことも減少に拍車をかけたも

　　　のと考えられる。　　　のと考えられる。

　　　　また，河川域ではサワガニが河川上流部に広く分布していることが分かった。モク　　　　また，河川域ではサワガニが河川上流部に広く分布していることが分かった。モク

　　　ズガニも感潮域のみならず安佐南区奥畑にも移動していた。太田川では漁協によりモ　　　ズガニも感潮域のみならず安佐南区奥畑にも移動していた。太田川では漁協によりモ

　　　クズガニが放流されているので，今回採集されたものも，放流個体である可能性が高　　　クズガニが放流されているので，今回採集されたものも，放流個体である可能性が高

　　　い。　　　い。

　　　　　　　　エビ類では，感潮域を含む河川，あるいは池沼でつぎのようなエビ類が採集されエビ類では，感潮域を含む河川，あるいは池沼でつぎのようなエビ類が採集され

　　　た。　　　た。

　　　　＜テナガエビ科＞　　　　テナガエビ，イソスジエビ，スジエビ，　　　　＜テナガエビ科＞　　　　テナガエビ，イソスジエビ，スジエビ，

　　　　　　　　　　　　　　　　スジエビモドキ　　　　　　　　　　　　　　　　スジエビモドキ

　　　　＜ヌマエビ科＞　　　　　ヤマトヌマエビ，ミナミヌマエビ　　　　＜ヌマエビ科＞　　　　　ヤマトヌマエビ，ミナミヌマエビ

　　　　＜スナモグリ科＞　　　　ニホンスナモグリ　　　　＜スナモグリ科＞　　　　ニホンスナモグリ

　　　　＜ハサミシャコエビ科＞　ハサミシャコエビ　　　　＜ハサミシャコエビ科＞　ハサミシャコエビ

　　　　＜アメリカザリガニ科＞　アメリカザリガニ　　　　＜アメリカザリガニ科＞　アメリカザリガニ

　　　　＜アナジャコ科＞　　　　アナジャコ　　　　＜アナジャコ科＞　　　　アナジャコ
きき へさかへさか

　　　　テナガエビは，　　　　テナガエビは，｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣では大芝水門下流，牛田新町，戸坂で確では大芝水門下流，牛田新町，戸坂で確
へさかへさか ぜきぜき

　　　認されている。今回は，大芝水門では確認できなかったが，戸坂から高瀬堰の区間で　　　認されている。今回は，大芝水門では確認できなかったが，戸坂から高瀬堰の区間で
やはたやはた やはたやはた

　　　確認した。八幡川では八幡東，皆賀でそれぞれ確認した。　　　確認した。八幡川では八幡東，皆賀でそれぞれ確認した。



232232

　　　　　　((選定結果選定結果))
ぐぐ

　　　　５種を選定した。内訳は，広島市の絶滅のおそれのあるもの　　　　５種を選定した。内訳は，広島市の絶滅のおそれのあるもの55種種((絶滅危惧絶滅危惧11種，準種，準
ぐぐ

　　　絶滅危惧　　　絶滅危惧33種，軽度懸念種，軽度懸念11種種))である。である。

　　　　　　　　カブトガニは，水産庁がカブトガニは，水産庁が19981998年に発表した年に発表した｢｢日本の希少な野生水生生物に関する日本の希少な野生水生生物に関する
ぐぐ

　　　データブック　　　データブック｣｣で絶滅危惧種に選定されている。環境庁レッドデータブックでは，海で絶滅危惧種に選定されている。環境庁レッドデータブックでは，海

　　　産種を対象からはずしているので，選定されていない。　　　産種を対象からはずしているので，選定されていない。｢｢広島県版レッドデータブッ広島県版レッドデータブッ

　　　ク　　　ク｣｣では，調査が不十分ということで，希少種の扱いとなっている。では，調査が不十分ということで，希少種の扱いとなっている。

　　　　市域では，　　　　市域では，3030年ほど前まではデルタの各河川をそ上するかなりの数の個体がみら年ほど前まではデルタの各河川をそ上するかなりの数の個体がみら

　　　れた。しかし，現在はまったくその姿はみられない。したがって，絶滅していると言　　　れた。しかし，現在はまったくその姿はみられない。したがって，絶滅していると言

　　　えなくもないが，広島湾の一部である江田島湾で近年まで生息していたことは確実で　　　えなくもないが，広島湾の一部である江田島湾で近年まで生息していたことは確実で
ぐぐ

　　　あり，遊泳能力もかなりあることから，市域に入らないとは断言できず，絶滅危惧と　　　あり，遊泳能力もかなりあることから，市域に入らないとは断言できず，絶滅危惧と

　　　した。　　　した。

　　　　　　　　｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣の希少種であるスナガニ，ハクセンシオマネキは，の希少種であるスナガニ，ハクセンシオマネキは，

　　　市域ではいっそう少なく，生息場所に大きな環境の変動があれば絶滅の可能性もある　　　市域ではいっそう少なく，生息場所に大きな環境の変動があれば絶滅の可能性もある
ぐぐ

　　　ため，準絶滅危惧とした。テナガエビは　　　ため，準絶滅危惧とした。テナガエビは｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣に選定されてに選定されて
ぐぐ

　　　いないが，水位の低下による生息環境の消失によって激減しているため，準絶滅危惧　　　いないが，水位の低下による生息環境の消失によって激減しているため，準絶滅危惧

　　　とした。　　　とした。

　　　　また，アカテガニは，かつてはきわめて普通にみられたが，島しょ部などの他の地　　　　また，アカテガニは，かつてはきわめて普通にみられたが，島しょ部などの他の地

　　　域と比較するとかなり個体数が減っており，軽度懸念とした。　　　域と比較するとかなり個体数が減っており，軽度懸念とした。

　　　　　　((選定しなかった種とその理由選定しなかった種とその理由))
きき

　　　　　　　　｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣で選定されたハサミシャコエビは，再調査の結果，市域で選定されたハサミシャコエビは，再調査の結果，市域

　　　　　　では絶滅のおそれがあるというほどではないことが判明したため，今回は選定しなでは絶滅のおそれがあるというほどではないことが判明したため，今回は選定しな

　　　かった。　　　かった。

　　　甲殻類の選定種　　　甲殻類の選定種
ぐぐ

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧

　　　　　カブトガニ　　　　　カブトガニ
ぐぐ

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

　　　　　テナガエビ　　　　　テナガエビ

　　　　　スナガニ　　　　　スナガニ

　　　　　ハクセンシオマネキ　　　　　ハクセンシオマネキ

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念

　　　　　アカテガニ　　　　　アカテガニ
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 甲殻類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧

近い将来に広島市で個体群の存続が危ぶまれる

■カブトガニ（カブトガニ目，カブトガニ科）

　Tachypleus tridentatus

　かつては瀬戸内海全域，九州北岸一帯に

広く分布していたが，干潟の埋め立てや水

質汚染で減少し，現在では繁殖が確認され

る生息地はきわめて少ない。全長50～60cm。

　県下の繁殖確認地は竹原市など数地点で

ある。市域では1955年ごろまではたくさ

んみられ，数年前までは時々網にかかって

いた。広島湾ではきわめて危うい状況であ

る。

 甲殻類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

　

■テナガエビ（エビ目，テナガエビ科）

　Macrobrachium nippoense

　本州，四国，九州に分布し，下流域に多

い。全長7～10cm。オスの第2胸脚（俗に

いうはさみ）は細長く，大きい。生息環境

の減少で数が減っている。

　太田川水系と八幡川水系で確認している。

太田川では40年ほど前には，可部付近ま

で生息していたという。隠れ場所が水位低

下や護岸改修で減少している。

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

詳細な産地情報
なし

ぐ

ぐ

ぐ

やはた

第２章　広島市の野生生物の現状
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 甲殻類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

■スナガニ（エビ目，スナガニ科）

　Ocypode stimpsoni

　東北地方から九州沿岸にかけて分布し，

砂浜の満潮線付近に群生する。甲幅は約3cm。

　県内に広く分布していたが，護岸工事で

急減した。島しょ部でみられるが，本土側

では少ない。

　市域では，八幡川河口と南区似島に生息

している。

 甲殻類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

　

■ハクセンシオマネキ（エビ目，スナガニ科）

　Uca lactea lactea

　かつては伊勢湾以南に分布していたが，

現在では有明海以外ではごくまれ。河口域

の干潟の上部に生息する。甲幅は約2cm。

オスはハサミを大きく上下するダンスをす

る。

　市域では，かつては広く分布していたら

しいが，現在は太田川放水路にごく少数が

生息するのみである。県内では，大きな河

川の河口部に生息している。

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

やはた にのしま
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 甲殻類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・軽度懸念

環境庁・県ＲＤＢ種あるいはそれに相当する種で存続基盤が比較的安定している

■アカテガニ（エビ目，イワガニ科）

　Chiromantes haematocheir

　東北地方以南に分布し，沿岸の湿地や山

林に生息する。甲幅は約4cm。夏の産卵期

に群れをなして波打ち際に集まり，幼生を

海に放つ。はさみが赤く目立つ。

　かつては市域にも広く分布していたが，

現在は激減した。南区似島ではかなりの数

がみられる。生息場所の減少や水路が汚濁

が進み，水辺への移動経路も減少している。

にのしま

第２章　広島市の野生生物の現状
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　　⑯　貝類　　⑯　貝類

　　　　　　((現状の解明度現状の解明度))

　　　　貝類は，ナメクジなど一部の種類を除けば，普段人目につきにくく，一般の関心も　　　　貝類は，ナメクジなど一部の種類を除けば，普段人目につきにくく，一般の関心も

　　　低い。研究者も少なく，市域での生息状況も十分に解明されていない。市域の産地が　　　低い。研究者も少なく，市域での生息状況も十分に解明されていない。市域の産地が

　　　報告されている　　　報告されている3232文献には，陸産貝類が文献には，陸産貝類が4646種，淡水産貝類が種，淡水産貝類が1616種記録されている種記録されている

　　　が，分布状況を明らかにするまでにはいたらない。　　　が，分布状況を明らかにするまでにはいたらない。

　　　　　　　　文献に記録されていないが広島市に生息する種類は，カワリダネビロウドマイマ文献に記録されていないが広島市に生息する種類は，カワリダネビロウドマイマ

　　　イ，コウベマイマイ　　　イ，コウベマイマイ((安佐北区福王寺山安佐北区福王寺山))，チャコウラナメクジ，チャコウラナメクジ((広島市各地広島市各地))，トクサ，トクサ
あさひあさひ

　　　オカチョウジガイ　　　オカチョウジガイ((佐伯区旭園佐伯区旭園))である。である。

　　　　　　((選定候補種の抽出過程選定候補種の抽出過程))

　　　　まず，環境庁及び　　　　まず，環境庁及び｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣に掲載されている種を，に掲載されている種を，｢｢絶滅・絶絶滅・絶

　　　滅のおそれのあるもの　　　滅のおそれのあるもの｣｣として取り上げ，調査で得られた分布，生育特性を考慮してとして取り上げ，調査で得られた分布，生育特性を考慮して

　　　選定要件を判断した。　　　選定要件を判断した。

　　　　　　((現地調査結果現地調査結果))

　　　　現地調査は，陸産貝類は森林性の種類の把握に重点を置き，安佐北区福王寺山，白　　　　現地調査は，陸産貝類は森林性の種類の把握に重点を置き，安佐北区福王寺山，白

　　　木山を中心に行い，淡水産貝類は魚類調査に付随して主に河川で実施した。　　　木山を中心に行い，淡水産貝類は魚類調査に付随して主に河川で実施した。

　　　　　　　　現地調査で確認した陸産貝類は，モリヤギセル，ホソヒメギセル，ハンジロギセ現地調査で確認した陸産貝類は，モリヤギセル，ホソヒメギセル，ハンジロギセ

　　　ル，カワリダネビロウドマイマイ，コウベマイマイ，シリオレギセル，ナメクジ，オ　　　ル，カワリダネビロウドマイマイ，コウベマイマイ，シリオレギセル，ナメクジ，オ

　　　ナジマイマイ，コベソマイマイ，シリオレギセル，ナミギセル，セトウチマイマイ，　　　ナジマイマイ，コベソマイマイ，シリオレギセル，ナミギセル，セトウチマイマイ，

　　　ウスカワマイマイ，イズモマイマイ，アツブタガイの　　　ウスカワマイマイ，イズモマイマイ，アツブタガイの1515種であり，本調査以外の調種であり，本調査以外の調

　　　　　　査で確認しているものにチャコウラナメクジ，トクサオカチョウジガイの査で確認しているものにチャコウラナメクジ，トクサオカチョウジガイの22種がある。種がある。

　　　　現地調査で確認した淡水産貝類はマシジミの　　　　現地調査で確認した淡水産貝類はマシジミの11種であるが，本調査以外の調査でカ種であるが，本調査以外の調査でカ

　　　ワニナ，ヒメモノアラガイ，サカマキガイを確認している。なお，安佐北区可部町で　　　ワニナ，ヒメモノアラガイ，サカマキガイを確認している。なお，安佐北区可部町で

　　　は帰化種スクミリンゴガイの生息情報があり，標本も入手している。　　　は帰化種スクミリンゴガイの生息情報があり，標本も入手している。

　　　　　　((選定結果選定結果))
ぐぐ

　　　　　　　　55種を選定した。内訳は，広島市の絶滅のおそれのあるもの種を選定した。内訳は，広島市の絶滅のおそれのあるもの55種種((絶滅危惧絶滅危惧11種，準種，準
ぐぐ

　　　絶滅危惧　　　絶滅危惧44種種))である。である。
きき

　　　　　　　　｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣で選定されているで選定されている66種のうち，種のうち，55種を選定した。種を選定した。

　　　　なお，サンヨウハンジロギセルは，　　　　なお，サンヨウハンジロギセルは，｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣に準じ，ハンジに準じ，ハンジ
きき

　　　ロギセルの異名とした。ヒメビロウドマイマイは，　　　ロギセルの異名とした。ヒメビロウドマイマイは，｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣では分では分

　　　類上の検討段階にあったことから，ヒメビロウドマイマイの名があてられていた。そ　　　類上の検討段階にあったことから，ヒメビロウドマイマイの名があてられていた。そ

　　　の後，福王寺山で採取された個体がカワリダネビロウドマイマイと判明したので，こ　　　の後，福王寺山で採取された個体がカワリダネビロウドマイマイと判明したので，こ

　　　こではカワリダネビロウドマイマイとした。　　　こではカワリダネビロウドマイマイとした。

　　　　　　((選定しなかった種とその理由選定しなかった種とその理由))
きき

　　　　　　　　｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣で選定されたドブガイは，コイ科魚類の放流個体に幼生で選定されたドブガイは，コイ科魚類の放流個体に幼生

　　　　　　((グロギジウムグロギジウム))が寄生して移入するケースがあり，広島市の河川がドブガイが本来生が寄生して移入するケースがあり，広島市の河川がドブガイが本来生
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こうばいこうばい

　　　息する河川勾配よりも急であることから，太田川でのドブガイの確認例も移入と判断　　　息する河川勾配よりも急であることから，太田川でのドブガイの確認例も移入と判断

　　　し，今回は選定しなかった。　　　し，今回は選定しなかった。

　　　貝類の選定種　　　貝類の選定種
ぐぐ

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧

　　　　　カタハガイ　　　　　カタハガイ
ぐぐ

　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧　　　　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

　　　　　ハンジロギセル　　　　　ハンジロギセル

　　　　　ホソヒメギセル　　　　　ホソヒメギセル

　　　　　モリヤギセル　　　　　モリヤギセル

　　　　　カワリダネビロウドマイマイ　　　　　カワリダネビロウドマイマイ
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 淡水産貝類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・絶滅危惧

近い将来に広島市で個体群の存続が危ぶまれる

■カタハガイ（イシガイ目，イシガイ科）

　Pseudodon omiensis

　近畿以西の本州，四国，九州北部に分布

し，河川の中下流域や湖沼に生息している。

殻長4～8cm。幼生は魚類に付着して移動し，

成貝はタナゴ類の産卵巣となる。

　県下では江の川水系に多産し，黒瀬川水

系と芦田川水系にも分布するが，太田川で

はきわめて少ない。河床の掘削や砂泥の浚

渫により生息環境の破壊が懸念される。

 陸産貝類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

　

■ハンジロギセル（柄眼目，キセルガイ科）

　Pinguiphaedusa hemileuca hemileuca

　中国地方の特産種で，社叢などの樹幹や

落葉下に生息する。殻高15～20mm，殻

径3～4mm。殻は左巻でキセル形。県下の

分布は西部に偏る。

　市域では福王寺山，極楽寺山，白木山に

生息し，福王寺山，極楽寺山の生息環境は

比較的良好に保たれている。白木山では最

近の記録がない。福王寺山でも減少傾向に

ある。

しゃそう

ぐ

ぐ

ぐ

しゅん

せつ
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 陸産貝類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

■ホソヒメギセル（柄眼目，キセルガイ科）

　Tyrannophaedusa gracilispira

　近畿以西の本州と四国，九州の森林に生

息する。殻長10mm。樹洞性のため，生息

場所は大きな樹木が残る狭い範囲に限定さ

れる。

　市域では福王寺山，極楽寺山が知られて

いる。伐採により減少しているが，福王寺

山，極楽寺山の生息環境は何とか保たれて

いる。

 陸産貝類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

　

■モリヤギセル（柄眼目，キセルガイ科）

　Vastina vasta moriyai

　九州に広く分布するオキギセルの亜種で

中国地方の山地に分布し，広葉樹林内の朽

木，落葉，礫の下などに生息する。殻高

25～30mm，殻径7～8mm。

　県内では中国山地を中心に分布する。市

域では，福王寺山，窓ヶ山で記録があるが，

生貝は福王寺山でしか確認されていない。

生息場所が限定され，個体数も少ない。

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

れき

第２章　広島市の野生生物の現状
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 陸産貝類

　広島市の絶滅のおそれのあるもの・準絶滅危惧

現時点での危険度は小さいが絶滅危惧に移行する可能性が大きい

■カワリダネビロウドマイマイ（柄眼目，ナンバンマイマイ科）

　Nipponochloritis sp.

　山口県，島根県，広島県など中国地方に

分布し，谷部の倒木，朽ち木，礫の下など

に生息する。殻径25～30mm｡

　県内の分布は西中国山地が中心で，市域

では福王寺山で記録がある。造成や伐採な

どにより全体的に減少しつつあるが，福王

寺山ではわずかながらも良好な環境が残っ

ている。

ぐ

ぐ

れき
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○　広島市の緑○　広島市の緑

　　広島市の森林の変遷は，国土地理院の地形図から追跡ができる。地形図には，植生が針　　広島市の森林の変遷は，国土地理院の地形図から追跡ができる。地形図には，植生が針

　葉樹林，広葉樹林，竹林，草地など，また耕作地は水田，畑，果樹園，桑畑など細かく識　葉樹林，広葉樹林，竹林，草地など，また耕作地は水田，畑，果樹園，桑畑など細かく識

　別されている。　別されている。

　　広島女子大学家政学部生活科学科で宮田賢二教授の指導のもとに発表された　　広島女子大学家政学部生活科学科で宮田賢二教授の指導のもとに発表された19971997年度年度

　卒業論文，“児玉みどり・諸井秀美：広島市の都市開発に伴う緑の変化とその評価に関す　卒業論文，“児玉みどり・諸井秀美：広島市の都市開発に伴う緑の変化とその評価に関す

　る研究”を参考にして，広島市の森林の変化を見てみよう。　る研究”を参考にして，広島市の森林の変化を見てみよう。

　　この研究では，　　この研究では，｢｢厳島厳島｣｣，，｢｢広島広島｣｣，，｢｢加計加計｣｣，，｢｢呉呉｣｣，，｢｢海田市海田市｣｣，，｢｢可部可部｣｣のの1/50,0001/50,000地形図が地形図が使使

　用されており，最も古いのは　用されており，最も古いのは1898(1898(明治明治31)31)年である。また，年である。また，18981898年から年から1994(1994(平成平成6)6)年年

　のおよそ　のおよそ100100年間を，年間を，1010～～2020年の間隔をおいて土地利用の変遷から解析されている。年の間隔をおいて土地利用の変遷から解析されている。

　　　　18981898年の時点では，草地年の時点では，草地((荒地か伐採跡荒地か伐採跡))が多い。宅地が少なく，河川に沿って水田がが多い。宅地が少なく，河川に沿って水田が

　広がっている。市街地や水田に広葉樹林が点在し，これは社寺林と推察される。　広がっている。市街地や水田に広葉樹林が点在し，これは社寺林と推察される。19251925年年

　　になると，になると，18981898年に草地であったところが針葉樹林になっている。年に草地であったところが針葉樹林になっている。19481948年になると，年になると，

　　19251925年に草地のままであった現在の安佐北区の植生が針葉樹林になっている。また，水年に草地のままであった現在の安佐北区の植生が針葉樹林になっている。また，水

　田の間に宅地が広がり始めているが，土地利用の大きな変化は見られない。　田の間に宅地が広がり始めているが，土地利用の大きな変化は見られない。19701970年にな年にな

　ると，埋立地の増加による海岸線に大きな変化がある。武田山～鈴ヶ峯山塊及び二葉山～　ると，埋立地の増加による海岸線に大きな変化がある。武田山～鈴ヶ峯山塊及び二葉山～

　牛田山周辺では，森林が宅地またはゴルフ場になっている。山地部を全体的に見ると広葉　牛田山周辺では，森林が宅地またはゴルフ場になっている。山地部を全体的に見ると広葉

　樹林が増加している。水田の宅地化は，可部にいたる太田川沿い，五日市，海田市で増加　樹林が増加している。水田の宅地化は，可部にいたる太田川沿い，五日市，海田市で増加

　している。　している。19841984年になると，山地部の大規模な開発が続き，草津に大規模な埋立地が現年になると，山地部の大規模な開発が続き，草津に大規模な埋立地が現

　れる。農地転用の規制により水田の宅地化が進まず，これがかえって山地部の開発を促し　れる。農地転用の規制により水田の宅地化が進まず，これがかえって山地部の開発を促し

　た。　た。19941994年になると，山地部の開発はますます進んで武田山～鈴ヶ峯山塊は山塊と呼べ年になると，山地部の開発はますます進んで武田山～鈴ヶ峯山塊は山塊と呼べ

　ないほど分断された。　ないほど分断された。

　　武田山～鈴ヶ峯山塊で森林面積の変化を面積計を使用して解析した結果，　　武田山～鈴ヶ峯山塊で森林面積の変化を面積計を使用して解析した結果，18981898年から年から

　　19481948年までの年までの5050年間の山林面積の減少は年間の山林面積の減少は4%4%と小さい。その後，山林面積の減少は，と小さい。その後，山林面積の減少は，

　　19481948～～19701970年の間に年の間に19%19%，，19841984～～19941994年の間に年の間に13%13%で，戦後ので，戦後の5050年間に年間に32%32%も減少も減少

　した。　した。

　　この卒論のまとめとして　　この卒論のまとめとして9696年間にわたる広島市の緑の変遷を追ってみると，広葉樹林年間にわたる広島市の緑の変遷を追ってみると，広葉樹林

　→針葉樹林→広葉樹林という大きな変化があることが分かった。広島市における緑の価値　→針葉樹林→広葉樹林という大きな変化があることが分かった。広島市における緑の価値

　に対する考え方の議論を深めるとともに，当面の開発にはこれまで以上に慎重に対処すべ　に対する考え方の議論を深めるとともに，当面の開発にはこれまで以上に慎重に対処すべ

　きであると結んでいる。　きであると結んでいる。
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11　守りたい自然　守りたい自然

　 　原生的自然の残っている場所　 　原生的自然の残っている場所

　　①　東区　　①　東区

　　　　東区は広島市の中央よりやや南東部に位置し，市域の約　　　　東区は広島市の中央よりやや南東部に位置し，市域の約5.35.3％の面積を占める。東％の面積を占める。東
ふじがまるふじがまる ごご ささ そそ うう

　　　　　　側は標高側は標高600600ｍ級の藤ヶ丸山，呉娑々宇山などで安芸区と，標高ｍ級の藤ヶ丸山，呉娑々宇山などで安芸区と，標高400400ｍ級の二ヶ城山，ｍ級の二ヶ城山，

　　　木ノ宗山で安佐北区と接している。また，南側は標高　　　木ノ宗山で安佐北区と接している。また，南側は標高425425ｍの高尾山で安芸郡府中町ｍの高尾山で安芸郡府中町

　　　と接している。これらの山塊に挟まれて北東から南西に谷があり，小河原川が福田か　　　と接している。これらの山塊に挟まれて北東から南西に谷があり，小河原川が福田か
えんこうえんこう

　　　ら三篠川に，温品川が馬木から猿猴川に向かって流れている。　　　ら三篠川に，温品川が馬木から猿猴川に向かって流れている。

　　　　南西部には牛田山と二葉山があり，二葉山には原生的自然が残されている。　　　　南西部には牛田山と二葉山があり，二葉山には原生的自然が残されている。

　　　ａ　二葉山　　　ａ　二葉山

　　　　　二葉山　　　　　二葉山(139(139ｍｍ))は広島駅の北側にあり，山頂部にある仏舎利塔が市街からよく見は広島駅の北側にあり，山頂部にある仏舎利塔が市街からよく見
さんろくさんろく

える。南山麓には東照宮をはじめ，神社が多い。そえる。南山麓には東照宮をはじめ，神社が多い。そ

の背後の斜面にはシリブカガシの優占する常緑広葉の背後の斜面にはシリブカガシの優占する常緑広葉

樹林が発達している。シリブカガシは暖地性で，市樹林が発達している。シリブカガシは暖地性で，市

域では沿岸部と島しょ部を中心に広く分布してい域では沿岸部と島しょ部を中心に広く分布してい

る。シリブカガシの優占する群落は瀬戸内海周辺地る。シリブカガシの優占する群落は瀬戸内海周辺地

域から少数の報告があるにすぎず，その立地特性や域から少数の報告があるにすぎず，その立地特性や

成立要因などに不明な部分が多い群落として貴重な成立要因などに不明な部分が多い群落として貴重な

二　葉　山二　葉　山

牛田山のキノコ牛田山のキノコ
ちゃまちゃま

　牛田山は，最高三角点　牛田山は，最高三角点261m261mの茶磨山をはじめとしていくつかのピークを持つ牛田山塊の通称での茶磨山をはじめとしていくつかのピークを持つ牛田山塊の通称で
ある。二又川の源流地域でもある。ある。二又川の源流地域でもある。

　二又川の上流域に，谷を囲んで広島女学院大学がある。女学院が創立　二又川の上流域に，谷を囲んで広島女学院大学がある。女学院が創立100100周年の記念事業の一環周年の記念事業の一環
として，敷地及び源流地域から尾根までの国有林を対象地域に，として，敷地及び源流地域から尾根までの国有林を対象地域に，19861986年から年から22年をかけて自然観察年をかけて自然観察

調査を行った。調査地域は，ほぼアカマツ・コナラ二次林が主体の自然であり，この時の調査で調査を行った。調査地域は，ほぼアカマツ・コナラ二次林が主体の自然であり，この時の調査で
記録した生物群は約記録した生物群は約2,0002,000種にのぼった。種にのぼった。

　この調査で私はキノコの部を担当した。調査地域を，敷地と山道を基にして　この調査で私はキノコの部を担当した。調査地域を，敷地と山道を基にして1515の区域に分けての区域に分けて
定点調査を行った。その結果，発生を確認し記録したキノコは，定点調査を行った。その結果，発生を確認し記録したキノコは，1818目目5151科科159159属属401401種種99変種変種33品種品種

の計の計413413種類であった。この数の多少は比較対象がないので分からない。種類であった。この数の多少は比較対象がないので分からない。
　この　この413413種類の中に，当時日本国内での最初の記録のキノコが種類の中に，当時日本国内での最初の記録のキノコが22種ある。ひとつはハラタケ目ヌ種ある。ひとつはハラタケ目ヌ

こんぺいとうこんぺいとう

メリガサ科の一種で，日本において属レベルでも新記録であった。胞子が金米糖のような形をしメリガサ科の一種で，日本において属レベルでも新記録であった。胞子が金米糖のような形をし
ているのが特徴で仮にホシミノヌメリガサと名付けた。このキノコはいまだ国内では他所での記ているのが特徴で仮にホシミノヌメリガサと名付けた。このキノコはいまだ国内では他所での記

録がなく，牛田山だけである。もうひとつは，ビョウタケ目キンカクキン科の一種で，これはそ録がなく，牛田山だけである。もうひとつは，ビョウタケ目キンカクキン科の一種で，これはそ
の後国内のいくつかの所で発生がみられ，ドングリキンカクキンと和名が付けられた。の後国内のいくつかの所で発生がみられ，ドングリキンカクキンと和名が付けられた。

　日本におけるキノコの分類学はまだ発展途上の段階で，現在日本で約　日本におけるキノコの分類学はまだ発展途上の段階で，現在日本で約3,0003,000余種のキノコが発見余種のキノコが発見
されているが，実際にはその倍以上の種類のキノコが発生しているだろうというのが菌類分類学されているが，実際にはその倍以上の種類のキノコが発生しているだろうというのが菌類分類学

者の間でいわれている。それで，身近でごく普通に思える自然の牛田山にも，細かく調査すれば者の間でいわれている。それで，身近でごく普通に思える自然の牛田山にも，細かく調査すれば
新産種がでてくる。このことは，牛田山に限ったことでなく，身近な所の自然でもそれぞれの特新産種がでてくる。このことは，牛田山に限ったことでなく，身近な所の自然でもそれぞれの特

徴があるので、綿密な調査が必要だと思う。徴があるので、綿密な調査が必要だと思う。
((山手山手  万知子万知子))
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ぐぐ

　　　　ものである。二葉山のシイモチ－シリブカガシ群集は，本書で絶滅危惧に選定され　　　　ものである。二葉山のシイモチ－シリブカガシ群集は，本書で絶滅危惧に選定され

　　　　ている。　　　　ている。

　　　ｂ　牛田山　　　ｂ　牛田山
ちゃまちゃま

　　　　　二葉山の北へ尾根続きの牛田山は，北側の茶磨山　　　　　二葉山の北へ尾根続きの牛田山は，北側の茶磨山(261(261ｍｍ))を筆頭に，牛田山，中を筆頭に，牛田山，中
たかたか

　　　　迫山，鷹の巣山と連なる山塊である。全体がアカマツ二次林であり，特筆すべき原　　　　迫山，鷹の巣山と連なる山塊である。全体がアカマツ二次林であり，特筆すべき原

　　　　生的自然が残っているわけではないが，部分的に落葉広葉樹林や常緑広葉樹林が発　　　　生的自然が残っているわけではないが，部分的に落葉広葉樹林や常緑広葉樹林が発

　　　　達し，湿原もみられるなど多様な植生から成り立っている。このため，市街地に近　　　　達し，湿原もみられるなど多様な植生から成り立っている。このため，市街地に近

　　　　　　　　い浅い山ながら生物相が豊かでい浅い山ながら生物相が豊かで，，｢｢牛田山の自然牛田山の自然｣｣ににはは多様な種が記録されている。多様な種が記録されている。

　　②　安佐南区　　②　安佐南区

　　　　安佐南区は広島市の中央西側に位置し，市域の　　　　安佐南区は広島市の中央西側に位置し，市域の15.815.8％を占める。北東側の端は太％を占める。北東側の端は太

　　　田川に接し，北側に阿武山，荒谷山，岳山などからなる　　　田川に接し，北側に阿武山，荒谷山，岳山などからなる500500～～600600ｍ級の山が西端のｍ級の山が西端の
むこうやまむこうやま

　　　東郷山　　　東郷山(977(977ｍｍ))に連なる。西側には窓ヶ山に連なる。西側には窓ヶ山(711(711ｍｍ))をはじめ，寒山，向山などからなるをはじめ，寒山，向山などからなる

　　　山塊があり，奥畑川をはさんで南東部には武田山　　　山塊があり，奥畑川をはさんで南東部には武田山(411(411ｍｍ))がある。がある。

　　　ａ　東郷山周辺から窓ヶ山　　　ａ　東郷山周辺から窓ヶ山

　　　　　東郷山は湯来町側の北斜面に自然植生がよく残されているが，南斜面にはさほど　　　　　東郷山は湯来町側の北斜面に自然植生がよく残されているが，南斜面にはさほど

　　　　重要な原生的自然はみられない。しかし，オオイワカガミやセトウチウンゼンツツ　　　　重要な原生的自然はみられない。しかし，オオイワカガミやセトウチウンゼンツツ

　　　　ジが多くみられ，ヒトツボクロやミゾホオズキもあるなど，植物相が豊かな地域で　　　　ジが多くみられ，ヒトツボクロやミゾホオズキもあるなど，植物相が豊かな地域で

　　　　ある。　　　　ある。

　　　　　寒山ではアテツマンサクやナツツバキがみられ，湯来町側には，イワタケが一面　　　　　寒山ではアテツマンサクやナツツバキがみられ，湯来町側には，イワタケが一面

　　　　に生える岩壁がある。　　　　に生える岩壁がある。

　　　　　河内峠ではコショウノキ，ヒガンマムシグサ，サンインクワガタなど，貴重な植　　　　　河内峠ではコショウノキ，ヒガンマムシグサ，サンインクワガタなど，貴重な植

　　　　物がみられたが，　　　　物がみられたが，19991999年の土砂災害で植生がかなり荒れてしまった。年の土砂災害で植生がかなり荒れてしまった。
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ニホンモモンガニホンモモンガ

　ニホンモモンガは，本州，四国，九州に生息する日本固有種である。　ニホンモモンガは，本州，四国，九州に生息する日本固有種である。
くちくち あとあと

　本種の広島市での生息は，　本種の広島市での生息は，19951995年に安佐北区久地及び安佐南区沼田町阿戸から飯田知彦氏によ年に安佐北区久地及び安佐南区沼田町阿戸から飯田知彦氏によ

り確認されている。さらに，今回の調査で新たに安佐南区の東郷山でも生息を確認した。り確認されている。さらに，今回の調査で新たに安佐南区の東郷山でも生息を確認した。
　ニホンモモンガの生息環境は大木の残る広葉樹と針葉樹の混ざり合った混交林とされており，　ニホンモモンガの生息環境は大木の残る広葉樹と針葉樹の混ざり合った混交林とされており，

広島県内では標高の高い地域に生息するだろうと予想されていた。しかし，広島県内では標高の高い地域に生息するだろうと予想されていた。しかし，19951995年に確認された年に確認された
22例の場合，確認地は標高例の場合，確認地は標高250m250mとと300m300mであり，標高の低い森林でも生息環境が残っていれば生息でであり，標高の低い森林でも生息環境が残っていれば生息で

きることを示唆している。きることを示唆している。
りょうせんりょうせん

　今回の調査で生息を確認した安佐南区の東郷山の山頂は，稜線を境として湯来町と接している。　今回の調査で生息を確認した安佐南区の東郷山の山頂は，稜線を境として湯来町と接している。

広島市側はスギの植林地であるが，湯来町側は大木を含むブナ林が残っており，ニホンモモンガ広島市側はスギの植林地であるが，湯来町側は大木を含むブナ林が残っており，ニホンモモンガ
の主要な行動域は湯来町側にあると考えられる。今後も本種の生態をより詳しく調査する必要がの主要な行動域は湯来町側にあると考えられる。今後も本種の生態をより詳しく調査する必要が

かぎかぎ

あるが，森林の保全がニホンモモンガの生息の鍵を握っていることに間違いはない。あるが，森林の保全がニホンモモンガの生息の鍵を握っていることに間違いはない。
((江草江草  真治真治))
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　　　　　　　　　　窓ヶ山は頂上付近にそそりたつ二つの岩峰が目印となる。ダイセンミツバツツジ，窓ヶ山は頂上付近にそそりたつ二つの岩峰が目印となる。ダイセンミツバツツジ，

　　　　オオイワカガミなどがみられる。　　　　オオイワカガミなどがみられる。

　　　ｂ　武田山周辺　　　ｂ　武田山周辺
ろくろく

　　　　　武田山には特筆すべき原生的自然が残されているわけではないが，山麓にはため　　　　　武田山には特筆すべき原生的自然が残されているわけではないが，山麓にはため

　　　　池が多数点在するなど二次的自然が残されており，市街地近郊でありながら多様な　　　　池が多数点在するなど二次的自然が残されており，市街地近郊でありながら多様な

　　　　生物相が残された地域となっている。　　　　生物相が残された地域となっている。

　　③　安佐北区　　③　安佐北区

　　　　市域の半分近くの面積を占める安佐北区は，その大半が山林からなり，原生的自然　　　　市域の半分近くの面積を占める安佐北区は，その大半が山林からなり，原生的自然

　　　が最も残されている地域である。東側は白木山　　　が最も残されている地域である。東側は白木山(889(889ｍｍ))の山塊が中心となり，北側にの山塊が中心となり，北側に

　　　栄堂川，南東側に三篠川が流れている。一方，区の中心を流れる根之谷川をへだてて　　　栄堂川，南東側に三篠川が流れている。一方，区の中心を流れる根之谷川をへだてて
うしずうしず

　　　西側の地域には，太田川中流域の山塊が広がる。太田川の北側には，西に牛頭山　　　西側の地域には，太田川中流域の山塊が広がる。太田川の北側には，西に牛頭山(673(673
どうとこどうとこ なばらなばら

　　　ｍ　　　ｍ))，東に堂床山，東に堂床山(860(860ｍｍ))と県立自然公園の南原峡があり，可部の市街地付近には県自と県立自然公園の南原峡があり，可部の市街地付近には県自

　　　然環境保全地域に指定されている福王寺山　　　然環境保全地域に指定されている福王寺山(496(496ｍｍ))がある。がある。
うがうが

　　　　太田川の南側も　　　　太田川の南側も400400～～500500ｍ級の山々が連なり，西側には宇賀峡と瀬谷に代表されｍ級の山々が連なり，西側には宇賀峡と瀬谷に代表され

　　　る原生的自然が最も残っている地域がある。　　　る原生的自然が最も残っている地域がある。
うしずうしず

　　　ａ　牛頭山　　　ａ　牛頭山

　　　　　青少年野外活動センターの南にそびえる標高　　　　　青少年野外活動センターの南にそびえる標高673m673mの山で，野外活動センターかの山で，野外活動センターか

　　　　らの登りは急である。センター周辺には湿地がみられ，山頂付近には落葉広葉樹の　　　　らの登りは急である。センター周辺には湿地がみられ，山頂付近には落葉広葉樹の
ほうがほうが

　　　　　　　　萌芽林がみられる。萌芽林がみられる。

　　　ｂ　福王寺山　　　ｂ　福王寺山

　　　　　可部の街の北西に位置する標高　　　　　可部の街の北西に位置する標高496m496mの山で，山頂の東に建てられた福王寺の周の山で，山頂の東に建てられた福王寺の周

　　　　　　　　辺はコジイ，アカガシなどの常緑広葉樹林が発達し，モミやツガも混じる。しか辺はコジイ，アカガシなどの常緑広葉樹林が発達し，モミやツガも混じる。しか

　　　　　　　　し，台風の影響で枯損した大木も多い。し，台風の影響で枯損した大木も多い。

ヤイロチョウが繁殖する谷ヤイロチョウが繁殖する谷
　安佐北区のヤイロチョウが繁殖する谷はスギの植林と，アラカシ，ツブラジイ，ヤブツバキ，　安佐北区のヤイロチョウが繁殖する谷はスギの植林と，アラカシ，ツブラジイ，ヤブツバキ，

アセビなどの常緑広葉樹林からなる。谷川は川幅約アセビなどの常緑広葉樹林からなる。谷川は川幅約2m2mである。である。
ほほ

　哺乳類では，ニホンジカの個体数が多く，林床部はその採食圧によってほとんど下草が見られ　哺乳類では，ニホンジカの個体数が多く，林床部はその採食圧によってほとんど下草が見られ

ない。他にニホンザル，タヌキなどがみられる。鳥類では，留鳥としてオオアカゲラ，カケスなない。他にニホンザル，タヌキなどがみられる。鳥類では，留鳥としてオオアカゲラ，カケスな
ぐぐ

どが見られる。夏鳥として，環境庁により絶滅危惧ⅠＢ類に指定されているヤイロチョウの営巣どが見られる。夏鳥として，環境庁により絶滅危惧ⅠＢ類に指定されているヤイロチョウの営巣

が確認されているのは，中国地方でここだけである。また，サンコウチョウもが確認されているのは，中国地方でここだけである。また，サンコウチョウも22つがいが繁殖してつがいが繁殖して
おり，クロツグミも繁殖している。ハチクマ，サシバ，コノハズクも繁殖期を通して観察されており，クロツグミも繁殖している。ハチクマ，サシバ，コノハズクも繁殖期を通して観察されて

ぐぐ

いるので繁殖の可能性がある。これらの鳥も近年，個体数の減少が危惧されている種類である。いるので繁殖の可能性がある。これらの鳥も近年，個体数の減少が危惧されている種類である。
　このように，ヤイロチョウが繁殖する谷は民家のそばでありながら，貴重な動物が数多く生息　このように，ヤイロチョウが繁殖する谷は民家のそばでありながら，貴重な動物が数多く生息

しているので，開発に際してはこれらの動物の生息に影響を及ぼさないよう配慮することが望ましているので，開発に際してはこれらの動物の生息に影響を及ぼさないよう配慮することが望ま
れる。れる。

((上野上野  吉雄吉雄))
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どうとこどうとこ なばらなばら

　　　ｃ　堂床山と南原峡　　　ｃ　堂床山と南原峡
なばらなばら どうとこどうとこ

　　　　　南原峡は可部の街の北にあり，周囲を備前坊山，可部冠山，堂床山に囲まれてい　　　　　南原峡は可部の街の北にあり，周囲を備前坊山，可部冠山，堂床山に囲まれてい
ほうがほうが

　　　　る。渓流沿いには常緑広葉樹，落葉広葉樹の混じる萌芽林がみられ，コウヤミズキ　　　　る。渓流沿いには常緑広葉樹，落葉広葉樹の混じる萌芽林がみられ，コウヤミズキ
どうとこどうとこ

　　　　　　　　が群生している。その西にある堂床山が群生している。その西にある堂床山(889m)(889m)は，山頂付近にイヌブナが優占し，は，山頂付近にイヌブナが優占し，

　　　　部分的にモミの混じる落葉広葉樹林が発達しており，植物相は豊かであるが伐採が　　　　部分的にモミの混じる落葉広葉樹林が発達しており，植物相は豊かであるが伐採が

　　　　　　　　進んでいる。進んでいる。

　　　ｄ　白木山　　　ｄ　白木山

　　　　　白木町の北にそびえる標高　　　　　白木町の北にそびえる標高889m889mの山で，芸備線白木山口駅から登ると，水場のの山で，芸備線白木山口駅から登ると，水場の

　　　　あたりから山頂の少し下まで点々とブナが生育している。ここのブナ林が広島県に　　　　あたりから山頂の少し下まで点々とブナが生育している。ここのブナ林が広島県に

　　　　　　　　おけるブナの南限及び下限にあたる。おけるブナの南限及び下限にあたる。
かまくらじかまくらじ

　　　ｅ　鎌倉寺山　　　ｅ　鎌倉寺山
きゅうしゅんきゅうしゅん

　　　　　白木町の東端にそびえる標高　　　　　白木町の東端にそびえる標高610m610mの山で，急峻な岩峰が目立つ。山頂付近はスの山で，急峻な岩峰が目立つ。山頂付近はス

　　　　ギやモミの大木がそびえ，シイ・カシ林もみられる。　　　　ギやモミの大木がそびえ，シイ・カシ林もみられる。
うがうが

　　　ｆ　宇賀峡及び瀬谷　　　ｆ　宇賀峡及び瀬谷
うがうが

　　　　　宇賀峡は太田川の支流高山川の美しい渓谷で，その北隣にある瀬谷と共に古生層　　　　　宇賀峡は太田川の支流高山川の美しい渓谷で，その北隣にある瀬谷と共に古生層
さんろくさんろく

　　　　に覆われ，植物相が大変豊かである。峡谷の周囲には岩峰や岩壁が多く，山麓のア　　　　に覆われ，植物相が大変豊かである。峡谷の周囲には岩峰や岩壁が多く，山麓のア

　　　　　　　　カマツ二次林とは著しく異なる組成のアカマツやヒノキの自然林がカマツ二次林とは著しく異なる組成のアカマツやヒノキの自然林がみみられる。まられる。ま
うがうが

　　　　　　　　た，宇賀峡の南にそびえる冠山の南西尾根にはモミが多い。た，宇賀峡の南にそびえる冠山の南西尾根にはモミが多い。

森林のシダ森林のシダ
　広島市周辺の低山地は，気候が温暖で，アカマツを主体とした二次林で構成されており，比較　広島市周辺の低山地は，気候が温暖で，アカマツを主体とした二次林で構成されており，比較

的日当たりがよく乾燥している。林床にコシダ，ウラジロ，ベニシダが多くみられる。しかし，的日当たりがよく乾燥している。林床にコシダ，ウラジロ，ベニシダが多くみられる。しかし，
宅地の造成などで，自然の破壊が著しい。宅地の造成などで，自然の破壊が著しい。

　太田川の中流域には，森林が広がっている。とくに右岸には粘板岩，砂岩からなる古生層の峡　太田川の中流域には，森林が広がっている。とくに右岸には粘板岩，砂岩からなる古生層の峡
谷があり，この一帯はシダ植物相の豊富な地域である。粘板岩を主とした断層谷はＶ字谷をなし，谷があり，この一帯はシダ植物相の豊富な地域である。粘板岩を主とした断層谷はＶ字谷をなし，

夏は涼しく，冬は暖かい気候で気温の差が少ない。そして，水量豊かな渓流の両岸にシダ植物の夏は涼しく，冬は暖かい気候で気温の差が少ない。そして，水量豊かな渓流の両岸にシダ植物の
生育に適した環境を提供している。現在までにこの付近で確認したシダ植物は変種，雑種を含め生育に適した環境を提供している。現在までにこの付近で確認したシダ植物は変種，雑種を含め

て約て約150150種類を超えており，本県のシダ植物の約半数を産する。ミドリカナワラビ，イワヤシダ，種類を超えており，本県のシダ植物の約半数を産する。ミドリカナワラビ，イワヤシダ，
シロヤマシダ，ノコギリシダなど希少なシダが多産する。シロヤマシダ，ノコギリシダなど希少なシダが多産する。

　この地域の峡谷内の森林下においては，とくにイノデ類が多く自生している。サイゴクイノデ，　この地域の峡谷内の森林下においては，とくにイノデ類が多く自生している。サイゴクイノデ，
イノデモドキ，カタイノデ，サカゲイノデ，ツヤナシイノデ，イノデ，アイアスカイノデが自生イノデモドキ，カタイノデ，サカゲイノデ，ツヤナシイノデ，イノデ，アイアスカイノデが自生

しており，これらの種間雑種もたくさんみられる。雑種の多くはスギやヒノキの植林地下に生育しており，これらの種間雑種もたくさんみられる。雑種の多くはスギやヒノキの植林地下に生育
している。イノデのなかまは株立ちになり，大きなものではしている。イノデのなかまは株立ちになり，大きなものでは1m1mを超えるものもある。多種類のイを超えるものもある。多種類のイ

ノデが群生している場所では多様な緑が美しく，圧巻である。イノデは葉身の形，葉のつや，葉ノデが群生している場所では多様な緑が美しく，圧巻である。イノデは葉身の形，葉のつや，葉
りんぺんりんぺん

の色調，鱗片の形や色，またその大きさ着き方，ソーラスの色調，鱗片の形や色，またその大きさ着き方，ソーラス((胞子が入っている袋の集合体胞子が入っている袋の集合体))の着きの着き

方などによって区別するが，いずれも形態がよく似ており，同定するのが難しい。また，樹林下方などによって区別するが，いずれも形態がよく似ており，同定するのが難しい。また，樹林下
にはイノデ類に混じってリョウメンシダ，キジノオシダなどが群生していて，林床をシダで埋めにはイノデ類に混じってリョウメンシダ，キジノオシダなどが群生していて，林床をシダで埋め

尽くした場所も多くみられる。尽くした場所も多くみられる。
((田丸田丸  豊生豊生))
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カワネズミカワネズミ

　カワネズミは，本州と九州の渓流に生息し，水中を泳ぐのに適応するため，目は小さく耳たぶ　カワネズミは，本州と九州の渓流に生息し，水中を泳ぐのに適応するため，目は小さく耳たぶ
も退化し，尾が長く手足の指の間には剛毛が生えている。トビケラやヘビトンボ，カゲロウ類のも退化し，尾が長く手足の指の間には剛毛が生えている。トビケラやヘビトンボ，カゲロウ類の

えさえさ

幼虫，サワガニ，魚類，ヒルなど，渓流の水中や水辺のさまざまな生物を餌としている。幼虫，サワガニ，魚類，ヒルなど，渓流の水中や水辺のさまざまな生物を餌としている。
　川岸の土の穴の中に落葉を敷いた巣を作り繁殖し，おもな繁殖期は春・秋と考えられているが，　川岸の土の穴の中に落葉を敷いた巣を作り繁殖し，おもな繁殖期は春・秋と考えられているが，

詳しい繁殖の生態についてはまだ分かっていない。詳しい繁殖の生態についてはまだ分かっていない。
うがうが

　今回の調査では，安佐北区の宇賀峡高山川支流でしか本種を確認できなかったが，ほかの地域　今回の調査では，安佐北区の宇賀峡高山川支流でしか本種を確認できなかったが，ほかの地域

にも生息する可能性は残っており，調査が必要である。にも生息する可能性は残っており，調査が必要である。
　本種は他の食虫目の種と同様に，新陳代謝が非常に活発で，短時間でも食物摂取不能な状態が　本種は他の食虫目の種と同様に，新陳代謝が非常に活発で，短時間でも食物摂取不能な状態が

続くと飢餓により死亡してしまう。このため，開発工事による河川の濁水が続くようであれば，続くと飢餓により死亡してしまう。このため，開発工事による河川の濁水が続くようであれば，
その場所での生息は困難となる。また，生息地周辺で農薬が散布される場合は，食物となる生物その場所での生息は困難となる。また，生息地周辺で農薬が散布される場合は，食物となる生物

の減少も本種の生息を困難にする危険性がある。さらに，川岸がコンクリート護岸で固められるの減少も本種の生息を困難にする危険性がある。さらに，川岸がコンクリート護岸で固められる
えさえさ

と，外敵からねらわれやすくなるほか，餌となる生物が減少するだけでなく，営巣場所もなくなと，外敵からねらわれやすくなるほか，餌となる生物が減少するだけでなく，営巣場所もなくな

り，生息できない状況になる。り，生息できない状況になる。
　本種は，　本種は，｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣で危急種に選定され，その他の地域においても絶滅危で危急種に選定され，その他の地域においても絶滅危
ぐぐ

惧種や希少種に指定されていることからも，山間部の河川での開発の影響を受けやすく，生息地惧種や希少種に指定されていることからも，山間部の河川での開発の影響を受けやすく，生息地
も狭められているといえる。里山に近い山間部河川での開発，護岸工事，農薬散布などの影響をも狭められているといえる。里山に近い山間部河川での開発，護岸工事，農薬散布などの影響を

受けやすいので注意が必要である。受けやすいので注意が必要である。
((江草江草  真治真治))
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白木山のフン虫類白木山のフン虫類
ふんふん

　獣類の糞を食物とするコガネムシ類は，“フン虫”または“クソ虫”と呼ばれている。白木山　獣類の糞を食物とするコガネムシ類は，“フン虫”または“クソ虫”と呼ばれている。白木山

を中心とする地域では，以下のを中心とする地域では，以下の2020種類が確認されている。種類が確認されている。
　ヒメコブスジコガネ，アカマダラセンチコガネ，オオセンチコガネ，センチコガネ，マメダル　ヒメコブスジコガネ，アカマダラセンチコガネ，オオセンチコガネ，センチコガネ，マメダル

マコガネ，ゴホンダイコクコガネ，ツノコガネ，カドマルエンマコガネ，フトカドエンマコガネ，マコガネ，ゴホンダイコクコガネ，ツノコガネ，カドマルエンマコガネ，フトカドエンマコガネ，
クロマルエンマコガネ，コブマルエンマコガネ，ツヤエンマコガネ，セマダラマグソコガネ，チャクロマルエンマコガネ，コブマルエンマコガネ，ツヤエンマコガネ，セマダラマグソコガネ，チャ

グロマグソコガネ，ミゾムネマグソコガネ，マルツヤマグソコガネ，トゲクロツヤマグソコガネ，グロマグソコガネ，ミゾムネマグソコガネ，マルツヤマグソコガネ，トゲクロツヤマグソコガネ，
クロオビマグソコガネ，オビモンマグソコガネ，マグソコガネクロオビマグソコガネ，オビモンマグソコガネ，マグソコガネ

ふんふん

　ほとんどの種類がシカの糞に依存しているが，この数は同じくシカがいる佐伯郡宮島町における　ほとんどの種類がシカの糞に依存しているが，この数は同じくシカがいる佐伯郡宮島町における
1818種類と比較しても多いと言える。セマダラマグソコガネを別にして，これらの種類は森林性か，種類と比較しても多いと言える。セマダラマグソコガネを別にして，これらの種類は森林性か，

開けた場所と森林のどちらにもいる種類に限られ，開けた場所を好む種類は含まれていない。セマ開けた場所と森林のどちらにもいる種類に限られ，開けた場所を好む種類は含まれていない。セマ
ダラマグソコガネは開けた場所のイヌや人の排出物にくる種類であるが，白木山ではまれである。ダラマグソコガネは開けた場所のイヌや人の排出物にくる種類であるが，白木山ではまれである。

　マルツヤマグソコガネ，トゲクロツヤマグソコガネ，オビモンマグソコガネの　マルツヤマグソコガネ，トゲクロツヤマグソコガネ，オビモンマグソコガネの33種類は広島県で種類は広島県で
は当地域だけで記録されている。とくに，オビモンマグソコガネは白木山の標高約は当地域だけで記録されている。とくに，オビモンマグソコガネは白木山の標高約650m650m以上の範以上の範

囲でのみ見つかるが，全国で囲でのみ見つかるが，全国で66カ所しか産地が知られていない。カ所しか産地が知られていない。
　また，ここのオオセンチコガネの色彩は西日本基本型の赤色型であるが，宮島や備北山地のも　また，ここのオオセンチコガネの色彩は西日本基本型の赤色型であるが，宮島や備北山地のも

のと比較して緑色を帯びる個体の割合が高い。生息密度も他所と比べて高いようで，食物トラッのと比較して緑色を帯びる個体の割合が高い。生息密度も他所と比べて高いようで，食物トラッ
プを設置するとプを設置すると22時間ほどで数十頭が飛来する。時間ほどで数十頭が飛来する。

たかのすたかのす なばらなばら

　白木山を中心におよそ，向原町の鷹巣山，八千代町，吉田町，安佐北区可部町南原峡，安佐町　白木山を中心におよそ，向原町の鷹巣山，八千代町，吉田町，安佐北区可部町南原峡，安佐町
後山，東区福田に囲まれる範囲には，昔からシカが生息していたが，このことはフン虫類の分布後山，東区福田に囲まれる範囲には，昔からシカが生息していたが，このことはフン虫類の分布

状況からも推定される。状況からも推定される。
　最近　最近1010年ほどの間にシカは個体数を増加し，周辺部の三次市，千代田町などへも生息域を広げ年ほどの間にシカは個体数を増加し，周辺部の三次市，千代田町などへも生息域を広げ

ているようである。これに伴うフン虫の分布域がどのように拡大するのか注目したい。ているようである。これに伴うフン虫の分布域がどのように拡大するのか注目したい。
((水田水田  國康國康))
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　④　安芸区　　④　安芸区

　　　　安芸区は市域の東南部に位置し，市域の　　　　安芸区は市域の東南部に位置し，市域の12.712.7％の面積を占める。安芸区の山々は，％の面積を占める。安芸区の山々は，
りょうせんりょうせん

　　　広島市の市街地から東側の稜線として眺められる山群で，景観的に重要な位置を占め　　　広島市の市街地から東側の稜線として眺められる山群で，景観的に重要な位置を占め

　　　　　　ている。しかし，その植生は二次林や植林が多く，自然度の高い森林は少ない。なお，ている。しかし，その植生は二次林や植林が多く，自然度の高い森林は少ない。なお，
れんげじれんげじ

　　　蓮華寺山　　　蓮華寺山(374(374ｍｍ))は，歴史的資産とその周辺地域を現状のまま保全するために緑地環は，歴史的資産とその周辺地域を現状のまま保全するために緑地環

　　　境保全地域に指定されている。　　　境保全地域に指定されている。
てんぐぼうてんぐぼう どうとこどうとこ しろしろ かながどうろうかながどうろう えげえげ

　　　　瀬野川の東側には，天狗坊山，洞所山，城山，金ヶ灯篭山，絵下山と安芸区と熊野　　　　瀬野川の東側には，天狗坊山，洞所山，城山，金ヶ灯篭山，絵下山と安芸区と熊野

　　　町の境界をなす　　　町の境界をなす500500～～600600ｍ級の山々が連なっている。ｍ級の山々が連なっている。

　　　ａ　長者山　　　ａ　長者山
りょうせんりょうせん

　　　　　長者山　　　　　長者山(571m)(571m)の北斜面の標高の北斜面の標高490m490mからから500m500mの稜線にかけて，南北の稜線にかけて，南北45m45m，東，東
きき

　　　　西　　　　西60m60mにわたりアカガシ林があり，にわたりアカガシ林があり，｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣では太刀掛では太刀掛  優氏に優氏に

　　　　よる記載がある。しかし，現在の状況は不明である。　　　　よる記載がある。しかし，現在の状況は不明である。
ふじがまるふじがまる

　　　ｂ　藤ヶ丸山　　　ｂ　藤ヶ丸山
ふじがまるふじがまる

　　　　　長者山から藤ヶ丸山　　　　　長者山から藤ヶ丸山(665m)(665m)にかけては，アカガシやツクバネガシが点在し，場にかけては，アカガシやツクバネガシが点在し，場

　　　　　　　　所によってはかなりの面積の林分を形成している。高木層にアカマツ，ウラジロガ所によってはかなりの面積の林分を形成している。高木層にアカマツ，ウラジロガ

　　　　　　　　シ，アカガシ，ツクバネガシなど，亜高木層にソヨゴ，ヤブツバキ，カナメモチ，シ，アカガシ，ツクバネガシなど，亜高木層にソヨゴ，ヤブツバキ，カナメモチ，

　　　　　　　　クロキ，ウラジロノキ，ヤブニッケイ，シキミなど，低木層にヒサカキ，ハイノクロキ，ウラジロノキ，ヤブニッケイ，シキミなど，低木層にヒサカキ，ハイノ

　　　　　　　　キ，コバノガマズミ，ミヤマガマズミ，ミヤマシキミなど，草本層にはヤブコウキ，コバノガマズミ，ミヤマガマズミ，ミヤマシキミなど，草本層にはヤブコウ

　　　　　　　　ジ，サンヨウアオイ，ウラジロ，シシガシラなどがジ，サンヨウアオイ，ウラジロ，シシガシラなどがみみられる。られる。安佐北安佐北区の区域に区の区域に

　　　　　　　　なるなるが，このような森林の中に，ツルマンリョウが生育している。この生育地はが，このような森林の中に，ツルマンリョウが生育している。この生育地は

　　　　　　　　19941994年に清藤年に清藤  　　敞氏によって発見された。本種は敞氏によって発見された。本種は｢｢広島県野生生物の種の保護に関広島県野生生物の種の保護に関

　　　　する条例　　　　する条例｣｣でで｢｢指定野生生物指定野生生物｣｣とされ，きわめて貴重な存在である。奈良県や山口県とされ，きわめて貴重な存在である。奈良県や山口県

　　　　　　　　のツルマンのツルマンリョウの生育地は国指定の天然記念物になっている。広島県にはリョウの生育地は国指定の天然記念物になっている。広島県には22カ所カ所

　　　　知られているが，いずれも天然記念物などの指定を受けておらず，早急に保護対策　　　　知られているが，いずれも天然記念物などの指定を受けておらず，早急に保護対策

　　　　がとられなければならない。　　　　がとられなければならない。
ごご ささ そそ うう

　　　ｃ　呉娑々宇山　　　ｃ　呉娑々宇山
ごご ささ そそ うう

　　　　　呉娑々宇山　　　　　呉娑々宇山(682m)(682m)は，長者山かは，長者山か

　　　　ら続くこの山群の最高峰であり，　　　　ら続くこの山群の最高峰であり，

　　　　市街地から　　　　市街地からよく目立つ山で登山者よく目立つ山で登山者

　　　　　　　　も多い。植生はアカマツ二次林がも多い。植生はアカマツ二次林が

　　　　　　　　主体で，スズタケがあるの主体で，スズタケがあるのが注目が注目

　　　　される。この山のスズタケは，故　　　　される。この山のスズタケは，故

　　　　鈴木貞雄博士の同定を得たもので　　　　鈴木貞雄博士の同定を得たもので

　　　　ある。スズタケは，タケと名が付　　　　ある。スズタケは，タケと名が付

　　　　いているがササの一種で，太平洋　　　　いているがササの一種で，太平洋 安芸区の山々安芸区の山々
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　　　　側のブナ林に分布の中心があり，広島県では少ない。頂上から馬木へ下る途中，　　　　側のブナ林に分布の中心があり，広島県では少ない。頂上から馬木へ下る途中，標標

　　　　　　　　高高500m500mの地点に池があり，コイヌノハナヒゲなどからなる小規模な湿地がある。の地点に池があり，コイヌノハナヒゲなどからなる小規模な湿地がある。

　　　ｄ　日浦山　　　ｄ　日浦山
ごご ささ そそ うう

　　　　　呉娑々宇山群が瀬野川で分断される端に日浦山　　　　　呉娑々宇山群が瀬野川で分断される端に日浦山(345m)(345m)があり，山陽本線の海田があり，山陽本線の海田

　　　　市駅の裏手にあたる。この山は国有林で，広島森林管理所では地元の海田町と協力　　　　市駅の裏手にあたる。この山は国有林で，広島森林管理所では地元の海田町と協力

　　　　し，歩道を整備し樹木には名札もつけられている。頂上付近にはゲンカイツツジの　　　　し，歩道を整備し樹木には名札もつけられている。頂上付近にはゲンカイツツジの

　　　　　　　　群生があり，貴重な存在である。群生があり，貴重な存在である。
どうとこどうとこ

　　　ｅ　洞所山　　　ｅ　洞所山
どうとこどうとこ

　　　　　洞所山　　　　　洞所山(641m)(641m)は富士山ように山容が優美な美しい山で，市街からよく見える。は富士山ように山容が優美な美しい山で，市街からよく見える。

　　　　　この山に登るには，海田町運動公園から新峠を経由して頂上へ向かう道が登りや　　　　　この山に登るには，海田町運動公園から新峠を経由して頂上へ向かう道が登りや

　　　　すい。　　　　すい。新峠への谷は流紋岩のゴロゴロした地形で，ヤブツバキ，カゴノキ，シロダ新峠への谷は流紋岩のゴロゴロした地形で，ヤブツバキ，カゴノキ，シロダ
どうとこどうとこ

　　　　　　　　モ，クモ，クヌギなどからなる自然度の高い植生である。新峠から洞所山への尾根筋は乾ヌギなどからなる自然度の高い植生である。新峠から洞所山への尾根筋は乾

　　　　燥したアカマツ・コナラ林で，頂上付近はスギ・ヒノキ植林地となっていて，コナ　　　　燥したアカマツ・コナラ林で，頂上付近はスギ・ヒノキ植林地となっていて，コナ

　　　　ラ，アカマツ，コシアブラ，ソヨゴ，アセビ，イヌツゲ，クロモジ，ヤブコウジな　　　　ラ，アカマツ，コシアブラ，ソヨゴ，アセビ，イヌツゲ，クロモジ，ヤブコウジな

　　　　　　　　どが混じり，わずかではあるがナツアサドリが生育しているのが注目される。どが混じり，わずかではあるがナツアサドリが生育しているのが注目される。
えげえげ

　　　ｆ　絵下山　　　ｆ　絵下山
えげえげ

　　　　　絵下山　　　　　絵下山(593m)(593m)は，市街からよく見える。頂上まで車道があり，頂上のテレビアは，市街からよく見える。頂上まで車道があり，頂上のテレビア

　　　　ンテナが目印となっている。　　　　ンテナが目印となっている。
かこうがんかこうがん

　　　　　頂上には大きな花崗岩の岩があり，かつてはホソバコケシノブとコウヤコケシノ　　　　　頂上には大きな花崗岩の岩があり，かつてはホソバコケシノブとコウヤコケシノ

ブが生育していたが，今はその岩の上ブが生育していたが，今はその岩の上

にテレビアンテナが建っている。熊野にテレビアンテナが建っている。熊野
ほっきほっき

トンネルの近くから発喜山と明神山のトンネルの近くから発喜山と明神山の
えげえげ

間に深い谷があり，絵下山の頂上直下間に深い谷があり，絵下山の頂上直下

に真っすぐ伸びてに真っすぐ伸びている。かつては，こいる。かつては，こ

の谷にホンシャクナゲの群生地があっの谷にホンシャクナゲの群生地があっ

たが取り尽くされてしたが取り尽くされてしまった。この谷まった。この谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にはカギカズラも見つかっている。にはカギカズラも見つかっている。

タワヤモリタワヤモリ
はは

　ヤモリは身近な爬虫類としてよく知られているが，広島市に２種類のヤモリが分布しているこ　ヤモリは身近な爬虫類としてよく知られているが，広島市に２種類のヤモリが分布しているこ

とはあまり知られていない。人家周辺でよくみられるのはニホンヤモリで，山の岩場などでひっとはあまり知られていない。人家周辺でよくみられるのはニホンヤモリで，山の岩場などでひっ
そり暮らしているのがタワヤモリである。広島市のタワヤモリの分布は沿岸のごく一部の山に限そり暮らしているのがタワヤモリである。広島市のタワヤモリの分布は沿岸のごく一部の山に限

られている。一方，ニホンヤモリは人家密集地を中心に市内のほぼ全域に分布している。られている。一方，ニホンヤモリは人家密集地を中心に市内のほぼ全域に分布している。
　安芸区船越では，タワヤモリの地方名であるとされている「ひちぶ」という方言が記録されて　安芸区船越では，タワヤモリの地方名であるとされている「ひちぶ」という方言が記録されて

いる。これは，かつて海岸や沿岸の低山地にタワヤモリが広く分布していたことを示しているのいる。これは，かつて海岸や沿岸の低山地にタワヤモリが広く分布していたことを示しているの
だろう。都市化が進むにつれてタワヤモリがすむ自然海岸などが減少し，代わりに市街地に多いだろう。都市化が進むにつれてタワヤモリがすむ自然海岸などが減少し，代わりに市街地に多い

ニホンヤモリが少しずつ分布を広げていったと思われる。ニホンヤモリが少しずつ分布を広げていったと思われる。
((岡田岡田  純純))
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

カラ類と森林カラ類と森林

　カラ類とは，シジュウカラ，ヤマガラ，コガラ，ヒガラなどのシジュウカラ科のほか，エナガ　カラ類とは，シジュウカラ，ヤマガラ，コガラ，ヒガラなどのシジュウカラ科のほか，エナガ
やゴジュウカラなどを含めた小鳥類の総称である。これらの小鳥は森林を生活場所としており，やゴジュウカラなどを含めた小鳥類の総称である。これらの小鳥は森林を生活場所としており，

とくに落葉広葉樹林に多い。カラ類の食べ物は，広葉樹を食べるチョウやガの幼虫とくに落葉広葉樹林に多い。カラ類の食べ物は，広葉樹を食べるチョウやガの幼虫((毛虫毛虫))やクモやクモ
類，アブラムシなどである。また，シジュウカラ，ヤマガラ，ヒガラなどは，大径木の樹洞に営類，アブラムシなどである。また，シジュウカラ，ヤマガラ，ヒガラなどは，大径木の樹洞に営

巣するため，ある程度の大きさの木がないと繁殖できない。したがって，カラ類がどのくらいみ巣するため，ある程度の大きさの木がないと繁殖できない。したがって，カラ類がどのくらいみ
られるかということが，森林環境がどのくらい良好かの指標になる。られるかということが，森林環境がどのくらい良好かの指標になる。

　市域では，佐伯区極楽寺山のようにモミやカシ類の原生林がみられる良好な環境ではシジュウ　市域では，佐伯区極楽寺山のようにモミやカシ類の原生林がみられる良好な環境ではシジュウ
カラ，ヤマガラ，コガラ，ヒガラのカラ，ヤマガラ，コガラ，ヒガラの44種のカラ類が繁殖している。市街地周辺の山林では，シジュ種のカラ類が繁殖している。市街地周辺の山林では，シジュ

ウカラとヤマガラのウカラとヤマガラの22種しか繁殖していないのが普通である。また，山火事で大きな木がみられな種しか繁殖していないのが普通である。また，山火事で大きな木がみられな
にのしまにのしま

くなった似島では，ヤマガラの個体数も少なく，シジュウカラは冬季にわずかにみられるにすぎくなった似島では，ヤマガラの個体数も少なく，シジュウカラは冬季にわずかにみられるにすぎ

ない。さらに，コガラ，ヒガラ，エナガなどの姿もみられない。ない。さらに，コガラ，ヒガラ，エナガなどの姿もみられない。
((上野上野  吉雄吉雄))

　　⑤　佐伯区　　⑤　佐伯区
やはたやはた

　　　　佐伯区は市域の南西部に位置し，面積は市域の　　　　佐伯区は市域の南西部に位置し，面積は市域の8.28.2％を占める。区の中央に八幡川％を占める。区の中央に八幡川

　　　が流れ，北に窓ヶ山　　　が流れ，北に窓ヶ山(711(711ｍｍ))，西に極楽寺山，西に極楽寺山(693(693ｍｍ))が位置する。極楽寺山の廿日市市が位置する。極楽寺山の廿日市市

　　　側にはモミ林や湿原などの自然植生が残されているが，佐伯区側には重要な原生的自　　　側にはモミ林や湿原などの自然植生が残されているが，佐伯区側には重要な原生的自

　　　然は少ない。　　　然は少ない。

　　　ａ　次郎五郎滝　　　ａ　次郎五郎滝

　　　　　次郎五郎滝は佐伯区の北西部に位置　　　　　次郎五郎滝は佐伯区の北西部に位置

　　　　する魚切ダムの下流にあり，高さ　　　　する魚切ダムの下流にあり，高さ7m7m

　　　　の小さな滝である。この周辺ではツク　　　　の小さな滝である。この周辺ではツク

　　　　　　　　シショウジョウバカシショウジョウバカマ，サツマイナモリ，マ，サツマイナモリ，

　　　　　　　　キジョラン，キジョラン，カギカズラなど，市域でカギカズラなど，市域で

　　　　は比較的個体数の少ない種がみられる　　　　は比較的個体数の少ない種がみられる｡｡
かまかま

　　　ｂ　三宅の釜　　　ｂ　三宅の釜
かこうがんかこうがん

　　　　　渓流により侵食されてできた花崗岩　　　　　渓流により侵食されてできた花崗岩
さんさんろくろく

　　　　のおう穴である。極楽寺山南東の山麓　　　　のおう穴である。極楽寺山南東の山麓
かんかん あまあま ごご

　　　　にある。昔，旱ばつの時にここで雨乞　　　　にある。昔，旱ばつの時にここで雨乞
かまかま

　　　　いの儀式が行われていたという。　　　　いの儀式が行われていたという。｢｢釜釜｣｣

　　　　が谷頭にあたり，その下流の谷は陰湿　　　　が谷頭にあたり，その下流の谷は陰湿

　　　　でサツマイナモリやアケボノシュ　　　　でサツマイナモリやアケボノシュスラスラ

　　　　　　　　ンが自生していた。ンが自生していた。19991999年年66月の集中月の集中

　　　　　　　　豪雨豪雨で谷の側面が崩れて土石流が起こり，で谷の側面が崩れて土石流が起こり，

　　　　谷底の植生は土砂で埋まったり流され　　　　谷底の植生は土砂で埋まったり流され

　　　　たりして壊滅した。　　　　たりして壊滅した。

ツクシショウジョウバカマツクシショウジョウバカマ
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森林のラン森林のラン

　ラン科の植物は，道端，草原，湿地，岩場そして森林内にも生育しており，森林内でも環境の　ラン科の植物は，道端，草原，湿地，岩場そして森林内にも生育しており，森林内でも環境の
違いに応じたすみわけがみられる。違いに応じたすみわけがみられる。

　広島市の比較的乾燥したアカマツ林では，シュンランやミヤマウズラが地面に生えている　広島市の比較的乾燥したアカマツ林では，シュンランやミヤマウズラが地面に生えている((地地
生生))。湿潤な杉林やカシ林では，水はけの良い斜面にエビネやサイハイランが地生しており，この。湿潤な杉林やカシ林では，水はけの良い斜面にエビネやサイハイランが地生しており，この

ような森林内の樹木には，カヤラン，クモランやセッコクが樹肌に根を張って生活しているような森林内の樹木には，カヤラン，クモランやセッコクが樹肌に根を張って生活している((着着
生生))。ただこの場合でも，湿度の変化が少ない低い位置にはカヤランが，高く風通しの良い場所に。ただこの場合でも，湿度の変化が少ない低い位置にはカヤランが，高く風通しの良い場所に

はセッコクがみられる。また，セッコクやムギラン，マメヅタランなどは，しばしば霧のかかるはセッコクがみられる。また，セッコクやムギラン，マメヅタランなどは，しばしば霧のかかる
ような空中湿度の高い林内の明るい場所では岩上に生えていることもあるような空中湿度の高い林内の明るい場所では岩上に生えていることもある((岩生岩生))。一方，ごくま。一方，ごくま

れにではあるが，葉緑素を持たず菌類と共生している腐生ランを，安定した森林内の腐植土が厚れにではあるが，葉緑素を持たず菌類と共生している腐生ランを，安定した森林内の腐植土が厚
たいせきたいせき

く堆積している場所で見ることができる。く堆積している場所で見ることができる。

　このように，環境のわずかな違いに対応して様々な種類が暮らしているランに適応力の強さを　このように，環境のわずかな違いに対応して様々な種類が暮らしているランに適応力の強さを
感じるが，裏返せば種類ごとに異なった生育環境を要求していることになる。広島市には感じるが，裏返せば種類ごとに異なった生育環境を要求していることになる。広島市には4242種の種の

ランが自生しており，これらを後世に伝えるためには，採取を慎むことは言うまでもなく，多様ランが自生しており，これらを後世に伝えるためには，採取を慎むことは言うまでもなく，多様
な生育環境を存続させることが必要である。な生育環境を存続させることが必要である。

((世羅世羅  徹哉徹哉))

小鳥たちの冬越し小鳥たちの冬越し

　広島市をはじめとする，県内の沿岸部の林では，冬季にはシロハラ，ルリビタキ，ジョウビタキ，　広島市をはじめとする，県内の沿岸部の林では，冬季にはシロハラ，ルリビタキ，ジョウビタキ，
アオジ，ミヤマホオジロなどの冬鳥や，ウグイス，メジロ，ミソサザイなどの漂鳥たちがたくさんアオジ，ミヤマホオジロなどの冬鳥や，ウグイス，メジロ，ミソサザイなどの漂鳥たちがたくさん

みられる。みられる。
　これに対して内陸部の積雪地域では，これらの冬鳥はほとんど姿がみられない。これは，積雪に　これに対して内陸部の積雪地域では，これらの冬鳥はほとんど姿がみられない。これは，積雪に

えさえさ

より餌がとれなくなることが原因で，これらの地域でも雪が降るまではその姿を見ることができる。より餌がとれなくなることが原因で，これらの地域でも雪が降るまではその姿を見ることができる。
ところが，近年の宅地造成や道路整備などの開発により，沿岸部の林は次々と失われているのが現ところが，近年の宅地造成や道路整備などの開発により，沿岸部の林は次々と失われているのが現

状である。状である。
　沿岸部の林でも，とくに谷は埋め立てやすいので，すぐに消えてしまう。谷が埋め立てられると，　沿岸部の林でも，とくに谷は埋め立てやすいので，すぐに消えてしまう。谷が埋め立てられると，

小鳥たちにとって最も大切な水場がなくなるばかりでなく，山がしだいに乾燥化してくる。乾燥化小鳥たちにとって最も大切な水場がなくなるばかりでなく，山がしだいに乾燥化してくる。乾燥化
した山は，みかけは豊かな林に見えるが，コケ類やシダ類がまず失われ，しだいに草本類も少なくした山は，みかけは豊かな林に見えるが，コケ類やシダ類がまず失われ，しだいに草本類も少なく

なり，生物の多様性が失われてゆく。山の周囲の谷が埋め立てられると，小鳥の数も半数以下になっなり，生物の多様性が失われてゆく。山の周囲の谷が埋め立てられると，小鳥の数も半数以下になっ
てしまう。これは，動物を保護するうえで，その生息環境の生物多様性をいかに保全すべきかといてしまう。これは，動物を保護するうえで，その生息環境の生物多様性をいかに保全すべきかとい

う課題の一例である。う課題の一例である。
((上野上野  吉雄吉雄))
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　(2)(2)　里山　里山

　　①　里山の歴史　　①　里山の歴史

　　　　農山村の周辺に広がる山々は，かつては里山として農業には欠かせないものであっ　　　　農山村の周辺に広がる山々は，かつては里山として農業には欠かせないものであっ
まきまき

　　　た。プロパンガスや化学肥料などが普及する以前，農民は里山から薪を取り，炭を焼　　　た。プロパンガスや化学肥料などが普及する以前，農民は里山から薪を取り，炭を焼
ふきふき

　　　いた。また，里山の下草や採草地の草本は緑肥や家畜の飼料としてあるいは屋根葺材　　　いた。また，里山の下草や採草地の草本は緑肥や家畜の飼料としてあるいは屋根葺材

　　　として刈り取られた。したがって里山はその地域での農業活動と切り離して考えるこ　　　として刈り取られた。したがって里山はその地域での農業活動と切り離して考えるこ

　　　とができないものであった。　　　とができないものであった。
いりあいちいりあいち

　　　　集落が共同で利用する入会地は，とくに利用がはなはだしく，貧弱な植生しかみら　　　　集落が共同で利用する入会地は，とくに利用がはなはだしく，貧弱な植生しかみら

　　　れなくなった場所も多かった。そのほか，中国山地では砂鉄精練の燃料として炭が大　　　れなくなった場所も多かった。そのほか，中国山地では砂鉄精練の燃料として炭が大

　　　量に焼かれた。また，沿岸部では，製塩の際の燃料として火力の強いマツ材が使われ　　　量に焼かれた。また，沿岸部では，製塩の際の燃料として火力の強いマツ材が使われ

　　　　　　た。城下町での燃料としても多くの山林が伐採された。このため，江戸時代末期には，た。城下町での燃料としても多くの山林が伐採された。このため，江戸時代末期には，
まきまき

　　　太田川流域の農民は広島に送る薪の確保に苦労している。　　　太田川流域の農民は広島に送る薪の確保に苦労している。
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マツ枯れマツ枯れ
やよいやよい

　マツ林を主とする日本の里山は　マツ林を主とする日本の里山は19601960年代に放置され始めた。弥生時代からの里山依存型の農業年代に放置され始めた。弥生時代からの里山依存型の農業

が終わりを告げたのである。里山は，まず，地中，地表の菌類や地衣類に変化が生じ，草本層，が終わりを告げたのである。里山は，まず，地中，地表の菌類や地衣類に変化が生じ，草本層，
低木層，亜高木層，高木層の順に変化して，最終的に常緑広葉樹林のような自然林になるだろう低木層，亜高木層，高木層の順に変化して，最終的に常緑広葉樹林のような自然林になるだろう

と予想された。と予想された。
　まずマツタケが出なくなり，ハナゴ　まずマツタケが出なくなり，ハナゴ

ケなどの地衣類も減少した。ケなどの地衣類も減少した。19701970年代年代
には林床のキキョウ，オミナエシなどには林床のキキョウ，オミナエシなど

が姿を消し始め，が姿を消し始め，19801980年代になると低年代になると低
木のツツジも枯れ始め，亜高木のネジ木のツツジも枯れ始め，亜高木のネジ

キやネズも枯れるものが目立ち始めキやネズも枯れるものが目立ち始め
た。そこまでは予想どおりだったが，た。そこまでは予想どおりだったが，

19901990年代までマツ枯れは生じないとい年代までマツ枯れは生じないとい
う筋書きは外れた。マツ枯れはう筋書きは外れた。マツ枯れは19701970年年

代から始まった。それはマツノマダラ代から始まった。それはマツノマダラ
カミキリを媒体とするマツノザイセンカミキリを媒体とするマツノザイセン

チュウ病という伝染病によるものとさチュウ病という伝染病によるものとさ
れた。れた。

　マツ枯れ防除に薬剤の空中散布が行われ，新たな環境問題となった。環境庁は空散問題に対処　マツ枯れ防除に薬剤の空中散布が行われ，新たな環境問題となった。環境庁は空散問題に対処
するためマツ枯れ研究チームを編成し，私もその一員となった。とりあえず植物社会学の手法でするためマツ枯れ研究チームを編成し，私もその一員となった。とりあえず植物社会学の手法で

植生図を作成し，マツ枯れ被害地図と重ね合わせてみることにした。その結果，枯れにくい林が植生図を作成し，マツ枯れ被害地図と重ね合わせてみることにした。その結果，枯れにくい林が
あることが分かった。あることが分かった。

やや

　植生図には裸地から常緑広葉樹林にいたるまでの遷移の段階が色分けされており，それは痩せ　植生図には裸地から常緑広葉樹林にいたるまでの遷移の段階が色分けされており，それは痩せ
ひよくひよく ひよくひよく

地から肥沃な土地への順と一致する。マツ枯れは肥沃な土地において激しいことが分かり，その地から肥沃な土地への順と一致する。マツ枯れは肥沃な土地において激しいことが分かり，その

後の調査でも同じ結果となった。後の調査でも同じ結果となった。
やや

　つまり，痩せ地に近いマツ林が枯れにくいマツ林なのである。里山依存型の農業形態では里山　つまり，痩せ地に近いマツ林が枯れにくいマツ林なのである。里山依存型の農業形態では里山
ひよくひよく やや

から肥料や燃料を持ち出すので，マツ林の肥沃化が抑制され，痩せ地に近い状態が維持されるのから肥料や燃料を持ち出すので，マツ林の肥沃化が抑制され，痩せ地に近い状態が維持されるの
である。である。

　したがって，里山依存型の農業形態が病気に強いマツ林をつくることになると私は考えている。　したがって，里山依存型の農業形態が病気に強いマツ林をつくることになると私は考えている。
((広島大学理学部附属宮島自然植物実験所　豊原広島大学理学部附属宮島自然植物実験所　豊原  源太郎源太郎))

マツ枯れマツ枯れ
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　　　　　　　　明治末期明治末期の地形図を見ると，の地形図を見ると，現在と比べ現在と比べ広島近郊の山々には草地が多いことが分かる広島近郊の山々には草地が多いことが分かる
せきあくせきあく

　　　　　　((図５図５))。。また，千葉徳爾また，千葉徳爾(1956)(1956)「はげ山の研究「はげ山の研究｣｣や広島県林務部や広島県林務部(1955)(1955)「瘠悪農用造林「瘠悪農用造林｣｣

　　　などから，　　　などから，19551955年ごろの広島市近郊の貧弱な里山の様子や，行政が緑化に努力して年ごろの広島市近郊の貧弱な里山の様子や，行政が緑化に努力して

　　　いる様子がよく分かる。　　　いる様子がよく分かる。

　　　　これらの資料や昭和　　　　これらの資料や昭和2020年代の空中写真などから判断すると，このころの広島付近年代の空中写真などから判断すると，このころの広島付近

　　　の里山は緑が豊かなのではなく，むしろ立ち木の乏しい荒廃した林地が多かったと考　　　の里山は緑が豊かなのではなく，むしろ立ち木の乏しい荒廃した林地が多かったと考

　　　えられる。　　　えられる。

ねね

高嶺の花マツタケはきれい好き高嶺の花マツタケはきれい好き

　全国のマツタケ生産量は昭和　全国のマツタケ生産量は昭和2020年代がピークであったが，年代がピークであったが，3030年代に激減し，そのまま停滞して年代に激減し，そのまま停滞して
いる。この原因としてはいろいろいわれているが，アカマツ林が放置されて荒れてきたことが大いる。この原因としてはいろいろいわれているが，アカマツ林が放置されて荒れてきたことが大

きいとされている。燃料としての薪炭が，昭和きいとされている。燃料としての薪炭が，昭和2020年代の燃料革命以来しだいに石炭とか石油にとっ年代の燃料革命以来しだいに石炭とか石油にとっ
て代わられ，アカマツ林から薪炭の原料が採取されていたことにより自然に山が掃除されていたて代わられ，アカマツ林から薪炭の原料が採取されていたことにより自然に山が掃除されていた

のが，採取する必要がなくなりアカマツ林が放置され，山が荒れていったのである。のが，採取する必要がなくなりアカマツ林が放置され，山が荒れていったのである。
　荒れた山にはさまざまな菌類が繁殖し，マツタケの競争相手となるキノコも増え，競争に弱い　荒れた山にはさまざまな菌類が繁殖し，マツタケの競争相手となるキノコも増え，競争に弱い

マツタケは衰えてきたのである。現在，荒れた山を手入れし，きれいな山に戻そうとする環境整マツタケは衰えてきたのである。現在，荒れた山を手入れし，きれいな山に戻そうとする環境整
備事業が各地で行われている。しかし，松枯れによるアカマツ林の減少，マツ林の老齢化などに備事業が各地で行われている。しかし，松枯れによるアカマツ林の減少，マツ林の老齢化などに

より，なかなかすぐにはマツタケの発生量は増加してこないのが現状である。より，なかなかすぐにはマツタケの発生量は増加してこないのが現状である。
　昭和　昭和4040年代までは旧市内でも多く発生していたようである。いつのまにか値段が高くなってし年代までは旧市内でも多く発生していたようである。いつのまにか値段が高くなってし

ねね

まい，庶民からは高嶺の花になったマツタケではあるが，こんなに季節感のあるものはほかにはまい，庶民からは高嶺の花になったマツタケではあるが，こんなに季節感のあるものはほかには
ないであろう。アカマツ林がなくなれば消えていく運命にあるマツタケ。アカマツ林を守っていないであろう。アカマツ林がなくなれば消えていく運命にあるマツタケ。アカマツ林を守ってい

きたいものである。きたいものである。
((川上川上  嘉章嘉章))

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z

((国土地理院発行の５万分の１地形図を使用国土地理院発行の５万分の１地形図を使用))　　
　　　　　　　　明治　　　　　　　　明治3131年測量年測量 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成２年修正　平成２年修正

図５　地形図からみた土地利用の変化図５　地形図からみた土地利用の変化((縮尺：縮尺：1/40,000)1/40,000)
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　②　エネルギー革命と里山の変化　　②　エネルギー革命と里山の変化
まきまき

　　　　昭和　　　　昭和3030年代以降，農村に大きな変化が生じた。それは薪や炭はプロパンガスに，年代以降，農村に大きな変化が生じた。それは薪や炭はプロパンガスに，

　　　農耕用や運輸のための牛馬はトラクターやトラックに，草肥や緑肥は化学肥料への変　　　農耕用や運輸のための牛馬はトラクターやトラックに，草肥や緑肥は化学肥料への変

　　　化である。都市部でも，炭の利用は急速に減少した。　　　化である。都市部でも，炭の利用は急速に減少した。

　　　　その結果，山間部の農家の冬場の大切な換金商品としての炭焼きは減少した。農業　　　　その結果，山間部の農家の冬場の大切な換金商品としての炭焼きは減少した。農業
しばしば

　　　でも里山への依存は低くなり，炭焼きや柴刈りなどはしだいに行われなくなり，落ち　　　でも里山への依存は低くなり，炭焼きや柴刈りなどはしだいに行われなくなり，落ち

　　　葉かきも行われなくなった。大型の家畜を持たなくなった農家は，利用しなくなった　　　葉かきも行われなくなった。大型の家畜を持たなくなった農家は，利用しなくなった

　　　採草地に商品価値の高いスギやヒノキを植えた。農村の学校で見られた農繁期　　　採草地に商品価値の高いスギやヒノキを植えた。農村の学校で見られた農繁期((田植田植

　　　えや稲刈り　　　えや稲刈り))の休日もいつの間にかなくなってしまった。の休日もいつの間にかなくなってしまった。
かこうがんかこうがん

　　　　このころから，里山林はしだいに樹木が増えてきたと思われる。花崗岩域ではアカ　　　　このころから，里山林はしだいに樹木が増えてきたと思われる。花崗岩域ではアカ

　　　マツ林が，中・古生層域ではコナラ　　　マツ林が，中・古生層域ではコナラ

　　　などの落葉樹林が育ってきたようで　　　などの落葉樹林が育ってきたようで

　　　ある。　　　ある。
ほほ

　　　　農業機械の大型化に伴い圃場整備　　　　農業機械の大型化に伴い圃場整備

　　　が行われ，湿田は乾田に，従来の土　　　が行われ，湿田は乾田に，従来の土

　　　水路はコンクリート張りの水路に変　　　水路はコンクリート張りの水路に変

　　　わり，あぜの様子も変化した。水路　　　わり，あぜの様子も変化した。水路

　　　に生息していたメダカやフナ，ゲン　　　に生息していたメダカやフナ，ゲン

　　　ゴロウなどは生活の場を失い，カエ　　　ゴロウなどは生活の場を失い，カエ

　　　　　　ルの産卵場も減少した。また，農薬ルの産卵場も減少した。また，農薬
道路改修された里山の林縁道路改修された里山の林縁  （（林縁部は春植物の生育地林縁部は春植物の生育地

となるため，人工的な補修による影響は多大であるとなるため，人工的な補修による影響は多大である）　）　

里山で見つけられた新産種里山で見つけられた新産種
　　1801(1801(享和元享和元))年ころの作成と思われる年ころの作成と思われる｢｢芸備郡要集芸備郡要集｣｣によると，各郡にはによると，各郡には｢｢御山方御山方｣｣という山林のという山林の

おたてやまおたてやま おとめやまおとめやま おやぶしょおやぶしょ

監督官が置かれ，監督官が置かれ，｢｢御建山・御留山・御薮所御建山・御留山・御薮所｣｣という藩の山林，という藩の山林，｢｢野山・草山野山・草山｣｣と呼ばれた村の共有と呼ばれた村の共有
こしばやしこしばやし

林，林，｢｢腰林腰林｣｣という農民の持ち山が区別されていた。たとえば湯来町の東郷山北面にある恵下谷山という農民の持ち山が区別されていた。たとえば湯来町の東郷山北面にある恵下谷山

国有林は，広島藩の御留山であった。里山とは薪炭林などのように人間の活動によって維持され国有林は，広島藩の御留山であった。里山とは薪炭林などのように人間の活動によって維持され
て来た山を指し，野山・草山・腰林に由来するものであろう。て来た山を指し，野山・草山・腰林に由来するものであろう。

　里山にはあまり貴重な生物は分布していないと考えられて来た。ところが，今回の調査期間中　里山にはあまり貴重な生物は分布していないと考えられて来た。ところが，今回の調査期間中
に，驚くべき植物がに，驚くべき植物が22種，しかも互いに数センチと離れていない状態で見つかった。場所は安佐北種，しかも互いに数センチと離れていない状態で見つかった。場所は安佐北

区の人家に近い丘陵地である。その区の人家に近い丘陵地である。その22種の植物とは，ヒナノシャクジョウとホンゴウソウである。種の植物とは，ヒナノシャクジョウとホンゴウソウである。
ホンゴウソウはこれまで宮島と野呂山で見つかっていたが，ヒナノシャクジョウは広島県から初ホンゴウソウはこれまで宮島と野呂山で見つかっていたが，ヒナノシャクジョウは広島県から初

めて見つかった。めて見つかった。
　ここで強調したいことは，一見大したことのないような里山に植物地理学上から貴重な種が生　ここで強調したいことは，一見大したことのないような里山に植物地理学上から貴重な種が生

存していた事実である。存していた事実である。
　近年，農業の構造的変化によって，水田，里山や草地が減少し，これまで普通の生物と思われ　近年，農業の構造的変化によって，水田，里山や草地が減少し，これまで普通の生物と思われ

ていたメダカ，ニホンヒキガエル，トノサマガエル，キキョウ，オミナエシなどが，全国的に激ていたメダカ，ニホンヒキガエル，トノサマガエル，キキョウ，オミナエシなどが，全国的に激
減している。このような観点から，里山の保全が強く叫ばれているのである。ところが，今回の減している。このような観点から，里山の保全が強く叫ばれているのである。ところが，今回の

ヒナノシャクジョウやホンゴウソウの事例のように，きわめてまれな生物も，里山や水田に残存ヒナノシャクジョウやホンゴウソウの事例のように，きわめてまれな生物も，里山や水田に残存
きゃっかしょうこきゃっかしょうこ

していることを示している。まさにしていることを示している。まさに｢｢脚下照顧脚下照顧｣｣である。である。

((関関  太郎太郎))
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　　　　　　や除草剤の使用による生物の減少も生じた。里山林も伐採されることが減り，従来や除草剤の使用による生物の減少も生じた。里山林も伐採されることが減り，従来

　　　パッチ状に存在した伐採跡地や草地がほとんどなくなった。このような変化は里山の　　　パッチ状に存在した伐採跡地や草地がほとんどなくなった。このような変化は里山の
えさえさ ほほ

　　　小動物を餌とする鳥や哺乳類にも影響を及ぼし，生態系の変化をもたらした。　　　小動物を餌とする鳥や哺乳類にも影響を及ぼし，生態系の変化をもたらした。

　　　　　　　　19701970年からの減反政策による休耕田の増加や，有機農業あるいは農薬使用量の減年からの減反政策による休耕田の増加や，有機農業あるいは農薬使用量の減

　　　少も，里山に変化をもたらすものであった。また，若い人たちの都市への移動による　　　少も，里山に変化をもたらすものであった。また，若い人たちの都市への移動による

　　　農山村の過疎や高齢化，外材の輸入による国内の木材価格の低迷などは，植林地や里　　　農山村の過疎や高齢化，外材の輸入による国内の木材価格の低迷などは，植林地や里

　　　山が放置される大きな要因となった。また，近年ではサルやシカ，イノシシなどによ　　　山が放置される大きな要因となった。また，近年ではサルやシカ，イノシシなどによ

　　　る農作物への被害が大きくなってきた。一方で，水田や里山のもつ多面的な機能が再　　　る農作物への被害が大きくなってきた。一方で，水田や里山のもつ多面的な機能が再

　　　評価され，それらの価値を見直すようになってきた。そのため，各地で里山の新しい　　　評価され，それらの価値を見直すようになってきた。そのため，各地で里山の新しい

　　　利用なども行われつつある。　　　利用なども行われつつある。

　　　　広島で里山の利用を計画する時には，全国一律の考えをあてはめるのではなく，地　　　　広島で里山の利用を計画する時には，全国一律の考えをあてはめるのではなく，地

　　　域の歴史的な変遷や地形地質，利用形態などに応じたきめ細かな計画を立てる必要が　　　域の歴史的な変遷や地形地質，利用形態などに応じたきめ細かな計画を立てる必要が

　　　ある。　　　ある。

　　③　里山の管理上の問題点　　③　里山の管理上の問題点

　　　　　　　　19751975年ごろの里山では，春にアカマツやコナラの林内にコバノミツバツツジや年ごろの里山では，春にアカマツやコナラの林内にコバノミツバツツジや

　　　　　　アセビ，ヤマツツジなど低木類の花が，林床部や林縁部にはササユリ，イチリンソアセビ，ヤマツツジなど低木類の花が，林床部や林縁部にはササユリ，イチリンソ

　　　ウ，アマナ，シュンランなどの花が咲く景観が見られた。カタクリやアマナ，イチリ　　　ウ，アマナ，シュンランなどの花が咲く景観が見られた。カタクリやアマナ，イチリ

　　　ンソウなどの春植物は，斜面下部で春先に光が林床にとどくような環境に生育する種　　　ンソウなどの春植物は，斜面下部で春先に光が林床にとどくような環境に生育する種

　　　である。　　　である。

　　　　　　　　里山を利用しなくなるとアラカシ里山を利用しなくなるとアラカシ，ソヨゴ，ヒサカキなどの常緑樹が繁茂し，林床，ソヨゴ，ヒサカキなどの常緑樹が繁茂し，林床

　　　にはネザサなどのササ類やウラジロなどが繁茂するようになる。また，竹林も管理さ　　　にはネザサなどのササ類やウラジロなどが繁茂するようになる。また，竹林も管理さ

　　　れなくなると地下茎で四方に拡大するようになる。常緑樹が繁茂すると低　　　れなくなると地下茎で四方に拡大するようになる。常緑樹が繁茂すると低木類では木類では

　　　　　　コバノミツバツツジやヤマツツジが減少し，林床は暗くなり，落ち葉が積コバノミツバツツジやヤマツツジが減少し，林床は暗くなり，落ち葉が積もってくもってく

白木町の里山白木町の里山
へいたんへいたん さんろくさんろく

　里山を構成する景観は，平坦部に水田と家屋，山麓部にアカマツやコナラ，アベマキなどから　里山を構成する景観は，平坦部に水田と家屋，山麓部にアカマツやコナラ，アベマキなどから

なる二次林や，スギ，ヒノキなどの植林地，あるいは竹林，草地などからなる。なる二次林や，スギ，ヒノキなどの植林地，あるいは竹林，草地などからなる。
　農家の土地利用によってこれらの景観は，モザイク状に分布していた。地域的にはアカマツ二　農家の土地利用によってこれらの景観は，モザイク状に分布していた。地域的にはアカマツ二

かこうがんかこうがん

次林は花崗岩地帯に多く，コナラなどの落葉広葉二次林は中・古生層地帯に多く見られた。次林は花崗岩地帯に多く，コナラなどの落葉広葉二次林は中・古生層地帯に多く見られた。
　　19551955年ごろからのエネルギー革命により，里山の樹林や草地は利用されなくなってきた。その年ごろからのエネルギー革命により，里山の樹林や草地は利用されなくなってきた。その

ため市街地近郊では，都市の拡大とともに農家は利用しなくなった里山を手放し，それらは新興ため市街地近郊では，都市の拡大とともに農家は利用しなくなった里山を手放し，それらは新興
住宅地などに変化した。住宅地などに変化した。

　一方，白木地区では，交通がやや不便なため，このような開発があまり行われず，また農家が　一方，白木地区では，交通がやや不便なため，このような開発があまり行われず，また農家が
里山を利用してきたため，今日では少なくなった農村の里山景観を見ることができる。里山を利用してきたため，今日では少なくなった農村の里山景観を見ることができる。

　そこでは，春には在来種のタンポポ，秋にはオミナエシ，キキョウ，ワレモコウなど，近年少　そこでは，春には在来種のタンポポ，秋にはオミナエシ，キキョウ，ワレモコウなど，近年少
なくなってしまった多くの草花を見ることができる。人々の持続的な農作業がもたらした里山のなくなってしまった多くの草花を見ることができる。人々の持続的な農作業がもたらした里山の

景観であり，広島市域ではきわめて少なく貴重なものである。景観であり，広島市域ではきわめて少なく貴重なものである。
((吉野吉野  由紀夫由紀夫))
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　　るので，春植物などはほとんど生育しなくな　　　るので，春植物などはほとんど生育しなくな

　　　る。その結果，季節的な変化に乏しい林とな　　　る。その結果，季節的な変化に乏しい林とな
たいせきたいせき

　　　る。なお，落ち葉が堆積すると腐生のラン科　　　る。なお，落ち葉が堆積すると腐生のラン科

　　　植物などが生育する機会が増加する。　　　植物などが生育する機会が増加する。

　　　　　　　　農業と切り離された里山の維持管理には，農業と切り離された里山の維持管理には，

　　　　　　多くの人手と費用が必要となる。多くの人手と費用が必要となる。したがしたがっって，て，
いい

　　　里山を活かすには，炭焼きを行うなど，でき　　　里山を活かすには，炭焼きを行うなど，でき

　　　る　　　るだけ里山の資源を利用するシステだけ里山の資源を利用するシステムを作ムを作

　　　る必要がある。　　　る必要がある。

　　④　種の保護や移植に関する問題点　　④　種の保護や移植に関する問題点

　　　　里山に生育する貴重な種の多くは，人手が　　　　里山に生育する貴重な種の多くは，人手が

　　　入らなくなるとしだいに消滅していく。した　　　入らなくなるとしだいに消滅していく。した

　　　　　　がって，里山に生育する種の保全のためにがって，里山に生育する種の保全のために

　　　は，どの程度の人為的な影響が必要かを調べ　　　は，どの程度の人為的な影響が必要かを調べ

　　　る必要がある。草刈りや下草刈りの時期や頻度，落ち葉かきの頻度，雑木類の伐採頻　　　る必要がある。草刈りや下草刈りの時期や頻度，落ち葉かきの頻度，雑木類の伐採頻

　　　度や高木の伐採周期などである。　　　度や高木の伐採周期などである。

　　　　環境影響評価では，貴重な種の移植がよく話題となる。その際には移植する種の生　　　　環境影響評価では，貴重な種の移植がよく話題となる。その際には移植する種の生

　　　育地として適した環境を整備し，その場所が，将来にわたって保全及び維持管理が行　　　育地として適した環境を整備し，その場所が，将来にわたって保全及び維持管理が行

　　　われるようにする必要がある。　　　われるようにする必要がある。

湿生植物の茂る放棄水田湿生植物の茂る放棄水田

放棄水田の植物放棄水田の植物
　近年の水田の減反政策及び社会・経済状況の変化により，その休耕・放棄が全国的に進んでい　近年の水田の減反政策及び社会・経済状況の変化により，その休耕・放棄が全国的に進んでい

る。スギの植林や観光お花畑として様変わりすることもなく，自然のまま放置された水田の植物る。スギの植林や観光お花畑として様変わりすることもなく，自然のまま放置された水田の植物
相は，その土地の環境に応じて徐々に遷移している。相は，その土地の環境に応じて徐々に遷移している。

かんがいかんがい

　灌漑をやめると乾燥する場所もあるが，もともと湿地が耕地化されていたため，放棄されると　灌漑をやめると乾燥する場所もあるが，もともと湿地が耕地化されていたため，放棄されると
再び湿生植物が生えてくる場所が多い。長年，丹精こめてつくられた水田の跡に生えるのは，主再び湿生植物が生えてくる場所が多い。長年，丹精こめてつくられた水田の跡に生えるのは，主

として富栄養の湿地に生えるタイプのものである。として富栄養の湿地に生えるタイプのものである。
　開発によって湿地が急速に失われて　開発によって湿地が急速に失われて

いる現在，放棄水田は絶滅の危険にさいる現在，放棄水田は絶滅の危険にさ
らされている湿生植物を復元するためらされている湿生植物を復元するため

の足がかり，あるいはビオトープとしの足がかり，あるいはビオトープとし
て見直されている。て見直されている。

　安佐北区の放棄水田では，マアザ　安佐北区の放棄水田では，マアザ
ミ，サワギキョウ，カキラン，ミズトミ，サワギキョウ，カキラン，ミズト

ンボ，ニッポンイヌノヒゲ，ヌマガヤンボ，ニッポンイヌノヒゲ，ヌマガヤ
など，湿生植物の宝庫になっている状など，湿生植物の宝庫になっている状

況が観察された。況が観察された。

((井上井上  尚子・三上尚子・三上  幸三幸三))

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
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シャジクモ類シャジクモ類
ぐぐ

　つい最近発表された環境庁の藻類レッドリストを見て驚いた。シャジクモが絶滅危惧種にあげ　つい最近発表された環境庁の藻類レッドリストを見て驚いた。シャジクモが絶滅危惧種にあげ
られている。シャジクモは，シャジクモ類の中で最も普通にみられる種類で，池や水田，水路なられている。シャジクモは，シャジクモ類の中で最も普通にみられる種類で，池や水田，水路な

ど，さまざまな水域に生育している。ど，さまざまな水域に生育している。
　事情を確認したところ，シャジクモ類の選定は湖沼での減少率をもとにしたということであっ　事情を確認したところ，シャジクモ類の選定は湖沼での減少率をもとにしたということであっ

た。富栄養化に伴う透明度の低下や草食性の外来魚によって，水草が全般に減少し，湖沼ではシャた。富栄養化に伴う透明度の低下や草食性の外来魚によって，水草が全般に減少し，湖沼ではシャ
ジクモ類も例外ではなかったということだ。ジクモ類も例外ではなかったということだ。

　ところで，このシャジクモ類，一般には生物の授業で原形質流動の観察に使われるという程度　ところで，このシャジクモ類，一般には生物の授業で原形質流動の観察に使われるという程度
の知名度しかないが，いま，進化の秘密を解くカギになる生物として注目されている。私たちがの知名度しかないが，いま，進化の秘密を解くカギになる生物として注目されている。私たちが

普段目にしている陸上の植物が，どのようにして水中から上がってきたのか，その分岐点にシャ普段目にしている陸上の植物が，どのようにして水中から上がってきたのか，その分岐点にシャ
ジクモ類がいるからである。ジクモ類がいるからである。

　シャジクモ類の陸上植物と同じような有性生殖の機能をはじめ，微細構造や生理的特性，さら　シャジクモ類の陸上植物と同じような有性生殖の機能をはじめ，微細構造や生理的特性，さら

には近年の遺伝子の研究から，シャジクモ類と陸上植物はひとつの共通祖先に由来しているといには近年の遺伝子の研究から，シャジクモ類と陸上植物はひとつの共通祖先に由来しているとい
われている。このことは，陸上植物が海からではなく淡水域から生まれたという説を裏付けるこわれている。このことは，陸上植物が海からではなく淡水域から生まれたという説を裏付けるこ

とにもなる。また，シャジクモ類の二酸化炭素の取り込み方や貧栄養を好む特性，太陽光の強いとにもなる。また，シャジクモ類の二酸化炭素の取り込み方や貧栄養を好む特性，太陽光の強い
紫外線に対応するクチクラ層の発達などから，水中から陸上への開拓に挑戦するために紫外線に対応するクチクラ層の発達などから，水中から陸上への開拓に挑戦するために44億年以上億年以上

前に植物がどのように適応していった前に植物がどのように適応していった
かを読みとることができる。かを読みとることができる。

　今回の調査で，広島市ではシャジク　今回の調査で，広島市ではシャジク
モは運良く水田に豊富に残されているモは運良く水田に豊富に残されている

ことが明らかとなったが，全国的にみことが明らかとなったが，全国的にみ
ると湖沼に生育する種類はきわめて危ると湖沼に生育する種類はきわめて危

険な状態にある。私たちのさまざまな険な状態にある。私たちのさまざまな
疑問の答えを得ないままそれらが途絶疑問の答えを得ないままそれらが途絶

えてしまうのは，私たちがえてしまうのは，私たちが44億年前の億年前の
過去を失ってしまうということでもあ過去を失ってしまうということでもあ

る。る。
((半田半田  信司信司))

水田のイネの根元に繁茂するシャジクモ（黒い部分水田のイネの根元に繁茂するシャジクモ（黒い部分))
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　　　　なお，日本の自然環境下では，ほぼすべての立地が森林となり，草原などはほとん　　　　なお，日本の自然環境下では，ほぼすべての立地が森林となり，草原などはほとん

　　　ど見られない。したがって，草原などに生育し，貴重とされる種の本来の生育環境が　　　ど見られない。したがって，草原などに生育し，貴重とされる種の本来の生育環境が

　　　どのようなものであったのかよく分からない。おそらく谷筋の落葉樹林下や河川のは　　　どのようなものであったのかよく分からない。おそらく谷筋の落葉樹林下や河川のは

　　　んらん原，自然堤防，ほう壊地などであったと思われる。　　　んらん原，自然堤防，ほう壊地などであったと思われる。

　　　　このような環境に生育していた種が，農耕によって改変された草地や里山の林床に　　　　このような環境に生育していた種が，農耕によって改変された草地や里山の林床に

　　　　　　生育環境を広げていったと考えられる。したがって，草原などに生育する貴重な種は，生育環境を広げていったと考えられる。したがって，草原などに生育する貴重な種は，

　　　本来の生育地での種生態学的な調査研究が必要であるが，このような環境はほとんど　　　本来の生育地での種生態学的な調査研究が必要であるが，このような環境はほとんど

　　　なくなってしまったため，現状では非常に難しいものとなっている。また，本来の生　　　なくなってしまったため，現状では非常に難しいものとなっている。また，本来の生

　　　育環境がほとんど残っていないと思われるため，里山での保全が一層重要である。　　　育環境がほとんど残っていないと思われるため，里山での保全が一層重要である。
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市域において絶滅したと市域において絶滅したと

考えられる考えられる  タガメタガメ

ため池・湿地・放棄水田の昆虫類ため池・湿地・放棄水田の昆虫類

　藤村敏彦氏が　藤村敏彦氏が19571957年に刊行した年に刊行した｢｢広島市江波町産昆虫目録広島市江波町産昆虫目録｣｣は，広島市域の昆虫相の変遷を知るは，広島市域の昆虫相の変遷を知る
うえで非常に貴重な資料であり，当時，チョウトンボ，タガメ，コオイムシ，ゲンゴロウなどはうえで非常に貴重な資料であり，当時，チョウトンボ，タガメ，コオイムシ，ゲンゴロウなどは

｢｢普通種普通種｣｣，コガタノゲンゴロウは，コガタノゲンゴロウは｢｢少ないながら産す少ないながら産す｣｣，マルコガタノゲンゴロウは，マルコガタノゲンゴロウは｢｢コガタノゲンコガタノゲン
ゴロウより多いゴロウより多い｣｣と記述されている。その後，これらの種に関する市域からの記録としては，ゲンと記述されている。その後，これらの種に関する市域からの記録としては，ゲン

ゴロウのゴロウの1958･19591958･1959年及び年及び19651965年の採集記録が公表されている。年の採集記録が公表されている。
　したがって，市域における止水環境は，少なくとも　したがって，市域における止水環境は，少なくとも19601960年代なかばまでは比較的良好であった年代なかばまでは比較的良好であった

と想像される。しかしそれ以降，周辺各町との合併により市域が拡大したにもかかわらず，公表と想像される。しかしそれ以降，周辺各町との合併により市域が拡大したにもかかわらず，公表
された水生昆虫の記録はわずか数編にとどまっていることから，この間に止水環境の悪化が急速された水生昆虫の記録はわずか数編にとどまっていることから，この間に止水環境の悪化が急速

に進行したものと推測される。その結果，現在，市域においてコオイムシ，タガメ，コガタノゲに進行したものと推測される。その結果，現在，市域においてコオイムシ，タガメ，コガタノゲ
ンゴロウはみられなくなっている。ンゴロウはみられなくなっている。

　こうした水生昆虫の衰亡のおもな原因としては，　こうした水生昆虫の衰亡のおもな原因としては，19501950年代なかばから年代なかばから19601960年代にかけての農薬年代にかけての農薬
らんらん

の濫用による影響，都市化による平地の水田やハス田，ため池の消失，減反政策による水田の減の濫用による影響，都市化による平地の水田やハス田，ため池の消失，減反政策による水田の減
ほほ

少とそれに伴うため池の荒廃，消失，圃場整備やため池の整備による生息環境の劣悪化などをあ少とそれに伴うため池の荒廃，消失，圃場整備やため池の整備による生息環境の劣悪化などをあ
らんらん

げることができる。農薬の濫用は改まったものの，皮肉なことに平地の止水域がほぼ破壊され尽げることができる。農薬の濫用は改まったものの，皮肉なことに平地の止水域がほぼ破壊され尽

くされた現在，市域における水生昆虫の生息地は，後述する湿地を除き，丘陵地や低山地にあるくされた現在，市域における水生昆虫の生息地は，後述する湿地を除き，丘陵地や低山地にある
環境が安定したため池にほぼ限られている。このため，環境が安定したため池にほぼ限られている。このため，

ほほ

今後，減反政策及び圃場整備の影響によって水生昆虫が今後，減反政策及び圃場整備の影響によって水生昆虫が
急激に減少するとは考えにくい。ただし，市外の発生地急激に減少するとは考えにくい。ただし，市外の発生地

から飛来した可能性があるゲンゴロウやシマゲンゴロウから飛来した可能性があるゲンゴロウやシマゲンゴロウ
などは，今後，環境の劣悪化による発生個体数の減少がなどは，今後，環境の劣悪化による発生個体数の減少が

起こると，市域で発見される可能性が現在よりもさらに起こると，市域で発見される可能性が現在よりもさらに
低くなる。低くなる。

　一方，　一方，19701970年以降，減反政策により丘陵地の谷あいに年以降，減反政策により丘陵地の谷あいに
放棄水田が目立ち始め，現在それらの多くは浅い湿地と放棄水田が目立ち始め，現在それらの多くは浅い湿地と

ほほ

なっている。圃場整備や遷移による湿地環境の消失が懸なっている。圃場整備や遷移による湿地環境の消失が懸
念されるものの，周囲の環境が良好な場合には，ハラビ念されるものの，周囲の環境が良好な場合には，ハラビ

ロトンボ，ハッチョウトンボ，ホソクロマメゲンゴロロトンボ，ハッチョウトンボ，ホソクロマメゲンゴロ
ウ，スジヒラタガムシなどの水生昆虫のほか，ヒメギウ，スジヒラタガムシなどの水生昆虫のほか，ヒメギ

ス，キンヒバリ，メミズムシなどの湿った環境を好む種ス，キンヒバリ，メミズムシなどの湿った環境を好む種
が多数生息している。さらに，特筆すべきはオオコオイが多数生息している。さらに，特筆すべきはオオコオイ

ムシが各地の湿地にきわめて普通にみられることであムシが各地の湿地にきわめて普通にみられることであ
る。本種は，湿地化した放棄水田の出現に伴って，分布る。本種は，湿地化した放棄水田の出現に伴って，分布

の拡大にもっとも成功した種といえる。の拡大にもっとも成功した種といえる。
　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　((坂本坂本  充充))

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z



258258

しゃしゃそうそう

　 　社叢　 　社叢
しゃしゃそうそう しゃしゃそうそう

　　　神社の境内にあって，建物を取り囲んでいる森林を社叢という。社叢によって神社は　　　神社の境内にあって，建物を取り囲んでいる森林を社叢という。社叢によって神社は
しゃしゃそうそう

　　荘厳な雰囲気に包まれている。社叢にはスギやヒノキなどが植栽されていることもある　　荘厳な雰囲気に包まれている。社叢にはスギやヒノキなどが植栽されていることもある

　　が，同時にその土地本来の植生と考えられる森林が残存していることもある。　　が，同時にその土地本来の植生と考えられる森林が残存していることもある。
しゃしゃそうそう

　　　日本全国の平地部は人間活動のため土地本来の植生はほとんど残っていない。社叢は　　　日本全国の平地部は人間活動のため土地本来の植生はほとんど残っていない。社叢は

そうした平地部に点在していることがそうした平地部に点在していることが

多く，長い間人の手が加わらず守られ多く，長い間人の手が加わらず守られ

てきたと考えられることから，その土てきたと考えられることから，その土

地本来の植生を推定する有力な手がか地本来の植生を推定する有力な手がか

りとなる。りとなる。
しゃしゃそうそう

　広島市域でも社叢がいくつか残って　広島市域でも社叢がいくつか残って
しゃしゃそうそう

おり，今回の調査でも社叢などから広おり，今回の調査でも社叢などから広

島市域の土地本来の植生島市域の土地本来の植生((自然植生自然植生))はは

常緑広葉樹林と推定することができ常緑広葉樹林と推定することができ
しゃしゃそうそう

  た。このような社叢としては，東区馬た。このような社叢としては，東区馬
はちまんはちまん きりはたきりはた

木八幡神社，安芸区中須賀神社，切幡木八幡神社，安芸区中須賀神社，切幡
うう なな ぎぎ

神社，安佐南区宇那木神社，安佐北区神社，安佐南区宇那木神社，安佐北区
ようさんようさんはちまんはちまん

友光神社，庄原神社，養山八幡神社，友光神社，庄原神社，養山八幡神社，
ひらやぶひらやぶ

平薮神社などがあげられる。逆に自然平薮神社などがあげられる。逆に自然
しゃしゃそうそう

植生の多くは面積が少なく，社叢にの植生の多くは面積が少なく，社叢にの

み残っていたものも多い。この意味でみ残っていたものも多い。この意味で
しゃしゃそうそう

も自然植生かそれに近い社叢は重要でも自然植生かそれに近い社叢は重要で

ある。ある。
しゃしゃそうそう

　今回調査した社叢以外にも自然植生　今回調査した社叢以外にも自然植生

  かそれに近い森林が各地に残っていかそれに近い森林が各地に残ってい
いわのうえいわのうえ

る。たとえば，安佐北区落合の岩上る。たとえば，安佐北区落合の岩上
はちまんはちまん しゃしゃそうそう

八幡神社の社叢は常緑広葉樹林であ八幡神社の社叢は常緑広葉樹林であ

る。ここは常緑広葉樹林に特有に発生る。ここは常緑広葉樹林に特有に発生

するヒメハルゼミが市域で唯一確認さするヒメハルゼミが市域で唯一確認さ

れている場所である。ほかにも安佐北れている場所である。ほかにも安佐北

区亀崎の亀崎神社にもコジイを主体と区亀崎の亀崎神社にもコジイを主体と
しゃしゃそうそう りょうのべりょうのべ

した社叢があり，亀山の両延神社にはした社叢があり，亀山の両延神社には

モミの群落が確認されている。これらモミの群落が確認されている。これら

が，種組成や構造から自然植生かそれが，種組成や構造から自然植生かそれ

  に近い森林であると確認された場合，に近い森林であると確認された場合，

  保全の必要がある。保全の必要がある。

しゃしゃそうそう

馬木八幡神社の社叢（東区馬木）馬木八幡神社の社叢（東区馬木）

しゃしゃそうそう

切幡神社の社叢（安芸区中野東）切幡神社の社叢（安芸区中野東）

しゃしゃそうそう

宇那木神社の社叢（安佐南区緑井町）宇那木神社の社叢（安佐南区緑井町）
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しゃしゃそうそう

都市化と社叢都市化と社叢
しゃしゃそうそう

　外国の植物学者を日本の各地に案内すると異口同音に社叢のすばらしさに驚嘆の声をあげる。　外国の植物学者を日本の各地に案内すると異口同音に社叢のすばらしさに驚嘆の声をあげる。
日本人は，古来，森そのものをご神体として崇敬して来た。現在でも，沖縄県には森だけで社殿日本人は，古来，森そのものをご神体として崇敬して来た。現在でも，沖縄県には森だけで社殿

うたきうたき

のないのない｢｢御嶽御嶽｣｣が数多く残されている。一方，ヨーロッパにもパリ郊外のフォンテンブローの森のが数多く残されている。一方，ヨーロッパにもパリ郊外のフォンテンブローの森の
ように保護された森林もある。しかし，これは貴族が狩りをするために保存した森林であって，ように保護された森林もある。しかし，これは貴族が狩りをするために保存した森林であって，

日本のように信仰の対象ではない。英語の日本のように信仰の対象ではない。英語のconservationconservationを保護と訳しているが，を保護と訳しているが，conconはラテン語のはラテン語の
｢｢でもってでもって｣｣で英語ので英語のwithwithと同じ意味，と同じ意味，servationservationははserve(serve(役に立つ役に立つ))であり，あわせてであり，あわせて｢｢役に立たせ役に立たせ

ることること｣｣という意味になる。ヨーロッパでは狩りのために森林をという意味になる。ヨーロッパでは狩りのために森林をconservationconservationしているのであっしているのであっ
て，日本語の保護とは正反対の意味になる。て，日本語の保護とは正反対の意味になる。

しゃしゃそうそう

　広島市の中心部は原爆の惨禍を被ったので優れた社叢は多くないが，郊外には広島県天然記念　広島市の中心部は原爆の惨禍を被ったので優れた社叢は多くないが，郊外には広島県天然記念
しゃしゃそうそう はちまんはちまん しゃしゃそうそう

物物｢｢新庄の宮の社叢新庄の宮の社叢｣｣や同や同｢｢馬木八幡神社の社叢馬木八幡神社の社叢｣｣など貴重な森林が残っている。など貴重な森林が残っている。
しゃしゃそうそう

　ところが，近年の都市化の進展に伴って，指定当時は田園地帯であった社叢の周辺にも住宅が　ところが，近年の都市化の進展に伴って，指定当時は田園地帯であった社叢の周辺にも住宅が
押し寄せて来た。そのため落葉や落枝の苦情が寄せられ，とくに台風による倒木の危険が大きな押し寄せて来た。そのため落葉や落枝の苦情が寄せられ，とくに台風による倒木の危険が大きな

問題となっている。問題となっている。
しゃしゃそうそう

　　19911991年の台風年の台風1919号，号，19991999年の台風年の台風1818号によって，広島市域の天然記念物に指定されている社叢号によって，広島市域の天然記念物に指定されている社叢
しゃしゃそうそう

は大きな被害を受けた。社叢を管理している神社総代や周辺の住民は，天然記念物だから一木一は大きな被害を受けた。社叢を管理している神社総代や周辺の住民は，天然記念物だから一木一
草たりとも傷つけてはならないと思っておられるようである。確かにかつてはそのようにいわれ草たりとも傷つけてはならないと思っておられるようである。確かにかつてはそのようにいわれ

たこともあったが，この際，総代や住民の意見をよく聞いて思い切って危険な枝や樹木は処分したこともあったが，この際，総代や住民の意見をよく聞いて思い切って危険な枝や樹木は処分し
た方がいいと思われる。また，境界線を乗り越えている枝も切り詰めて，周辺の住民に不快な感た方がいいと思われる。また，境界線を乗り越えている枝も切り詰めて，周辺の住民に不快な感

じを与えないようにすべきである。昨年，台風じを与えないようにすべきである。昨年，台風1818号の後，筆者は県・市文化財保護審議会委員と号の後，筆者は県・市文化財保護審議会委員と
しゃしゃそうそう

して，このように提言した。極論をいえば，社叢はブルドーザーで削られて宅地になる心配はなして，このように提言した。極論をいえば，社叢はブルドーザーで削られて宅地になる心配はな
しゃしゃそうそう

いのだから，少々木を切ったり枝を払ったりすることはやむを得ない。地域住民に社叢の重要性いのだから，少々木を切ったり枝を払ったりすることはやむを得ない。地域住民に社叢の重要性
を理解してもらうために，行政の担当者や文化財保護委員は，地域の観察会や子ども会の講師とを理解してもらうために，行政の担当者や文化財保護委員は，地域の観察会や子ども会の講師と

しゃしゃそうそう

して積極的に出向いて，都市化と向き合う社叢の保全に取り組むべきであろう。して積極的に出向いて，都市化と向き合う社叢の保全に取り組むべきであろう。

((関関  太郎太郎))

ムササビのすみかムササビのすみか
　ムササビは国内で最大のリスのなかまで，体重も　ムササビは国内で最大のリスのなかまで，体重も700700～～10001000ｇあまりに達する。前足と後足の間ｇあまりに達する。前足と後足の間

に皮膚が変化してできた飛膜が発達していて，四肢と共にこの飛膜を広げてグライダーのようにに皮膚が変化してできた飛膜が発達していて，四肢と共にこの飛膜を広げてグライダーのように
滑空し，木から木へ移動することができる。飛膜を広げると大きめのハンカチを広げたくらいの滑空し，木から木へ移動することができる。飛膜を広げると大きめのハンカチを広げたくらいの

大きさがありこれに大きさがありこれに3030ｃｃmmを超える長く太い尾と，頭部をつけたような格好になる。国内には同じを超える長く太い尾と，頭部をつけたような格好になる。国内には同じ
く滑空するリスのなかまとしてエゾモモンガとニホンモモンガが知られるが，いずれもムササビく滑空するリスのなかまとしてエゾモモンガとニホンモモンガが知られるが，いずれもムササビ

より小さく体重もより小さく体重も1/51/5～～1/101/10程度しかない。程度しかない。
　広島県では，最近になって高所にすむニホンモモンガが発見されたが，平地から山地まで広く　広島県では，最近になって高所にすむニホンモモンガが発見されたが，平地から山地まで広く

ほほ

分布するムササビの存在は古くから人々に知られ，身近な哺乳類のひとつであった。分布するムササビの存在は古くから人々に知られ，身近な哺乳類のひとつであった。
　かつて，旧市内の市街地を除き，広島市ではムササビがいたる所でみられたはずだが，現在は　かつて，旧市内の市街地を除き，広島市ではムササビがいたる所でみられたはずだが，現在は

郊外でも宅地化が進み，ムササビたちの生息域は狭められ，周囲の山に追いやられてしまった。郊外でも宅地化が進み，ムササビたちの生息域は狭められ，周囲の山に追いやられてしまった。
しゃしゃそうそう

　宅地の間に唯一残ったのは点在する社叢である。とくに，神社はスギやシイの大木が残り，ム　宅地の間に唯一残ったのは点在する社叢である。とくに，神社はスギやシイの大木が残り，ム

ササビにとってはかっこうのすみかとなっている。しかし，行動範囲の広いムササビにとって，ササビにとってはかっこうのすみかとなっている。しかし，行動範囲の広いムササビにとって，
しゃしゃそうそう しゃしゃ

社叢はあまりに狭く，多くても数個体しか暮らせない。結果的にムササビのオアシスになった社社叢はあまりに狭く，多くても数個体しか暮らせない。結果的にムササビのオアシスになった社
そうそう

叢は，他の生息域と距離が開いたことから，同時に離島のような存在にもなってしまった。叢は，他の生息域と距離が開いたことから，同時に離島のような存在にもなってしまった。
しゃしゃそうそう

　社叢が保存されるかぎり，市街地周辺の生息地は安定した状態にはある。しかし，他の個体群　社叢が保存されるかぎり，市街地周辺の生息地は安定した状態にはある。しかし，他の個体群
しゃしゃそうそう

との交流がほとんど望めないため，近い将来には社叢からも姿を消してしまうかもしれない。との交流がほとんど望めないため，近い将来には社叢からも姿を消してしまうかもしれない。
((畑瀬畑瀬  淳淳))
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　 　島の自然　 　島の自然

　　　広島市民にとって島はいつも見慣れているものでめずらしくないが，島根県の海岸に　　　広島市民にとって島はいつも見慣れているものでめずらしくないが，島根県の海岸に

　　立つと島影は見えない。日本の海岸線の中で島の見える部分は限られている。さらに世　　立つと島影は見えない。日本の海岸線の中で島の見える部分は限られている。さらに世

　　界的に見ると，島をまったく見たことのない人の方が，島を見たり島に行ったりした人　　界的に見ると，島をまったく見たことのない人の方が，島を見たり島に行ったりした人

　　の数よりはるかに多いであろう。島とはめずらしい存在なのである。まして，瀬戸内海　　の数よりはるかに多いであろう。島とはめずらしい存在なのである。まして，瀬戸内海

　　のような多島海は世界的に見ても少ない。　　のような多島海は世界的に見ても少ない。

　　　島の生物相が特殊であることは，　　　島の生物相が特殊であることは，18311831～～18361836年にダーウィンがビーグル号による世年にダーウィンがビーグル号による世

　　界周航の途次ガラパゴス諸島の生物を見て気づき，これが進化論のヒントとなったこと　　界周航の途次ガラパゴス諸島の生物を見て気づき，これが進化論のヒントとなったこと

　　　　で有名になった。その後，島の生物は多くの生物学者の興味を引き付け，で有名になった。その後，島の生物は多くの生物学者の興味を引き付け，19671967年に年に

　　マッカーサーとウィルソンによって島への生物の侵入，定着，競争，消滅，種分化など　　マッカーサーとウィルソンによって島への生物の侵入，定着，競争，消滅，種分化など

　　が理論的に考察され，ここに島しょ生物地理学が確立された。彼らの理論は，本当の島　　が理論的に考察され，ここに島しょ生物地理学が確立された。彼らの理論は，本当の島

　　ばかりではなく，大陸の中の孤立した森林地域，湖沼，湿原など，いわゆる隔離環境に　　ばかりではなく，大陸の中の孤立した森林地域，湖沼，湿原など，いわゆる隔離環境に

　　おける生物相や生態の解析に用いられている。　　おける生物相や生態の解析に用いられている。

　　　島の生物相には　　　島の生物相には33つの原理が働いている。つの原理が働いている。1)1)創始者原理，創始者原理，2)2)ビン首効果，ビン首効果，3)3)遺伝的浮遺伝的浮

　　動である。　　動である。

　　　創始者原理というのは，最初に島に到達した種が大きな影響力をもつことである。ビ　　　創始者原理というのは，最初に島に到達した種が大きな影響力をもつことである。ビ

島の鳥類島の鳥類
　島の生物の種数は面積に比例して増減することが知られている。たとえば，宮島では　島の生物の種数は面積に比例して増減することが知られている。たとえば，宮島では135135種の鳥種の鳥

にのしまにのしま

類が記録されている。これに対して，似島では類が記録されている。これに対して，似島では5151種の鳥類を今回の調査で確認した。ただし，宮種の鳥類を今回の調査で確認した。ただし，宮
にのしまにのしま

島の記録は島の記録は19761976年からの約年からの約2020年間のものであり，似島の記録は年間のものであり，似島の記録は11年間のものである。宮島はアカマ年間のものである。宮島はアカマ

ツ，モミ，ツガなどの針葉樹やアラカシ，アカガシ，クスノキなどの照葉樹の原生林が広範にみツ，モミ，ツガなどの針葉樹やアラカシ，アカガシ，クスノキなどの照葉樹の原生林が広範にみ
にのしまにのしま

られる。これに対して似島は，大きな川や池もない乾いた環境で，られる。これに対して似島は，大きな川や池もない乾いた環境で，19601960年代の山火事で山林が焼年代の山火事で山林が焼

失し，所々にクスノキの大木がみられるだけでアカマツもほとんどみられない。主な樹種はオオ失し，所々にクスノキの大木がみられるだけでアカマツもほとんどみられない。主な樹種はオオ
バヤシャブシである。このように島の植生に大きな違いがあるので，単純に面積と種数とを比較バヤシャブシである。このように島の植生に大きな違いがあるので，単純に面積と種数とを比較

することはできないが，種数にして約することはできないが，種数にして約2.72.7倍の違いがある。倍の違いがある。
　冬鳥や夏鳥は移動性があり，あまり島の鳥類相を反映していないが，移動性の少ない留鳥に着　冬鳥や夏鳥は移動性があり，あまり島の鳥類相を反映していないが，移動性の少ない留鳥に着

目するとその島特有の鳥類相がみえてくる。たとえば，宮島にはヤマドリがいるがキジはいない。目するとその島特有の鳥類相がみえてくる。たとえば，宮島にはヤマドリがいるがキジはいない。
にのしまにのしま

一方，似島にはキジがいるがヤマドリがいない。これは，宮島は森林に覆われているので森林を一方，似島にはキジがいるがヤマドリがいない。これは，宮島は森林に覆われているので森林を
にのしまにのしま

好むヤマドリがすみ，反対に似島には森林らしきものはなく宮島に比べて農耕地の面積が多いの好むヤマドリがすみ，反対に似島には森林らしきものはなく宮島に比べて農耕地の面積が多いの
にのしまにのしま

で開けた場所を好むキジがすむのであろう。また，宮島にはエナガが多いのに，似島ではみられで開けた場所を好むキジがすむのであろう。また，宮島にはエナガが多いのに，似島ではみられ
えさえさ

ない。エナガはマツに寄生するアブラムシを餌としており，アカマツの多い宮島にはすめるが，ない。エナガはマツに寄生するアブラムシを餌としており，アカマツの多い宮島にはすめるが，
にのしまにのしま

アカマツのほとんどない似島にはすみにくいのであろう。また，宮島には多くのヤマガラがみらアカマツのほとんどない似島にはすみにくいのであろう。また，宮島には多くのヤマガラがみら
にのしまにのしま にのしまにのしま

れるが，似島では数が少ない。ヤマガラは樹洞に営巣するので，大木の少ない似島では繁殖しにれるが，似島では数が少ない。ヤマガラは樹洞に営巣するので，大木の少ない似島では繁殖しに
にのしまにのしま

くいのかもしれない。シジュウカラは，似島ではきわめて少ない。これは，島という限られた環くいのかもしれない。シジュウカラは，似島ではきわめて少ない。これは，島という限られた環

境の中ではヤマガラとシジュウカラの間で競合が起こり，ヤマガラの方が優位になった結果かも境の中ではヤマガラとシジュウカラの間で競合が起こり，ヤマガラの方が優位になった結果かも
しれない。このように，島によってすんでいる留鳥の種類に違いがあり，比較すると面白い。しれない。このように，島によってすんでいる留鳥の種類に違いがあり，比較すると面白い。

にのしまにのしま えさえさ

　留鳥の少ない似島でも，水辺に生息し魚を餌とするミサゴ，サギ類，カモメ類は常時観察でき　留鳥の少ない似島でも，水辺に生息し魚を餌とするミサゴ，サギ類，カモメ類は常時観察でき
る。また，冬は比較的暖かく風も穏やかなのでミカン園ではヒヨドリの大群が観察されるなど，る。また，冬は比較的暖かく風も穏やかなのでミカン園ではヒヨドリの大群が観察されるなど，

もうきんもうきん

多くの小鳥が越冬場所として利用している。さらにノスリをはじめとする猛禽類も越冬地として多くの小鳥が越冬場所として利用している。さらにノスリをはじめとする猛禽類も越冬地として
利用している。利用している。

((上野上野  吉雄・日比野吉雄・日比野  政彦政彦))
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　ン首効果とは，島の環境は厳しいので，うまく島に到達してもビンの首をくぐり抜ける　　ン首効果とは，島の環境は厳しいので，うまく島に到達してもビンの首をくぐり抜ける

　　ように，何度か厳しい環境のふるいにかけられることである。遺伝的浮動とは，島は面　　ように，何度か厳しい環境のふるいにかけられることである。遺伝的浮動とは，島は面

　　積が小さく外部からの侵入が難しいので小さい個体群の中で交雑が繰り返され，突然変　　積が小さく外部からの侵入が難しいので小さい個体群の中で交雑が繰り返され，突然変

　　異が固定されやすいことである。　　異が固定されやすいことである。

　　　これら　　　これら33つの原理によって，島には特殊な生物が存在している。たとえば，ガラパゴつの原理によって，島には特殊な生物が存在している。たとえば，ガラパゴ

　　ス諸島のゾウガメ，ハワイ諸島のギンケンソウ，小笠原諸島のワダンノキなどである。　　ス諸島のゾウガメ，ハワイ諸島のギンケンソウ，小笠原諸島のワダンノキなどである。

　　　島には海洋島と大陸島がある。海洋島とは，過去の地質時代を通じて一度も大陸とつ　　　島には海洋島と大陸島がある。海洋島とは，過去の地質時代を通じて一度も大陸とつ

　　ながったことのない島である。大陸島は，過去に大陸側と陸続きになったことがあると　　ながったことのない島である。大陸島は，過去に大陸側と陸続きになったことがあると

　　推察される島である。ガラパゴス諸島やハワイ諸島は，海洋島に属する。イギリスや日　　推察される島である。ガラパゴス諸島やハワイ諸島は，海洋島に属する。イギリスや日

　　本列島は大陸島であり，もちろん，広島湾内の島も大陸島である。島の生物相の　　本列島は大陸島であり，もちろん，広島湾内の島も大陸島である。島の生物相の33つのつの

　　　　原理は海洋島において原理は海洋島において最も最も顕著に現れているが，大陸島でも認められる場合があ顕著に現れているが，大陸島でも認められる場合がある。る。

　　宮島のように本土に接近していても，島が大きく自然環境がよく保たれていると，３つ　　宮島のように本土に接近していても，島が大きく自然環境がよく保たれていると，３つ

　　の原理が働き特殊な生物が出現している。　　の原理が働き特殊な生物が出現している。

　　　瀬戸内海は今から約　　　瀬戸内海は今から約11万万55千年前のウルム氷期後の海面上昇により，豊後水道や紀淡千年前のウルム氷期後の海面上昇により，豊後水道や紀淡

　　海峡から海水が侵入してできた内海である。海面上昇以前，現在の瀬戸内海にあたる地　　海峡から海水が侵入してできた内海である。海面上昇以前，現在の瀬戸内海にあたる地

　　域は標高が低いものの，山陽と四国は陸続きであったと推測され，植物も動物も山陽と　　域は標高が低いものの，山陽と四国は陸続きであったと推測され，植物も動物も山陽と

　　四国の個体群が交流していたと考えられる。　　四国の個体群が交流していたと考えられる。

　　　太田川デルタにあり，かつては島であった比治山，黄金山，江波山などには周辺の山　　　太田川デルタにあり，かつては島であった比治山，黄金山，江波山などには周辺の山

　　地に分布する個体群と交流のないオサムシが分布しており，これは島しょ生物地理学の　　地に分布する個体群と交流のないオサムシが分布しており，これは島しょ生物地理学の

　　格好の研究課題であろう。最近この地域からオサムシが減りつつあることは残念なこと　　格好の研究課題であろう。最近この地域からオサムシが減りつつあることは残念なこと

黄金山のオオオサムシ黄金山のオオオサムシ

　コウチュウ類のオオオサムシは，名前のごとく大きなオサムシを意味し，体長が約　コウチュウ類のオオオサムシは，名前のごとく大きなオサムシを意味し，体長が約3.53.5ｃｃmmもあもあ
しし

り，オサムシのなかまでは最大級である。オサムシは，下翅が退化して飛べないため，渓谷や山り，オサムシのなかまでは最大級である。オサムシは，下翅が退化して飛べないため，渓谷や山

脈，河川，湖，海など地形的要因により移動が妨げられ，地域的に集団が隔離された結果，時間脈，河川，湖，海など地形的要因により移動が妨げられ，地域的に集団が隔離された結果，時間
の経過と共に集団間の差異が大きくなり，隔離された地域で亜種や種の分化が生じている。このの経過と共に集団間の差異が大きくなり，隔離された地域で亜種や種の分化が生じている。この

ことから，進化の好適な研究材料として古くからよく調べられてきた。ことから，進化の好適な研究材料として古くからよく調べられてきた。
　広島市沿岸部のオサムシ類の分布をみると，太田川の右岸側　広島市沿岸部のオサムシ類の分布をみると，太田川の右岸側((西側西側))にはオオオサムシがいるが，にはオオオサムシがいるが，

左岸側左岸側((東側東側))には近縁でほぼ同じ大きさのヤコンオサムシがいる。このには近縁でほぼ同じ大きさのヤコンオサムシがいる。この22種は，瀬戸内海の沿岸部種は，瀬戸内海の沿岸部
と島しょですみ分けていて，混生することはない。南区の黄金山にはオオオサムシが，黄金山かと島しょですみ分けていて，混生することはない。南区の黄金山にはオオオサムシが，黄金山か

ら約４ｋら約４ｋmmしか離れていないが近隣の山塊と陸続きの東区の牛田山にはヤコンオサムシがいる。つしか離れていないが近隣の山塊と陸続きの東区の牛田山にはヤコンオサムシがいる。つ
まり，黄金山のオオオサムシは，埋め立てで陸続きになった後も，島として隔離されていたころまり，黄金山のオオオサムシは，埋め立てで陸続きになった後も，島として隔離されていたころ

の生物の分布を今日に伝えているのである。の生物の分布を今日に伝えているのである。
　今から　今から2020年ほど前には，黄金山で調査すると一回で本種を年ほど前には，黄金山で調査すると一回で本種を11～～22頭はみかけることができた。し頭はみかけることができた。し

かし，かし，19981998年と年と19991999年の年の22年の間では，同じ調査方法で調べたにもかかわらず，なんと年の間では，同じ調査方法で調べたにもかかわらず，なんと11頭しかみ頭しかみ
かけることができなかった。黄金山の宅地化は中腹あたりまで進み，それに合わせるようにオオかけることができなかった。黄金山の宅地化は中腹あたりまで進み，それに合わせるようにオオ

オサムシの個体数が急激に減少しているのは確実である。オサムシの個体数が急激に減少しているのは確実である。
えさえさ がけがけ

　林の減少に伴う餌生物の減少が本種の存続を脅かしていると考えられる。さらに，成虫は崖や　林の減少に伴う餌生物の減少が本種の存続を脅かしていると考えられる。さらに，成虫は崖や

倒木の樹皮下で越冬するので，越冬場所の減少も脅威となっているのであろう。倒木の樹皮下で越冬するので，越冬場所の減少も脅威となっているのであろう。
((小阪小阪  敏和敏和))
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　　である。　　である。
にのしまにのしま

　　　広島湾に浮かぶ似島，峠島，金輪島などは，古くから人間の影響を受けて原生的な環　　　広島湾に浮かぶ似島，峠島，金輪島などは，古くから人間の影響を受けて原生的な環

　　　　境が破壊され，生物地理学的な情報を今に残す生物はほとんど境が破壊され，生物地理学的な情報を今に残す生物はほとんどみみられない。しかし，られない。しかし，
にのしまにのしま

　　似島や峠島では，わずかではあるが昔ながらの里山的な自然が保たれている。　　似島や峠島では，わずかではあるが昔ながらの里山的な自然が保たれている。
にのしまにのしま

　　　似島におけるニホンヒキガエルの発見，峠島におけるメダカの確認などがその例であ　　　似島におけるニホンヒキガエルの発見，峠島におけるメダカの確認などがその例であ

　　る。植物ではそのような例に乏しいが，　　る。植物ではそのような例に乏しいが，19971997年に環境庁が発表した植物版レッドリス年に環境庁が発表した植物版レッドリス
ぐぐ にのしまにのしま

　　トで絶滅危惧　　トで絶滅危惧 IIII類類(VU)(VU)に指定されたキキョウが似島や峠島に点在しているのは，里山に指定されたキキョウが似島や峠島に点在しているのは，里山

　　的な環境が残っているからであろう。　　的な環境が残っているからであろう。

もとうじなもとうじな

　　①　元宇品・金輪島　　①　元宇品・金輪島
もとうじなもとうじな うじなうじな

　　　　元宇品　　　　元宇品((宇品島宇品島))は，一見，島に見えないが，橋でつながれていてれっきとした島では，一見，島に見えないが，橋でつながれていてれっきとした島で

　　　ある。外周は約　　　ある。外周は約3km3km，大部分が国有林で大規模な伐採を免れて原生的な景観を残し，大部分が国有林で大規模な伐採を免れて原生的な景観を残し

　　　ており，島のほぼ全域が瀬戸内海国立公園特別地域に指定されている。　　　ており，島のほぼ全域が瀬戸内海国立公園特別地域に指定されている。
もとうじなもとうじな

　　　　一方，金輪島には造船所があり，昔から人手が入っており，元宇品でみられるよう　　　　一方，金輪島には造船所があり，昔から人手が入っており，元宇品でみられるよう

　　　な原生的な植生は破壊されて残っていない。　　　な原生的な植生は破壊されて残っていない。
もとうじなもとうじな

　　　ａ　元宇品・金輪島の植物　　　ａ　元宇品・金輪島の植物
もとうじなもとうじな

　　　　　元宇品には広島県内でも有数の常緑広葉樹林がみられる。コジイ，タブノキ，モ　　　　　元宇品には広島県内でも有数の常緑広葉樹林がみられる。コジイ，タブノキ，モ

　　　　チノキ，クスノキなどの高木層の下に，イズセンリョウ，ナンゴクウラシマソウ，　　　　チノキ，クスノキなどの高木層の下に，イズセンリョウ，ナンゴクウラシマソウ，

　　　　　　　　イシカグマなど貴重な植物がみられる。イシカグマなど貴重な植物がみられる。
もとうじなもとうじな

　　　　　金輪島は，植生が破壊されて大きな木がないものの，種の組成は隣の元宇品の森　　　　　金輪島は，植生が破壊されて大きな木がないものの，種の組成は隣の元宇品の森

　　　　林によく似ている。海岸の砂浜には，小規模ながらハマゴウなど海岸植物が残って　　　　林によく似ている。海岸の砂浜には，小規模ながらハマゴウなど海岸植物が残って

　　　　　　　　いる。いる。
もとうじなもとうじな

　　　ｂ　元宇品の昆虫類　　　ｂ　元宇品の昆虫類
もとうじなもとうじな

　　　　　元宇品には，常緑広葉樹林に依存する暖地性の種を主体とした，瀬戸内海沿岸部　　　　　元宇品には，常緑広葉樹林に依存する暖地性の種を主体とした，瀬戸内海沿岸部

　　　　の原生的な昆虫相が，近隣の自然環境から独立した状態でよく保存されていること　　　　の原生的な昆虫相が，近隣の自然環境から独立した状態でよく保存されていること

　　　　である。　　　　である。

　　　　　林床にはヤマトイシノミが多く，晩夏から初冬にかけてモリオカメコオロギに混　　　　　林床にはヤマトイシノミが多く，晩夏から初冬にかけてモリオカメコオロギに混

　　　　じりヒナカマキリ，アシジマカネタタキ，マダラカマドウマ，フトカマドウマなど　　　　じりヒナカマキリ，アシジマカネタタキ，マダラカマドウマ，フトカマドウマなど

　　　　がみられ，菌類が生育する朽木にはクチキコオロギやユミアシゴミムシダマシが多　　　　がみられ，菌類が生育する朽木にはクチキコオロギやユミアシゴミムシダマシが多

　　　　い。朽木のなかにはオオゴキブリが樹種を問わず普通にみられ，とくにアカマツの　　　　い。朽木のなかにはオオゴキブリが樹種を問わず普通にみられ，とくにアカマツの

　　　　立ち枯れには例外なく入り込んでいる。　　　　立ち枯れには例外なく入り込んでいる。

　　　　　冬期，コジイの朽木の樹皮下ではオオフタモンウバタマコメツキの成虫が越冬し　　　　　冬期，コジイの朽木の樹皮下ではオオフタモンウバタマコメツキの成虫が越冬し

　　　　ていて，サクラの朽木の樹皮下にホソコアオハナムグリがみられることもある。ま　　　　ていて，サクラの朽木の樹皮下にホソコアオハナムグリがみられることもある。ま

　　　　た，風が吹き込みにくい林内の日だまりでは，例年，イヌビワやカクレミノなどの　　　　た，風が吹き込みにくい林内の日だまりでは，例年，イヌビワやカクレミノなどの

　　　　葉裏にオオキンカメムシの越冬集団がみられる。これらの個体は市外から飛来した　　　　葉裏にオオキンカメムシの越冬集団がみられる。これらの個体は市外から飛来した

　　　　ものと考えられ，その数は年によって異なる。　　　　ものと考えられ，その数は年によって異なる。
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　　　　初夏のころ，タブノキやシロダ　　　　　初夏のころ，タブノキやシロダ

　　　　モの若葉上にはアオスジアゲハの　　　　モの若葉上にはアオスジアゲハの

　　　　幼虫が，また，葉裏には葉脈を後　　　　幼虫が，また，葉裏には葉脈を後

　　　　　　　　食する食する((羽化後に植物を食べる行羽化後に植物を食べる行

　　　　為　　　　為))ヒメリンゴカミキリがみられ，ヒメリンゴカミキリがみられ，

　　　　クリやアカメガシワなどの花には　　　　クリやアカメガシワなどの花には

　　　　ヨツスジトラカミキリやフタオビ　　　　ヨツスジトラカミキリやフタオビ

　　　　ミドリトラカミキリが訪れる。　　　　ミドリトラカミキリが訪れる。

　　　　　盛夏のころには，植栽されたサ　　　　　盛夏のころには，植栽されたサ

　　　　クラの枯死部から発生したヤマトタマムシが後食のためにエノキに飛来し，各種広　　　　クラの枯死部から発生したヤマトタマムシが後食のためにエノキに飛来し，各種広

　　　　葉樹の根ぎわに浸出した樹液にはネブトクワガタが集まる。ネブトクワガタは，林　　　　葉樹の根ぎわに浸出した樹液にはネブトクワガタが集まる。ネブトクワガタは，林
たいせきたいせき

　　　　内の腐朽が進行したアカマツの切り株周辺の土壌中や，コジイの樹洞に堆積した腐　　　　内の腐朽が進行したアカマツの切り株周辺の土壌中や，コジイの樹洞に堆積した腐

　　　　植物中に，一年を通して幼虫から成虫までさまざまな成長段階の個体がみられる。　　　　植物中に，一年を通して幼虫から成虫までさまざまな成長段階の個体がみられる。

　　　　また，カクレミノの生木にはセンノカミキリが，タブノキにはホシベニカミキリの　　　　また，カクレミノの生木にはセンノカミキリが，タブノキにはホシベニカミキリの

　　　　幼虫が入り込んでいる。　　　　幼虫が入り込んでいる。

　　　　　また，暖地性の種ではないが，移動能力が小さいマイマイカブリがみられるの　　　　　　また，暖地性の種ではないが，移動能力が小さいマイマイカブリがみられるの　

　　　　も，当地の自然環境が良好に保存されてきたことを示している。　　　　も，当地の自然環境が良好に保存されてきたことを示している。

にのしまにのしま

　　②　似島　　②　似島
にのしまにのしま うじなうじな

　　　　似島は宇品港からフェリーで　　　　似島は宇品港からフェリーで2020分，約分，約2km2km南の広島湾に位置し，広島市南区に属南の広島湾に位置し，広島市南区に属

　　　している。島の東部に海面から一気に立ち上る姿のすぐれた標高　　　している。島の東部に海面から一気に立ち上る姿のすぐれた標高278m278mの安芸の小富の安芸の小富

　　　　　　士がある。アカマツ林や士がある。アカマツ林や低木低木が多く時たまミカン畑やわずかな平地には耕作畑があが多く時たまミカン畑やわずかな平地には耕作畑があ
かこうがんかこうがん

　　　る。このような環境であるので大きな河川はなく，海岸からいきなり乾いた花崗岩の　　　る。このような環境であるので大きな河川はなく，海岸からいきなり乾いた花崗岩の

　　　山地の斜面となる地形がほとんどである。　　　山地の斜面となる地形がほとんどである。
にのしまにのしま

　　　ａ　似島の植物　　　ａ　似島の植物
にのしまにのしま

　　　　　似島は大きな島であり，人口も多く果樹園などもあって，常緑広葉樹林などはあ　　　　　似島は大きな島であり，人口も多く果樹園などもあって，常緑広葉樹林などはあ

　　　　　　　　まり残っていない。島の南部の山頂付近にあるゲンカイツツジは貴重な存在であまり残っていない。島の南部の山頂付近にあるゲンカイツツジは貴重な存在であ

　　　　る。島の南岸に岩の露出した所があり，タイミンタチバナがみられる。この岩場の　　　　る。島の南岸に岩の露出した所があり，タイミンタチバナがみられる。この岩場の

　　　　植生は特殊で，今後の研究課題である。　　　　植生は特殊で，今後の研究課題である。
にのしまにのしま

　　　ｂ　似島の野鳥　　　ｂ　似島の野鳥
にのしまにのしま

　　　　　似島には大きな川や池がなく，乾いた環境である。このため，島の森林で繁殖す　　　　　似島には大きな川や池がなく，乾いた環境である。このため，島の森林で繁殖す

　　　　　　　　る鳥の種類は貧弱で，野鳥の生息状況を沿岸部の山地と比較するとカラ類が少なる鳥の種類は貧弱で，野鳥の生息状況を沿岸部の山地と比較するとカラ類が少な
えさえさ

　　　　　　　　い。しかし，水辺では魚をい。しかし，水辺では魚を餌餌とするミサゴ，サギ類，カモメ類は常時観察できるとするミサゴ，サギ類，カモメ類は常時観察できる｡｡

　　　　　また，冬には比較的暖かく，また北側の山々が季節風をさえぎるで，ミカン園に　　　　　また，冬には比較的暖かく，また北側の山々が季節風をさえぎるで，ミカン園に

　　　　群がるヒヨドリの大群が観察されるなど，多くの小鳥類が越冬場所として利用して　　　　群がるヒヨドリの大群が観察されるなど，多くの小鳥類が越冬場所として利用して
もうきんもうきん

　　　　いる。また，小鳥をねらうノスリなどの猛禽類も比較的よくみられる。　　　　いる。また，小鳥をねらうノスリなどの猛禽類も比較的よくみられる。

元宇品の常緑広葉樹林元宇品の常緑広葉樹林
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にのしまにのしま

　　　ｃ　似島のヒキガエル　　　ｃ　似島のヒキガエル

　　　　　ニホンヒキガエルは，今回の調査では旧市内ではまったくみられず，デルタをと　　　　　ニホンヒキガエルは，今回の調査では旧市内ではまったくみられず，デルタをと

　　　　りまく山地からわずか　　　　りまく山地からわずか33カ所で繁殖が確認されたのみである。カ所で繁殖が確認されたのみである。
にのしまにのしま にのしまにのしま

　　　　　これに比べて似島では，繁殖が８カ所で確認された。確認場所は，似島学園にあ　　　　　これに比べて似島では，繁殖が８カ所で確認された。確認場所は，似島学園にあ

　　　　る池と溝，小学校そばにある畑の溝，島の西側にあるミカン畑の用水池，これに隣　　　　る池と溝，小学校そばにある畑の溝，島の西側にあるミカン畑の用水池，これに隣
おけおけ にのしまにのしま

　　　　接する谷にある畑の用水池，中の原にある畑のポリ桶，ペンション　　　　接する谷にある畑の用水池，中の原にある畑のポリ桶，ペンション｢｢似島似島｣｣の裏にあの裏にあ
おけおけ うすうす

　　　　　　　　る畑の溝，港の奥にある畑の中のポリ桶，臼が浦にある小さい用水池である。る畑の溝，港の奥にある畑の中のポリ桶，臼が浦にある小さい用水池である。

　　　　　小学校そばにある畑の溝と，島の西側にあるミカン畑に隣接する谷にある畑の用　　　　　小学校そばにある畑の溝と，島の西側にあるミカン畑に隣接する谷にある畑の用

　　　　水池は，ほぼ正常に近い繁殖地である。しかし，小学校そばにある畑の溝はいつ埋　　　　水池は，ほぼ正常に近い繁殖地である。しかし，小学校そばにある畑の溝はいつ埋

　　　　め立てられるか分からない環境であり，その他の場所は水が乏しく，わずかな農業　　　　め立てられるか分からない環境であり，その他の場所は水が乏しく，わずかな農業

　　　　用水に産卵したために捨てられたり，農薬を入れられたり，地元ではほとんど注意　　　　用水に産卵したために捨てられたり，農薬を入れられたり，地元ではほとんど注意

　　　　　　　　がはらわれていないようである。がはらわれていないようである。

　　　　　このように小さな島に高密度に生息しているのは，瀬戸内海の他の島でもみられ　　　　　このように小さな島に高密度に生息しているのは，瀬戸内海の他の島でもみられ

　　　　　　　　ることであり，本州と四国が陸続きであった当時の名残が，競争相手が少ないることであり，本州と四国が陸続きであった当時の名残が，競争相手が少ない

　　　　島々ゆえに維持されてきたと思われる。　　　　島々ゆえに維持されてきたと思われる。

　　　　　たくさん生息していた島でも開墾と開発の流れにはかなわず，現在は絶滅した島　　　　　たくさん生息していた島でも開墾と開発の流れにはかなわず，現在は絶滅した島
にのしまにのしま

　　　　　　　　も多い。幸い，似島ではウシガエルやブラックバスなどの移入種は生息していなも多い。幸い，似島ではウシガエルやブラックバスなどの移入種は生息していな

　　　　い。このため，オタマジャクシが駆逐されるようなことはないようである。　　　　い。このため，オタマジャクシが駆逐されるようなことはないようである。

　　　ｄ　海浜の昆虫　　　ｄ　海浜の昆虫

　　　　　海浜でみられる昆虫は，生息環境に多量の塩分が含まれることから，海浜という　　　　　海浜でみられる昆虫は，生息環境に多量の塩分が含まれることから，海浜という

　　　　特殊な環境に適応し生活するものが多い。昆虫のなかまでは，とくにコウチュウ目　　　　特殊な環境に適応し生活するものが多い。昆虫のなかまでは，とくにコウチュウ目

　　　　に属するものが多く，ハンミョウ科，ゴミムシ科，ガムシ科，エンマムシ科，ハネ　　　　に属するものが多く，ハンミョウ科，ゴミムシ科，ガムシ科，エンマムシ科，ハネ

　　　　カクシ科，コメツキムシ科，ゴミムシダマシ科，アリモドキ科，ゾウムシ科などの　　　　カクシ科，コメツキムシ科，ゴミムシダマシ科，アリモドキ科，ゾウムシ科などの

　　　　種がみられる。海浜の昆虫の生息にとって良い環境とは，一般的には幅広い砂浜が　　　　種がみられる。海浜の昆虫の生息にとって良い環境とは，一般的には幅広い砂浜が

　　　　海岸線に沿って長く伸び，高潮時にもその海浜の全部が水没しないような場所であ　　　　海岸線に沿って長く伸び，高潮時にもその海浜の全部が水没しないような場所であ

　　　　る。このような海浜にはハマゴウやハマヒルガオなどの海浜植物が生えていること　　　　る。このような海浜にはハマゴウやハマヒルガオなどの海浜植物が生えていること

　　　　が多いが，護岸や道路の建設などにより簡単に消滅してしまう。　　　　が多いが，護岸や道路の建設などにより簡単に消滅してしまう。

　　　　　　　　　　良好と考えられる海浜には，広島県の場合，ヒョウタンゴミムシ，ルイスハン良好と考えられる海浜には，広島県の場合，ヒョウタンゴミムシ，ルイスハン

　　　　ミョウなどの砂浜性のハンミョウ類，ハマベヒメサビキコリ，オオマルチビゴミム　　　　ミョウなどの砂浜性のハンミョウ類，ハマベヒメサビキコリ，オオマルチビゴミム

　　　　シダマシ，ハマヒョウタンゴミムシダマシ，トビイロヒョウタンゾウムシなどの種　　　　シダマシ，ハマヒョウタンゴミムシダマシ，トビイロヒョウタンゾウムシなどの種

　　　　が生息していて，これらの種は，幼虫，成虫ともに海浜を生活場所としている。こ　　　　が生息していて，これらの種は，幼虫，成虫ともに海浜を生活場所としている。こ

　　　　れらの種を海浜の指標生物とする場合，経験的ではあるが，　　　　れらの種を海浜の指標生物とする場合，経験的ではあるが，33種以上が同一地域に種以上が同一地域に

　　　　生息していれば海浜の状態はまず良好と判断される。　　　　生息していれば海浜の状態はまず良好と判断される。

　　　　　広島市の本土側は，佐伯区楽々園から安芸区船越まで海岸線があるが，埋立護岸　　　　　広島市の本土側は，佐伯区楽々園から安芸区船越まで海岸線があるが，埋立護岸

　　　　ばかりで自然海岸は皆無である。それゆえ本土側では海浜の昆虫が生息に必要とす　　　　ばかりで自然海岸は皆無である。それゆえ本土側では海浜の昆虫が生息に必要とす
もとうじなもとうじな

　　　　る環境は消滅してしまっている。今回の調査でも，わずかに南区元宇品で海浜性の　　　　る環境は消滅してしまっている。今回の調査でも，わずかに南区元宇品で海浜性の



265265

第３章　地域の自然第３章　地域の自然

にのしまにのしま

　　　　ハネカクシ科昆虫が採集されたにすぎない。広島市最大の島である似島では，島を　　　　ハネカクシ科昆虫が採集されたにすぎない。広島市最大の島である似島では，島を

　　　　めぐる一周　　　　めぐる一周道路のため，自然の海岸は南部のわずかな地域を除いては，消滅してし道路のため，自然の海岸は南部のわずかな地域を除いては，消滅してし
にのしまにのしま

　　　　　　　　まっているまっている。二番目に大きい金輪島は，調査は行われていないが，似島に似た状況。二番目に大きい金輪島は，調査は行われていないが，似島に似た状況

　　　　と推測される。それら以外の峠島，津久根島，弁天島，小弁天島などは面積が小さ　　　　と推測される。それら以外の峠島，津久根島，弁天島，小弁天島などは面積が小さ

　　　　いため，海浜性の昆虫にとって元来良い環境とは考えられない。　　　　いため，海浜性の昆虫にとって元来良い環境とは考えられない。
にのしまにのしま

　　　　　今回の調査で，似島から，エリザハンミョウ，ヒョウタンゴミムシ，ハマヒョウ　　　　　今回の調査で，似島から，エリザハンミョウ，ヒョウタンゴミムシ，ハマヒョウ

　　　　タンゴミムシダマシ，ニセハマヒョウタンゴミムシダマシなどが採集された。とく　　　　タンゴミムシダマシ，ニセハマヒョウタンゴミムシダマシなどが採集された。とく
にのしまにのしま

　　　　に，ニセハマヒョウタンゴミムシダマシは広島県からの初記録となる。似島の南部　　　　に，ニセハマヒョウタンゴミムシダマシは広島県からの初記録となる。似島の南部

　　　　のわずかに残った良好な海浜は貴重である。　　　　のわずかに残った良好な海浜は貴重である。

　　③　峠島　　③　峠島
にのしまにのしま

　　　　峠島は，広島港の南　　　　峠島は，広島港の南3.5km3.5km，似島の東，似島の東1km1kmにあり，南北にあり，南北650m650m，東西，東西450m450m，最高，最高

　　　点　　　点129m129m，面積，面積0.15k0.15k㎡の小島である。㎡の小島である。

　　　　これまで，本格的な生物の調査が行われたことはなく，多くの分類群の専門家が一　　　　これまで，本格的な生物の調査が行われたことはなく，多くの分類群の専門家が一

　　　度に調査する貴重な機会であることから，「広島市の生物調査団」による合同調査が　　　度に調査する貴重な機会であることから，「広島市の生物調査団」による合同調査が

　　　　　　19991999年年66月月2020日に行われた。ここでは，調査の概要を紹介する。日に行われた。ここでは，調査の概要を紹介する。

　　　ａ　峠島の植物　　　ａ　峠島の植物

　　　　　島の南側には神社のある浜がある。神社の横にオガタマノキが植えてある。高さ　　　　　島の南側には神社のある浜がある。神社の横にオガタマノキが植えてある。高さ

　　　　　　　　1.5m1.5mくらいで小さいが，将来，大きくなって本来の自生と誤認される危険性があくらいで小さいが，将来，大きくなって本来の自生と誤認される危険性があ

　　　　るので，植栽であることを明記しておく。神社の裏手はアベマキ林であるが，これ　　　　るので，植栽であることを明記しておく。神社の裏手はアベマキ林であるが，これ

　　　　はもと植林されたものかもしれない。タチドコロ，オオアブラススキなど山地系の　　　　はもと植林されたものかもしれない。タチドコロ，オオアブラススキなど山地系の
きき

　　　　草本類がある。これらは宮島にも分布していない。　　　　草本類がある。これらは宮島にも分布していない。｢｢広島市稀少生物調査報告広島市稀少生物調査報告｣｣で希で希
もとうじなもとうじな

　　　　　　　　少種とされたコヤブランがあるが，これは元宇品にもある。その他，ヒメカンス少種とされたコヤブランがあるが，これは元宇品にもある。その他，ヒメカンス

　　　　　　　　ゲ，ヒカゲスゲ，オオベニシダ，コオニユリなどもあり，別の場所にササユリもゲ，ヒカゲスゲ，オオベニシダ，コオニユリなどもあり，別の場所にササユリも

　　　　あった。　　　　あった。

　　　　　尾根に出ると，アカマツ，アベマキ，ヌルデ，サルトリイバラ，トベラなどで，　　　　　尾根に出ると，アカマツ，アベマキ，ヌルデ，サルトリイバラ，トベラなどで，

　　　　一面のコシダである。ゴンズイ，　　　　一面のコシダである。ゴンズイ，

　　　　イソノキ，ザイフリボク，オオバ　　　　イソノキ，ザイフリボク，オオバ

　　　　ヤシャブシなどがある。標高　　　　ヤシャブシなどがある。標高90m90m

　　　　でヤマツツジの　　　　でヤマツツジの花があった。花色花があった。花色

　　　　　　　　はオレンジ色はオレンジ色で，広島市に多い紅で，広島市に多い紅

　　　　紫色のヒメヤ　　　　紫色のヒメヤマツツジではない。マツツジではない。

　　　　　　　　ヤマツツジヤマツツジは，宮島では標高は，宮島では標高

　　　　　　　　400m400m以上の高所でないと分布し以上の高所でないと分布し

　　　　　　　　ていない。ていない。標高標高110m110m でキキョでキキョ

　　　　ウ，オケラがあった。標高　　　　ウ，オケラがあった。標高120m120m 峠　　島峠　　島
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はいせつはいせつ

　　　　の所に岩があり地衣類のダイダイゴケ属が群生している。この地衣類は鳥の排泄物　　　　の所に岩があり地衣類のダイダイゴケ属が群生している。この地衣類は鳥の排泄物

　　　　による窒素分の多い岩上に生育する傾向があり，この岩にもよく鳥が止まるのであ　　　　による窒素分の多い岩上に生育する傾向があり，この岩にもよく鳥が止まるのであ

　　　　　　　　ろろう。この付近にはコジイう。この付近にはコジイ((小さい小さい))，コナラ，タチドコロなどがある。頂上，コナラ，タチドコロなどがある。頂上

　　　　　　　　はは 129m129m，コナラ，アベマキ，アカマツ，ザイフリボク，ヤマウルシ，ススキなど，コナラ，アベマキ，アカマツ，ザイフリボク，ヤマウルシ，ススキなど

　　　　がある。岩上に地衣類ウメノキゴケ科のキクバゴケ属が群生している。　　　　がある。岩上に地衣類ウメノキゴケ科のキクバゴケ属が群生している。

　　　　　南岸の桟橋のある海岸では，ハゼノキ，ヌルデ，ネズミモチ，テリハノイバラな　　　　　南岸の桟橋のある海岸では，ハゼノキ，ヌルデ，ネズミモチ，テリハノイバラな
やぶやぶ

　　　　どが薮を形成し，砂浜や護岸の石垣間にはハマナデシコ　　　　どが薮を形成し，砂浜や護岸の石垣間にはハマナデシコ((花花))，コマツヨイグサ，オ，コマツヨイグサ，オ

　　　　シロイバナ，カラスムギ，アオカモジグサなどがある。少し東側にまわった海岸の　　　　シロイバナ，カラスムギ，アオカモジグサなどがある。少し東側にまわった海岸の

　　　　岩場にオオニガイチゴが群生している。本種はニガイチゴとカジイチゴの雑種と推　　　　岩場にオオニガイチゴが群生している。本種はニガイチゴとカジイチゴの雑種と推

　　　　定され，宮島の南岸にわずかしかなかったが，峠島では多量に生育している。　　　　定され，宮島の南岸にわずかしかなかったが，峠島では多量に生育している。

　　　　　桟橋のある海岸の谷で，松村雅文がアンペライを見つけた。このカヤツリグサ科　　　　　桟橋のある海岸の谷で，松村雅文がアンペライを見つけた。このカヤツリグサ科

　　　　の大型草本は，広島県では未記録　　　　の大型草本は，広島県では未記録

　　　　　　　　であった。再度，であった。再度，88月に峠島を訪月に峠島を訪

　　　　れ，生育地を再確認した。生育地　　　　れ，生育地を再確認した。生育地

　　　　　　　　の植生は，の植生は，3m3m××3m3mで植被率で植被率100%100%,,

　　　　植物高　　　　植物高2m2m，出現種の被度・群度，出現種の被度・群度

　　　　は次のとおりであり，アンペライ　　　　は次のとおりであり，アンペライ

　　　　　　　　の純群落といえる。アンペライの純群落といえる。アンペライ55・・

　　　　　　　　55，ヒメジソ，ヒメジソ11・・22，アメリカセン，アメリカセン

　　　　　　　　ダングサ，イタドリ，ダングサ，イタドリ，テリハノテリハノイイ

　　　　　　　　バラ，ツボクサ，ヘクソカズバラ，ツボクサ，ヘクソカズラ，カモノハシ，ヤマアゼスゲラ，カモノハシ，ヤマアゼスゲ((以上以上++・・2)｡2)｡

　　　　　峠島は，アカマツ，コナラ，アベマキ，オオバヤシャブシなどの若齢林からなる　　　　　峠島は，アカマツ，コナラ，アベマキ，オオバヤシャブシなどの若齢林からなる

　　　　　　　　植生で，船上からはコジイ，タブノキなどが散見されたが樹林を形成するにはい植生で，船上からはコジイ，タブノキなどが散見されたが樹林を形成するにはい

　　　　たっていない。タチドコロ，オオアブラススキ，キキョウ，オケラなど山地性の草　　　　たっていない。タチドコロ，オオアブラススキ，キキョウ，オケラなど山地性の草

　　　　本があることが注目される。最も貴重なものはアンペライで，その生育地である湿　　　　本があることが注目される。最も貴重なものはアンペライで，その生育地である湿

　　　　地の保全が重要である。　　　　地の保全が重要である。

　　　ｂ　峠島の鳥類　　　ｂ　峠島の鳥類

　　　　　島の北東側の斜面のアベマキやアオギリなどを中心とした林にアオサギの繁殖コ　　　　　島の北東側の斜面のアベマキやアオギリなどを中心とした林にアオサギの繁殖コ

　　　　ロニ－を確認した。船上からは，　　　　ロニ－を確認した。船上からは，4040羽以上のアオサギと羽以上のアオサギと22羽のダイサギがみられ羽のダイサギがみられ

　　　　た。　　　　た。

　　　　　上陸して調査したところ，巣の下には多数のふ化後の卵殻が散在していた。巣の　　　　　上陸して調査したところ，巣の下には多数のふ化後の卵殻が散在していた。巣の

　　　　数は木の葉に隠れて正確には計数できなかったが，少なくとも　　　　数は木の葉に隠れて正確には計数できなかったが，少なくとも3030以上の巣が認め以上の巣が認め

　　　　られた。　　　　られた。

　　　　　サギ類以外の鳥類としては，ミサゴ，トビ，コゲラ，ヒヨドリ，メジロなどを確　　　　　サギ類以外の鳥類としては，ミサゴ，トビ，コゲラ，ヒヨドリ，メジロなどを確

　　　　認した。　　　　認した。

アンペライの茂る湿地アンペライの茂る湿地
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　　　ｃ　峠島の小動物　　　ｃ　峠島の小動物

　　　　　今回の調査で，メダカ，ツチガエル，シマヘビ，アオダイショウ，ドブネズミの　　　　　今回の調査で，メダカ，ツチガエル，シマヘビ，アオダイショウ，ドブネズミの

　　　　生息が明らかとなった。　　　　生息が明らかとなった。
こんこん

　　　　　現地にはミカンやビワが栽培されていた痕跡があり，穀物や肥料などの搬入の際　　　　　現地にはミカンやビワが栽培されていた痕跡があり，穀物や肥料などの搬入の際

　　　　にドブネズミが侵入した可能性は否定できないが，水生の動物が人為的に移入され　　　　にドブネズミが侵入した可能性は否定できないが，水生の動物が人為的に移入され

　　　　たり，海水を泳いで移動することは不可能であろう。　　　　たり，海水を泳いで移動することは不可能であろう。

　　　　　したがって，峠島に隔離されたこれらの小動物は，峠島という狭い環境の中で，　　　　　したがって，峠島に隔離されたこれらの小動物は，峠島という狭い環境の中で，

　　　　個体群を維持しながら現在にいたっていると考えられる。　　　　個体群を維持しながら現在にいたっていると考えられる。
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２　自然とのふれあい２　自然とのふれあい

　 　市街地の自然　 　市街地の自然

　　　広島市の市街地には，中区の平和記念公園，中央公園，縮景園，東区の牛田緑地，二　　　広島市の市街地には，中区の平和記念公園，中央公園，縮景園，東区の牛田緑地，二
もとうじなもとうじな

　　葉山緑地，南区の比治山公園，黄金山緑地，元宇品公園，西区の竜王公園などの公園や　　葉山緑地，南区の比治山公園，黄金山緑地，元宇品公園，西区の竜王公園などの公園や

　　緑地がある。これらの緑地や公園は，その自然の成り立ちから自然緑地と人工緑地に区　　緑地がある。これらの緑地や公園は，その自然の成り立ちから自然緑地と人工緑地に区

　　分される。　　分される。

　　　　　　中区の江波山公園，江波皿山公園，東区の牛田緑地，二葉山緑地，南区の比治山公中区の江波山公園，江波皿山公園，東区の牛田緑地，二葉山緑地，南区の比治山公
もとうじなもとうじな かいろうかいろう

　　園，黄金山緑地，元宇品公園，佐伯区の海老山公園などでは，樹木がよく保存されてい　　園，黄金山緑地，元宇品公園，佐伯区の海老山公園などでは，樹木がよく保存されてい

　　て手つかずのまま保全した場合に森林がたどり着く原生的な林の様子がうかがわれる。　　て手つかずのまま保全した場合に森林がたどり着く原生的な林の様子がうかがわれる。

　　このような自然緑地には，昔からの生物が残っており，島状に孤立しているものの，デ　　このような自然緑地には，昔からの生物が残っており，島状に孤立しているものの，デ

　　ルタが未発達であったころの様子を教えてくれている。　　ルタが未発達であったころの様子を教えてくれている。

　　　中区の平和記念公園，中央公園，縮景園，西区の竜王公園などでは，樹木が植栽され　　　中区の平和記念公園，中央公園，縮景園，西区の竜王公園などでは，樹木が植栽され

　　て年数が経過し，樹木が生長して落ち着いた環境となって昆虫などの小動物が安定して　　て年数が経過し，樹木が生長して落ち着いた環境となって昆虫などの小動物が安定して

　　すみつき，移動途中の渡り鳥が休息場所として利用するようになっているものがある。　　すみつき，移動途中の渡り鳥が休息場所として利用するようになっているものがある。

　広島市では，平和記念公園と平和大　広島市では，平和記念公園と平和大

通り，市街地に散在する小規模な公園通り，市街地に散在する小規模な公園

が，核となる大規模緑地と島状の小規が，核となる大規模緑地と島状の小規

模緑地という形で配置され，鳥類が渡模緑地という形で配置され，鳥類が渡

りの時期や越冬時期に利用できる緑のりの時期や越冬時期に利用できる緑の

回廊を形作っている。これに，デルタ回廊を形作っている。これに，デルタ

の河川や広島湾，デルタを囲む山塊がの河川や広島湾，デルタを囲む山塊が

相互に連絡するネットワークを形成相互に連絡するネットワークを形成

し，多様な野生生物が市街地でみられし，多様な野生生物が市街地でみられ

　　るわけである。るわけである。

ウツクシザサウツクシザサ
　ウツクシザサは広島市にゆかりの深い植物で，小泉源一博士が　ウツクシザサは広島市にゆかりの深い植物で，小泉源一博士が19251925年に当時の五日市町で採集年に当時の五日市町で採集

した標本に基づき命名された。した標本に基づき命名された。19251925年当時の五日市町とは，現在のＪＲ五日市駅周辺のごく限ら年当時の五日市町とは，現在のＪＲ五日市駅周辺のごく限ら
れた地域で，うらさびしい漁村であった。当地に，なぜ京都帝国大学の教授が降り立ち，ウツクれた地域で，うらさびしい漁村であった。当地に，なぜ京都帝国大学の教授が降り立ち，ウツク

なぞなぞ

シザサを発見するに至ったのかはある種の謎である。シザサを発見するに至ったのかはある種の謎である。
　茎に残る皮の先端に外向きの長毛があること，葉の付け根の茎を巻いている部分と葉裏が無毛　茎に残る皮の先端に外向きの長毛があること，葉の付け根の茎を巻いている部分と葉裏が無毛

であることなどの特徴は，中国山地で群落を作るチュウゴクザサと同じだが，茎の枝分かれが少であることなどの特徴は，中国山地で群落を作るチュウゴクザサと同じだが，茎の枝分かれが少
ないこと，繊細であること，丈がないこと，繊細であること，丈が1m1m以下であることなどの点で区別される。以下であることなどの点で区別される。

　東北地方における調査によって，チュウゴクザサが属するチマキザサ類とウツクシザサが属す　東北地方における調査によって，チュウゴクザサが属するチマキザサ類とウツクシザサが属す
るミヤコザサ類との分布境界が明らかにされた。その結果，ミヤコザサ類は，チマキザサ類が積るミヤコザサ類との分布境界が明らかにされた。その結果，ミヤコザサ類は，チマキザサ類が積

雪量の少ない地域雪量の少ない地域((最大積雪量最大積雪量5050ｃｃmm以下以下))に適応したタイプであると推測された。に適応したタイプであると推測された。
　広島市北部　広島市北部((安佐北区安佐北区･･安佐南区安佐南区))には，チュウゴクザサとウツクシザサの両方が分布する。広島には，チュウゴクザサとウツクシザサの両方が分布する。広島

市周辺の分布境界を明らかにするのは，今後の課題である。市周辺の分布境界を明らかにするのは，今後の課題である。
((井上井上  尚子・三上尚子・三上  幸三幸三))

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z

平和記念公園平和記念公園



269269

第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　①　平和大通り　　①　平和大通り((通称通称100100メートル道路メートル道路))と平和記念公園と平和記念公園

　　　　原爆で壊滅した広島市を平和記念都市として復興するために制定されたのが　　　　原爆で壊滅した広島市を平和記念都市として復興するために制定されたのが｢｢広島広島

　　　　　　平和記念都市建設法平和記念都市建設法｣｣で，で，1949(1949(昭和昭和24)24)年に成立した。時の広島市長は浜井信三氏年に成立した。時の広島市長は浜井信三氏

　　　であり，彼の大きな業績のひとつがこの法律による　　　であり，彼の大きな業績のひとつがこの法律による｢｢平和大通り平和大通り｣｣の建設であった。の建設であった。

　　　　　　　　道幅が道幅が100m100mという大きな街路は，当時めずらしかった。この道路を緑化するたという大きな街路は，当時めずらしかった。この道路を緑化するた

　　　め，浜井市長は全国に呼びかけて樹木の寄贈を仰いだ。いわゆる　　　め，浜井市長は全国に呼びかけて樹木の寄贈を仰いだ。いわゆる｢｢供木運動供木運動｣｣である。である。

　　　平和大通りに植栽されているケヤキなどが一定の高さにそろっているのは，大きな樹　　　平和大通りに植栽されているケヤキなどが一定の高さにそろっているのは，大きな樹

　　　木が鉄道の貨車に載せられないので頭部を切断したためといわれている。　　　木が鉄道の貨車に載せられないので頭部を切断したためといわれている。

　　　　平和記念公園は，都心にひろがる約　　　　平和記念公園は，都心にひろがる約12ha12haの緑地で，約の緑地で，約6060種種12001200本の樹木が植栽本の樹木が植栽

　　　され，被爆後　　　され，被爆後5555年が経過した現在では樹木が大きく成長して都心部に大きな緑の空年が経過した現在では樹木が大きく成長して都心部に大きな緑の空

　　　間を形成している。　　　間を形成している。

　　　ａ　平和大通りと東千田公園の樹木　　　ａ　平和大通りと東千田公園の樹木
きき

　　　　　　　　　　竹屋公民館と平和大通り“樹の竹屋公民館と平和大通り“樹の

　　　　　　　　会”は，平和大通りの樹木を詳細会”は，平和大通りの樹木を詳細

　　　　　　　　に調査している。に調査している。その成果は，その成果は，｢｢平平

　　　　　　　　和大通り樹木のしおり和大通り樹木のしおり｣｣としてとして

　　　　　　　　1987(1987(昭和昭和62)62)年に出版され，続編年に出版され，続編

　　　　が翌年に出されている。それによ　　　　が翌年に出されている。それによ

　　　　　　　　ると，ると，144144種の樹木が総数種の樹木が総数2,4492,449

　　　　本もある。主なものは，針葉樹で　　　　本もある。主なものは，針葉樹で

　　　　　　　　ヒマラヤスギ，メタセヒマラヤスギ，メタセコイアなコイアな 平和大通り平和大通り

広島大学キャンパスの緑化広島大学キャンパスの緑化
　広島大学では，　広島大学では，1951(1951(昭和昭和26)26)年に森戸辰男学長が世界の主な大学へ書簡を送り，原爆の惨禍か年に森戸辰男学長が世界の主な大学へ書簡を送り，原爆の惨禍か

ら立ち上がる大学キャンパスの緑化への支援を訴えた。この書簡の反響はら立ち上がる大学キャンパスの緑化への支援を訴えた。この書簡の反響は19531953年ころまで続き，年ころまで続き，
苗木苗木103103種，種，261261本，種子本，種子934934袋，寄付金は袋，寄付金は3737万円に達した。当時の理学部植物学教室が育成の指導万円に達した。当時の理学部植物学教室が育成の指導

にあたり，広島市緑政課も協力した。にあたり，広島市緑政課も協力した。
　苗木の一部は平和大通りにも植えられた。そのひとつが，鶴見橋のたもとにあるアメリカデイ　苗木の一部は平和大通りにも植えられた。そのひとつが，鶴見橋のたもとにあるアメリカデイ

ゴで，当時アルゼンチン大統領夫人であったエヴァ・ペロンの寄贈によるものである。アメリカゴで，当時アルゼンチン大統領夫人であったエヴァ・ペロンの寄贈によるものである。アメリカ
デイゴは東千田公園デイゴは東千田公園((旧広島大学キャンパス旧広島大学キャンパス))の東門脇にもあったが，の東門脇にもあったが，19991999年の台風年の台風1818号で倒れて号で倒れて

除去されてしまった。ペロン夫人は，その数奇な運命が除去されてしまった。ペロン夫人は，その数奇な運命が｢｢エビータエビータ｣｣として映画化され，今なおアとして映画化され，今なおア
ようえんようえん

ルゼンチンでは人気が高い。アメリカデイゴの妖艶な紅色の花は，ペロン夫人を想起させる。ルゼンチンでは人気が高い。アメリカデイゴの妖艶な紅色の花は，ペロン夫人を想起させる。

　広島大学のシンボルにもなったカナリーヤシ　広島大学のシンボルにもなったカナリーヤシ((通称通称::フェニックスフェニックス))は最も多額は最も多額(50(50ドルドル))であったであった
ウエイスレイヤン大学ウエイスレイヤン大学((アメリカアメリカ))の寄付金で購入したものである。理学部の裏手にあった樹木園の寄付金で購入したものである。理学部の裏手にあった樹木園

に植栽されたアメリカガキは北アメリカに自生するカキで，国内ではたいへんめずらしい樹木でに植栽されたアメリカガキは北アメリカに自生するカキで，国内ではたいへんめずらしい樹木で
ある。現在も元気で，よく結実する。文学部の前に並木になっていたアメリカフウある。現在も元気で，よく結実する。文学部の前に並木になっていたアメリカフウ((モミジバフウモミジバフウ))

はイリノイ大学はイリノイ大学((アメリカアメリカ))から送られた種子から発芽したものである。アメリカフウは，現在県から送られた種子から発芽したものである。アメリカフウは，現在県
内にひろく植栽されているが，由来のはっきりしたものは貴重である。この並木は現在も保存さ内にひろく植栽されているが，由来のはっきりしたものは貴重である。この並木は現在も保存さ

れ，東千田公園のポイントのひとつである。れ，東千田公園のポイントのひとつである。
((関関  太郎太郎))
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　　　　　　　　ど，常緑樹でクスノど，常緑樹でクスノキ，キ，ヤマモモ，オリーブなど，落葉ヤマモモ，オリーブなど，落葉樹ではシナサワグルミ，ケ樹ではシナサワグルミ，ケ

　　　　　　　　ヤキ，ヤキ，トチノキ属の一種などである。かつてはフサアカシアが多トチノキ属の一種などである。かつてはフサアカシアが多く早春は黄色の花く早春は黄色の花

　　　　　　　　が美しかったが，が美しかったが，オーストラリア原産のこの樹木はオーストラリア原産のこの樹木は台風に弱く，ほとんど倒れて台風に弱く，ほとんど倒れて

　　　　　　　　ししまった。まった。

　　　ｂ　平和記念公園の昆虫類　　　ｂ　平和記念公園の昆虫類

　　　　　原爆ドーム周辺のタブノキにはホシベニカミキリの幼虫が入り込んでおり，樹幹　　　　　原爆ドーム周辺のタブノキにはホシベニカミキリの幼虫が入り込んでおり，樹幹

　　　　から浸出した樹液には，園内もしくは付近のシダレヤナギで発生したと思われるコ　　　　から浸出した樹液には，園内もしくは付近のシダレヤナギで発生したと思われるコ

　　　　ムラサキが飛来する。チョウではアオスジアゲハが目立って多く，　　　　ムラサキが飛来する。チョウではアオスジアゲハが目立って多く，55～～66月にタブ月にタブ

　　　　ノキの若葉上に幼虫を容易に発見することができる。ウメにはアカホシテントウと　　　　ノキの若葉上に幼虫を容易に発見することができる。ウメにはアカホシテントウと

　　　　ナミテントウがみられ，前者はタマカイガラムシ類を，後者はアブラムシ類を捕食　　　　ナミテントウがみられ，前者はタマカイガラムシ類を，後者はアブラムシ類を捕食

　　　　している。ソメイヨシノの枯死部にはヤマトタマムシが入り込んでおり，腐朽が進　　　　している。ソメイヨシノの枯死部にはヤマトタマムシが入り込んでおり，腐朽が進

　　　　んだ部分にはクロゴキブリやユミアシゴミムシダマシが潜んでいる。低木の茂みに　　　　んだ部分にはクロゴキブリやユミアシゴミムシダマシが潜んでいる。低木の茂みに

　　　　はクサヒバリやハラオカメコオロギ，ツヅレサセコオロギなどがみられ，各種の樹　　　　はクサヒバリやハラオカメコオロギ，ツヅレサセコオロギなどがみられ，各種の樹

　　　　上にはカネタタキやアオマツムシが多く，とくに後者はその広食性ゆえに，園内に　　　　上にはカネタタキやアオマツムシが多く，とくに後者はその広食性ゆえに，園内に

　　　　くまなく　　　　くまなく生息する優占種となっている。これに対して減少の傾向にあるのがニイ生息する優占種となっている。これに対して減少の傾向にあるのがニイ

　　　　　　　　ニイゼミニイゼミで，原因は明らかでないが，で，原因は明らかでないが，19801980年代半ばを境に個体数が激減した感が年代半ばを境に個体数が激減した感が

　　　　　　　　ある。トビイロケアリの巣の周囲からはアリツカコオロギの一種が発見されており，ある。トビイロケアリの巣の周囲からはアリツカコオロギの一種が発見されており，

　　　　広島県では採集例が少ないヤマトゴキブリが得られているのも特筆にあたいする。　　　　広島県では採集例が少ないヤマトゴキブリが得られているのも特筆にあたいする。

　　　　　　　　また，クビキリギスやクロコノマチョウ，アサギマダラなどの目撃例もあり，ウスまた，クビキリギスやクロコノマチョウ，アサギマダラなどの目撃例もあり，ウス
ひしょうひしょう

　　　　　　　　バキトンボやアカトンボ類の飛翔を見ることも多い。バキトンボやアカトンボ類の飛翔を見ることも多い。

　　　　　このように平和記念公園は，人工的な環境とはいえ，整備後　　　　　このように平和記念公園は，人工的な環境とはいえ，整備後4040年以上が経過し年以上が経過し

　　　　た現在では多彩な昆虫が生息する貴重な自然環境に成長している。平和学習はもと　　　　た現在では多彩な昆虫が生息する貴重な自然環境に成長している。平和学習はもと

　　　　　　　　より，生物観察のフィールドとしても各教育機関の利用を促したい。より，生物観察のフィールドとしても各教育機関の利用を促したい。

　　　ｃ　ヨコヅナサシガメ　　　ｃ　ヨコヅナサシガメ

　　　　　人工的な緑地環境である平和記念公園の昆虫相を特徴づけるのが，移入種である　　　　　人工的な緑地環境である平和記念公園の昆虫相を特徴づけるのが，移入種である

　　　　ヨコヅナサシガメの存在である。　　　　ヨコヅナサシガメの存在である。

　　　　　公園などの人工的かつ閉鎖的な環境では，葉を食べる特定の昆虫が多数発生して　　　　　公園などの人工的かつ閉鎖的な環境では，葉を食べる特定の昆虫が多数発生して

　　　　害虫化しやすい。しかし，平和記念公園では定期的な薬剤散布が行われていないに　　　　害虫化しやすい。しかし，平和記念公園では定期的な薬剤散布が行われていないに

　　　　もかかわらず，防除を要するほどの害虫発生の事例はきわめて少ない。　　　　もかかわらず，防除を要するほどの害虫発生の事例はきわめて少ない。

　　　　　園内の植栽木の生葉を食害するおもな昆虫としては，移入種であるアオマツム　　　　　　園内の植栽木の生葉を食害するおもな昆虫としては，移入種であるアオマツム　

　　　　シ，ヒロヘリアオイラガ，アメリカシロヒトリのほか，ウスバツバメガ，オビカレ　　　　シ，ヒロヘリアオイラガ，アメリカシロヒトリのほか，ウスバツバメガ，オビカレ

　　　　ハがあるが，これらすべての種をヨコヅナサシガメが捕食している。したがって，　　　　ハがあるが，これらすべての種をヨコヅナサシガメが捕食している。したがって，

　　　　葉を食べる昆虫による食害が軽微なものにとどまっているのは，ヨコヅナサシガメ　　　　葉を食べる昆虫による食害が軽微なものにとどまっているのは，ヨコヅナサシガメ

　　　　の捕食による個体密度の低下が大きな要因であろう。　　　　の捕食による個体密度の低下が大きな要因であろう。

　　　　　ヨコヅナサシガメは，梅雨期のわずかな卵期間を除き，ソメイヨシノやケヤキ，　　　　　ヨコヅナサシガメは，梅雨期のわずかな卵期間を除き，ソメイヨシノやケヤキ，

　　　　クスノキなど葉を食べる昆虫が発生しやすい樹種に，ほぼ一年を通して幼虫もしく　　　　クスノキなど葉を食べる昆虫が発生しやすい樹種に，ほぼ一年を通して幼虫もしく
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　　　　は成虫がみられることから，実に効率よく生物農薬としての効果を発揮していると　　　　は成虫がみられることから，実に効率よく生物農薬としての効果を発揮していると

　　　　いえる。　　　　いえる。

　　　　　また，公園という比較的単純な緑地環境で，捕食者と被捕食者という関係にあり　　　　　また，公園という比較的単純な緑地環境で，捕食者と被捕食者という関係にあり

　　　　ながら均衡を保ちつつ共存している種の多くが，戦後，各地に分布をひろげた移入　　　　ながら均衡を保ちつつ共存している種の多くが，戦後，各地に分布をひろげた移入

　　　　種であるのも興味深い点である。　　　　種であるのも興味深い点である。

　　　ｄ　平和大通りのサギのコロニー　　　ｄ　平和大通りのサギのコロニー

　　　　　平和大通りには，ササゴイのコロニー　　　　　平和大通りには，ササゴイのコロニー((集団繁殖地集団繁殖地))がある。このような市街地にがある。このような市街地に

　　　　ササゴイがコロニーを作るのは特異である。　　　　ササゴイがコロニーを作るのは特異である。

　　　　　平和大通りの街路樹は都市の緑地として維持管理されているので，まわりから見　　　　　平和大通りの街路樹は都市の緑地として維持管理されているので，まわりから見

　　　　えやすい。このため，巣にいるヒナは，最近都市部で数が多くなっているハシブト　　　　えやすい。このため，巣にいるヒナは，最近都市部で数が多くなっているハシブト

　　　　ガラスの格好の標的になりやすい。以前は中国新聞社前の街路樹に営巣することが　　　　ガラスの格好の標的になりやすい。以前は中国新聞社前の街路樹に営巣することが

　　　　多かったが，最近ではＮＨＫ前のトゲに覆われたイチョウの木や京橋川に架かる鶴　　　　多かったが，最近ではＮＨＫ前のトゲに覆われたイチョウの木や京橋川に架かる鶴

　　　　見橋のたもとなど葉の茂りの濃い場所で営巣するものが多い。これは，集団繁殖す　　　　見橋のたもとなど葉の茂りの濃い場所で営巣するものが多い。これは，集団繁殖す

　　　　る場所として，少しでも緑が濃く，安全で繁殖に都合の良い環境を選んでいる結果　　　　る場所として，少しでも緑が濃く，安全で繁殖に都合の良い環境を選んでいる結果
えさえさ

　　　　　　　　と思われる。餌場としては市街地の河川は不適当なので，大芝水門付近の太田川や，と思われる。餌場としては市街地の河川は不適当なので，大芝水門付近の太田川や，

　　　　海岸近くまで出かけている。　　　　海岸近くまで出かけている。

　　　　　街中にコロニーを形成するのは，人の近くで繁殖することが彼らにとって災害や　　　　　街中にコロニーを形成するのは，人の近くで繁殖することが彼らにとって災害や

　　　　野生生物からの危害を避けるのに利点があるためと思われる。　　　　野生生物からの危害を避けるのに利点があるためと思われる。

　　②　広島城と中央公園　　②　広島城と中央公園

　　　　市街地の中心部に位置する広島城と中央公園は，ビルや住宅に囲まれているにもか　　　　市街地の中心部に位置する広島城と中央公園は，ビルや住宅に囲まれているにもか

　　　かわらず，多くの野生生物がみられる場所である。このような都市公園は春や秋の渡　　　かわらず，多くの野生生物がみられる場所である。このような都市公園は春や秋の渡

　　　りの時期や越冬期の野鳥の生息地として重要である。クスノキやクロガネモチなどの　　　りの時期や越冬期の野鳥の生息地として重要である。クスノキやクロガネモチなどの
じじ

　　　樹木は，小鳥たちの休息や採餌の場所となっている。　　　樹木は，小鳥たちの休息や採餌の場所となっている。

　　　　また，広島城の内堀は，　　　　また，広島城の内堀は，19931993年に太田川からの水を引き入れ循環させる浄化工事年に太田川からの水を引き入れ循環させる浄化工事

　　　が完成した。建設省と広島市によるこの事業でお堀の水質は大幅に改善された。この　　　が完成した。建設省と広島市によるこの事業でお堀の水質は大幅に改善された。この
じじ

　　　お堀は，いろいろな生物がすみついており，カモたちの休息や採餌の場所として重要　　　お堀は，いろいろな生物がすみついており，カモたちの休息や採餌の場所として重要
えさえさ

　　　であり，水草は大切な餌となっている。　　　であり，水草は大切な餌となっている。

　　　ａ　広島城の鳥類　　　ａ　広島城の鳥類

　　　　　広島城では，ビルや住宅に囲まれているにもかかわらず　　　　　広島城では，ビルや住宅に囲まれているにもかかわらず8080種類近くの野鳥が観種類近くの野鳥が観

　　　　察されている。　　　　察されている。

　　　　　春と秋にはメボソムシクイ，コサメ　　　　　春と秋にはメボソムシクイ，コサメビタキ，オオルリなどの多くの渡ビタキ，オオルリなどの多くの渡り鳥が中継り鳥が中継

　　　　　　　　地として立ち寄っていき，冬にはホシハジロやキンクロハジロなどのカモやツグミ，地として立ち寄っていき，冬にはホシハジロやキンクロハジロなどのカモやツグミ，
えさえさ

　　　　シロハラ，ジョウビタキなどの小鳥たちが観察される。野鳥の休息場所となり，餌　　　　シロハラ，ジョウビタキなどの小鳥たちが観察される。野鳥の休息場所となり，餌

　　　　場でもある公園内の樹木を大切にしたい。　　　　場でもある公園内の樹木を大切にしたい。
じじ

　　　　　お堀はカモたちの休息や採餌の場所として重要である。浄化の工事が完了してか　　　　　お堀はカモたちの休息や採餌の場所として重要である。浄化の工事が完了してか
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らカモたちの飛来がみられるようらカモたちの飛来がみられるよう

になり，水草が大量に発生した年になり，水草が大量に発生した年

にはヒドリガモなどがにはヒドリガモなどが300300羽近く羽近く

観察された。しかし，水草を除去観察された。しかし，水草を除去

するようになってからカモの飛来するようになってからカモの飛来

数が激減した。お堀を利用する野数が激減した。お堀を利用する野

生生物に配慮した管理が必要であ生生物に配慮した管理が必要であ

る。る。

　　　ｂ　キシノウエトタテグモ　　　ｂ　キシノウエトタテグモ

　　　　　キシノウエトタテグモは体長　　　　　キシノウエトタテグモは体長11～～2cm2cmの茶褐色の地味なクモで，地中性であるたの茶褐色の地味なクモで，地中性であるた
がけがけ

　　　　め目にする機会は少ない。地面や崖地に管状の住居をつくり，　　　　め目にする機会は少ない。地面や崖地に管状の住居をつくり，｢｢トタテトタテ｣｣グモの名前グモの名前

　　　　のとおり入口に片開きの扉をつける。住居の扉は土やコケなどで巧妙に擬装され，　　　　のとおり入口に片開きの扉をつける。住居の扉は土やコケなどで巧妙に擬装され，

　　　　ぴったりと閉じられると発見さえ困難である。ここでは，キシノウエトタテグモの　　　　ぴったりと閉じられると発見さえ困難である。ここでは，キシノウエトタテグモの

　　　　特異な分布状況とクモタケとの共生関係を紹介する。　　　　特異な分布状況とクモタケとの共生関係を紹介する。

　　　　　キシノウエトタテグモは環境庁レッドリストや　　　　　キシノウエトタテグモは環境庁レッドリストや｢｢広島県版レッドデータブック広島県版レッドデータブック｣｣のの

　　　　選定種で，自然の豊かな山地ではなく，私たちの身近なところに生息している。生　　　　選定種で，自然の豊かな山地ではなく，私たちの身近なところに生息している。生

　　　　息地は市街地に多く，郊外に行くにしたがって減少するといわれている。クモ類を　　　　息地は市街地に多く，郊外に行くにしたがって減少するといわれている。クモ類を

　　　　指標にした環境評価では，都市化に伴う種構成の変化から　　　　指標にした環境評価では，都市化に伴う種構成の変化から｢｢自然環境指標種自然環境指標種((Ａ～ＣＡ～Ｃ

　　　　ランク　　　　ランク)｣)｣とと｢｢都市環境指標種都市環境指標種｣｣のクモ類を類別した研究がある。キシノウエトタテグのクモ類を類別した研究がある。キシノウエトタテグ

　　　　モは　　　　モは｢｢都市環境指標種都市環境指標種｣｣にあげられている。にあげられている。

　　　　　ところが，市街地に生息するといっても，ビルや道路などの都市環境を好んでい　　　　　ところが，市街地に生息するといっても，ビルや道路などの都市環境を好んでい

　　　　るわけではないようだ。東京都北部での分布調査では，人工的に整備された神社や　　　　るわけではないようだ。東京都北部での分布調査では，人工的に整備された神社や

　　　　寺院からは姿を消し，手入れのいきとどかない一部の公園や大学構内に生息するこ　　　　寺院からは姿を消し，手入れのいきとどかない一部の公園や大学構内に生息するこ

　　　　とが報告されている。広島市においても，比治山公園，広島城，縮景園，三滝寺，　　　　とが報告されている。広島市においても，比治山公園，広島城，縮景園，三滝寺，
かいろうかいろう

　　　　国前寺，海老山など，市街地の中の自然の残った公園緑地や寺院・神社で確認され　　　　国前寺，海老山など，市街地の中の自然の残った公園緑地や寺院・神社で確認され

　　　　ている。なかでも，比治山公園はとくに生息数が多い重要な生息地である。このよ　　　　ている。なかでも，比治山公園はとくに生息数が多い重要な生息地である。このよ

　　　　　　　　うな分布状況から，キシノウエトタテグモはかなり古い時代に人為的に分布を広うな分布状況から，キシノウエトタテグモはかなり古い時代に人為的に分布を広

　　　　げ，人間との長い共存関係を保ってきた種だと考えられる。　　　　げ，人間との長い共存関係を保ってきた種だと考えられる。

　　　　　キシノウエトタテグモの生息地では，　　　　　キシノウエトタテグモの生息地では，66～～77月ごろにかけて，クモタケという冬月ごろにかけて，クモタケという冬

　　　　虫夏草　　　　虫夏草((動物に寄生するキノコ類動物に寄生するキノコ類))がみられる。クモタケは，キシノウエトタテグモがみられる。クモタケは，キシノウエトタテグモ

　　　　を菌糸で覆い，住居の扉をこじ開けるようにして薄紫色の子実体を外に伸ばしてい　　　　を菌糸で覆い，住居の扉をこじ開けるようにして薄紫色の子実体を外に伸ばしてい

　　　　る。ク　　　　る。クモタケは，キシノウエトタテグモにしか寄生しない。クモタケの感染率はかモタケは，キシノウエトタテグモにしか寄生しない。クモタケの感染率はか

　　　　　　　　なり高く，なり高く，滋賀県の調査では滋賀県の調査では10mm10mm以上の個体で以上の個体で50%50%以上が感染していた。キシ以上が感染していた。キシ

　　　　ノウエトタテグモは　　　　ノウエトタテグモは22年で成熟し，年で成熟し，33年目から産卵するが，大きくなるにしたがっ年目から産卵するが，大きくなるにしたがっ

　　　　てクモタケによる死亡の割合が高くなるという。さらに，局所的に小個体群で生息　　　　てクモタケによる死亡の割合が高くなるという。さらに，局所的に小個体群で生息

広島城のお堀広島城のお堀
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　　　　することを考えると，そのダメージは大変大きいだろう。一方，キシノウエトタテ　　　　することを考えると，そのダメージは大変大きいだろう。一方，キシノウエトタテ

　　　　グモにしか寄生しないクモタケは，寄主の個体群を壊滅させると，自身が存続でき　　　　グモにしか寄生しないクモタケは，寄主の個体群を壊滅させると，自身が存続でき

　　　　なくなる。つまり，高い感染率にもかかわらず，微妙なバランスのうえに宿主と寄　　　　なくなる。つまり，高い感染率にもかかわらず，微妙なバランスのうえに宿主と寄

　　　　生者の平衡状態が成立しているのである。　　　　生者の平衡状態が成立しているのである。

　　　　　　　　　　キシノウエトタテグモは市街地に残された緑地で人知れず生息している。そこでキシノウエトタテグモは市街地に残された緑地で人知れず生息している。そこで

　　　　　　　　は，は，クモタケとの生死をかけた静かな攻防が繰り返されている。市街地に残されたクモタケとの生死をかけた静かな攻防が繰り返されている。市街地に残された

　　　　小さな自然の中にも，ここでしかみられないダイナミックな種間関係の一端を知る　　　　小さな自然の中にも，ここでしかみられないダイナミックな種間関係の一端を知る

　　　　ことができる。　　　　ことができる。

広島城お堀のトンボ広島城お堀のトンボ
　　19931993年にお堀の浄化工事が完成してから，いろいろな生物がすみつくようになった。アユ，ボ年にお堀の浄化工事が完成してから，いろいろな生物がすみつくようになった。アユ，ボ

ラ，ウナギ，テナガエビ，スジエビ，クロベンケイガニなど以前には考えられなかった生物が確ラ，ウナギ，テナガエビ，スジエビ，クロベンケイガニなど以前には考えられなかった生物が確
認され，一時的ではあるが広島名産のカキも石垣に付着していた。認され，一時的ではあるが広島名産のカキも石垣に付着していた。

　こうした生物相の変化の中で特筆すべきはトンボ類の種類の多さである。筆者は　こうした生物相の変化の中で特筆すべきはトンボ類の種類の多さである。筆者は19961996年から年から19991999
年までに年までに88科科3434種を採集あるいは目撃した。魚類や甲殻類と同じく，太田川から流れ込んだ水草が種を採集あるいは目撃した。魚類や甲殻類と同じく，太田川から流れ込んだ水草が

繁茂し，植生が豊かになったからである。ムスジイトトンボ，ギンヤンマ，チョウトンボ等の水繁茂し，植生が豊かになったからである。ムスジイトトンボ，ギンヤンマ，チョウトンボ等の水
草に産卵するトンボ類にとって，お堀は新しく出現したパラダイスとなった。夏場には，フサモ，草に産卵するトンボ類にとって，お堀は新しく出現したパラダイスとなった。夏場には，フサモ，

エビモ，ヤナギモなどが，エビモ，ヤナギモなどが，77万㎡のお堀の水域を埋めつくすまでに成長し，その上をトンボが乱舞万㎡のお堀の水域を埋めつくすまでに成長し，その上をトンボが乱舞
した。ムスジイトトンボは，県内での生息地が限定されている珍しいイトトンボで，雄は美しいした。ムスジイトトンボは，県内での生息地が限定されている珍しいイトトンボで，雄は美しい

トルコ石色をしている。広島市ではお堀での確認が初記録である。トルコ石色をしている。広島市ではお堀での確認が初記録である。
　　19981998年年77月月1313日，お堀の石垣で日，お堀の石垣で11頭のトンボの羽化殻を採集した。なんとタイワンウチワヤンマ頭のトンボの羽化殻を採集した。なんとタイワンウチワヤンマ

のもので，県東部では既に記録があったが，県西部では初記録となった。タイワンウチワヤンマのもので，県東部では既に記録があったが，県西部では初記録となった。タイワンウチワヤンマ
は元来南方系の種であるが，現在日本列島を北上し分布域を広げている。地球温暖化に関係しては元来南方系の種であるが，現在日本列島を北上し分布域を広げている。地球温暖化に関係して

いるともいわれている。また，いるともいわれている。また，19991999年の秋には台風年の秋には台風1818号で吹き寄せられたものか，お堀でナニワ号で吹き寄せられたものか，お堀でナニワ
トンボをトンボを33頭発見した。このように，お堀で観察されたトンボは，けっこう貴重なものが多い。頭発見した。このように，お堀で観察されたトンボは，けっこう貴重なものが多い。

　しかし，　しかし，22年前からお堀の植生は大きな変化を受け，ギンヤンマ，ムスジイトトンボは激減，年前からお堀の植生は大きな変化を受け，ギンヤンマ，ムスジイトトンボは激減，
チョウトンボはその姿を消してしまった。水草が全滅に近いほど激減したためである。水草が減チョウトンボはその姿を消してしまった。水草が全滅に近いほど激減したためである。水草が減

少したのは，放流された大量のコイにより水草が食い荒らされたことと水草の除去工事が行われ少したのは，放流された大量のコイにより水草が食い荒らされたことと水草の除去工事が行われ
たことによる。たことによる。

　思わぬ所に生まれたトンボの楽園であったが，水草がなくなって幻の楽園となりつつある。わ　思わぬ所に生まれたトンボの楽園であったが，水草がなくなって幻の楽園となりつつある。わ
ずか２年程度の期間で形成されたトンずか２年程度の期間で形成されたトン

ボの楽園は，われわれが工夫すれば市ボの楽園は，われわれが工夫すれば市
街地でも野生生物の豊かな生息圏をつ街地でも野生生物の豊かな生息圏をつ

くっていくことができるのだと教えてくっていくことができるのだと教えて
くれている。コイの泳ぐお堀の様子もくれている。コイの泳ぐお堀の様子も

市民の安らぎではあるが，お堀の規模市民の安らぎではあるが，お堀の規模
からみても市街地にできた多様な生物からみても市街地にできた多様な生物

のすめる環境としての価値は何にも勝のすめる環境としての価値は何にも勝
るものである。トンボの楽園の復活るものである。トンボの楽園の復活

は，ほんの数年であるがお堀のトンボは，ほんの数年であるがお堀のトンボ
を見守って来たトンボ屋の一番の願いを見守って来たトンボ屋の一番の願い

である。である。
　　　　　　　　　　（広島虫の会　鍵本文吾）（広島虫の会　鍵本文吾）
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　　(2)(2)　水辺　水辺

　　　　　　　　最近，環境庁や広島県が既刊している最近，環境庁や広島県が既刊している｢｢絶滅のおそれのある野生生物絶滅のおそれのある野生生物((通称レッド通称レッド

　　　　　　データブックデータブック)｣)｣がきっかけとなり，希少な生物がマスコミで紹介されることが多くなっがきっかけとなり，希少な生物がマスコミで紹介されることが多くなっ

　　　た。希少な種を絶滅させないことは重要であるが，その種を支えている　　　た。希少な種を絶滅させないことは重要であるが，その種を支えている｢｢環境環境｣｣がさらがさら

　　　に大切である。　　　に大切である。

　　　　これまでは，河川管理者は，河川を「水源」あるいは　　　　これまでは，河川管理者は，河川を「水源」あるいは｢｢洪水により国民の財産を脅洪水により国民の財産を脅

　　　かすもの　　　かすもの｣｣としてとらえていた。しかし，としてとらえていた。しかし，19971997年の年の｢｢河川法河川法｣｣の改正により，多様な生の改正により，多様な生

　　　物が生息する　　　物が生息する｢｢環境環境｣｣として，改めてとらえ直している。その流れは，として，改めてとらえ直している。その流れは，19901990年から始年から始

　　　まった　　　まった｢｢河川水辺の国勢調査河川水辺の国勢調査｣｣をみても明らかである。をみても明らかである。

　　　　建設省は，管轄する一級河川にどのような生物が生息しているのか，その盛衰を魚　　　　建設省は，管轄する一級河川にどのような生物が生息しているのか，その盛衰を魚
はは ほほ

　　　類，底生動物，昆虫類，小動物　　　類，底生動物，昆虫類，小動物((両生類，爬虫類，哺乳類両生類，爬虫類，哺乳類))，鳥類，植物の，鳥類，植物の66分野にわ分野にわ

　　　たって調査し始めた。また，コンクリートで固める治水工事から，自然石を使用した　　　たって調査し始めた。また，コンクリートで固める治水工事から，自然石を使用した

　　　巨石護岸，多自然型護岸に施工方法を変更し始めたのもこの時期からである。　　　巨石護岸，多自然型護岸に施工方法を変更し始めたのもこの時期からである。

　また，地域の人々に川に親しんで　また，地域の人々に川に親しんで

もらおうともらおうと｢｢親水護岸，まほろば護親水護岸，まほろば護

岸，ふるさとの川整備事業，桜づつ岸，ふるさとの川整備事業，桜づつ

みモデル事業，ラブリバー制度みモデル事業，ラブリバー制度｣｣なるなる

ものを構築し，児童・生徒らに対しものを構築し，児童・生徒らに対し
がっこうがっこう

てはては｢｢水辺の楽校水辺の楽校｣｣を開催し，河川のを開催し，河川の

水生動物に興味・関心をもってもら水生動物に興味・関心をもってもら

おうと施策を進めている。こうしたおうと施策を進めている。こうした

考えは，一級河川から広島県が管理考えは，一級河川から広島県が管理

する二級河川にも浸透し始めていする二級河川にも浸透し始めてい

る。る。

　　図図66 は，広島市におけるは，広島市における｢｢親水護親水護

岸，環境護岸岸，環境護岸｣｣の位置を示している。の位置を示している。

大いに利用し，大いに利用し，また，多様な生物のまた，多様な生物の

生息できる環境を市民によって維持生息できる環境を市民によって維持

していくことが期待されている。していくことが期待されている。

平和記念公園東側の親水護岸（元安川）平和記念公園東側の親水護岸（元安川）

寺町親水遊歩道（本川）寺町親水遊歩道（本川）
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Ａ　古川(ラブリバー制度)
Ｂ　長寿園環境護岸
Ｃ　古川せせらぎ公園(多自然型川づくり)
Ｄ　寺町親水遊歩道(環境護岸)
Ｅ　基町環境護岸
Ｆ　御幸橋下流(京橋川)親水護岸(ふるさと川の整備事業)
Ｆ　広島駅前(猿猴川)親水護岸(ふるさと川の整備事業)

Ｇ　石内川親水護岸(ふるさと川の整備事業)
Ｈ　安川親水護岸
Ｉ　鈴張川親水護岸
Ｊ　根の谷川親水護岸
Ｋ　瀬野川親水護岸(整備中)
Ｌ　ほことり広場親水護岸
Ｍ　熊野川親水護岸

1

2

図６　広島市域における親水護岸のある河川
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　　①　太田川　　①　太田川

　　　　太田川は広島市を代表する河川であり，水域や水辺を生活の場とする野生生物の活　　　　太田川は広島市を代表する河川であり，水域や水辺を生活の場とする野生生物の活
ふちふち

　　　動の舞台である。瀬や淵，河原と草地，背後のヤナギなどの林が多様な野生生物の生　　　動の舞台である。瀬や淵，河原と草地，背後のヤナギなどの林が多様な野生生物の生

　　　育・生息環境を提供している。治水のために，多くの改変が行われてきたが，現在も　　　育・生息環境を提供している。治水のために，多くの改変が行われてきたが，現在も

　　　いろいろな野生生物のみられる貴重な場所である。　　　いろいろな野生生物のみられる貴重な場所である。

　　　　　　　　安佐北区安佐町から同可部付近までの太田川中流域には河川特有の植物が安佐北区安佐町から同可部付近までの太田川中流域には河川特有の植物がみみられる。られる。

　　　増水時には冠水する河岸の岩盤にはキシツツジやユキヤナギが，小石や大石が層をな　　　増水時には冠水する河岸の岩盤にはキシツツジやユキヤナギが，小石や大石が層をな

　　　す河原にはネコヤナギなどが生育している。　　　す河原にはネコヤナギなどが生育している。

　　　　　　　　可部から下流では，川幅が広が可部から下流では，川幅が広が

　　　　　　り，河岸には高水敷が設けられ市民り，河岸には高水敷が設けられ市民

　　　　　　のレクリエーのレクリエーションの場となっていションの場となってい

　　　る。高水敷にはゴルフ場やグラウン　　　る。高水敷にはゴルフ場やグラウン

　　　ドが整備されているが，自然に形成　　　ドが整備されているが，自然に形成

　　　された草地が広がっており，多くの　　　された草地が広がっており，多くの

　　　野生生物がすみついている。また，　　　野生生物がすみついている。また，

　　　河原のヤナギなどの林，草地，石ば　　　河原のヤナギなどの林，草地，石ば

　　　かりの場所，砂地など多くの野生生　　　かりの場所，砂地など多くの野生生

　　　　　　物がすみつく重要な場所となって物がすみつく重要な場所となって

　　　いる。　　　いる。

　　　ａ　太田川のアシ原　　　ａ　太田川のアシ原
ぜきぜき

　　　　　　　　　　太田川の高瀬堰から安芸大橋にかけて，太田川の高瀬堰から安芸大橋にかけて，ヨヨシシ((アアシシ))の大きな群落が残されている。の大きな群落が残されている。

　　　　　アシ原は鳥たちの生活に密接なかかわりを持っており，オオヨシキリ，ヨシゴイ　　　　　アシ原は鳥たちの生活に密接なかかわりを持っており，オオヨシキリ，ヨシゴイ
じじ

　　　　などは営巣場所，採餌場所としてそのほとんどをアシ原に依存している。太田川沿　　　　などは営巣場所，採餌場所としてそのほとんどをアシ原に依存している。太田川沿

　　　　いのこの場所ではヨシゴイの繁殖は確認されていないが，オオヨシキリやセッカは　　　　いのこの場所ではヨシゴイの繁殖は確認されていないが，オオヨシキリやセッカは

　　　　数多く繁殖しており，これらの種の生息に大変重要な場所である。　　　　数多く繁殖しており，これらの種の生息に大変重要な場所である。

　　　　　　　　　　とくに，オオヨシキリは，日本全国どの場所でも大多数がアシ原で繁殖しておとくに，オオヨシキリは，日本全国どの場所でも大多数がアシ原で繁殖してお

　　　　り，広島市の繁殖記録はすべてこの場所のものであることから，広島市で唯一の大　　　　り，広島市の繁殖記録はすべてこの場所のものであることから，広島市で唯一の大

　　　　きな繁殖地といえる。　　　　きな繁殖地といえる。

　　　　　ヨシは根を広く張りめぐらせるため，別の場所に移植するのは困難と思われる。　　　　　ヨシは根を広く張りめぐらせるため，別の場所に移植するのは困難と思われる。

　　　　また繁殖期に移植などを行うと繁殖に影響がでるため，基本的には現状のまま残す　　　　また繁殖期に移植などを行うと繁殖に影響がでるため，基本的には現状のまま残す

　　　　ことを最優先するべきである。同時に，河川環境管理や河川改修の際に，ほかの場　　　　ことを最優先するべきである。同時に，河川環境管理や河川改修の際に，ほかの場

　　　　所でも新たなアシ原の形成が期待できるよう，計画段階でアシ原の保全と再生をき　　　　所でも新たなアシ原の形成が期待できるよう，計画段階でアシ原の保全と再生をき

　　　　ちんと盛り込むことが必要である。　　　　ちんと盛り込むことが必要である。

　　　ｂ　二枚貝とタナゴ類　　　ｂ　二枚貝とタナゴ類

　　　　　河川や湖沼には，大型の二枚貝が生息している。沿岸部では　　　　　河川や湖沼には，大型の二枚貝が生息している。沿岸部では｢｢からすがいからすがい｣｣，県中，県中

　　　　央部から備北地方にかけては　　　　央部から備北地方にかけては｢｢たちっかいたちっかい｣｣と総称される。前者はその体色から，後と総称される。前者はその体色から，後

太　　田　　川太　　田　　川
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　　　　者は河床に生息している姿から呼称されるようになったと思われる。太田川水系に　　　　者は河床に生息している姿から呼称されるようになったと思われる。太田川水系に

　　　　は，この二枚貝のなかまはドブガイとカタハガイの　　　　は，この二枚貝のなかまはドブガイとカタハガイの22種が分布している。また，上種が分布している。また，上

　　　　流域の芸北町や吉和村にはカワシンジュガイが生息していたという。　　　　流域の芸北町や吉和村にはカワシンジュガイが生息していたという。

　　　　　淡水二枚貝の多くは，幼生　　　　　淡水二枚貝の多くは，幼生((グロキジウムグロキジウム))をつくり，流れに放出する。川の水はをつくり，流れに放出する。川の水は

　　　　　　　　上流から下流へと流れているから，放出されたままでは幼生は海に流れ出てしま上流から下流へと流れているから，放出されたままでは幼生は海に流れ出てしま

　　　　　　　　う。しかし，幼生は，すぐに魚類のう。しかし，幼生は，すぐに魚類のひれひれなどに付着などに付着((寄生寄生))し，流されることはなし，流されることはな

　　　　　　　　い。寄生した魚類の移動によって，親貝の生息場所より上流へ運ばれることもある。い。寄生した魚類の移動によって，親貝の生息場所より上流へ運ばれることもある。

　　　　　河川の生物は常に下流に流される危険があり，上流に戻る方法がないとついには　　　　　河川の生物は常に下流に流される危険があり，上流に戻る方法がないとついには

　　　　絶滅してしまう。このため，二枚貝が河川で生き残るには子孫が上流に戻る方法が　　　　絶滅してしまう。このため，二枚貝が河川で生き残るには子孫が上流に戻る方法が

　　　　必要である。しかし，親貝の移動能力は小さく，洪水で下流に流されると，元の場　　　　必要である。しかし，親貝の移動能力は小さく，洪水で下流に流されると，元の場

　　　　所に戻るのは至難の業である。したがって，魚類は二枚貝の　　　　所に戻るのは至難の業である。したがって，魚類は二枚貝の｢｢運び屋運び屋｣｣という大切なという大切な

　　　　役目をしていることになる。　　　　役目をしていることになる。

　　　　　太田川水系ではアブラボテというタナゴ類が分布する。アブラボテをはじめタナ　　　　　太田川水系ではアブラボテというタナゴ類が分布する。アブラボテをはじめタナ

　　　　ゴ類は，生きた二枚貝の殻の中に産卵し，二枚貝に卵を守らせて強い魚に卵を食べ　　　　ゴ類は，生きた二枚貝の殻の中に産卵し，二枚貝に卵を守らせて強い魚に卵を食べ

　　　　られるのを防いでいる。ふ化した稚魚は，自分で泳げるようになってから，二枚貝　　　　られるのを防いでいる。ふ化した稚魚は，自分で泳げるようになってから，二枚貝

　　　　から出てくる。　　　　から出てくる。

　　　　　タナゴ類にとって二枚貝は産卵巣なのである。二枚貝がいなくなればタナゴ類は　　　　　タナゴ類にとって二枚貝は産卵巣なのである。二枚貝がいなくなればタナゴ類は

　　　　絶滅するし，魚類が少なくなれば二枚貝も絶滅する。このように川の中では二枚貝　　　　絶滅するし，魚類が少なくなれば二枚貝も絶滅する。このように川の中では二枚貝

　　　　とタナゴ類が　　　　とタナゴ類が｢｢もちつもたれつもちつもたれつ｣｣の生活をしているのである。の生活をしているのである。

　　　ｃ　カワラハンミョウ　　　ｃ　カワラハンミョウ

　　　　　　　　　　ハンミョウは，ハンミョウは，22ｃｃmmほどの金属光沢の赤，緑，青色で装った美しい甲虫である。ほどの金属光沢の赤，緑，青色で装った美しい甲虫である。

　　　　日当たりの良い山道や土手道を歩いていると，小さな虫が足元から飛び立ち数メー　　　　日当たりの良い山道や土手道を歩いていると，小さな虫が足元から飛び立ち数メー

　　　　トル先に着地し，また近づくとこの虫は進行方向へ向かって飛び立つ。この習性か　　　　トル先に着地し，また近づくとこの虫は進行方向へ向かって飛び立つ。この習性か

　　　　ら，「みちおしえ」とよばれることがある。ハンミョウのなかまには河原や浜辺に　　　　ら，「みちおしえ」とよばれることがある。ハンミョウのなかまには河原や浜辺に

　　　　限って生息している種が何種類かいるが，全国的に個体数が激減している。　　　　限って生息している種が何種類かいるが，全国的に個体数が激減している。

　　　　　　　　　　治水・利水は治水・利水はわれわれわれわれ人間の生活にとって非常に大事であるが，そのための埋め人間の生活にとって非常に大事であるが，そのための埋め
せきせき

　　　　　　　　立て，立て，護岸や堰や道路の整備，河川敷の整備，ダムによる流量調節などが，砂浜に護岸や堰や道路の整備，河川敷の整備，ダムによる流量調節などが，砂浜に

　　　　すむハンミョウのなかまを絶滅の危機に追いやっている。ルイスハンミョウは，広　　　　すむハンミョウのなかまを絶滅の危機に追いやっている。ルイスハンミョウは，広

　　　　島市域　　　　島市域ではでは19501950年代には生息していたらしいが，現在はみられない。エリザハンミョ年代には生息していたらしいが，現在はみられない。エリザハンミョ
にのしまにのしま

　　　　　　　　ウも，ウも，南区似島に生息するだけとなった。南区似島に生息するだけとなった。

　　　　　白色と暗褐色のまだら模様のカワラハンミョウは，成虫，幼虫とも河原の草の生　　　　　白色と暗褐色のまだら模様のカワラハンミョウは，成虫，幼虫とも河原の草の生

　　　　えていない砂浜に生息している。大水の時には成虫は飛んで退避することができる　　　　えていない砂浜に生息している。大水の時には成虫は飛んで退避することができる

　　　　が，幼虫は冠水しない場所にいるもの以外は流されてしまう。このため，カワラハ　　　　が，幼虫は冠水しない場所にいるもの以外は流されてしまう。このため，カワラハ

　　　　ンミョウが生息できる河原は限られている。　　　　ンミョウが生息できる河原は限られている。

　　　　　広島市におけるカワラハンミョウの存在は幻である。理由は，標本がないからで　　　　　広島市におけるカワラハンミョウの存在は幻である。理由は，標本がないからで

　　　　ある。　　　　ある。19671967年に広島市の太田川の河原で多くの個体が目撃されたのが広島県の初年に広島市の太田川の河原で多くの個体が目撃されたのが広島県の初
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　　　　記録だが，標本が残されていない。　　　　記録だが，標本が残されていない。33年ほど前の冬，越冬中らしい個体を目撃した年ほど前の冬，越冬中らしい個体を目撃した

　　　　との情報があったが，残念ながら標本がない。今回の調査でも，広島虫の会会員が　　　　との情報があったが，残念ながら標本がない。今回の調査でも，広島虫の会会員が

　　　　　　　　22年間にわたり懸命に調査したが，再発見できなかった。年間にわたり懸命に調査したが，再発見できなかった。

　　　ｄ　水辺の保全　　　ｄ　水辺の保全

　　　　　太田川などにある高水敷や河原の草地は，人間にとってはただの空き地にしか見　　　　　太田川などにある高水敷や河原の草地は，人間にとってはただの空き地にしか見

　　　　えない。しかし，その草地や小石の河原を生活の場所として，ヒバリやコチドリな　　　　えない。しかし，その草地や小石の河原を生活の場所として，ヒバリやコチドリな

　　　　どの野鳥は繁殖している。秋冬の枯れ草の茂みでひっそりと越冬している野鳥は，　　　　どの野鳥は繁殖している。秋冬の枯れ草の茂みでひっそりと越冬している野鳥は，

　　　　数も種類も驚くほど多い。　　　　数も種類も驚くほど多い。

　　　　　ところが，こうした場所にどんどん人が進出している。バイクや車の車輪に追い　　　　　ところが，こうした場所にどんどん人が進出している。バイクや車の車輪に追い

　　　　出される親鳥，つぶされるヒナもいる。無線ヘリの爆音に驚いて逃げる鳥もいる。　　　　出される親鳥，つぶされるヒナもいる。無線ヘリの爆音に驚いて逃げる鳥もいる。

　　　　何気なく捨てられる釣り糸や釣り針によって，多くの水鳥が命を落としている。か　　　　何気なく捨てられる釣り糸や釣り針によって，多くの水鳥が命を落としている。か
ぜきぜき

　　　　つて多くのカモの越冬がみられた安佐南区八木の高瀬堰一帯では，カヌーの練習や　　　　つて多くのカモの越冬がみられた安佐南区八木の高瀬堰一帯では，カヌーの練習や

　　　　中州の掘削，オオクチバス　　　　中州の掘削，オオクチバス((ブラックバスブラックバス))を釣る人の増加，を釣る人の増加，無線飛行機の影響など無線飛行機の影響など

　　　　によって，ずいぶんみられるカモの数が減ってきた。　　　　によって，ずいぶんみられるカモの数が減ってきた。

　　　　　ここ数年，毎年のように見舞われている洪水などによる河川敷の荒廃も大きな問　　　　　ここ数年，毎年のように見舞われている洪水などによる河川敷の荒廃も大きな問

　　　　題だが，それとともに人間の川辺への進出の影響は見逃せない。河川を管理するも　　　　題だが，それとともに人間の川辺への進出の影響は見逃せない。河川を管理するも

　　　　のはもちろん，そこで楽しもうとするわれわれも，川と川辺は単に人間だけのもの　　　　のはもちろん，そこで楽しもうとするわれわれも，川と川辺は単に人間だけのもの

　　　　　　　　でなく，多くの生物にとってかけがえのない大切な場所であるという認識をもって，でなく，多くの生物にとってかけがえのない大切な場所であるという認識をもって，

　　　　その接点を見いだしていく必要がある。　　　　その接点を見いだしていく必要がある。

　　②　デルタの水辺　　②　デルタの水辺

　　　　太田川は河口部で分岐している。分岐した流れを派川という。太田川の派川は，広　　　　太田川は河口部で分岐している。分岐した流れを派川という。太田川の派川は，広

　　　島湾の干満によって海水が出入りする汽水域であり，淡水と海水が混ざり合い，河川　　　島湾の干満によって海水が出入りする汽水域であり，淡水と海水が混ざり合い，河川

　　　から供給される有機物が蓄積して生物に利用される豊かな環境を形成している。　　　から供給される有機物が蓄積して生物に利用される豊かな環境を形成している。

　　　　太田川放水路は，開削によって造られた洪水の排水を目的とした水路で，通常は祇　　　　太田川放水路は，開削によって造られた洪水の排水を目的とした水路で，通常は祇

　　　園水門が閉鎖されて海水の侵入が止められており，洪水になると水門が開放されては　　　園水門が閉鎖されて海水の侵入が止められており，洪水になると水門が開放されては

　　　んらんした太田川の水が放水路から広島湾に注がれる。　　　んらんした太田川の水が放水路から広島湾に注がれる。
ほんかわほんかわ

　　　　本川などでは，大芝水門まで海水が侵入し，カモメやウ，カモ類など主に広島湾で　　　　本川などでは，大芝水門まで海水が侵入し，カモメやウ，カモ類など主に広島湾で

　　　生活　　　生活する野鳥がやってくる。住宅地に接して広がる干潟ではカニ類などをみることがする野鳥がやってくる。住宅地に接して広がる干潟ではカニ類などをみることが

　　　　　　でき，でき，市民がシジミ取りやアサリ掘りを楽しむ光景が普通にみられる。市民がシジミ取りやアサリ掘りを楽しむ光景が普通にみられる。
やはたやはた

　　　　西区と佐伯区の境界となっている八幡川河口は，比較的大きな干潟があり，水鳥が　　　　西区と佐伯区の境界となっている八幡川河口は，比較的大きな干潟があり，水鳥が

　　　集まる場所である。佐伯区側に広がる広い干潟は，広島港五日市地区港湾整備事業に　　　集まる場所である。佐伯区側に広がる広い干潟は，広島港五日市地区港湾整備事業に

　　　より西側が埋め立てられたが，埋立地には人工干潟が造成されている。　　　より西側が埋め立てられたが，埋立地には人工干潟が造成されている。

　　　ａ　大芝水門の野鳥　　　ａ　大芝水門の野鳥

　　　　　大芝水門一帯には，中州を中心に多くの野鳥が生息している。とくに，冬は多く　　　　　大芝水門一帯には，中州を中心に多くの野鳥が生息している。とくに，冬は多く

　　　　の水鳥の渡来地として貴重な存在になっている。マガモやヒドリガモをはじめとす　　　　の水鳥の渡来地として貴重な存在になっている。マガモやヒドリガモをはじめとす
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　　　る多くのカモ類が渡来し，カモメ類は多いときには数百羽を数えることもある。魚　　　　る多くのカモ類が渡来し，カモメ類は多いときには数百羽を数えることもある。魚

　　　　を主食とするサギ類やカワウ，干潟の小動物を食べるシギやチドリもみられる。あ　　　　を主食とするサギ類やカワウ，干潟の小動物を食べるシギやチドリもみられる。あ
じじ

　　　　るものは中州で羽を休め，またあるものは水面を移動しながら採餌に忙しい。さら　　　　るものは中州で羽を休め，またあるものは水面を移動しながら採餌に忙しい。さら

　　　　　　　　に水辺や枯れに水辺や枯れたヨたヨシの中をよく見ると，セキレイやカワセミといった水辺にすむシの中をよく見ると，セキレイやカワセミといった水辺にすむ

　　　　　　　　鳥鳥や，オオジュリン，アオジ，時にはキジまでみられる。タカ類の飛来も多い。や，オオジュリン，アオジ，時にはキジまでみられる。タカ類の飛来も多い。

　　　　珍鳥ツ　　　　珍鳥ツリスガラの定期的渡来が県下で初めて確認されたのもここである。まさにリスガラの定期的渡来が県下で初めて確認されたのもここである。まさに

　　　　　　　　冬鳥に冬鳥にとって都会のオアシスである。とって都会のオアシスである。

　　　　　大芝水門の下流部には，十数年前からアオサギの繁殖している中州がある。多い　　　　　大芝水門の下流部には，十数年前からアオサギの繁殖している中州がある。多い

　　　　ときには　　　　ときには8080巣，親子合わせて巣，親子合わせて200200羽以上のアオサギがみられる。これだけ市街地羽以上のアオサギがみられる。これだけ市街地

　　　　に近い繁殖地は全国的に見てもめずらしい。最近はコサギやゴイサギも加わり，ま　　　　に近い繁殖地は全国的に見てもめずらしい。最近はコサギやゴイサギも加わり，ま

　　　　さに　　　　さに｢｢過密状態過密状態｣｣である。これに加え，ここ数年は冬季に渡来するカワウのねぐらにである。これに加え，ここ数年は冬季に渡来するカワウのねぐらに

　　　　もなり，春先にはサギとウの休み場所の争奪戦もしばしばみられる。　　　　もなり，春先にはサギとウの休み場所の争奪戦もしばしばみられる。
えさえさ

　　　　　野鳥にとって生息の必要条件は，　　　　　野鳥にとって生息の必要条件は，｢｢十分な餌十分な餌｣｣とと｢｢安心して営巣できる場所安心して営巣できる場所｣｣の確保の確保

　　　　である。大きい太田川でも，とくに下流域ではこの二つがそろった場所は少ない。　　　　である。大きい太田川でも，とくに下流域ではこの二つがそろった場所は少ない。

　　　　この中州から下流には野鳥が生息できるほどの河川敷はなく，中州もない。逆に，　　　　この中州から下流には野鳥が生息できるほどの河川敷はなく，中州もない。逆に，

　　　　少し上流にさかのぼればずいぶん広い河川敷はあるが，ねぐらや営巣に適した大き　　　　少し上流にさかのぼればずいぶん広い河川敷はあるが，ねぐらや営巣に適した大き

　　　　な木はなく，人間や野犬から隔離された中州もほとんどない。結局，この中州が，　　　　な木はなく，人間や野犬から隔離された中州もほとんどない。結局，この中州が，

　　　　太田川に生息する多くのサギ類，ウ類にとってかけがえのない場所となっている。　　　　太田川に生息する多くのサギ類，ウ類にとってかけがえのない場所となっている。

　　　ｂ　太田川放水路の植物　　　ｂ　太田川放水路の植物((塩生植物塩生植物))

　　　　　太田川放水路には塩湿地の植物群落がみられる。　　　　　太田川放水路には塩湿地の植物群落がみられる。

　　　　　この塩湿地の植物群落は，波浪の影響が少ない内湾や河口で満潮時に海水につか　　　　　この塩湿地の植物群落は，波浪の影響が少ない内湾や河口で満潮時に海水につか

　　　　る場所に成立する群落で，近年では埋め立て，港湾整備，護岸工事などにより立地　　　　る場所に成立する群落で，近年では埋め立て，港湾整備，護岸工事などにより立地

　　　　そのものが消失し，群落も減少している。群落を構成する植物は塩分に対する耐性　　　　そのものが消失し，群落も減少している。群落を構成する植物は塩分に対する耐性

　　　　を持っていることが特徴で，放水　　　　を持っていることが特徴で，放水

　　　　路にはハママツナ，ハマサジ，フ　　　　路にはハママツナ，ハマサジ，フ

　　　　クド，イソヤマテンツキ，ナガミ　　　　クド，イソヤマテンツキ，ナガミ

　　　　ノオニシバ，シオクグなどが生育　　　　ノオニシバ，シオクグなどが生育

　　　　している。　　　　している。

　　　　　太田川放水路は洪水の排水を目　　　　　太田川放水路は洪水の排水を目

　　　　的に造られた人工河川である。そ　　　　的に造られた人工河川である。そ

　　　　　　　　こに成立している塩生植物群落こに成立している塩生植物群落

　　　　は，人工的な環境であっても条件　　　　は，人工的な環境であっても条件

　　　　さえ整えば特殊な群落でも成立す　　　　さえ整えば特殊な群落でも成立す

　　　　ることを証明している。　　　　ることを証明している。

　　　ｃ　デルタ域の魚類　　　ｃ　デルタ域の魚類
えんこうえんこう

　　　　　春のおとずれとともに，デルタ域の京橋川や猿猴川では　　　　　春のおとずれとともに，デルタ域の京橋川や猿猴川では｢｢シロウオ漁シロウオ漁｣｣が始まる。が始まる。

太田川放水路の塩湿地太田川放水路の塩湿地
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やなやな

　　　　　　　　19601960年代には市域の派川に年代には市域の派川に3232カ所の梁があったというが，水質の悪化とともに漁カ所の梁があったというが，水質の悪化とともに漁
やなやな

　　　　獲が減少し，今では大がかりな梁漁はされなくなった。しかし，近年，大芝水門の　　　　獲が減少し，今では大がかりな梁漁はされなくなった。しかし，近年，大芝水門の

　　　　下流では市民が小さな四つ手網をつくり，寒風をついて漁をする光景が早春の太田　　　　下流では市民が小さな四つ手網をつくり，寒風をついて漁をする光景が早春の太田

　　　　川の風物詩となっている。　　　　川の風物詩となっている。
たた

　　　　　市域派川では，古くからボラは巻き網漁で，スズキは夜にカーバイトを焚いて行　　　　　市域派川では，古くからボラは巻き網漁で，スズキは夜にカーバイトを焚いて行
のりのり

　　　　う突き漁で，ウナギは石を積み上げたトラップで獲る漁がされていた。また，海苔　　　　う突き漁で，ウナギは石を積み上げたトラップで獲る漁がされていた。また，海苔

　　　　　　　　やヤマトシジミを採ったり，カキを育成する汽水域漁業も盛んであった。このたやヤマトシジミを採ったり，カキを育成する汽水域漁業も盛んであった。このた

　　　　め，漁業権が設定されており，ヤマトシジミやウナギなどいくつかの種類が放流さ　　　　め，漁業権が設定されており，ヤマトシジミやウナギなどいくつかの種類が放流さ

　　　　れている。　　　　れている。

　　　　　太田川放水路は治水のために開削された河川で，毎年ハゼ釣り大会が行われて　　　　　太田川放水路は治水のために開削された河川で，毎年ハゼ釣り大会が行われていい

　　　　　　　　るように，市街地の中であるが釣りなどのるように，市街地の中であるが釣りなどのレレクリエーションを楽しむ市民が多い。クリエーションを楽しむ市民が多い。

　　　　この放水路で調査を行ったところ，マハゼ，ビリンゴ，スジハゼ，ヒメハゼ，ヒモ　　　　この放水路で調査を行ったところ，マハゼ，ビリンゴ，スジハゼ，ヒメハゼ，ヒモ

　　　　ハゼ，ミミズハゼ，シロウオなどのハゼ科のほかに，イシガレイ，クサフグ，コノ　　　　ハゼ，ミミズハゼ，シロウオなどのハゼ科のほかに，イシガレイ，クサフグ，コノ

　　　　シロ，クルメサヨリ，ヒイラギ，メナダ，ボラ，スズキ，クロダイ　　　　シロ，クルメサヨリ，ヒイラギ，メナダ，ボラ，スズキ，クロダイ((チヌチヌ))などがなどが確確

　　　　　　　　認され，魚類相の豊かな水域であることが認され，魚類相の豊かな水域であることが分分かった。また，シラウオの西限でかった。また，シラウオの西限で

　　　　あったり，マアナゴの葉形幼生　　　　あったり，マアナゴの葉形幼生((レプトセファルスレプトセファルス))が侵入する貴重な環境であるこが侵入する貴重な環境であるこ

　　　　とも分かった。　　　　とも分かった。

　　　　　太田川放水路やデルタ域の派川は，汽水域に生息する生物だけの環境ではない。　　　　　太田川放水路やデルタ域の派川は，汽水域に生息する生物だけの環境ではない。

　　　　サツキマスやアユなどの降海性・そ上性魚類の通過点にもなっている。河川の水質　　　　サツキマスやアユなどの降海性・そ上性魚類の通過点にもなっている。河川の水質

　　　　浄化とともに，汽水域や広島湾の水質改善に取り組まないと，河川と海を利用する　　　　浄化とともに，汽水域や広島湾の水質改善に取り組まないと，河川と海を利用する
やなやな

　　　　魚たちは減少していく。　　　　魚たちは減少していく。4040年前にたくさんあった梁がなくなったことは，河川の年前にたくさんあった梁がなくなったことは，河川の

　　　　水質悪化をはじめ，海域の環境も悪化していったことのあかしであろう。　　　　水質悪化をはじめ，海域の環境も悪化していったことのあかしであろう。

　　　ｄ　人工干潟の水鳥　　　ｄ　人工干潟の水鳥
やはたやはた

　　　　　西区と佐伯区の境界となる八幡川河口は，　　　　　西区と佐伯区の境界となる八幡川河口は，2,0002,000羽以上のヒドリガモが集まる場羽以上のヒドリガモが集まる場
えさえさ

　　　　所として知られていた。佐伯区側に広がる広い干潟は，ヒドリガモの餌となるアオ　　　　所として知られていた。佐伯区側に広がる広い干潟は，ヒドリガモの餌となるアオ

　　　　サが多く，また堤防があり人が干潟に容易におりることがなく，安心してシギ・チ　　　　サが多く，また堤防があり人が干潟に容易におりることがなく，安心してシギ・チ
えさえさ

　　　　　　　　ドリやカモが餌をとる環境があったからである。ドリやカモが餌をとる環境があったからである。

　　　　　この干潟の環境が，　　　　　この干潟の環境が，19831983年からの広島港五日市地区港湾整備事業により大きく年からの広島港五日市地区港湾整備事業により大きく

　　　　　　　　変わる変わることことになった。この事業では，豊かな多くの鳥が飛来する環境を維持するになった。この事業では，豊かな多くの鳥が飛来する環境を維持する

　　　　　　　　たため，め，7.5ha7.5haの野鳥園構想や，の野鳥園構想や，23ha23haの人工干潟の造成が計画された。の人工干潟の造成が計画された。

　　　　　　　　　　人工干潟の造成は，人工干潟の造成は，19881988年から実際の工事がスタートし，年から実際の工事がスタートし，19911991年に完成した。年に完成した。ここ

　　　　　　　　の間，干潟の専門家や自然保護団体の代表で構成される人工干潟造成検討委員会の間，干潟の専門家や自然保護団体の代表で構成される人工干潟造成検討委員会

　　　　が，鳥のための干潟造成を成功させる目的で開催された。広島県は，狩猟がまだま　　　　が，鳥のための干潟造成を成功させる目的で開催された。広島県は，狩猟がまだま

　　　　だ盛んであった　　　　だ盛んであった19711971年から年から1010年間県内全域でカモ類の全面捕獲禁止するなど，保年間県内全域でカモ類の全面捕獲禁止するなど，保

　　　　護への取り組みについて先進的な行政を実施した歴史があるものの，当時は民間団　　　　護への取り組みについて先進的な行政を実施した歴史があるものの，当時は民間団

　　　　体の意見を聞くこと自体がめずらしいことであった。また，都市近郊の開発行為と　　　　体の意見を聞くこと自体がめずらしいことであった。また，都市近郊の開発行為と
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　　　　　　　　自然環境保全，野鳥保護とを折り自然環境保全，野鳥保護とを折り

　　　　　　　　合うひとつのあり方として全国的合うひとつのあり方として全国的

　　　　　　　　に関心を集めた。に関心を集めた。

　　　　　人工干潟が完成すると，当初は　　　　　人工干潟が完成すると，当初は

　　　　順調に多くの鳥が戻り，ヒドリガ　　　　順調に多くの鳥が戻り，ヒドリガ

　　　　　　　　モをはじめとするカモの数もモをはじめとするカモの数も

　　　　　　　　1,8001,800羽に達した。しかし，干潟羽に達した。しかし，干潟

　　　　の面積は干潟の沈下と波浪による　　　　の面積は干潟の沈下と波浪による

　　　　砂の吹き寄せで減少し，干潟に集　　　　砂の吹き寄せで減少し，干潟に集
やはたやはた

　　　　　　　　まる鳥の数も減少している。八幡川を代表するヒドリガモの数がここ数年はまる鳥の数も減少している。八幡川を代表するヒドリガモの数がここ数年は22～～

　　　　　　　　300300羽しかみられない状況が続いている。羽しかみられない状況が続いている。

　　　　　人工干潟の追跡調査から分かっていることは，人工干潟の底部は河口干潟と同様　　　　　人工干潟の追跡調査から分かっていることは，人工干潟の底部は河口干潟と同様
やはたやはた

　　　　底生生物が豊富であり，八幡川近辺の鳥類の種類は増加傾向であるにもかかわらず　　　　底生生物が豊富であり，八幡川近辺の鳥類の種類は増加傾向であるにもかかわらず
えさえさ

　　　　数は減っているということだ。それは，陸ガモの餌となるアオサの漂着量が近年少　　　　数は減っているということだ。それは，陸ガモの餌となるアオサの漂着量が近年少

　　　　ないこと，人工干潟が沈み込んだため底生生物が豊かな干潟底部が干出することが　　　　ないこと，人工干潟が沈み込んだため底生生物が豊かな干潟底部が干出することが

　　　　なく，シギ・チドリや水辺の鳥が利用できないことによると考えられる。このほか　　　　なく，シギ・チドリや水辺の鳥が利用できないことによると考えられる。このほか
じじ

　　　　に，人工干潟に人が入り込み，安心して鳥が採餌できないことも鳥の減少の原因と　　　　に，人工干潟に人が入り込み，安心して鳥が採餌できないことも鳥の減少の原因と

　　　　　　　　考えられる。考えられる。

　　　　　　　　　　ここの人工干潟では，沈み込んだ干潟を改善する改良工事計画が予定されている。ここの人工干潟では，沈み込んだ干潟を改善する改良工事計画が予定されている。
たいせきたいせき

　　　　干潟は河川から供給される土砂の堆積により長い時間をかけて形成されるものであ　　　　干潟は河川から供給される土砂の堆積により長い時間をかけて形成されるものであ

　　　　るが，人工的にバックアップすることでより短い時間で干潟を再生させようという　　　　るが，人工的にバックアップすることでより短い時間で干潟を再生させようという
くしくし

　　　　試みである。具体的には沈み込んでいる人工干潟に何か所か串状に盛土をし，単調　　　　試みである。具体的には沈み込んでいる人工干潟に何か所か串状に盛土をし，単調

　　　　となっているなぎさを長く取り，波の力で盛土を薄く干潟に移動させて干潟の形状　　　　となっているなぎさを長く取り，波の力で盛土を薄く干潟に移動させて干潟の形状

　　　　を複雑にして変化を持たせ，自然な干潟を形作ろうとしている。　　　　を複雑にして変化を持たせ，自然な干潟を形作ろうとしている。

　　　　　人工的に常に自然に近い環境を維持しつづけることは難しい。そのため，自然の　　　　　人工的に常に自然に近い環境を維持しつづけることは難しい。そのため，自然の

　　　　力を借りながら自然環境を形造ることが求められる。　　　　力を借りながら自然環境を形造ることが求められる。

　　　ｅ　干潟の生物　　　ｅ　干潟の生物
やはたやはた

　　　　　八幡川河口の干潟は，全国的にも有名な水鳥の飛来地である。休日には，この干　　　　　八幡川河口の干潟は，全国的にも有名な水鳥の飛来地である。休日には，この干

　　　　潟の西側の埋立地に設置された水鳥公園や周辺の護岸には，干潟で休む水鳥の群れ　　　　潟の西側の埋立地に設置された水鳥公園や周辺の護岸には，干潟で休む水鳥の群れ

　　　　を双眼鏡で観察する野鳥愛好家やのんびりと自然とのふれあいを楽しむ家族連れの　　　　を双眼鏡で観察する野鳥愛好家やのんびりと自然とのふれあいを楽しむ家族連れの

　　　　姿が何組もみられる。　　　　姿が何組もみられる。

　　　　　このような水鳥の飛来地となるための条件のひとつに干潟の生物の豊かさがあげ　　　　　このような水鳥の飛来地となるための条件のひとつに干潟の生物の豊かさがあげ
たいせきたいせき えさえさ

　　　　　　　　らられる。干潟で生育したり漂着して堆積する海れる。干潟で生育したり漂着して堆積する海藻藻のアオサはヒドリガモの餌となのアオサはヒドリガモの餌とな

　　　　　　　　る。る。また，干潟に残る水たまりにいるマハゼやヒモハゼなどの魚，干潟に穴を掘っまた，干潟に残る水たまりにいるマハゼやヒモハゼなどの魚，干潟に穴を掘っ

　　　　てすんでいるアナジャコやコメツキガニ，チゴガニ，スナモグリなどの甲殻類，ゴ　　　　てすんでいるアナジャコやコメツキガニ，チゴガニ，スナモグリなどの甲殻類，ゴ
えさえさ

　　　　　　　　カイやチロリなどの多毛類カイやチロリなどの多毛類((ゴカイのなかまゴカイのなかま))はシギやチドリ，サギなどの餌となはシギやチドリ，サギなどの餌となる。る。

八幡川河口の人工干潟八幡川河口の人工干潟
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　　　　　さて，水鳥公園の南の方には埋立地の護岸にそって，南北に細長い，きれいな砂　　　　　さて，水鳥公園の南の方には埋立地の護岸にそって，南北に細長い，きれいな砂

　　　　の人工干潟が造成されている。水鳥公園から人工干潟に向かう通路は，冬季には閉　　　　の人工干潟が造成されている。水鳥公園から人工干潟に向かう通路は，冬季には閉

　　　　じられている。それは，この時期に多数飛来する冬鳥のための静かな環境を保つこ　　　　じられている。それは，この時期に多数飛来する冬鳥のための静かな環境を保つこ

　　　　とになる。春になり，冬鳥が旅立つころになると通路が開放され，人工干潟に歩い　　　　とになる。春になり，冬鳥が旅立つころになると通路が開放され，人工干潟に歩い

　　　　ていける。そして，干潮時に人工干潟をおりていくと東側に広がる自然の干潟の様　　　　ていける。そして，干潮時に人工干潟をおりていくと東側に広がる自然の干潟の様

　　　　子を間近に観察することができる。　　　　子を間近に観察することができる。

　　　　　人工干潟や自然の干潟には緑色をした海藻のアオサがたくさんみられる。アオサ　　　　　人工干潟や自然の干潟には緑色をした海藻のアオサがたくさんみられる。アオサ

　　　　は，都市排水が流入する栄養分の多い海岸に発生するという特徴があり，汚染を示　　　　は，都市排水が流入する栄養分の多い海岸に発生するという特徴があり，汚染を示

　　　　す植物ともいわれるが，ヒドリガモの好物である。また，干潟にたくさんあいてい　　　　す植物ともいわれるが，ヒドリガモの好物である。また，干潟にたくさんあいてい

　　　　る指の太さくらいの穴は甲殻類のアナジャコ，鉛筆でついたくらいの穴は小型のカ　　　　る指の太さくらいの穴は甲殻類のアナジャコ，鉛筆でついたくらいの穴は小型のカ

　　　　ニのすみかで，小さな砂団子はコメツキガニが作ったものと思われる。さらに，ス　　　　ニのすみかで，小さな砂団子はコメツキガニが作ったものと思われる。さらに，ス

　　　　　　　　コップで干潟を少し掘ってみると，アナジャコやゴカイのなかまが簡単に見つかる。コップで干潟を少し掘ってみると，アナジャコやゴカイのなかまが簡単に見つかる。

　　　　　これらの干潟の生物は，他の生物を食べたり水鳥に食べられたりすることで複雑　　　　　これらの干潟の生物は，他の生物を食べたり水鳥に食べられたりすることで複雑

　　　　な食物連鎖の一部を構成し，干潟に穴をあけたり干潟の内部に海水を導いたりする　　　　な食物連鎖の一部を構成し，干潟に穴をあけたり干潟の内部に海水を導いたりする

　　　　ことで，水質の浄化に役立ち，生態系の平衡を保つ上で重要な働きをしているので　　　　ことで，水質の浄化に役立ち，生態系の平衡を保つ上で重要な働きをしているので

　　　　ある。　　　　ある。
やはたやはた

　　　　　なお，八幡川河口から海の方に広がっている泥の多い干潟は柔らかく，うっかり　　　　　なお，八幡川河口から海の方に広がっている泥の多い干潟は柔らかく，うっかり

　　　　踏み込むと，あっと言う間にズブズブと，ひざまでめり込んでしまうところが多い　　　　踏み込むと，あっと言う間にズブズブと，ひざまでめり込んでしまうところが多い

　　　　ので注意が必要だ。　　　　ので注意が必要だ。

　　　ｆ　アカテガニ　　　ｆ　アカテガニ

　　　　　アカテガニは，はさみが美しい紅赤色をしており，沿岸部では民家の周辺でもよ　　　　　アカテガニは，はさみが美しい紅赤色をしており，沿岸部では民家の周辺でもよ

　　　　くみかけることから，こどもたちも知っているなじみ深いカニである。　　　　くみかけることから，こどもたちも知っているなじみ深いカニである。

　　　　　河口域に生息している個体もあるが，多くは海水の影響のない上流域の河川から　　　　　河口域に生息している個体もあるが，多くは海水の影響のない上流域の河川から

　　　　かなり離れたところにまで進出し，海水とは無縁な生活をしている。しかし，水辺　　　　かなり離れたところにまで進出し，海水とは無縁な生活をしている。しかし，水辺

　　　　から遠い場所でくらしているアカテガニも，年に数回，海や河口に戻ってくる。　　　　から遠い場所でくらしているアカテガニも，年に数回，海や河口に戻ってくる。

　　　　　　　　　　66月から月から77月の大潮の夜，満潮になる時間帯は，メスが海に幼生を放ち，オスと月の大潮の夜，満潮になる時間帯は，メスが海に幼生を放ち，オスと

　　　　　　　　交尾する大切な時間帯である。アカテガニは，この時期だけほかの個体と交流する。交尾する大切な時間帯である。アカテガニは，この時期だけほかの個体と交流する。

　　　　　夕方から集まっていたメスは，しばらく岸辺でようすをうかがっているが，潮が　　　　　夕方から集まっていたメスは，しばらく岸辺でようすをうかがっているが，潮が

　　　　高くなってくるとじわじわと水際に近づいていく。足場を固定し，腹部を海水につ　　　　高くなってくるとじわじわと水際に近づいていく。足場を固定し，腹部を海水につ

　　　　　　　　けたかと思うと，その瞬間激しく体を揺さぶり，腹部を数回海水で洗うようにする。けたかと思うと，その瞬間激しく体を揺さぶり，腹部を数回海水で洗うようにする。

　　　　この瞬間，ふ化したばかりのおびただしい数の幼生がうす黒いもやのように放たれ　　　　この瞬間，ふ化したばかりのおびただしい数の幼生がうす黒いもやのように放たれ

　　　　る。幼生を放出したメスは，待ちかまえていたオスと交尾をし，数日後にまた卵を　　　　る。幼生を放出したメスは，待ちかまえていたオスと交尾をし，数日後にまた卵を

　　　　腹部に抱える。　　　　腹部に抱える。11匹のメスが一夏に数回，幼生の放出にやってくるらしい。匹のメスが一夏に数回，幼生の放出にやってくるらしい。

　　　　　江田島などの島しょ部では，一晩に数百個体のアカテガニが集まり，次々と幼生　　　　　江田島などの島しょ部では，一晩に数百個体のアカテガニが集まり，次々と幼生

　　　　　　　　を放つのが毎年を放つのが毎年みみられる。峠島にもアカテガニが多数生息しており，江田島と同様，られる。峠島にもアカテガニが多数生息しており，江田島と同様，
やはたやはた

　　　　　　　　集団で幼生を放出していると思われる。しかし，近年，太田川や集団で幼生を放出していると思われる。しかし，近年，太田川や八幡八幡川の河口では，川の河口では，
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　　　　このような集団は観察されていない。集団を形成できるほど生息数が多くなくなっ　　　　このような集団は観察されていない。集団を形成できるほど生息数が多くなくなっ

　　　　たからである。　　　　たからである。

　　　　　アカテガニは，アシハラガニと異なり，自分で巣穴を掘らない。アカテガニのす　　　　　アカテガニは，アシハラガニと異なり，自分で巣穴を掘らない。アカテガニのす
すきますきま

　　　　みかは，野ネズミが作った穴や自然にできた隙間である。森林が宅地となり石垣や　　　　みかは，野ネズミが作った穴や自然にできた隙間である。森林が宅地となり石垣や

　　　　土手はコンクリートで固められ，すみかが減少した。加えて，移動経路を道路が分　　　　土手はコンクリートで固められ，すみかが減少した。加えて，移動経路を道路が分

　　　　断したため，小ガニが上陸してすみかに到達することも親ガニが水辺に移動するこ　　　　断したため，小ガニが上陸してすみかに到達することも親ガニが水辺に移動するこ

　　　　　　　　とも非常に難しい状況となり，生息する個体の数が減ってしまったのだと考えられる。とも非常に難しい状況となり，生息する個体の数が減ってしまったのだと考えられる。

　 　巨樹　 　巨樹
あがあが

　　　巨樹は古くからその地域の人々を見守り続け，地域の人々も“神の宿る木”として崇　　　巨樹は古くからその地域の人々を見守り続け，地域の人々も“神の宿る木”として崇

　　め，心のよりどころとしているなど先祖からの貴重な文化遺産である。また街の人も巨　　め，心のよりどころとしているなど先祖からの貴重な文化遺産である。また街の人も巨

　　樹に魅力を感じ，実際に巨樹とふれあい“潤いと安らぎを感じる”ことがある。このほ　　樹に魅力を感じ，実際に巨樹とふれあい“潤いと安らぎを感じる”ことがある。このほ

　　か自然環境の側面からは良好な景観を与える要素となり，野生鳥獣の生活の場としても　　か自然環境の側面からは良好な景観を与える要素となり，野生鳥獣の生活の場としても

　　重要であり，学術的価値としては，その樹種の成長の限度や老齢化に付随して起こる樹　　重要であり，学術的価値としては，その樹種の成長の限度や老齢化に付随して起こる樹

　　形，葉などの形態変化の特徴を知ることができ，自生の場合は昔そこに発達していた原　　形，葉などの形態変化の特徴を知ることができ，自生の場合は昔そこに発達していた原

　　植生を推察する手がかりとなるなど有用である。　　植生を推察する手がかりとなるなど有用である。

　　　このようなことから，巨樹それぞれが地域の人々をはじめとした市民，また研究者に　　　このようなことから，巨樹それぞれが地域の人々をはじめとした市民，また研究者に

　　とって重要であるため，より多くの巨樹を広く知ってもらいたいが，ここでは広島市域　　とって重要であるため，より多くの巨樹を広く知ってもらいたいが，ここでは広島市域

　　にある巨樹のうち天然記念物に指定されているものを紹介する。これらの樹木のそばに　　にある巨樹のうち天然記念物に指定されているものを紹介する。これらの樹木のそばに

　　は説明板があり，木の大きさ，由来などが書かれている。　　は説明板があり，木の大きさ，由来などが書かれている。

　　　現在，広島市域ではつぎの　　　現在，広島市域ではつぎの1616件の巨樹または名木が県または市の天然記念物に指定件の巨樹または名木が県または市の天然記念物に指定

　　され保護されている　　され保護されている((指定年月日順，樹高などの数字は指定調書による指定年月日順，樹高などの数字は指定調書による))。。
ひがしのひがしの ひがしのひがしの

　　①　東野のモッコク　　①　東野のモッコク((県指定，安佐南区東野県指定，安佐南区東野22丁目丁目))

　　　　樹高　　　　樹高4m4m，胸高幹囲，胸高幹囲((地上地上1.3m1.3mで測定で測定)1.9m)1.9m。。

　　　　　　　　個人宅の庭で大切に手入れされている県内有数のモッコクであり，かつては樹高個人宅の庭で大切に手入れされている県内有数のモッコクであり，かつては樹高12m12m，，

　　　胸高幹囲　　　胸高幹囲1.93m1.93m，枝張り東西，枝張り東西14.22m14.22m・南北・南北14.7m14.7mと多数の枝を四方に分け大きな樹と多数の枝を四方に分け大きな樹

　　　冠を形成していた。しかし　　　冠を形成していた。しかし19911991年の台風年の台風1919号などにより枯損し，姿が大きく変わっ号などにより枯損し，姿が大きく変わっ

　　　ているが，新しい枝が伸びつつある。　　　ているが，新しい枝が伸びつつある。
しょうでんじしょうでんじ あいだあいだ

　　②　正伝寺のクロガネモチ　　②　正伝寺のクロガネモチ((県指定，安佐南区相田県指定，安佐南区相田44丁目丁目))

　　　　樹高　　　　樹高16.5m16.5m，胸高幹囲，胸高幹囲4.6m4.6m，根回り，根回り8.72m8.72m，枝張り東西，枝張り東西17.8m17.8m・南北・南北20.7m20.7m。。
しょうでんじしょうでんじ

　　　　正伝寺は安川の近くにあり，境内に大きく枝を広げている。胸高幹囲　　　　正伝寺は安川の近くにあり，境内に大きく枝を広げている。胸高幹囲4.6m4.6mはクロはクロ

　　　ガネモチとしては全国的に見ても有数の巨樹である。雄株で結実しない。　　　ガネモチとしては全国的に見ても有数の巨樹である。雄株で結実しない。
れんげれんげ

　　③　長束の蓮華マツ　　③　長束の蓮華マツ((県指定，安佐南区長束県指定，安佐南区長束22丁目丁目))

　　　　樹高　　　　樹高9m9m，目通り幹囲，目通り幹囲3.54m3.54m，枝張り東西，枝張り東西26m26m・南北・南北25m25m。。
れんこうじれんこうじ えんこうえんこう

　　　　蓮光寺境内にある猿猴作りのクロマツの名木である。境内に大きく枝を広げ姿が美　　　　蓮光寺境内にある猿猴作りのクロマツの名木である。境内に大きく枝を広げ姿が美

　　　しかった。しかし，現在ではマツクイムシの影響で衰えた樹勢を回復させるため，樹　　　しかった。しかし，現在ではマツクイムシの影響で衰えた樹勢を回復させるため，樹
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　　　幹に樹脂が注入され，枝の一部が切り落とされるなど樹形が変わっている。　　　幹に樹脂が注入され，枝の一部が切り落とされるなど樹形が変わっている。
かんばらかんばら かんばらかんばら

　　④　神原のシダレザクラ　　④　神原のシダレザクラ((県指定，佐伯区五日市町石内神原県指定，佐伯区五日市町石内神原))

　　　　樹高　　　　樹高8.6m8.6m，胸高幹囲，胸高幹囲2.68m2.68m，枝張り東西，枝張り東西11m11m・南北・南北12m12m。。

　　　　五日市町石内の個人宅の敷地内にあり，垂れ下がる枝が道路におおいかぶさるよう　　　　五日市町石内の個人宅の敷地内にあり，垂れ下がる枝が道路におおいかぶさるよう

　　　に広がる。ここにはモッコクの巨樹　　　に広がる。ここにはモッコクの巨樹22本も生育している。本も生育している。
とうみょうとうみょう

　　⑤　燈明杉　　⑤　燈明杉((市指定，安佐北区可部町綾ヶ谷市指定，安佐北区可部町綾ヶ谷))

　　　　樹高　　　　樹高2323～～40m40m，胸高幹囲，胸高幹囲3.93.9～～5.2m5.2m。。

　　　　福王寺の本堂の前庭に　　　　福王寺の本堂の前庭に44本の大杉が並んでいる。かつては本の大杉が並んでいる。かつては55本並んでいたが，本並んでいたが，11本本

　　　は枯れて伐採された。　　　は枯れて伐採された。

　　⑥　カヤ　　⑥　カヤ((市指定，安佐北区可部町上原市指定，安佐北区可部町上原))

　　　　樹高　　　　樹高16m16m，根回り，根回り4.01m4.01m。。

　　　　鬼ヶ城山西側斜面の山中のヒノキ林に生育する。幹が地上　　　　鬼ヶ城山西側斜面の山中のヒノキ林に生育する。幹が地上1m1mのあたりで分かれ枝のあたりで分かれ枝

　　　を広げている。　　　を広げている。
きりはたきりはた

　　⑦　切幡神社の大ケヤキ　　⑦　切幡神社の大ケヤキ((市指定，安芸区中野東７丁市指定，安芸区中野東７丁

　　　目　　　目))

　　　　樹高　　　　樹高31m31m，胸高幹囲，胸高幹囲4.8m4.8m，枝張り東，枝張り東12m12m・西・西

　　　　　　10m10m・南・南15m15m・北・北12m12m。。
きりはたきりはた

　　　　国道　　　　国道22 号線近くの切幡神社境内に生育する県内号線近くの切幡神社境内に生育する県内

　　　で有数のケヤキの巨樹である。神社の裏山の　　　で有数のケヤキの巨樹である。神社の裏山のシイシイ

　　　　　　林とともに市指定天然記念物となってい林とともに市指定天然記念物となっている。る。
はちまんはちまん

　　⑧　中の森八幡神社のアラカシ　　⑧　中の森八幡神社のアラカシ((市指定，安佐南区沼市指定，安佐南区沼

　　　田町吉山　　　田町吉山))

　　　　　　　　樹高樹高28m28m，根回り，根回り5.2m5.2m，枝張り東，枝張り東5.6m5.6m・西・西

　　　　　　8.2m8.2m・南・南4.6m4.6m・北・北10.8m10.8m。。
はちまんはちまん

　　　　東郷山のふもとの中の森八幡神社境内に生育す　　　　東郷山のふもとの中の森八幡神社境内に生育す

　　　　　　る。地上る。地上1.5m1.5mで幹が６本に分かれている。かつてで幹が６本に分かれている。かつて

　　　　　　は枝を大きく広げていたが，は枝を大きく広げていたが，19911991年の台風年の台風1919号号

　　　の影響で６本の幹のうち２本が地上　　　の影響で６本の幹のうち２本が地上5m5mのあたりで折れたため，姿が大きく変わってのあたりで折れたため，姿が大きく変わって

　　　いる。　　　いる。
たおはちまんぐうたおはちまんぐう

　　⑨　峠八幡宮のオオツクバネガシ　　⑨　峠八幡宮のオオツクバネガシ((市指定，安佐北区可部町大林市指定，安佐北区可部町大林))

　　　　樹高　　　　樹高18m18m，目通り幹囲，目通り幹囲4.45m4.45m，枝張り東，枝張り東9.5m9.5m・西・西7.0m7.0m・南・南8.6m8.6m・北・北2.6m2.6m。。
たおはちまんぐうたおはちまんぐう

　　　　　　　　白木山のふもとの峠八幡宮境内に生育する。白木山のふもとの峠八幡宮境内に生育する。19991999年の台風年の台風1818号で号で22本の主幹の本の主幹の

　　　うち，１本が折れた。オオツクバネガシはアカガシとツクバネガシの雑種と考えられ　　　うち，１本が折れた。オオツクバネガシはアカガシとツクバネガシの雑種と考えられ

　　　ている。　　　ている。
はちまんはちまん

　　⑩　宮野八幡神社の大エノキ　　⑩　宮野八幡神社の大エノキ((市指定，安佐北区安佐町宮野市指定，安佐北区安佐町宮野))

　　　　樹高　　　　樹高30m30m，根回り，根回り5.55m5.55m，目通り幹囲，目通り幹囲4.55m4.55m，枝張り東，枝張り東14m14m・西・西15m15m・南・南13m13m・・

切幡神社（安芸区中野東）の大ケヤキ切幡神社（安芸区中野東）の大ケヤキ
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

　　　北　　　北12m12m。。
はちまんはちまん

　　　　太田川の川岸の宮野八幡神社境内に生育する。目通り幹囲は　　　　太田川の川岸の宮野八幡神社境内に生育する。目通り幹囲は4m4mを越え，エノキとを越え，エノキと

　　　しては広島市で最大，県内で有数の巨樹である。　　　しては広島市で最大，県内で有数の巨樹である。
いばらいばら

　　⑪　新宮神社の大イチョウ　　⑪　新宮神社の大イチョウ((市指定，安佐北区白木町井原市指定，安佐北区白木町井原))

　　　　樹高　　　　樹高35m35m，根回り，根回り7.4m7.4m，目通り幹囲，目通り幹囲6.9m6.9m，枝張り東，枝張り東9.3m9.3m・西・西8.7m8.7m・南・南10.4m10.4m・・

　　　北　　　北12.3m12.3m。。

　　　　広島市の北東端の芸備線沿いの新宮神社境内に生育する。樹皮の所々に小さな乳柱　　　　広島市の北東端の芸備線沿いの新宮神社境内に生育する。樹皮の所々に小さな乳柱

　　　がみられる。広島市で最大の木である。　　　がみられる。広島市で最大の木である。
ぬくいぬくい はちまんはちまん

　　⑫　温井八幡の乳下りイチョウ　　⑫　温井八幡の乳下りイチョウ((市指定，安佐南区川内市指定，安佐南区川内55丁目丁目))

　　　　　　　　樹高樹高24m24m，根回り，根回り5.25m5.25m，目通り幹囲，目通り幹囲4.31m4.31m，枝張り東，枝張り東9.5m9.5m・西・西7.0m7.0m・南・南6.5m6.5m・・

　　　北　　　北10.0m10.0m。。
ぬくいぬくい はちまんはちまん

　　　　太田川と古川にはさまれた川内地区の温井八幡神社境内に生育する。幹から乳柱を　　　　太田川と古川にはさまれた川内地区の温井八幡神社境内に生育する。幹から乳柱を

　　　多数ぶら下げたイチョウの老木に特有の姿をしている。　　　多数ぶら下げたイチョウの老木に特有の姿をしている。

　　⑬　可部町中野の千代の松　　⑬　可部町中野の千代の松((市指定，安佐北区可部市指定，安佐北区可部11丁目丁目))

　　　　樹高　　　　樹高9m9m，根回り，根回り3.12m3.12m，胸高幹囲，胸高幹囲2.6m2.6m，枝張り東西，枝張り東西17m17m・南北・南北11m11m。。
えんこうえんこう

　　　　可部駅に近い国道　　　　可部駅に近い国道5454号線沿いの工場にはさまれた小さな庭にある猿猴作りのクロ号線沿いの工場にはさまれた小さな庭にある猿猴作りのクロ

　　　マツの名木である。地上　　　マツの名木である。地上1m1mあたりから枝を分け敷地いっぱいに枝を張っている。交あたりから枝を分け敷地いっぱいに枝を張っている。交

　　　通量の多い路傍のため，樹勢が弱っている。　　　通量の多い路傍のため，樹勢が弱っている。

　　⑭　新宮神社のイチイガシ及びイヌマキ　　⑭　新宮神社のイチイガシ及びイヌマキ((市指定，安佐南区長楽寺市指定，安佐南区長楽寺33丁目丁目))

　　　　イチイガシ：樹高　　　　イチイガシ：樹高17.4m17.4m，胸高幹囲，胸高幹囲1.45m1.45m，枝張り東，枝張り東7.9m7.9m・西・西3.3m3.3m・南・南6.0m6.0m・・

　　　北　　　北2.5m2.5m。。

　　　　　　　　イヌマキイヌマキ：：樹高樹高16.5m16.5m，胸高幹囲，胸高幹囲2.23m2.23m，枝張り東，枝張り東7.0m7.0m・西・西6.4m6.4m・南・南6.5m6.5m・北・北6.9m6.9m。。

　　　　新宮神社はアストラムライン沿いにあり，眼前にその車両基地がみえる。イチイガ　　　　新宮神社はアストラムライン沿いにあり，眼前にその車両基地がみえる。イチイガ

　　　シは境内の向かって左側に，イヌマキは右側に植えられている。イチイガシは広島県　　　シは境内の向かって左側に，イヌマキは右側に植えられている。イチイガシは広島県

　　　ではここを含め　　　ではここを含め77つの神社にみられるだけである。また，イヌマキは広島県では宮島つの神社にみられるだけである。また，イヌマキは広島県では宮島

　　　以外に自生が知られていない。最近，イチイガシの枝に枯れが目立っている。　　　以外に自生が知られていない。最近，イチイガシの枝に枯れが目立っている。

　　⑮　友広神社のイチョウ　　⑮　友広神社のイチョウ((市指定，安佐北区可部南市指定，安佐北区可部南11丁目丁目))

　　　　樹高約　　　　樹高約25m25m，胸高幹囲，胸高幹囲4.15m4.15m，枝張り東，枝張り東8.2m8.2m・西・西6.1m6.1m・南・南8.1m8.1m・北・北9.7m9.7m。。
のの みささみささ

　　　　太田川と根之谷川に囲まれ，南で三篠川と合流する中島とよばれる地区にある。イ　　　　太田川と根之谷川に囲まれ，南で三篠川と合流する中島とよばれる地区にある。イ

　　　チョウは境内の一番手前右側にあり，ひときわ目立つ。　　　チョウは境内の一番手前右側にあり，ひときわ目立つ。

　　⑯　ヒロシマエバヤマザクラ　　⑯　ヒロシマエバヤマザクラ((市指定，中区江波山公園市指定，中区江波山公園))

　　　　　　　　樹高樹高14m14m，胸高幹囲，胸高幹囲2.51m2.51mとと1.761.76，枝張り東，枝張り東4.2m4.2m，西，西13.1m13.1m，南，南12.8m12.8m，北，北10.2m10.2m。。

　　　　桜の名所として知られる江波山公園の北部，江波山気象館近くにある。花が非常に　　　　桜の名所として知られる江波山公園の北部，江波山気象館近くにある。花が非常に

　　　特異で，ヤマザクラは花びらが　　　特異で，ヤマザクラは花びらが55枚なのに対し，枚なのに対し，｢｢ヒロシマエバヤマザクラヒロシマエバヤマザクラ｣｣はは55～～1313

　　　　　　枚となっている。幹は地上枚となっている。幹は地上1m1mのあたりでのあたりで22本に分かれ大きく枝を広げている。本に分かれ大きく枝を広げている。
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しゃそうしゃそう

　　　　また，これら個体として指定された　　　　また，これら個体として指定された1616件以外に，県・市指定天然記念物の社叢や件以外に，県・市指定天然記念物の社叢や

　　　その他の森林中にもかなりの巨樹が生育していることが知られている。これらはつぎ　　　その他の森林中にもかなりの巨樹が生育していることが知られている。これらはつぎ

　　　の　　　の1212件の森林に生育している。件の森林に生育している。
しゃそうしゃそう

　　①　新庄の宮の社叢　　①　新庄の宮の社叢((県指定，西区大宮県指定，西区大宮11丁目丁目))

　　　　　　　　主要樹木の胸高幹囲は，クスノキ主要樹木の胸高幹囲は，クスノキがが

　　　　　　6.40m6.40mとと5.50m5.50m，ムクノキが，ムクノキが3.25m3.25mとと

　　　　　　3.08m3.08m，エノキが，エノキが3.04m3.04m，タブノキが，タブノキが

　　　　　　2.81m2.81m，ケヤキが，ケヤキが2.14m2.14m，ムクロジが，ムクロジが

　　　　　　1.93m1.93m。。
あとみょうあとみょう しゃそうしゃそう

　　②　阿刀明神社の社叢　　②　阿刀明神社の社叢((市指定，安佐南区沼市指定，安佐南区沼
あとあと

　　　田町阿戸　　　田町阿戸))

　　　　　　　　主要樹木の胸高幹囲は，タブノキ主要樹木の胸高幹囲は，タブノキがが

　　　　　　3.62m3.62m，コウヤマキが，コウヤマキが2.57m2.57mとと2.20m2.20m，，

　　　スギが　　　スギが3.41m3.41m。。
はちまんはちまん しゃそうしゃそう

　　③　筒瀬八幡神社の社叢　　③　筒瀬八幡神社の社叢((市指定，安佐北区安佐町筒瀬市指定，安佐北区安佐町筒瀬))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，アラカシが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，アラカシが2.00m2.00mとと1.88m1.88m，タブノキが，タブノキが3.10m3.10mとと2.82m2.82m，，

　　　ナナメノキが　　　ナナメノキが1.44m1.44m。。19911991年の台風年の台風1919号で大きな被害を受けた。号で大きな被害を受けた。
はちまんはちまん しゃそうしゃそう

　　④　馬木八幡神社の社叢　　④　馬木八幡神社の社叢((県指定，東区馬木県指定，東区馬木55丁目丁目))

　　　　　　　　主要樹木の胸高幹囲は，シイが主要樹木の胸高幹囲は，シイが1.96m1.96mとと1.91m1.91m，，1.66m1.66m，コナラが，コナラが1.32m1.32mとと1.30m1.30m。。

　　　　　　19991999年の台風年の台風1818号で大きな被害を受けた。号で大きな被害を受けた。
ようさんようさんはちまんはちまん しゃそうしゃそう おがうちおがうち

　　⑤　養山八幡神社の社叢　　⑤　養山八幡神社の社叢((市指定，安佐北区安佐町小河内市指定，安佐北区安佐町小河内))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，ツクバネガシが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，ツクバネガシが2.90m(19912.90m(1991年の台風年の台風1919号で折れた号で折れた))，ウ，ウ

　　　　　　ラジロガシがラジロガシが2.05m2.05mとと1.53m1.53m，ヤブツバキが，ヤブツバキが1.27m1.27mとと1.07m1.07m，スギが，スギが3.93m3.93mとと

　　　　　　2.84m2.84m，カヤが，カヤが2.23m2.23mとと2.10m2.10m。。

　　⑥　松笠観音の巨樹群　　⑥　松笠観音の巨樹群((市指定，安佐北区口田南町市指定，安佐北区口田南町))

　　　　主要樹木の目通り幹囲は，スギが　　　　主要樹木の目通り幹囲は，スギが3.45m3.45mとと2.90m2.90m，，2.15m2.15m，ヒノキが，ヒノキが2.65m2.65m，アベ，アベ

　　　マキが　　　マキが3.10m3.10m，モッコク，モッコク((地上地上1m1mの幹囲の幹囲))がが1.90m1.90m。。

　　⑦　福王寺山のコジイ林　　⑦　福王寺山のコジイ林((安佐北区可部町綾ヶ谷安佐北区可部町綾ヶ谷))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，コジイが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，コジイが2.40m2.40m。。
うう なな ぎぎ しゃそうしゃそう

　　⑧　宇那木神社の社叢　　⑧　宇那木神社の社叢((安佐南区緑井町安佐南区緑井町))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，クロマツが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，クロマツが3.20m3.20m，スギが，スギが2.92m2.92m，シイが，シイが2.64m2.64m。。
しゃそうしゃそう

　　⑨　中須賀神社の社叢　　⑨　中須賀神社の社叢((安芸区畑賀町安芸区畑賀町))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，シイが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，シイが2.39m2.39m。。
もとうじなもとうじな もとうじなもとうじな

　　⑩　元宇品のコジイ林　　⑩　元宇品のコジイ林((南区元宇品町南区元宇品町))

　　　　主要樹木の胸高幹囲は，クスノキが　　　　主要樹木の胸高幹囲は，クスノキが5.98m5.98m，アベマキが，アベマキが2.25m2.25m。。

新庄の宮（西区大宮）のクスノキ新庄の宮（西区大宮）のクスノキ
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第３章　地域の自然第３章　地域の自然

巨樹によせて巨樹によせて
えのまちえのまち くすのきくすのき くすなくすな きりのききりのき

　広島市は城下町として緑豊かで，樹木に由来する町名が多かった。榎町，楠木町，楠那町，桐木　広島市は城下町として緑豊かで，樹木に由来する町名が多かった。榎町，楠木町，楠那町，桐木
とげとげ ほうそぎほうそぎ ばいりんばいりん

町，可部町桐原，可部町上松，柞木町，可部町桐原，可部町上松，柞木((コナラのことコナラのこと))，竹屋町，松川町，松原町，八木，梅林，江，竹屋町，松川町，松原町，八木，梅林，江
みどりみどり

波二本松，元柳町など，樹木ではないが若草町，二葉の里，翠町，町名ではないが柳橋などがあ波二本松，元柳町など，樹木ではないが若草町，二葉の里，翠町，町名ではないが柳橋などがあ
げられる。また，中区国泰寺町の国泰寺には県下一と言われるクスノキの大木が有名だったが，げられる。また，中区国泰寺町の国泰寺には県下一と言われるクスノキの大木が有名だったが，

原爆で焼けて残っていない。原爆で焼けて残っていない。
　気になるのは宮島の鳥居の巨大な支柱のことだ。現在の大鳥居　気になるのは宮島の鳥居の巨大な支柱のことだ。現在の大鳥居((材はクスノキ材はクスノキ))は，は，88代目で代目で18751875

((明治明治8)8)年上棟というから，建て替えが考慮される時期である。国内で支柱になるようなクスノキ年上棟というから，建て替えが考慮される時期である。国内で支柱になるようなクスノキ
の材が供給できるのだろうか。の材が供給できるのだろうか。

　　｢｢出雲大社の社殿はかつて出雲大社の社殿はかつて48m48mの高さだったの高さだった｣｣とと｢｢金輪金輪
造営図造営図｣｣に記されており，これを裏付ける三本一組のスに記されており，これを裏付ける三本一組のス

ギ材の柱根が出土したというニュースがあった。時代ギ材の柱根が出土したというニュースがあった。時代
は平安時代末という。個々の柱は直径は平安時代末という。個々の柱は直径1.01.0～～1.5m1.5m。。33本本

を一組とすると直径がを一組とすると直径が2.52.5～～3.0m3.0mになる。関心を引かれになる。関心を引かれ
たのは，すでに平安時代に幹径がたのは，すでに平安時代に幹径が3m3mを越すようなスギを越すようなスギ

がなかったことだ。当時，幹径がなかったことだ。当時，幹径3m3mのスギ材があれば三のスギ材があれば三
本一組などというようなけちなことはしなかったはず本一組などというようなけちなことはしなかったはず

だ。しばしば支持柱が倒れたので社殿は現在の高さにだ。しばしば支持柱が倒れたので社殿は現在の高さに
なったとあるが，事実は巨大なスギが近隣ではとれななったとあるが，事実は巨大なスギが近隣ではとれな

くなったということだろう。くなったということだろう。
　樹齢　樹齢20002000年の巨木は年の巨木は20002000年の時間を経なければ育た年の時間を経なければ育た

いけいいけい

ない。巨樹は畏敬されるべきものだと思う。戦後もはない。巨樹は畏敬されるべきものだと思う。戦後もは
や半世紀以上を経過した。広島市でも成長の速い樹種や半世紀以上を経過した。広島市でも成長の速い樹種

では巨樹らしくなっている。巨樹伐採の過去の悔いをでは巨樹らしくなっている。巨樹伐採の過去の悔いを
残さぬよう大切に育てたいものだ。残さぬよう大切に育てたいものだ。

　　　　　　　　　　　　((呉市文化財保護委員会委員　太刀掛呉市文化財保護委員会委員　太刀掛  優優))

ひらやぶひらやぶ しゃそうしゃそう しじしじ

　　⑪　平薮神社の社叢　　⑪　平薮神社の社叢((安佐北区白木町志路安佐北区白木町志路))

　　　　　　　　主要樹木の胸高幹囲は，オオツク主要樹木の胸高幹囲は，オオツク

　　　　　　バネガシバネガシ4.40m4.40m，シラカシが，シラカシが5.20m,5.20m,

　　　スギが　　　スギが3.50m3.50m，ヒノキが，ヒノキが4.50m4.50m。。
うすやまはちまんうすやまはちまん しゃそうしゃそう

　　⑫　臼山八幡神社の社叢　　⑫　臼山八幡神社の社叢((佐伯区五日市佐伯区五日市

　　　町石内　　　町石内))

　　　　　　　　主要樹木の胸高幹囲は，スギが主要樹木の胸高幹囲は，スギが

　　　　　　4.80m4.80m，タブノキが，タブノキが3.95m3.95m，スギが，スギが

　　　　　　3.50m3.50m。。

　　　　ここで紹介した天然記念物に指定されている樹木を含め，巨樹または名木の多くが　　　　ここで紹介した天然記念物に指定されている樹木を含め，巨樹または名木の多くが

　　　社寺など人の生活に近い所に生育している。これらは日常生活とふれあう場所にあり　　　社寺など人の生活に近い所に生育している。これらは日常生活とふれあう場所にあり

　　　ながらも，伐採されなかったため現在まで生きているものである。巨樹をいたわり保　　　ながらも，伐採されなかったため現在まで生きているものである。巨樹をいたわり保

　　　存する　　　存することは，私たちにとってことは，私たちにとってきわきわめて大切なことであり，子孫のために果たすべきめて大切なことであり，子孫のために果たすべき

　　　　　　義務である。義務である。

中須賀神社の社叢（安芸区畑賀町）中須賀神社の社叢（安芸区畑賀町）
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福王寺の燈明杉（安佐北区可部町）福王寺の燈明杉（安佐北区可部町）
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用語解説用語解説（（5050音順）音順）
（→：参照，＝：同義語，⇔：対義語（→：参照，＝：同義語，⇔：対義語))

亜高木層亜高木層　　→高木層　　→高木層

亜　　種亜　　種　　→分類群　　→分類群

遺遺  伝伝  子子　　生物の子孫に伝えられる形質をきめる情報を持つ構造の単位。細胞の核にある染色体上にそれぞ　　生物の子孫に伝えられる形質をきめる情報を持つ構造の単位。細胞の核にある染色体上にそれぞ

　　　　　れ固有の位置を占め，一般には線上に配列している。遺伝子の本体はＤＮＡ　　　　　れ固有の位置を占め，一般には線上に配列している。遺伝子の本体はＤＮＡ((一部のウイルスではＲ一部のウイルスではＲ

　　　　　ＮＡ　　　　　ＮＡ))という物質である。という物質である。

移　　入移　　入　　→外来種　　→外来種

異　　名異　　名　　＝シノニム。生物分類の命名規約で，同一の種あるいは同一の分類群につけられた複数の異なる学　　＝シノニム。生物分類の命名規約で，同一の種あるいは同一の分類群につけられた複数の異なる学

　　　　　名。異名の中で唯一の正しい学名　　　　　名。異名の中で唯一の正しい学名((動物では有効名，植物・細菌では正名動物では有効名，植物・細菌では正名))が選定されている。が選定されている。
いりいり あいあい ちち

入入  会会  地地　　　　特定地域の住民が慣習に基づいて一定の山林原野，漁場を共同で利用し，草，材，魚などを採特定地域の住民が慣習に基づいて一定の山林原野，漁場を共同で利用し，草，材，魚などを採

　　　　　　　　　　取することを取することを｢｢入会入会｣｣といい，その入会権が設定されている場所をといい，その入会権が設定されている場所を｢｢入会入会地地｣｣という。という。

羽状深裂羽状深裂　　→羽状複葉　　→羽状複葉

羽状複葉羽状複葉　　　　｢｢単葉単葉｣｣に対し，葉が二つ以上に分かれ，それぞれが１枚の葉のようにみえるものをに対し，葉が二つ以上に分かれ，それぞれが１枚の葉のようにみえるものを｢｢複葉複葉｣｣といい，といい，

　　　　　それぞれを　　　　　それぞれを｢｢小葉小葉｣｣という。基本型は３つの小葉をもつという。基本型は３つの小葉をもつ｢｢三出複葉三出複葉｣｣で，先端の小葉がさらに複葉化したで，先端の小葉がさらに複葉化した

　　　　　　　　　　｢｢羽状複葉羽状複葉｣｣など様々な様式がある。葉に羽状の切れ込みがあるが，それぞれが小葉にならない場合など様々な様式がある。葉に羽状の切れ込みがあるが，それぞれが小葉にならない場合｢｢羽羽

　　　　　状葉　　　　　状葉｣｣といい，切れ込みが深い状態をといい，切れ込みが深い状態を｢｢羽状深裂羽状深裂｣｣という。という。
ほほ

営　　巣営　　巣　　鳥類や哺乳類が子育てのために巣を作り，子育てをすること。　　鳥類や哺乳類が子育てのために巣を作り，子育てをすること。

栄栄  養養  葉葉　　→胞子体　　→胞子体

越越  年年  草草　　　　＝越年生植物。秋に発芽し成長して冬を緑葉で過ごす一年草＝越年生植物。秋に発芽し成長して冬を緑葉で過ごす一年草((一年生植物一年生植物))を指す。を指す。二年草二年草((二年生二年生

　　　　　植物　　　　　植物))と混同されがちだが，二年草は発芽して枯死するまでに２年の生育期間を要するものを指す。と混同されがちだが，二年草は発芽して枯死するまでに２年の生育期間を要するものを指す。

塩塩  湿湿  地地　　海の入江や河口付近の傾斜の緩やかな潮間帯などにみられる沼沢地。埋め立てに適した立地条件　　海の入江や河口付近の傾斜の緩やかな潮間帯などにみられる沼沢地。埋め立てに適した立地条件

　　　　　にあるため，近年著しく減少している。　　　　　にあるため，近年著しく減少している。

塩生植物塩生植物　　塩水あるいは汽水の影響のある場所に生育する植物を塩生植物といい，これらの植物を構成種とす　　塩水あるいは汽水の影響のある場所に生育する植物を塩生植物といい，これらの植物を構成種とす

　　　　　る植物群落が塩生植物群落である。　　　　　る植物群落が塩生植物群落である。

科　　　科　　　　　→分類群　　→分類群
がいがい すいすい

崖　　錐崖　　錐　　がけや急斜面の下に，落下した岩や石がつもってできた地形。傾斜がほぼ　　がけや急斜面の下に，落下した岩や石がつもってできた地形。傾斜がほぼ1515°以上ある。°以上ある。
はねはね

開　　張開　　張　　昆虫が翅を広げた時の長さ。鳥やコウモリ類などの場合は　　昆虫が翅を広げた時の長さ。鳥やコウモリ類などの場合は｢｢翼開張翼開張｣｣という。という。

外外  来来  種種　　本来の生息地から人間の行動により意識的または無意識的に別の地域に持ち込まれた生物。この　　本来の生息地から人間の行動により意識的または無意識的に別の地域に持ち込まれた生物。この

　　　　　うち，その地域で野生の状態で繁殖し定着した場合は　　　　　うち，その地域で野生の状態で繁殖し定着した場合は｢｢帰化帰化｣｣という。一般には導入経路が歴史的に見という。一般には導入経路が歴史的に見

　　　　　当がつけられるもの　　　　　当がつけられるもの((例えば明治以降という見解もある例えば明治以降という見解もある))に限る。栽培中のものが外に出て繁殖していに限る。栽培中のものが外に出て繁殖してい

　　　　　るものを　　　　　るものを｢｢逸出逸出｣｣という。という。｢｢移入移入｣｣は何らかの目的で持ち込まれた場合で，在来種に影響を及ぼすことがは何らかの目的で持ち込まれた場合で，在来種に影響を及ぼすことが

　　　　　多い。なお，　　　　　多い。なお，｢｢移入移入｣｣は遺伝学では集団への遺伝子の導入を伴う場合に使用されるので注意を要する。は遺伝学では集団への遺伝子の導入を伴う場合に使用されるので注意を要する。

　　　　　⇔在来種。　　　　　⇔在来種。
ほほ

回　　廊回　　廊　　哺乳類など生息地の広い生物を保全するためには広い面積が必要であるが，それを確保するために　　哺乳類など生息地の広い生物を保全するためには広い面積が必要であるが，それを確保するために

　　　　　生息地を回廊で結ぶアイデアが提唱されている。一般に帯状の緑地を利用するため　　　　　生息地を回廊で結ぶアイデアが提唱されている。一般に帯状の緑地を利用するため｢｢緑の回廊緑の回廊｣｣と表現と表現

　　　　　されることもある。生物種の移動特性によっては，行動圏が　　　　　されることもある。生物種の移動特性によっては，行動圏が｢｢飛び石飛び石｣｣状に配置していれば有効な場合状に配置していれば有効な場合

　　　　　もある。なお，保護区の設定に際し，むやみに回廊をつくるのは不要な遺伝子交流による個体群間の　　　　　もある。なお，保護区の設定に際し，むやみに回廊をつくるのは不要な遺伝子交流による個体群間の

　　　　　かく乱や天敵の移動，野生生物同士の接触による伝染病など不確定なマイナス要因があるので注意が　　　　　かく乱や天敵の移動，野生生物同士の接触による伝染病など不確定なマイナス要因があるので注意が

　　　　　必要である。　　　　　必要である。

加加  害害  木木　　樹木に侵入し成長する昆虫類が侵入する樹木。　　樹木に侵入し成長する昆虫類が侵入する樹木。
ほほ

過過  眼眼  線線　　鳥類や哺乳類などの頭部に見られる模様の一つで，目を通過して後ろ側に続く模様のこと。　　鳥類や哺乳類などの頭部に見られる模様の一つで，目を通過して後ろ側に続く模様のこと。

隔　　隔　　離離　　遺伝子の交流が行われている集団において何らかの要因でその遺伝子交流が妨げられること。地理　　遺伝子の交流が行われている集団において何らかの要因でその遺伝子交流が妨げられること。地理

　　　　　的，地形的障壁など外的要因による　　　　　的，地形的障壁など外的要因による｢｢地理的隔離地理的隔離｣｣とそれに付随的に発達するとそれに付随的に発達する｢｢生殖的隔離生殖的隔離｣｣とがある。とがある。

　　　　　隔離は種の分化の大きな要因　　　　　隔離は種の分化の大きな要因(｢(｢地理的分化地理的分化｣｣などという表現を用いるなどという表現を用いる))と考えられているとともに，生と考えられているとともに，生

　　　　　物多様性の維持に欠かせない機構である。このため，生物の保全を考える際の重要な要素となる。　　　　　物多様性の維持に欠かせない機構である。このため，生物の保全を考える際の重要な要素となる。

河河  口口  域域　　河口付近や湾奥，干潟，干満の影響の強い川の最下流部を含めた地域。淡水と海水の双方の影響　　河口付近や湾奥，干潟，干満の影響の強い川の最下流部を含めた地域。淡水と海水の双方の影響

　　　　　を直接受ける環境に使用する場合が多い。　　　　　を直接受ける環境に使用する場合が多い。｢｢汽水域汽水域｣｣はさらに該当する塩分濃度の範囲が広くはさらに該当する塩分濃度の範囲が広く(0.2(0.2‰～‰～

　　　　　　　　　　3030‰，‰＝パーミルは千分率‰，‰＝パーミルは千分率))，また海沿いの池沼など比較的安定した塩分濃度の水域も含め，適用，また海沿いの池沼など比較的安定した塩分濃度の水域も含め，適用

　　　　　範囲が広い。　　　　　範囲が広い。
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かこうがんかこうがん かこうがんかこうがん かこうがんかこうがん

花崗岩地帯花崗岩地帯　　　　表層の地質が花崗岩からなる地帯。花崗岩には風化しやすい性質などがあり，表層の地質が花崗岩からなる地帯。花崗岩には風化しやすい性質などがあり，そこに生育する生物そこに生育する生物

　　　　　の組成に影響を及ぼすことがある。　　　　　の組成に影響を及ぼすことがある。

花　　序花　　序　　複数の花が集まって一つのまとまりをなしているときの花の配列様式で，様々な型に分けられる。　　複数の花が集まって一つのまとまりをなしているときの花の配列様式で，様々な型に分けられる。

　　　　　分類群ごとに一定の様式をもつことが多い。　　　　　分類群ごとに一定の様式をもつことが多い。

河川陸封型河川陸封型　　　　本来は河川と海を回遊本来は河川と海を回遊((一往復一往復))していた魚類が河川で一生を過ごすようになったしていた魚類が河川で一生を過ごすようになったもの。アマゴもの。アマゴ
わいしょうわいしょう

　　　　　はサツキマスの陸封型であり，矮小化される。特にサケ科魚類ではパールマーク　　　　　はサツキマスの陸封型であり，矮小化される。特にサケ科魚類ではパールマーク((パーマークともいパーマークともい

　　　　　う　　　　　う))が存在する。時に河川残留型と称することがある。が存在する。時に河川残留型と称することがある。

河河  畔畔  林林　　川沿いや湿地などで，周辺の森林と異なった水分条件の場所では，それに適応した植生がみられ　　川沿いや湿地などで，周辺の森林と異なった水分条件の場所では，それに適応した植生がみられ

　　　　　る。これらは水辺林あるいは河畔林とよばれるが，立地条件により，河川下流域の幅広い河川に沿っ　　　　　る。これらは水辺林あるいは河畔林とよばれるが，立地条件により，河川下流域の幅広い河川に沿っ

　　　　　て分布するヤナギ林などを　　　　　て分布するヤナギ林などを｢｢河畔林河畔林((河辺林河辺林)｣)｣，湿地などの排水の悪い場所に分布するハンノキ林など，湿地などの排水の悪い場所に分布するハンノキ林など

　　　　　を　　　　　を｢｢湿地林湿地林｣｣，河川上流域の渓流周辺のサワグルミ林などを，河川上流域の渓流周辺のサワグルミ林などを｢｢渓畔林渓畔林((渓谷林渓谷林)｣)｣という。という。
つつ

河辺冠水草原河辺冠水草原　　　　河原や河原の背後に河原や河原の背後に発達する発達する草原で，洪水の際に浸かる環境であるため，草原で，洪水の際に浸かる環境であるため，特異な植物で構成さ特異な植物で構成さ

れ　　　　　る。れ　　　　　る。

環境影響評価環境影響評価　　＝環境アセスメント。開発事業など，環境に影響を及ぼす行為について，その実施前に事業者　　＝環境アセスメント。開発事業など，環境に影響を及ぼす行為について，その実施前に事業者

　　　　　がその環境影響を調査・予測・評価することを通じ，保全対策を検討するなどの対処を行うための仕　　　　　がその環境影響を調査・予測・評価することを通じ，保全対策を検討するなどの対処を行うための仕

　　　　　組み。水質，大気，騒音，生物などの多くの項目が取り上げられる。我が国では，　　　　　組み。水質，大気，騒音，生物などの多くの項目が取り上げられる。我が国では，19721972年に公共事業年に公共事業

　　　　　における環境影響評価の実施が閣議了解されて以後，様々な経緯を経て　　　　　における環境影響評価の実施が閣議了解されて以後，様々な経緯を経て19991999年に年に｢｢環境影響評価法環境影響評価法｣｣がが

　　　　　施行された。事業の種類や規模などに応じて義務づけられており，対象とならない事業でも最近では　　　　　施行された。事業の種類や規模などに応じて義務づけられており，対象とならない事業でも最近では

　　　　　各自治体の条例や指導により実施される場合が多い。　　　　　各自治体の条例や指導により実施される場合が多い。

環境指標種環境指標種　　＝指標種。生物の分布や生育状況は，生育地の環境条件と密接に関係しているため，生物によっ　　＝指標種。生物の分布や生育状況は，生育地の環境条件と密接に関係しているため，生物によっ

　　　　　てその場所の環境を診断する　　　　　てその場所の環境を診断する｢｢生物指標生物指標｣｣の考え方がある。環境の診断に利用している生物をの考え方がある。環境の診断に利用している生物を｢｢環境指環境指

　　　　　標生物　　　　　標生物｣｣またはまたは｢｢指標生物指標生物｣｣と呼ぶ。本著では環境の選択性が高い種で，特異な環境にみられるものをと呼ぶ。本著では環境の選択性が高い種で，特異な環境にみられるものを

　　　　　　　　　　｢｢環境指標種環境指標種｣｣として扱っている。として扱っている。

管　　孔管　　孔　　　　キノコ類の傘の裏がひだ状になっているものに対し，網目状に穴のあいているもの。キノコ類の傘の裏がひだ状になっているものに対し，網目状に穴のあいているもの。
つつ つつ

冠　　水冠　　水　　ふだんは河川水に浸かることのないものが，洪水などで河川水に浸かること。　　ふだんは河川水に浸かることのないものが，洪水などで河川水に浸かること。

感感  潮潮  域域　　潮の干満の影響を受ける地域。河川においてこれにあたる部分を感潮河川といい，海水の直接の　　潮の干満の影響を受ける地域。河川においてこれにあたる部分を感潮河川といい，海水の直接の

　　　　　影響がなくても，水位や流速の変化はかなり上流まで及ぶ。太田川では河口から安芸大橋付近までが　　　　　影響がなくても，水位や流速の変化はかなり上流まで及ぶ。太田川では河口から安芸大橋付近までが

　　　　　これにあたる。　　　　　これにあたる。

岩　　峰岩　　峰　　山地で岩盤が峰状に露出し，樹木が少なく岩が多い地形。　　山地で岩盤が峰状に露出し，樹木が少なく岩が多い地形。

帰　　化帰　　化　　→外来種　　→外来種

寄　　主寄　　主　　　　寄生生物寄生生物((寄生者寄生者))すなわち養分を搾取する種の寄生対象となる生物。すなわち養分を搾取する種の寄生対象となる生物。｢｢宿主宿主｣｣ともいう。ともいう。植食性の昆虫植食性の昆虫

　　　　　の食草に対しても　　　　　の食草に対しても｢｢寄主植物寄主植物｣｣という語が使われる。という語が使われる。

希希  少少  種種　　一般には個体数の少ない種を指すが，定義があいまいである。　　一般には個体数の少ない種を指すが，定義があいまいである。｢｢地理的に分布域が狭いこと地理的に分布域が狭いこと｣｣，，｢｢利利

　　　　　用できる場が狭いこと　　　　　用できる場が狭いこと｣｣，，｢｢個体群が小さいこと個体群が小さいこと｣｣などから総合的に判断される。希少種はその生育・などから総合的に判断される。希少種はその生育・

　　　　　生息環境が特殊であるものが多いため，場の保全が重要となる。ただし，必ずしも絶滅の危険性と対　　　　　生息環境が特殊であるものが多いため，場の保全が重要となる。ただし，必ずしも絶滅の危険性と対

　　　　　応しているわけではないので，ＩＵＣＮ　　　　　応しているわけではないので，ＩＵＣＮ((国際自然保護連合国際自然保護連合))のの19941994年の基準からははずされている。年の基準からははずされている。

基準標本産地基準標本産地　　＝タイプロカリティ。学名の客観的な基準となる標本の総称を　　＝タイプロカリティ。学名の客観的な基準となる標本の総称を｢｢基準標本基準標本｣｣といい，その標本がといい，その標本が

　　　　　採取された場所が基準標本産地である。模式産地，タイプ産地ともいう。生物の研究の基礎資料とし　　　　　採取された場所が基準標本産地である。模式産地，タイプ産地ともいう。生物の研究の基礎資料とし

　　　　　て標本の存在は重要である。新種を記載する場合　　　　　て標本の存在は重要である。新種を記載する場合｢｢基準標本基準標本｣｣が指定される。が指定される。

汽汽  水水  域域　　→河口域　　→河口域

寄寄  生生  者者　　→寄主　　→寄主

擬　　装擬　　装　　天敵から身を守るため，昆虫などがフンや植物片などを体に付け，ゴミのように装うこと。　　天敵から身を守るため，昆虫などがフンや植物片などを体に付け，ゴミのように装うこと。
はいはい はいはい

擬擬  盃盃  点点　　→盃点　　→盃点

狭義の…狭義の…　　生物の　　生物の｢｢学名学名｣｣は命名規約で定義されているが，は命名規約で定義されているが，｢｢和名和名｣｣には命名規約が適用されていないため，ときには命名規約が適用されていないため，とき

　　　　　に不明確な場合がある。同じ和名が分類群の広い範囲と，その中の限定された群との双方につけられ　　　　　に不明確な場合がある。同じ和名が分類群の広い範囲と，その中の限定された群との双方につけられ

　　　　　ていて混同する場合には，それぞれ　　　　　ていて混同する場合には，それぞれ｢｢広義の…広義の…｣｣，，｢｢狭義の…狭義の…｣｣として区別することがある。として区別することがある。

菌　　根菌　　根　　植物の根に菌類が侵入して形成される構造を　　植物の根に菌類が侵入して形成される構造を｢｢菌根菌根｣｣といい，菌根を形成する菌類をといい，菌根を形成する菌類を菌根菌という。菌根菌という。

　　　　　　　　　　ほとんどの植物の根にふつうにみられる。おもに植物からは光合成産ほとんどの植物の根にふつうにみられる。おもに植物からは光合成産物，菌からは無機塩類などの物，菌からは無機塩類などの

　　　　　栄養分が相手に供給される。　　　　　栄養分が相手に供給される。



290290

空中湿度空中湿度　　単に湿度といってもかまわないが，土質が湿潤であることとは異なった要因として，わざわざ　　単に湿度といってもかまわないが，土質が湿潤であることとは異なった要因として，わざわざ｢｢空空

　　　　　中湿度　　　　　中湿度｣｣という。小さな谷など限られた範囲で，年間を通じて湿度が高い環境，比較的乾燥した地域という。小さな谷など限られた範囲で，年間を通じて湿度が高い環境，比較的乾燥した地域

　　　　　でも部分的に湿度が高い環境，滝つぼなどの水が飛散する環境をあらわすときに，　　　　　でも部分的に湿度が高い環境，滝つぼなどの水が飛散する環境をあらわすときに，｢｢空中湿度が高い空中湿度が高い｣｣

　　　　　という表現を用いることがある。　　　　　という表現を用いることがある。

群　　集群　　集　　一定の空間に生活する生物の個体群の集合。ただし，植物社会学では，特定の種組成・生育条件・　　一定の空間に生活する生物の個体群の集合。ただし，植物社会学では，特定の種組成・生育条件・

　　　　　相観をもつ　　　　　相観をもつ｢｢群落群落｣｣を分類する基本単位として用いる。なお，を分類する基本単位として用いる。なお，｢｢群落群落｣｣はは｢｢アカマツ群落アカマツ群落｣｣のように優占種のように優占種

　　　　　で区別したり　　　　　で区別したり｢｢塩生植物群落塩生植物群落｣｣のように立地で区別するなど，操作的，便宜的に用いる。植物社会学的のように立地で区別するなど，操作的，便宜的に用いる。植物社会学的

　　　　　な方法とは群落を構成する種のリストを作り，複数の場所で記録したリストを表操作と呼ばれる方法　　　　　な方法とは群落を構成する種のリストを作り，複数の場所で記録したリストを表操作と呼ばれる方法

　　　　　で比較する。その過程で特定の群落にのみ出現する種を抽出し，それらの有無により群集を命名ある　　　　　で比較する。その過程で特定の群落にのみ出現する種を抽出し，それらの有無により群集を命名ある

　　　　　いは同定する。　　　　　いは同定する。

群　　生群　　生　　同一種類の植物が，一か所に群がって生えること。　　同一種類の植物が，一か所に群がって生えること。

群　　落群　　落　　→群集　　→群集

渓渓  谷谷  林林　　→河畔林　　→河畔林

系　　統系　　統　　　　ある生物の分類群の進化経路と，それによって示される分類群間の類縁関係。また，遺伝的に等しある生物の分類群の進化経路と，それによって示される分類群間の類縁関係。また，遺伝的に等し

　　　　　　　　　　い個体群，栽培品種などを指す場合もある。地理的に隔離された個体群に，い個体群，栽培品種などを指す場合もある。地理的に隔離された個体群に，外部の個体を持ち込むこ外部の個体を持ち込むこ

　　　　　とは，この系統を混乱させるので好ましくない。　　　　　とは，この系統を混乱させるので好ましくない。

原原  植植  生生　　→自然植生　　→自然植生
つつ つつ

高高  水水  敷敷　　規模の小さい洪水では水に浸からないが，規模の大きな洪水では浸かる河原。　　規模の小さい洪水では水に浸からないが，規模の大きな洪水では浸かる河原。

高高  木木  層層　　植物群落は，その中の植物が雑然と生育しているのではなく，植物の高さによりある程度まとまっ　　植物群落は，その中の植物が雑然と生育しているのではなく，植物の高さによりある程度まとまっ

　　　　　　　　　　た構造をもち，特に森林群落は多層構造のた構造をもち，特に森林群落は多層構造の｢｢階層群落階層群落｣｣を形成している。よく発達した温帯の森林では，を形成している。よく発達した温帯の森林では，

　　　　　上部から高木層，亜高木層，低木層，草本層が区別できる。　　　　　上部から高木層，亜高木層，低木層，草本層が区別できる。

湖湖  沼沼  型型　　魚類などで，河川や湖沼で生活する同じ種類で湖沼に生活するタイプにのみ特異な形態が見られ　　魚類などで，河川や湖沼で生活する同じ種類で湖沼に生活するタイプにのみ特異な形態が見られ

　　　　　る場合，河川型と区別するために湖沼型と呼ぶ。降湖型と呼ぶこともある。　　　　　る場合，河川型と区別するために湖沼型と呼ぶ。降湖型と呼ぶこともある。

枯　　損枯　　損　　樹木の枝や幹が，枯れて脱落したり折れたりした状態。　　樹木の枝や幹が，枯れて脱落したり折れたりした状態。

個個  体体  群群　　＝集団。ある地域に生育・生息する同種の生物の個体の集まり。ほかの個体群とは地理的に隔離　　＝集団。ある地域に生育・生息する同種の生物の個体の集まり。ほかの個体群とは地理的に隔離

　　　　　された　　　　　された｢｢地域個体群地域個体群｣｣では，遺伝的に分化が進行している場合もある。生物の保全を行う場合，単独のでは，遺伝的に分化が進行している場合もある。生物の保全を行う場合，単独の

　　　　　個体を保護するのではなく，その種の特性に応じて個体数や環境を確保するなど，個体群の維持に配　　　　　個体を保護するのではなく，その種の特性に応じて個体数や環境を確保するなど，個体群の維持に配

　　　　　慮する必要がある。　　　　　慮する必要がある。

固固  有有  種種　　ある生物の分布が特定の地域に限定される現象を　　ある生物の分布が特定の地域に限定される現象を｢｢固有固有｣｣といい，その生物をといい，その生物を｢｢固有生物固有生物｣｣という。という。

　　　　　分類群の階級が　　　　　分類群の階級が｢｢種種｣｣である場合はである場合は｢｢固有種固有種｣｣。分布範囲は任意であるが１大陸を超えない。それぞれの。分布範囲は任意であるが１大陸を超えない。それぞれの

　　　　　範囲で独自に進化した特徴のあるものが多い。　　　　　範囲で独自に進化した特徴のあるものが多い。

混混  交交  林林　　２種以上の樹木が混ざりあって生育している森林。針葉樹と広葉樹が混じりあって生育している　　２種以上の樹木が混ざりあって生育している森林。針葉樹と広葉樹が混じりあって生育している

　　　　　場合を指すことが多い。　　　　　場合を指すことが多い。

根根  生生  葉葉　　＝根出葉，ロゼット葉。根元から出ているように見える葉。実際は地表近くの茎から出ている。　　＝根出葉，ロゼット葉。根元から出ているように見える葉。実際は地表近くの茎から出ている。
じじ えさえさ

採　　餌採　　餌　　動物が餌を採ること。　　動物が餌を採ること。

採採  取取  圧圧　　＝採集圧。株の掘りとりなど人為的な採取が行われていること。環境庁レッドリストでは，種の　　＝採集圧。株の掘りとりなど人為的な採取が行われていること。環境庁レッドリストでは，種の

　　　　　存続への圧迫要因として，　　　　　存続への圧迫要因として，｢｢生息条件の悪化生息条件の悪化｣｣，，｢｢過度の捕獲・採取圧による圧迫過度の捕獲・採取圧による圧迫｣｣，，｢｢交雑可能な別種交雑可能な別種

　　　　　の侵入　　　　　の侵入｣｣などをあげている。特に花の美しい植物や美しい昆虫などでは，大きな採取圧を受けているなどをあげている。特に花の美しい植物や美しい昆虫などでは，大きな採取圧を受けている

　　　　　ものが多い。　　　　　ものが多い。
たいひたいひ

里　　山里　　山　　農地に接し，農家が農業を営むのに必要なものを得る森林。薪炭の生産，堆肥や灰にする落ち葉や　　農地に接し，農家が農業を営むのに必要なものを得る森林。薪炭の生産，堆肥や灰にする落ち葉や

　　　　　下草などの採取などに利用される。里山という言葉は比較的近年使われるようになった。このような　　　　　下草などの採取などに利用される。里山という言葉は比較的近年使われるようになった。このような

　　　　　森林を里山林と呼び，耕作地や生活空間も含めたまとまりを里山とする場合もあり，用語の定義はま　　　　　森林を里山林と呼び，耕作地や生活空間も含めたまとまりを里山とする場合もあり，用語の定義はま

　　　　　だ定着していない。　　　　　だ定着していない。

里里  山山  林林　　→里山　　→里山
れきれき たいせきたいせき

砂砂  礫礫  底底　　河川や湖沼の水底が砂と礫で構成されている状態。流れがあるために細かい粒子は堆積しない。　　河川や湖沼の水底が砂と礫で構成されている状態。流れがあるために細かい粒子は堆積しない。

子子  実実  体体　　菌類が胞子を形成する器官の総称。ふつう菌糸が集合，組織化して形成され，キノコのような大　　菌類が胞子を形成する器官の総称。ふつう菌糸が集合，組織化して形成され，キノコのような大

　　　　　型のものから顕微鏡的に小さなものまである。菌類の分類に重要な形質である。　　　　　型のものから顕微鏡的に小さなものまである。菌類の分類に重要な形質である。

自　　生自　　生　　　　＝野生。生物が，ある地域で自然のままに人の保護を受けずに繁殖し生活していること。狭義には，＝野生。生物が，ある地域で自然のままに人の保護を受けずに繁殖し生活していること。狭義には，

　　　　　植物がある地域にもともと生育しているものを　　　　　植物がある地域にもともと生育しているものを｢｢自生植物自生植物｣｣といい，帰化植物は含まない。といい，帰化植物は含まない。

自然植生自然植生　　人為的影響を受けず，自然の環境要因の影響のもとに成り立っている植生。広義には多少の人為的　　人為的影響を受けず，自然の環境要因の影響のもとに成り立っている植生。広義には多少の人為的
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　　　　　影響を受けていても基本的な組成や構造がかく乱されていないものも自然植生として扱う。人が影響　　　　　影響を受けていても基本的な組成や構造がかく乱されていないものも自然植生として扱う。人が影響

　　　　　を与える直前に存在していた植生は　　　　　を与える直前に存在していた植生は｢｢原植生原植生｣｣という。自然植生以外の植生はという。自然植生以外の植生は｢｢代償植生代償植生｣｣といい，このといい，この

　　　　　うち人為的影響により既存の植生が壊されたあとにできるものを　　　　　うち人為的影響により既存の植生が壊されたあとにできるものを｢｢二次植生二次植生((森林の場合は二次林森林の場合は二次林)｣)｣とと

　　　　　いう。二次林を中心に成り立っているような，適度な人為的かく乱によって維持されている自然全般　　　　　いう。二次林を中心に成り立っているような，適度な人為的かく乱によって維持されている自然全般

　　　　　を指して　　　　　を指して｢｢二次的自然二次的自然｣｣と呼ぶこともある。かつては人為的影響の程度をものさしとしたと呼ぶこともある。かつては人為的影響の程度をものさしとした｢｢自然度自然度((植生植生

　　　　　自然度　　　　　自然度)｣)｣が重要視されていたが，現在では生物多様性の観点などからが重要視されていたが，現在では生物多様性の観点などから｢｢二次的自然二次的自然｣｣の重要性も提言さの重要性も提言さ

　　　　　れている。　　　　　れている。

自然堤防自然堤防　　河原に植物が生育し，洪水時に植物の間を流れる水流の勢いが低下するため，洪水の度に泥や砂が　　河原に植物が生育し，洪水時に植物の間を流れる水流の勢いが低下するため，洪水の度に泥や砂が
たいせきたいせき

　　　　　堆積していく。この結果，自然に地盤高が高くなり，堤防が形成される。　　　　　堆積していく。この結果，自然に地盤高が高くなり，堤防が形成される。

自自  然然  度度　　→自然植生　　→自然植生

自然緑地自然緑地　　もともと生育していた樹木を利用して形成された緑地。⇔人工緑地　　もともと生育していた樹木を利用して形成された緑地。⇔人工緑地
たいせきたいせき

湿　　原　　湿　　原　　低温や過湿のために分解されない植物遺体が堆積した湿地に成立した草原。ほかの環境には見られ低温や過湿のために分解されない植物遺体が堆積した湿地に成立した草原。ほかの環境には見られ

　　　　　ない特有の生物群集からなっている。湿原は，地形・地質的，気候的に特殊な条件が組み合わさり，　　　　　ない特有の生物群集からなっている。湿原は，地形・地質的，気候的に特殊な条件が組み合わさり，

　　　　　非常に長い年月をかけて成立するとされている。したがって，環境の変化に敏感で，一度消失すると　　　　　非常に長い年月をかけて成立するとされている。したがって，環境の変化に敏感で，一度消失すると

　　　　　回復が困難である。構成植物種や生態的条件によって高層湿原，中間湿原，低層湿原に分けられる。　　　　　回復が困難である。構成植物種や生態的条件によって高層湿原，中間湿原，低層湿原に分けられる。

湿生植物湿生植物　　水分の過剰な立地に生育する陸上植物。一般に水分が過剰であると，土壌の通気性が悪くなり多く　　水分の過剰な立地に生育する陸上植物。一般に水分が過剰であると，土壌の通気性が悪くなり多く

　　　　　の陸上植物の生育には適さない。湿生植物にはこのような環境にも耐えうる何らかのしくみを持った　　　　　の陸上植物の生育には適さない。湿生植物にはこのような環境にも耐えうる何らかのしくみを持った

　　　　　ものが多い。　　　　　ものが多い。

湿　　地湿　　地　　一般には土壌水分の多い，湿った土地のこと。このような場所は，河口付近，河辺部，池や沼とそ　　一般には土壌水分の多い，湿った土地のこと。このような場所は，河口付近，河辺部，池や沼とそ

　　　　　の周辺，傾斜の緩い谷底部などに存在し，特有の生物群集が成立していることが多い。しかし，人間　　　　　の周辺，傾斜の緩い谷底部などに存在し，特有の生物群集が成立していることが多い。しかし，人間

　　　　　活動により湿地の面積は大きく減少している。その結果，生物の保全上重要な環境となっている。　　　　　活動により湿地の面積は大きく減少している。その結果，生物の保全上重要な環境となっている。

死滅分散死滅分散　　生物は生息場所から分散し，新しい生息場所を広げようとする。この中で，現在の自然条件では子　　生物は生息場所から分散し，新しい生息場所を広げようとする。この中で，現在の自然条件では子

　　　　　孫が残る可能性のほとんどないような地域まで世代を繰り返しながら分布を拡大する場合がある。暖　　　　　孫が残る可能性のほとんどないような地域まで世代を繰り返しながら分布を拡大する場合がある。暖

　　　　　かい地域を本来の生息地とする昆虫の中には，ウスバキトンボのように，夏を中心とする高温期に東　　　　　かい地域を本来の生息地とする昆虫の中には，ウスバキトンボのように，夏を中心とする高温期に東

　　　　　日本まで世代を繰り返しながら分布を広　　　　　日本まで世代を繰り返しながら分布を広げるものがあるが，冬の低温を乗り切る能力はなく，結局子げるものがあるが，冬の低温を乗り切る能力はなく，結局子

　　　　　　　　　　孫を残せないまま死滅する。孫を残せないまま死滅する。このような分布拡大の様子を死滅分散と呼ぶ。このような分布拡大の様子を死滅分散と呼ぶ。
しゃそうしゃそう

社社  寺寺  林林　　神社や寺の境内にあって，建物を取り囲んでいる森林。神社の場合特に社叢という。宗教的に保　　神社や寺の境内にあって，建物を取り囲んでいる森林。神社の場合特に社叢という。宗教的に保

　　　　　護され，土地本来の植生が保存されていることが多い。　　　　　護され，土地本来の植生が保存されていることが多い。
しゃしゃ そうそう

社　　叢社　　叢　　→社寺林　　→社寺林

種種　　　　　→分類群　　　　　→分類群

雌雄異株雌雄異株　　　　種子植物では，雌花と雄花種子植物では，雌花と雄花((シダやコケでは雌雄の生殖器官シダやコケでは雌雄の生殖器官))が別が別々の個体につくこと。イチョウや々の個体につくこと。イチョウや

　　　　　ヤマモモ，モクセイの仲間などがある。⇔　　　　　ヤマモモ，モクセイの仲間などがある。⇔雌雄同株。雌雄同株。

種間雑種種間雑種　　分類学的に異なった種の２個体間の交雑によって生じた雑種。動物では不妊となることが多いが，　　分類学的に異なった種の２個体間の交雑によって生じた雑種。動物では不妊となることが多いが，

　　　　　植物ではしばしば発芽する種子をつくる能力がある。単に　　　　　植物ではしばしば発芽する種子をつくる能力がある。単に｢｢雑種雑種｣｣という場合は，遺伝子構成の異なるという場合は，遺伝子構成の異なる

　　　　　個体間での交雑によって生じた子孫を指す。　　　　　個体間での交雑によって生じた子孫を指す。

宿　　主宿　　主　　→寄主　　→寄主

樹　　洞樹　　洞　　大きくなった樹木にできる洞のこと。　　大きくなった樹木にできる洞のこと。

照葉樹林照葉樹林　　常緑広葉樹林，すなわちシイ類やカシ類，タブノキなどの常緑広葉樹が優占する森林。常緑広葉樹　　常緑広葉樹林，すなわちシイ類やカシ類，タブノキなどの常緑広葉樹が優占する森林。常緑広葉樹

　　　　　の多くは，葉の表面のクチクラと呼ばれる層が発達していてつやがあるため太陽光が当たると葉が　　　　　の多くは，葉の表面のクチクラと呼ばれる層が発達していてつやがあるため太陽光が当たると葉が｢｢照照

　　　　　る　　　　　る｣｣ので照葉樹とも呼ばれる。そのため常緑広葉樹林を照葉樹林ともいう。ので照葉樹とも呼ばれる。そのため常緑広葉樹林を照葉樹林ともいう。

常緑広葉樹林帯常緑広葉樹林帯　　日本の植生帯は北から常緑針葉樹の発達する常緑針葉樹林帯，落葉広葉樹の発達する落葉広　　日本の植生帯は北から常緑針葉樹の発達する常緑針葉樹林帯，落葉広葉樹の発達する落葉広

　　　　　葉樹林帯，常緑広葉樹林が発達する常緑広葉樹林帯　　　　　葉樹林帯，常緑広葉樹林が発達する常緑広葉樹林帯((照葉樹林帯照葉樹林帯))に分けられる。さらに，落葉広葉樹に分けられる。さらに，落葉広葉樹

　　　　　林帯と常緑広葉樹林帯の境界域に成立するモミ林やツガ林，イヌブナ林などの植生帯を中間針葉樹林　　　　　林帯と常緑広葉樹林帯の境界域に成立するモミ林やツガ林，イヌブナ林などの植生帯を中間針葉樹林

　　　　　帯という。これらはいずれも自然植生に対する区分で，現在は人為的な影響により別の植生が成立し　　　　　帯という。これらはいずれも自然植生に対する区分で，現在は人為的な影響により別の植生が成立し

　　　　　ていることも多い。例えば広島市はほぼ全域が常緑広葉樹林帯に含まれるが，現在は常緑針葉樹のア　　　　　ていることも多い。例えば広島市はほぼ全域が常緑広葉樹林帯に含まれるが，現在は常緑針葉樹のア
おおおお

　　　　　カマツ林や落葉広葉樹のコナラ林などに被われている。　　　　　カマツ林や落葉広葉樹のコナラ林などに被われている。
えさえさ

食　　樹食　　樹　　植物を餌とする昆虫が食べる樹木のこと。草本の場合は食草という。　　植物を餌とする昆虫が食べる樹木のこと。草本の場合は食草という。

植　　生植　　生　　ある場所に生育する植物のまとまり。同じ植物のまとまりを指す場合でも，具体的なものをいう場　　ある場所に生育する植物のまとまり。同じ植物のまとまりを指す場合でも，具体的なものをいう場

　　　　　合植物群落あるいは単に群落という。　　　　　合植物群落あるいは単に群落という。

植生遷移植生遷移　　→遷移　　→遷移
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植植  生生  帯帯　　気候条件によって異なる植生のまとまり。　　気候条件によって異なる植生のまとまり。

植物群落植物群落　　→植生　　→植生

植物社会学植物社会学　　→群集　　→群集

植物地理学植物地理学　　植物の分布にみられる地域性と，その原因を追及する植物学の一分野。植物の分布状況は，気候　　植物の分布にみられる地域性と，その原因を追及する植物学の一分野。植物の分布状況は，気候

　　　　　などの環境条件と地史的条件により定まっているため，絶滅の危険度の判定や保全を考える際には，　　　　　などの環境条件と地史的条件により定まっているため，絶滅の危険度の判定や保全を考える際には，

　　　　　それらの要因を十分考慮に入れる必要がある。　　　　　それらの要因を十分考慮に入れる必要がある。

食物トラップ食物トラップ　　　　＝ベイトトラップ。トラップとは＝ベイトトラップ。トラップとは｢｢わなわな｣｣のことで，生物を捕獲するための仕掛けをさす。トラッのことで，生物を捕獲するための仕掛けをさす。トラッ

　　　　　　　　　　ププにはそれぞれの生物の特性に応じ，光やにおいなどを利用した様々なものがある。にはそれぞれの生物の特性に応じ，光やにおいなどを利用した様々なものがある。｢｢ベイトトラッベイトトラッ
えさえさ えさえさ

　　　　　プ　　　　　プ｣｣は餌あるいは餌と同じにおいのものを利用した手法。は餌あるいは餌と同じにおいのものを利用した手法。

食物連鎖食物連鎖　　生物群集において，食う者　　生物群集において，食う者((捕食者捕食者))と食われる者と食われる者((被食者被食者))の関係が一連のつながりを持った状態。の関係が一連のつながりを持った状態。

　　　　　植物プランクトン→動物プランクトン→魚→鳥といった例があげられるが，実際には多様な生物から　　　　　植物プランクトン→動物プランクトン→魚→鳥といった例があげられるが，実際には多様な生物から

　　　　　　　　　　なる複雑な関係が成り立っているため，網状の構造を持ったなる複雑な関係が成り立っているため，網状の構造を持った｢｢食物網食物網｣｣としてとらえられることが多い。としてとらえられることが多い。

人工干潟人工干潟　　人工的に作られた干潟。沖合に土を止める堤を作り，岸から堤までの間に土砂を投入して作る。　　人工的に作られた干潟。沖合に土を止める堤を作り，岸から堤までの間に土砂を投入して作る。

人工緑地人工緑地　　埋立地など自生する樹木のない場所に樹木を導入して形成された緑地。⇔自然緑地　　埋立地など自生する樹木のない場所に樹木を導入して形成された緑地。⇔自然緑地
まきまき

薪薪  炭炭  林林　　薪や炭を得る目的で維持管理されてきた樹林。人里に近い森林に多い。　　薪や炭を得る目的で維持管理されてきた樹林。人里に近い森林に多い。

衰衰  弱弱  木木　　病気や老衰により樹勢の衰えた木。　　病気や老衰により樹勢の衰えた木。

生生  態態  系系　　＝エコシステム。生物群集とそれを取り巻く大気，水，土などの無機的自然からなる物質系。主　　＝エコシステム。生物群集とそれを取り巻く大気，水，土などの無機的自然からなる物質系。主

　　　　　としてそれらの相互作用の中で物質やエネルギーの流れに着目してとらえた系であり，これを研究対　　　　　としてそれらの相互作用の中で物質やエネルギーの流れに着目してとらえた系であり，これを研究対

　　　　　象の一部とするのが　　　　　象の一部とするのが｢｢生態学生態学((エコロジーエコロジー)｣)｣である。生物は単独に生活しているわけではないので，保である。生物は単独に生活しているわけではないので，保

　　　　　全を考える際には，その種が含まれる生態系を念頭においた生態学的知見が最も必要となる。　　　　　全を考える際には，その種が含まれる生態系を念頭においた生態学的知見が最も必要となる。

生生  物物  相相　　一定の場所に生育・生息している生物種を指し，どうのような種がそこにいるかを示す概念。ふ　　一定の場所に生育・生息している生物種を指し，どうのような種がそこにいるかを示す概念。ふ

　　　　　つう微生物相・植物相　　　　　つう微生物相・植物相((フロラフロラ))・動物相・動物相((フォーナフォーナ))に分ける。生物相の調査結果は目録に分ける。生物相の調査結果は目録((リストリスト))としとし

　　　　　て整理される。　　　　　て整理される。

遷　　移遷　　移　　植物群落が別の群落に移り変わること。変化の要因として環境条件の変化や種の侵　　植物群落が別の群落に移り変わること。変化の要因として環境条件の変化や種の侵入，群落を構成入，群落を構成

　　　　　　　　　　する種の相互作用，持続的な人間の影響などがある。植生遷移ともいう。する種の相互作用，持続的な人間の影響などがある。植生遷移ともいう。
ぜんぜん こうこう こうこう はいせつはいせつ こうもんこうもん

前前  肛肛  孔孔　　ヤモリの総排泄孔　　ヤモリの総排泄孔((肛門肛門))の前にある小さなくぼみ。雄でよく発達している。の前にある小さなくぼみ。雄でよく発達している。

草草  本本  層層　　→高木層　　→高木層

そ　　上そ　　上　　流れに逆らって上流に移動すること。　　流れに逆らって上流に移動すること。
そっそっ こうこう ゆうゆう

側側  肛肛  疣疣　　ヤモリの尾の付け根の両側にあるイボ状の突起。雄でよく発達している。　　ヤモリの尾の付け根の両側にあるイボ状の突起。雄でよく発達している。

疎　　疎　　林林　　樹木の生育密度が低い林。　　樹木の生育密度が低い林。

存続基盤存続基盤　　個体または個体群が維持されるための自然環境，および法律や生活習慣などの人為的要因を指す。　　個体または個体群が維持されるための自然環境，および法律や生活習慣などの人為的要因を指す。
たいたい かんかん まくまく

腿腿  間間  膜膜　　後ろ足と尾の間に発達している膜。一部のコウモリ類にある。　　後ろ足と尾の間に発達している膜。一部のコウモリ類にある。

多多  化化  性性　　　　１年のうちに何度も世代を繰り返し成虫になる性質のこと。１年に１回成虫になることを年１化１年のうちに何度も世代を繰り返し成虫になる性質のこと。１年に１回成虫になることを年１化,,

　　　　　２回成虫になることを年２化という。　　　　　２回成虫になることを年２化という。

多多  年年  草草　　→越年草　　→越年草

旅　　鳥旅　　鳥　　　　日本より北で繁殖し，日本より南で越冬する鳥類。日本では，春と秋に移動途中の個体がみられる。日本より北で繁殖し，日本より南で越冬する鳥類。日本では，春と秋に移動途中の個体がみられる。

多多  様様  性性　　＝生物多様性。生物は　　＝生物多様性。生物は3535～～4040億年の進化の歴史を経て現在に至り，命名されているものだけでも億年の進化の歴史を経て現在に至り，命名されているものだけでも

　　　　　　　　　　200200万種，未知種を含めると１億種以上ともいわれている。生物多様性という用語は，生物が人の営万種，未知種を含めると１億種以上ともいわれている。生物多様性という用語は，生物が人の営
ひんひん

　　　　　みにより近年急激に絶滅の危機に瀕している現状に対応して，　　　　　みにより近年急激に絶滅の危機に瀕している現状に対応して，19801980年代後半より提唱され始めた概念年代後半より提唱され始めた概念

　　　　　　　　　　である。系統・分類学的には，生物が多くの種に分化し，その類似の程度が一様でない現象を指すが，である。系統・分類学的には，生物が多くの種に分化し，その類似の程度が一様でない現象を指すが，

　　　　　階層別に遺伝子，種，生態系，景観のそれぞれの多様性を含む。　　　　　階層別に遺伝子，種，生態系，景観のそれぞれの多様性を含む。19921992年には生物多様性条約が採択さ年には生物多様性条約が採択さ

　　　　　れ，　　　　　れ，157157か国が調印しているように，国際的にも生物多様性の保全を念頭においた自然保護の必要性か国が調印しているように，国際的にも生物多様性の保全を念頭においた自然保護の必要性

　　　　　が提言されている。つまり，種や個体を個別に保護するのではなく，多様に分化した種が複雑な相互　　　　　が提言されている。つまり，種や個体を個別に保護するのではなく，多様に分化した種が複雑な相互

　　　　　作用のもとに形成している構造の保全が重要となる。　　　　　作用のもとに形成している構造の保全が重要となる。

地域個体群地域個体群　　→個体群　　→個体群

地衣類と菌類は，便宜上植物として扱った　　地衣類と菌類は，便宜上植物として扱った　　生物を分類する最上位の分類階級を生物を分類する最上位の分類階級を｢｢界界｣｣といい，原生生物，植物，といい，原生生物，植物，

　　　　　動物の３界に分けたり，原核生物，原生生物，植物，菌類，動物の５界に分けたりする説がある。　　　　　動物の３界に分けたり，原核生物，原生生物，植物，菌類，動物の５界に分けたりする説がある。

　　　　　本編では調査団の編成やデータベースの整理の都合などから，特に　　　　　本編では調査団の編成やデータベースの整理の都合などから，特に｢｢界界｣｣に基づく区分によらず，植物に基づく区分によらず，植物

　　　　　　　　　　と菌類をあわせて整理している。と菌類をあわせて整理している。
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着　　生着　　生　　植物がほかの樹木の幹や岩上など土壌以外のものに付着して生育する現象。このような生活をする　　植物がほかの樹木の幹や岩上など土壌以外のものに付着して生育する現象。このような生活をする

　　　　　植物を　　　　　植物を｢｢着生植物着生植物｣｣という。狭義には樹木に付着する場合を指す。という。狭義には樹木に付着する場合を指す。
たいせきたいせき

中・古生層中・古生層　　　　古生代の石灰岩や砂岩，粘板岩などを主体とする地層古生代の石灰岩や砂岩，粘板岩などを主体とする地層((古生層古生層))や中生代のや中生代の堆積層を総称して堆積層を総称して
かこうがんかこうがん

　　　　　　　　　　｢｢中・古生層中・古生層｣｣とと呼ぶ呼ぶ。花崗岩の土壌に比較して粒の小さい粒子が多く，。花崗岩の土壌に比較して粒の小さい粒子が多く，保水力が高いなどの特性によ保水力が高いなどの特性によ
かこうがんかこうがん

　　　　　り，花崗岩地帯とは異なった植物相がみられることで特筆される。　　　　　り，花崗岩地帯とは異なった植物相がみられることで特筆される。

中間湿原中間湿原　　→湿原　　→湿原

中間針葉樹林帯中間針葉樹林帯　　→常緑広葉樹林帯　　→常緑広葉樹林帯

昼昼  行行  性性　　明るい時間帯に活動する性質。⇔夜行性　　明るい時間帯に活動する性質。⇔夜行性

抽水植物抽水植物　　水中に生育する植物　　水中に生育する植物((水生植物水生植物))のうち，底の土壌に根を張り，葉は水の上に出るように生える種。のうち，底の土壌に根を張り，葉は水の上に出るように生える種。
いそいそ ちょうせきちょうせき

潮潮  間間  帯帯　　干潟や磯で潮汐によって干上がったり水没する範囲。　　干潟や磯で潮汐によって干上がったり水没する範囲。

地理的分化地理的分化　　→隔離　　→隔離

突突  きき  漁漁　　水上から魚類を見つけ，モリで突いて魚類を捕獲する漁法。　　水上から魚類を見つけ，モリで突いて魚類を捕獲する漁法。

底生生物底生生物　　水底で生活する生物の総称。　　水底で生活する生物の総称。

低低  木木  層層　　→高木層　　→高木層

天然記念物天然記念物　　　　文化財保護法により指定された動植物，地質鉱物で，学術上貴重でわが国の自然を記念するもの。文化財保護法により指定された動植物，地質鉱物で，学術上貴重でわが国の自然を記念するもの。

　　　　　その中でも特に価値の高いものが特別天然記念物である。県や市町村においても同様に条例で指定さ　　　　　その中でも特に価値の高いものが特別天然記念物である。県や市町村においても同様に条例で指定さ

　　　　　れている。　　　　　れている。

天然個体天然個体　　卵の時期から人工の手が加わえられず，成長した個体。アユの稚魚など放流される魚類では，琵琶　　卵の時期から人工の手が加わえられず，成長した個体。アユの稚魚など放流される魚類では，琵琶

　　　　　湖などで捕獲された稚魚を天然種苗，親魚から採卵され人工的に育成された稚魚を人工種苗と呼ぶ。　　　　　湖などで捕獲された稚魚を天然種苗，親魚から採卵され人工的に育成された稚魚を人工種苗と呼ぶ。

同　　定同　　定　　生物個体あるいは物質などを既知のものと比較して，どれにあたるかを判定すること。　　生物個体あるいは物質などを既知のものと比較して，どれにあたるかを判定すること。｢｢分類分類｣｣と混と混

　　　　　同されることがある。生物学でいう　　　　　同されることがある。生物学でいう｢｢分類分類｣｣は，生物の形質の特徴を明確は，生物の形質の特徴を明確にし，それを他種との類縁関にし，それを他種との類縁関

　　　　　　　　　　係に基づいて生物界の体系のなかに位置づける作業である。係に基づいて生物界の体系のなかに位置づける作業である。

特別天然記念物特別天然記念物　　→天然記念物　　→天然記念物

夏　　鳥夏　　鳥　　春に南の地域から飛来して繁殖し，秋に南の地域に飛び去る鳥類。　　春に南の地域から飛来して繁殖し，秋に南の地域に飛び去る鳥類。

二次植生二次植生　　→自然植生　　→自然植生

二次的自然二次的自然　　→自然植生　　→自然植生

西日本基本型西日本基本型　　昆虫には地域的変異が大きいものがあり，各地域グループのなかでも変異があることから，地　　昆虫には地域的変異が大きいものがあり，各地域グループのなかでも変異があることから，地

　　　　　域グループの基本型と地方型に区別する場合がある。オオセンチコガネは色によって分けられ，市域　　　　　域グループの基本型と地方型に区別する場合がある。オオセンチコガネは色によって分けられ，市域

　　　　　　　　　　のものは西日本基本型にあたる。のものは西日本基本型にあたる。

二二  年年  草草　　→越年草　　→越年草

乳　　柱乳　　柱　　乳房状に垂れ下がった気根。　　乳房状に垂れ下がった気根。

年年  １１  化化　　→多化性　　→多化性

年年  ２２  化化　　→多化性　　→多化性

配配  偶偶  体体　　→胞子体　　→胞子体
はいはい あなあな はいはい あなあな

盃　　点盃　　点　　地衣類のヨロイゴケ属にみられる葉体腹面の細い丸い孔で，　　地衣類のヨロイゴケ属にみられる葉体腹面の細い丸い孔で，｢｢擬盃点擬盃点｣｣はこの孔が皮層を突き破ってはこの孔が皮層を突き破って

　　　　　外側に通じている。　　　　　外側に通じている。

薄暮飛行性薄暮飛行性　　コウモリ類の多くは夜行性であるが，完全に暗くなる前から活動するものがあり，この性質を薄　　コウモリ類の多くは夜行性であるが，完全に暗くなる前から活動するものがあり，この性質を薄

　　　　　暮飛行性と呼ぶ。　　　　　暮飛行性と呼ぶ。

半半  常常  緑緑　　ツツジ属　　ツツジ属((ツツジ科ツツジ科))などに見られるもので，春に出た葉は冬に落葉し，夏以降に出た葉は越冬すなどに見られるもので，春に出た葉は冬に落葉し，夏以降に出た葉は越冬す

　　　　　ること。　　　　　ること。

はんらん源はんらん源　　　　河川沿いにある平地のうち，洪水の際に土手を超えてあふれた水が一時的に滞河川沿いにある平地のうち，洪水の際に土手を超えてあふれた水が一時的に滞留する場所。留する場所。

披披  針針  形形　　＝皮針形。先がとがり，中央よりやや下の方が幅広になった細長い葉の形。　　＝皮針形。先がとがり，中央よりやや下の方が幅広になった細長い葉の形。
びび はんはん

眉　　斑眉　　斑　　鳥類の目のすぐ上の部分にみられる模様。　　鳥類の目のすぐ上の部分にみられる模様。

飛　　膜飛　　膜　　コウモリ類やムササビなどの前足と後足の間に発達している皮膚のこと。コウモリ類では，長く伸　　コウモリ類やムササビなどの前足と後足の間に発達している皮膚のこと。コウモリ類では，長く伸

　　　　　びた指の間に発達した皮膚の膜も含めて飛膜という。　　　　　びた指の間に発達した皮膚の膜も含めて飛膜という。

鼻　　葉鼻　　葉　　キクガシラコウモリ類やカグラコウモリで発達している。鼻の周囲の複雑な形をしたヒダ。　　キクガシラコウモリ類やカグラコウモリで発達している。鼻の周囲の複雑な形をしたヒダ。

美美  麗麗  種種　　外観が美しい種。　　外観が美しい種。

貧貧  栄栄  養養　　→富栄養　　→富栄養
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富富  栄栄  養養　　植物の生育に必要な栄養塩類　　植物の生育に必要な栄養塩類((とくに窒素，リンとくに窒素，リン))が多い土壌や水の状態。近年，湖や内湾では産が多い土壌や水の状態。近年，湖や内湾では産

　　　　　業や家庭排水に伴う栄養塩類の増加のため　　　　　業や家庭排水に伴う栄養塩類の増加のため｢｢富栄養化富栄養化｣｣がおこり，植物プランクトンの大増殖によるアがおこり，植物プランクトンの大増殖によるア

　　　　　オコや赤潮の発生がみられている。⇔貧栄養。　　　　　オコや赤潮の発生がみられている。⇔貧栄養。

腐腐  朽朽  部部　　枯れた樹木の木材部に菌類が生育し分解が進んで柔らかくなっている部分。　　枯れた樹木の木材部に菌類が生育し分解が進んで柔らかくなっている部分。

腐生植物腐生植物　　　　生物の死体，その分解途中のもの，排出物などを栄養源の一部または全部として生活しているもの。生物の死体，その分解途中のもの，排出物などを栄養源の一部または全部として生活しているもの。

　　　　　真菌類，細菌類からなる　　　　　真菌類，細菌類からなる｢｢腐生菌腐生菌｣｣が主体となる。種子植物で森林の腐植土を栄養源とするものもが主体となる。種子植物で森林の腐植土を栄養源とするものも｢｢腐腐

　　　　　生植物　　　　　生植物｣｣で一般に葉緑素を欠く。で一般に葉緑素を欠く。

分　　化分　　化　　　　一つの同質的なまとまりが，二つ以上の質的に異なった部分あるいはまとまりに分かれていく過程，一つの同質的なまとまりが，二つ以上の質的に異なった部分あるいはまとまりに分かれていく過程，

　　　　　　　　　　または分かれている状態を指す。ただし，発生学では多細胞生物の発生過程などで体の一部が機能的，または分かれている状態を指す。ただし，発生学では多細胞生物の発生過程などで体の一部が機能的，

　　　　　形態的に特殊化する過程を指す。　　　　　形態的に特殊化する過程を指す。

分分  類類  群群　　生物を生物界の体系のなかに位置づけ，階層的に体系化するための生物命名法上の単位となる生　　生物を生物界の体系のなかに位置づけ，階層的に体系化するための生物命名法上の単位となる生

　　　　　物群を指す。上位の階級から，界，門，綱，目，科，属，種などの階級が入れ子状に体系化されてい　　　　　物群を指す。上位の階級から，界，門，綱，目，科，属，種などの階級が入れ子状に体系化されてい

　　　　　る。このうち，生物分類の基本単位として設定されている　　　　　る。このうち，生物分類の基本単位として設定されている｢｢種種｣｣は，人が認識できる形質に基づいて主は，人が認識できる形質に基づいて主

　　　　　　　　　　観的に定義した観的に定義した｢｢形態種形態種｣｣の概念で定められる。の概念で定められる。有性生殖をする動物では，生殖的に隔離されているか有性生殖をする動物では，生殖的に隔離されているか

　　　　　否かに基づく　　　　　否かに基づく｢｢生物学的種生物学的種｣｣を定義することが可能だが，生物界全般に共通のを定義することが可能だが，生物界全般に共通の｢｢種種｣｣の定義は定まっていの定義は定まってい

　　　　　ない。また，種より下位の階級を区分する単位として，動物では同種内で　　　　　ない。また，種より下位の階級を区分する単位として，動物では同種内で｢｢地理的隔離地理的隔離｣｣の状況にあるの状況にある

　　　　　　　　　　｢｢亜種亜種｣｣が定められている。植物では，ほかにが定められている。植物では，ほかに｢｢変種変種｣｣，，｢｢品種品種｣｣などが認められている。などが認められている。

胞胞  子子  体体　　⇔配偶体。菌類や植物の生殖には，単独で新個体となることができる　　⇔配偶体。菌類や植物の生殖には，単独で新個体となることができる｢｢胞子胞子｣｣をつくる無性生殖と，をつくる無性生殖と，

　　　　　　　　　　｢｢配偶子配偶子｣｣の合体や接合による有性生殖とがある。このとき，胞子をつくる世代の生物体がの合体や接合による有性生殖とがある。このとき，胞子をつくる世代の生物体が｢｢胞子体胞子体｣｣で，で，

　　　　　配偶子をつくる世代の生物体が　　　　　配偶子をつくる世代の生物体が｢｢配偶体配偶体｣｣である。胞子体と配偶体では形態が異なるものが多い。胞子である。胞子体と配偶体では形態が異なるものが多い。胞子

　　　　　はふつう胞子体で形成された　　　　　はふつう胞子体で形成された｢｢胞子のう胞子のう｣｣の中に生じ，この胞子のうの集合体がの中に生じ，この胞子のうの集合体が｢｢胞子のう群胞子のう群｣｣である。である。

　　　　　シダ植物では，胞子のうをつける　　　　　シダ植物では，胞子のうをつける｢｢胞子葉胞子葉｣｣に対して，光合成をおもな機能とし胞子のうをつけない葉に対して，光合成をおもな機能とし胞子のうをつけない葉

　　　　　を　　　　　を｢｢栄養葉栄養葉｣｣という。という。

胞子のう胞子のう　　→胞子体　　→胞子体

胞胞  子子  葉葉　　→胞子体　　→胞子体
ほほ

圃場整備圃場整備　　機械化による生産性向上を図る目的で，耕作地を管理しやすく作業効率の高い形状となるよう整備　　機械化による生産性向上を図る目的で，耕作地を管理しやすく作業効率の高い形状となるよう整備

　　　　　すること。排水改良，区画の拡大，農道の整備などがある。　　　　　すること。排水改良，区画の拡大，農道の整備などがある。
ほほ ほほ

圃場整備事業圃場整備事業　　→圃場整備　　→圃場整備

母川回帰母川回帰　　　　魚類が，生まれ育った河川から海に下り，回遊成長後に生まれ育った河川魚類が，生まれ育った河川から海に下り，回遊成長後に生まれ育った河川((母川母川))にもどって来ることにもどって来ること｡｡
ほほ ふくふく ほふくほふく

匍匍  匐匐  性性　　枝や茎が地面をはうように生える性質。厳密な意味での　　枝や茎が地面をはうように生える性質。厳密な意味での｢｢匍匐枝匍匐枝｣｣は，直立した茎の地際から水平は，直立した茎の地際から水平

　　　　　にのび，先端には次世代の茎となる芽を備えており，途中の節から根を出して地に固着する。　　　　　にのび，先端には次世代の茎となる芽を備えており，途中の節から根を出して地に固着する。

巻き網漁巻き網漁　　魚類を網で取り囲み，しだいに網を狭めて捕獲する漁法。　　魚類を網で取り囲み，しだいに網を狭めて捕獲する漁法。

マツ枯れマツ枯れ　　自生のあるいは植栽されたアカマツやクロマツが短期間にまとまって枯れる現象。マツノマダラカ　　自生のあるいは植栽されたアカマツやクロマツが短期間にまとまって枯れる現象。マツノマダラカ

　　　　　ミキリが媒介するマツノザイセンチュウによって引き起こされるマツ材線虫病が主な原因とされてい　　　　　ミキリが媒介するマツノザイセンチュウによって引き起こされるマツ材線虫病が主な原因とされてい

　　　　　るが，植生遷移，大気汚染やそれにともなう酸性雨や酸性霧などが原因であるとする説もある。　　　　　るが，植生遷移，大気汚染やそれにともなう酸性雨や酸性霧などが原因であるとする説もある。

マント群落マント群落　　→林縁　　→林縁

ミチゲーションミチゲーション　　＝ミティゲーション。軽減・緩和の意味。環境を保全する際に，開発に対する生態系の破壊　　＝ミティゲーション。軽減・緩和の意味。環境を保全する際に，開発に対する生態系の破壊

　　　　　を回避あるいは最小限にとどめ，さらに積極的に復元・再生・創生すること。アメリカ合衆国ではミ　　　　　を回避あるいは最小限にとどめ，さらに積極的に復元・再生・創生すること。アメリカ合衆国ではミ

　　　　　チゲーション制度がアセスメント制度の中に位置づけられている。ミチゲーションという語が代償措　　　　　チゲーション制度がアセスメント制度の中に位置づけられている。ミチゲーションという語が代償措

　　　　　置のみをさして使われることがあるが，これは不適切である。　　　　　置のみをさして使われることがあるが，これは不適切である。

緑の回廊緑の回廊　　→回廊　　→回廊

迷　　行迷　　行　　鳥類や昆虫類が大規模な移動を行う際に，台風などの強風で通常のコースからはずれ，本来分布し　　鳥類や昆虫類が大規模な移動を行う際に，台風などの強風で通常のコースからはずれ，本来分布し

　　　　　ない地域に出現すること。　　　　　ない地域に出現すること。

迷チョウ迷チョウ　　台風などの強風で，本来分布していない地域に迷いこんだチョウのこと。　　台風などの強風で，本来分布していない地域に迷いこんだチョウのこと。
もくもく

目目　　　　　→分類群　　　　　→分類群
やなやな

梁梁　　　　　河川に設けられた固定型の漁獲施設。魚類の進路を障害物でふさぎ，捕獲施設に誘導して網で捕獲　　　　　河川に設けられた固定型の漁獲施設。魚類の進路を障害物でふさぎ，捕獲施設に誘導して網で捕獲

　　　　　する。　　　　　する。

有性生殖有性生殖　　本来は雌雄の性が分化し，両性の個体より生じた配偶子の結合による生殖を指すが，必ずしも雌雄　　本来は雌雄の性が分化し，両性の個体より生じた配偶子の結合による生殖を指すが，必ずしも雌雄

　　　　　が分化している必要はない。進化生物学的には，親と遺伝的に異なる子がつくられる可能性がある生　　　　　が分化している必要はない。進化生物学的には，親と遺伝的に異なる子がつくられる可能性がある生

　　　　　殖様式を指す。⇔無性生殖。　　　　　殖様式を指す。⇔無性生殖。
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優　　占優　　占　　群集構成種のなかで占める相対的割合が高く，その群集の特徴を代表する種を　　群集構成種のなかで占める相対的割合が高く，その群集の特徴を代表する種を｢｢優占種優占種｣｣という。植という。植

　　　　　物群落では最上層を形成する種を指したり，動物では生息個体数の割合が多いものを指したりする。　　　　　物群落では最上層を形成する種を指したり，動物では生息個体数の割合が多いものを指したりする。

葉葉  状状  体体　　多細胞だが，茎，葉の区別がなく内部の組織の分化もみられない植物体。菌類，藻類，タイ類で　　多細胞だが，茎，葉の区別がなく内部の組織の分化もみられない植物体。菌類，藻類，タイ類で

　　　　　はこのような体制のものが多い。　　　　　はこのような体制のものが多い。

幼　　生幼　　生　　動物の発生途中で，成体になる前に成体とは著しく形態が異なる時期の個体を幼生　　動物の発生途中で，成体になる前に成体とは著しく形態が異なる時期の個体を幼生((昆虫では幼虫昆虫では幼虫))

　　　　　という。ふつう成体とは異なった生活様式をもつため，保全の際には幼生の特性を十分にふまえる必　　　　　という。ふつう成体とは異なった生活様式をもつため，保全の際には幼生の特性を十分にふまえる必

　　　　　要がある。特に海産動物のように幼生の移動範囲が広いものでは，成体の移植が意味をなさない場合　　　　　要がある。特に海産動物のように幼生の移動範囲が広いものでは，成体の移植が意味をなさない場合

　　　　　が多い。　　　　　が多い。

翼翼  開開  張張　　→開張　　→開張

四つ手網漁四つ手網漁　　水底に沈めた網の上を魚類が通過するのを確かめて，網を垂直に上げ，網に　　水底に沈めた網の上を魚類が通過するのを確かめて，網を垂直に上げ，網に残った魚類を捕獲残った魚類を捕獲

　　　　　　　　　　する漁法。網を垂直に上げるため，網の四隅を２本の竹の先に固定する漁法。網を垂直に上げるため，網の四隅を２本の竹の先に固定し，十文字になった竹の交点をし，十文字になった竹の交点を

　　　　　つり上げるように漁具を作る。　　　　　つり上げるように漁具を作る。

落葉広葉樹林帯落葉広葉樹林帯　　→常緑広葉樹林帯　　→常緑広葉樹林帯

落落  葉葉  層層　　＝リター層。森林などの地表で，落ち葉や枝，枯死木などがまだ原形を残している分解初期の状　　＝リター層。森林などの地表で，落ち葉や枝，枯死木などがまだ原形を残している分解初期の状

　　　　　態で積もっている層。土壌動物や菌類の栄養源になるなど重要な役割をもつ。　　　　　態で積もっている層。土壌動物や菌類の栄養源になるなど重要な役割をもつ。

裸　　地裸　　地　　植物がほとんど生育していない場所。　　植物がほとんど生育していない場所。

立　　地立　　地　　生物の生育地の環境で，具体的に特定の種や群落の生育地を表す場合に用いる。最近では　　生物の生育地の環境で，具体的に特定の種や群落の生育地を表す場合に用いる。最近では｢｢立地立地｣｣のの

　　　　　概念が拡大して　　　　　概念が拡大して｢｢工業立地工業立地｣｣のような使われ方もする。のような使われ方もする。

留　　鳥留　　鳥　　ある地域で一年中みられる鳥類のこと。　　ある地域で一年中みられる鳥類のこと。

両側回遊型両側回遊型　　魚類の回遊型のひとつ。淡水で生まれてすぐに海に下り，繁殖とは関係なく再び淡水に戻る回遊　　魚類の回遊型のひとつ。淡水で生まれてすぐに海に下り，繁殖とは関係なく再び淡水に戻る回遊

　　　　　の型。アユやヨシノボリなどがこの型である。　　　　　の型。アユやヨシノボリなどがこの型である。

林　　縁林　　縁　　　　森林とその外側の植生や裸地との境界。一般には日当たりがよく乾燥しているた森林とその外側の植生や裸地との境界。一般には日当たりがよく乾燥しているため，そのようめ，そのよう
しげしげ

　　　　　な環境を好むつる植物をはじめとした種からなる特定の群落　　　　　な環境を好むつる植物をはじめとした種からなる特定の群落((マント群落マント群落))や周辺に繁る草本からなるや周辺に繁る草本からなる

　　　　　群落　　　　　群落((ソデ群落ソデ群落))などが形成される。林縁の群落は風や日光をさえぎり，林内の陰湿な環境を維持するなどが形成される。林縁の群落は風や日光をさえぎり，林内の陰湿な環境を維持する

　　　　　役割をもっている。また里山の林縁などで，草刈りなど人為的管理により維持されている環境に特異　　　　　役割をもっている。また里山の林縁などで，草刈りなど人為的管理により維持されている環境に特異

　　　　　的にみられる植物がある。これらは林縁の整備工事や放置により絶滅の危険にさらされている。　　　　　的にみられる植物がある。これらは林縁の整備工事や放置により絶滅の危険にさらされている。

林　　床林　　床　　森林内の地表面。または森林の最も地表面に近い部分を指す。林床は植物の発芽，再生や落葉など　　森林内の地表面。または森林の最も地表面に近い部分を指す。林床は植物の発芽，再生や落葉など

　　　　　が分解される場であるため，群落の維持に重要である。　　　　　が分解される場であるため，群落の維持に重要である。
りんりん ぺんぺん

鱗　　片鱗　　片　　一般には生物体の表面に生じるうろこ状の構造を指す。シダ植物などでは形や大きさ，色などの特　　一般には生物体の表面に生じるうろこ状の構造を指す。シダ植物などでは形や大きさ，色などの特

　　　　　徴が分類上重要な形質となる。　　　　　徴が分類上重要な形質となる。

レッドデータブックレッドデータブック　　＝　　＝Red Data BookRed Data Book。もとは国際自然保護連合が。もとは国際自然保護連合が19661966年以来発行している，絶滅の危機に年以来発行している，絶滅の危機に

　　　　　ある野生生物の現状を記録した資料を指す。しかし，国別，都道府県別など地域を限定して扱ったも　　　　　ある野生生物の現状を記録した資料を指す。しかし，国別，都道府県別など地域を限定して扱ったも

　　　　　のが様々な組織，団体から報告されており，これらも一般的にはレッドデータブック，レッドリスト　　　　　のが様々な組織，団体から報告されており，これらも一般的にはレッドデータブック，レッドリスト

　　　　　という名前で発表されている。ＲＤＢと略されることがある。　　　　　という名前で発表されている。ＲＤＢと略されることがある。

レッドリストレッドリスト　　→レッドデータブック　　→レッドデータブック
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[[アア]]

アイアスカイノデアイアスカイノデ  46,96,245  46,96,245

アオカモジグサアオカモジグサ  266  266

アオギリアオギリ  266  266

アオサアオサ  280,281,282  280,281,282

アオサギアオサギ  11,166,266,279  11,166,266,279

アオジアオジ  250,279  250,279

アオスジアゲハアオスジアゲハ  263,270  263,270

アオダイショウアオダイショウ  11,267  11,267

アオネカズラアオネカズラ  47,96  47,96

アオバズクアオバズク    グラビアグラビア21,28,43,165,167,21,28,43,165,167,179179

アオハダトンボアオハダトンボ    グラビアグラビア26,44,199,26,44,199,207207

アオバトアオバト  166  166

アオマツムシアオマツムシ  15,198,270  15,198,270

アオヤギバナアオヤギバナ    グラビアグラビア8,40,56,8,40,56,9595

アカアシクワガタアカアシクワガタ  198  198

アカイエカアカイエカ  15  15

アカウキクサアカウキクサ    グラビアグラビア10,7,27,40,97,10,7,27,40,97,105105

アカガシアカガシ  152,244,247,260,284  152,244,247,260,284

アカザアカザ    グラビアグラビア23,12,43,188,23,12,43,188,191191

アカショウビンアカショウビン  10,43,165,167,  10,43,165,167,176176

アカテガニアカテガニ

　グラビア　グラビア31,45,230,231,232,31,45,230,231,232,235235,282,283,282,283

アカネズミアカネズミ  156  156

アカホシテントウアカホシテントウ  270  270

アカマダラセンチコガネアカマダラセンチコガネ  246  246

アカマツアカマツ

　　7,131,138,142,154,182,243,245,247,248,254,7,131,138,142,154,182,243,245,247,248,254,

　　260,262,263,265,266260,262,263,265,266

アカメガシワアカメガシワ  219,223,263  219,223,263

アキイヌワラビアキイヌワラビ    グラビアグラビア9,40,97,9,40,97,101101

アキウロコゼニゴケアキウロコゼニゴケ  8  8

アキノアシナガイグチアキノアシナガイグチ    グラビアグラビア13,41,131,132,13,41,131,132,134134

アキノキリンソウ　アキノキリンソウ　9595

アキノクサタチバナアキノクサタチバナ  39,54,  39,54,6060

アケボノシュスランアケボノシュスラン  53,249  53,249

アケボノタケアケボノタケ    グラビアグラビア14,41,130,132,14,41,130,132,137137

アサギマダラアサギマダラ  24,270  24,270

アサリアサリ  278  278

アシアシ  276  276

アシジマカネタタキアシジマカネタタキ  262  262

アシナガイグチアシナガイグチ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,140140

アシナガゴカイアシナガゴカイ  49  49

アシハラガニアシハラガニ  230,283  230,283

アズマイチゲアズマイチゲ    グラビアグラビア5,39,55,5,39,55,7373

アセビアセビ  244,248,254  244,248,254

アツブタガイアツブタガイ  236  236

アテツマンサクアテツマンサク  39,55,  39,55,8181,243,243

アナグマアナグマ  156  156

アナジャコアナジャコ  231,281,282  231,281,282

アブラギリアブラギリ  16  16

アブラコウモリアブラコウモリ  156,158  156,158

アブラチャン－ホソバタブ群集アブラチャン－ホソバタブ群集  41,146,147,  41,146,147,153153

アブラボテアブラボテ    グラビアグラビア23,43,188,23,43,188,193193,277,277

アベマキアベマキ  254,265,266,286  254,265,266,286

アマクサシダアマクサシダ  97  97

アマゴ　アマゴ　193193

アマナアマナ  53,254  53,254

アミメトビケラアミメトビケラ    グラビアグラビア29,44,198,200,29,44,198,200,225225

アメリカガキアメリカガキ  269  269

アメリカザリガニアメリカザリガニ  231  231

アメリカシロヒトリアメリカシロヒトリ  15,270  15,270

アメリカセンダングサアメリカセンダングサ  266  266

アメリカデイゴアメリカデイゴ  269  269

アメリカヒドリアメリカヒドリ  166  166

アメリカフウアメリカフウ  269  269

アヤメイグチアヤメイグチ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,140140

アユアユ  13,273,280  13,273,280

アラカシアラカシ  7,151,152,244,254,260,284,286  7,151,152,244,254,260,284,286

アラカシ－ナンテン群落アラカシ－ナンテン群落  146  146

アリアケモドキアリアケモドキ  30,230,231  30,230,231

アリツカコオロギの一種アリツカコオロギの一種  270  270

アンチゴケアンチゴケ    グラビアグラビア12,41,119,120,12,41,119,120,121121

アンペライアンペライ    グラビアグラビア3,39,55,3,39,55,6868,266,266

[[イイ]]

イケマイケマ  53  53

イシイソゴカイイシイソゴカイ  49  49

イシカグマイシカグマ  97,262  97,262

イシガケチョウイシガケチョウ  14,25  14,25

イシガニイシガニ  230  230

イシガメイシガメ  11,48  11,48

イシガレイイシガレイ  280  280

イシドジョウイシドジョウ    グラビアグラビア22,12,43,188,22,12,43,188,190190

イスカイスカ  166  166

イズセンリョウイズセンリョウ  53,262  53,262

イズモマイマイイズモマイマイ  236  236

イズヤブソテツイズヤブソテツ  47  47

イセリアカイガラムシイセリアカイガラムシ  15  15

イソガニイソガニ  230  230

イソゴカイイソゴカイ  19  19

イソスジエビイソスジエビ  231  231

イソノキイソノキ  265  265

イソヤマテンツキイソヤマテンツキ  279  279

イタチガヤイタチガヤ  53  53

イタドリイタドリ  266  266

イチイガシイチイガシ  53,285  53,285
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イチジクイチジク  14,25  14,25

イチョウイチョウ  115,271,285  115,271,285

イチョウウキゴケイチョウウキゴケ  8,40,108,  8,40,108,115115

イチリンソウイチリンソウ  53,254,255  53,254,255

イトイヌノハナヒゲイトイヌノハナヒゲ  154  154

イトイヌノハナヒゲ群集イトイヌノハナヒゲ群集  42,146,147,  42,146,147,154154

イトクズモイトクズモ  39,54,  39,54,5757

イナモリソウイナモリソウ  53  53

イヌケホシダイヌケホシダ  7,97  7,97

イヌチャセンシダイヌチャセンシダ  96  96

イヌツゲイヌツゲ  248  248

イヌノハナヒゲイヌノハナヒゲ  154  154

イヌノフグリイヌノフグリ    グラビアグラビア7,39,56,7,39,56,8383

イヌハギイヌハギ  40,56,  40,56,9090

イヌビワイヌビワ  25,262  25,262

イヌブナイヌブナ  46,53,149,245  46,53,149,245

イヌブナ群落イヌブナ群落  41,146,147,  41,146,147,149149

イヌマキイヌマキ  285  285

イネイネ  15  15

イネミズゾウムシイネミズゾウムシ  15  15

イノシシイノシシ  10,156,254  10,156,254

イノデイノデ  245  245

イノデ－タブノキ群集イノデ－タブノキ群集  41,145,147,  41,145,147,150150

イノデモドキイノデモドキ  245  245

イブキシダイブキシダ  97  97

イモリイモリ  12,48,184  12,48,184

イワウメヅルイワウメヅル  46,53  46,53

イワガサイワガサ  39,55,  39,55,7575

イワタバコイワタバコ  53  53

イワツバメイワツバメ  166  166

イワヒトデイワヒトデ    グラビアグラビア10,40,97,10,40,97,102102

イワヒバイワヒバ  96  96

イワムシイワムシ  19  19

イワヤシダイワヤシダ  47,96,245  47,96,245

イワヨモギイワヨモギ  7  7

[[ウウ]]

ウキゴケウキゴケ  8,40,108,  8,40,108,114114

ウキゴリウキゴリ    グラビアグラビア24,43,187,188,24,43,187,188,195195

ウグイスウグイス  250  250

ウシガエルウシガエル  12,264  12,264

ウスイロオナガシジミウスイロオナガシジミ    グラビアグラビア30,44,200,30,44,200,226226

ウスカワマイマイウスカワマイマイ  18,236  18,236

ウスキキヌガサタケウスキキヌガサタケ    グラビアグラビア13,41,131,132,13,41,131,132,135135

ウスキブナノミタケウスキブナノミタケ  41,131,132,  41,131,132,138138

ウスギヨウラクウスギヨウラク  53  53

ウスバカミキリウスバカミキリ  44,200,  44,200,222222

ウスバキトンボウスバキトンボ  16,270  16,270

ウスバツバメガウスバツバメガ  270  270

ウスバヒョウタンボクウスバヒョウタンボク    グラビアグラビア6,39,55,6,39,55,7979

ウスヒメワラビウスヒメワラビ  96  96

ウチョウランウチョウラン    グラビアグラビア1,39,54,1,39,54,6363

ウツクシザサウツクシザサ  53,268  53,268

ウツセミカジカウツセミカジカ  13,43,188,192  13,43,188,192

ウツロイイグチウツロイイグチ  41,130,132,  41,130,132,141141

ウドカズラウドカズラ  40,56,  40,56,9090

ウナギウナギ  273,280  273,280

ウマノスズクサウマノスズクサ  53  53

ウメウメ  15,270  15,270

ウメガサソウウメガサソウ  53  53

ウメバチソウウメバチソウ  53  53

ウラギクウラギク    グラビアグラビア3,39,55,3,39,55,6767

ウラグロエビラゴケウラグロエビラゴケ  41,120,  41,120,124124

ウラジロウラジロ  245,247,254  245,247,254

ウラジロイカリソウウラジロイカリソウ  53  53

ウラジロガシウラジロガシ  152,247,286  152,247,286

ウラジロノキウラジロノキ  247  247

ウラナミシジミウラナミシジミ  24  24

ウラボシノコギリシダウラボシノコギリシダ  96  96

ウロコゼニゴケウロコゼニゴケ  8,40,107,  8,40,107,114114

[[エエ]]

エイザンスミレエイザンスミレ  53  53

エグリトビケラエグリトビケラ  198  198

エゾスジグロチョウエゾスジグロチョウ  198  198

エゾゼミエゾゼミ  198  198

エゾトンボエゾトンボ  13,14  13,14

エゾモモンガエゾモモンガ  259  259

エナガエナガ  249,260  249,260

エノキ　エノキ　148,214,220,263,284,285,286148,214,220,263,284,285,286

エビゴケエビゴケ  40,107,  40,107,112112

エビネエビネ    グラビアグラビア4,7,39,55,4,7,39,55,7070,87,250,87,250

エビモエビモ  273  273

エビラゴケエビラゴケ  41,119,120,  41,119,120,123123

エリザハンミョウエリザハンミョウ    グラビアグラビア26,44,199,26,44,199,208208,265,277,265,277

[[オオ]]

オイカワオイカワ  13  13

オウギガニオウギガニ  230  230

オオアカゲラオオアカゲラ  43,165,167,  43,165,167,176176,244,244

オオアブラススキオオアブラススキ  265,266  265,266

オオイワカガミオオイワカガミ  46,53,243,244  46,53,243,244

オオウラギンヒョウモンオオウラギンヒョウモン

    グラビアグラビア25,14,44,197,199,25,14,44,197,199,204204

オオオサムシオオオサムシ    グラビアグラビア27,44,198,199,27,44,198,199,209209,261,261

オオカグマオオカグマ  47,96  47,96

オオカナワラビオオカナワラビ  96  96

オオカモメヅルオオカモメヅル  53  53

オオキヨスミシダオオキヨスミシダ  96  96

オオキンカメムシオオキンカメムシ  16,198,262  16,198,262

オオギンヤンマオオギンヤンマ  16  16

オオクチバスオオクチバス  13,198,278  13,198,278
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オオクロカミキリオオクロカミキリ  44,199,  44,199,211211

オオクロヤブカオオクロヤブカ  15  15

オオクワガタオオクワガタ    グラビアグラビア25,44,197,199,25,44,197,199,203203

オオコオイムシオオコオイムシ  257  257

オオゴキブリオオゴキブリ  198,262  198,262

オオサンショウウオオオサンショウウオ

    グラビアグラビア21,12,29,43,183,184,21,12,29,43,183,184,185185

オオシャジクモオオシャジクモ  41,127,  41,127,128128

オオジュリンオオジュリン  279  279

オオスルメゴケオオスルメゴケ  41,120,  41,120,122122

オオセンチコガネオオセンチコガネ  246  246

オオソリハシシギオオソリハシシギ  166  166

オオタカオオタカ    グラビアグラビア19,10,28,43,165,167,19,10,28,43,165,167,172172

オオツクバネガシオオツクバネガシ  284,287  284,287

オオツチハンミョウオオツチハンミョウ  198  198

オオニガイチゴオオニガイチゴ  266  266

オオバチドメオオバチドメ  53  53

オオハナワラビオオハナワラビ  96  96

オオバヤシャブシオオバヤシャブシ  260,265,266  260,265,266

オオハンゲオオハンゲ  53  53

オオヒメワラビモドキオオヒメワラビモドキ  97  97

オオフジシダオオフジシダ  46,96  46,96

オオフタホシマグソコガネオオフタホシマグソコガネ  14  14

オオフタモンウバタマコメツキオオフタモンウバタマコメツキ  262  262

オオベニシダオオベニシダ  265  265

オオマルチビゴミムシダマシオオマルチビゴミムシダマシ  264  264

オオミズゴケオオミズゴケ  41,106,108,  41,106,108,117117

オオムラサキオオムラサキ    グラビアグラビア28,44,198,199,28,44,198,199,214214

オオヤシャイグチオオヤシャイグチ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,139139

オオヨシキリオオヨシキリ    グラビアグラビア21,43,165,167,21,43,165,167,180180,276,276

オオルリオオルリ  166,271  166,271

オガタマノキオガタマノキ  25,39,55,  25,39,55,8080,265,265

オカチョウジガイ類オカチョウジガイ類  18  18

オキギセルオキギセル  239  239

オキナグサオキナグサ  7,40,53,56,  7,40,53,56,8989

オクタマシダオクタマシダ  40,97,  40,97,104104

オケラオケラ  265,266  265,266

オサガニオサガニ  230  230

オサムシオサムシ  261  261

オサムシモドキオサムシモドキ  198  198

オシドリオシドリ    グラビアグラビア19,43,165,166,19,43,165,166,169169

オシャグジデンダオシャグジデンダ  97  97

オシロイバナオシロイバナ  266  266

オナジマイマイオナジマイマイ  18,236  18,236

オニノヤガラオニノヤガラ  53  53

オニヒカゲワラビオニヒカゲワラビ    グラビアグラビア10,40,97,10,40,97,104104

オニフスベオニフスベ    グラビアグラビア16,41,131,132,16,41,131,132,143143

オニヤブソテツオニヤブソテツ  96  96

オニヤンマオニヤンマ  198  198

オニルリソウオニルリソウ  53  53

オビカゲロウオビカゲロウ  198  198

オビカレハオビカレハ  270  270

オヒキコウモリオヒキコウモリ

    グラビアグラビア17,10,28,43,156,157,158,17,10,28,43,156,157,158,161161

オビモンマグソコガネオビモンマグソコガネ  44,200,  44,200,218218,246,246

オミナエシオミナエシ  251,253,254  251,253,254

オモゴウテンナンショウオモゴウテンナンショウ  39,54,  39,54,6161

オモトオモト  53  53

オヤニラミオヤニラミ    グラビアグラビア24,43,188,24,43,188,194194

オリーブオリーブ  270  270

オンシツコナジラミオンシツコナジラミ  15  15

[[カカ]]

カキカキ  280  280

カギカズラカギカズラ  53,248,249  53,248,249

カキランカキラン  255  255

カクベンケイガニカクベンケイガニ  230  230

カクレミノカクレミノ  213,262,263  213,262,263

カケスカケス  244  244

カゴタケカゴタケ  131  131

カゴノキカゴノキ  248  248

カザグルマカザグルマ    グラビアグラビア2,7,39,55,2,7,39,55,6565

カサネカンザシゴカイカサネカンザシゴカイ  19,49  19,49

カジイチゴカジイチゴ  266  266

カジカカジカ    グラビアグラビア23,13,43,188,23,13,43,188,192192

カシワバハグマカシワバハグマ  53  53

カタイノデカタイノデ  96,245  96,245

カタクリカタクリ    グラビアグラビア3,39,55,3,39,55,6969,254,254

カタハガイカタハガイ    グラビアグラビア31,19,45,193,237,31,19,45,193,237,238238,277,277

カタヒバカタヒバ  96  96

カツラカツラ  46,53  46,53

カトウゴケカトウゴケ  41,108,  41,108,117117

カドマルエンマコガネカドマルエンマコガネ  246  246

カナメモチカナメモチ  247  247

カナメモチ－コジイ群集カナメモチ－コジイ群集

    グラビアグラビア16,41,145,147,16,41,145,147,151151

カナリーヤシカナリーヤシ  269  269

カネタタキカネタタキ  270  270

カバイロコナテングタケカバイロコナテングタケ

    グラビアグラビア14,41,131,132,14,41,131,132,138138

カビゴケカビゴケ    グラビアグラビア11,40,107,11,40,107,109109

カブトガニカブトガニ    グラビアグラビア30,16,17,30,45,230,232,30,16,17,30,45,230,232,233233

カミガモシダカミガモシダ  7,97  7,97

カムルチーカムルチー  13  13

カモノハシカモノハシ  266  266

カヤカヤ  284,286  284,286

カヤネズミカヤネズミ  156  156

カヤランカヤラン  53,250  53,250

カラクサシダカラクサシダ  97  97

カラスムギカラスムギ  266  266

カラタチバナカラタチバナ  46,53  46,53

カラヤスデゴケカラヤスデゴケ  9  9
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ギンケンソウギンケンソウ  261  261

ギンバイソウギンバイソウ  46  46

キンヒバリキンヒバリ  257  257

ギンヤンマギンヤンマ  13,49,198,273  13,49,198,273

キンランキンラン    グラビアグラビア8,7,40,52,56,8,7,40,52,56,8686

ギンリョウソウギンリョウソウ  53  53

ギンレイカギンレイカ  53  53

[[クク]]

クイナクイナ  10,166  10,166

クサガメクサガメ  11  11

クサソテツクサソテツ  97  97

クサヒバリクサヒバリ  270  270

クサフグクサフグ  280  280

クサボタンクサボタン  53  53

クサレダマクサレダマ  53  53

クジャクシダクジャクシダ  97  97

クジャクフモトシダクジャクフモトシダ  96  96

クスノキクスノキ  260,262,270,271,286,287  260,262,270,271,286,287

クチキコオロギクチキコオロギ  262  262

クツワムシクツワムシ    グラビアグラビア26,14,44,198,199,26,14,44,198,199,207207

クヌギクヌギ  225,248  225,248

クビキリギスクビキリギス  270  270

クマガイソウクマガイソウ    グラビアグラビア8,40,52,56,8,40,52,56,8686

クマゼミクマゼミ  14,198  14,198

クマタカクマタカ    グラビアグラビア20,10,28,43,165,167,20,10,28,43,165,167,173173

クマネズミクマネズミ  156  156

クマノゴケクマノゴケ    グラビアグラビア11,40,107,11,40,107,110110

クモキリソウクモキリソウ  53  53

クモタケクモタケ  131,272,273  131,272,273

クモノスゴケクモノスゴケ  60,61  60,61

クモランクモラン    グラビアグラビア4,39,55,4,39,55,7272,250,250

クリクリ  263  263

クリハランクリハラン  96  96

クルメサヨリクルメサヨリ  280  280

クロオビマグソコガネクロオビマグソコガネ  246  246

クロカナブンクロカナブン  44,200,  44,200,220220

クロガネモチクロガネモチ  53,271,283  53,271,283

クロカワゲラの一種クロカワゲラの一種  198  198

クロキクロキ  148,247  148,247

クロゴキブリクロゴキブリ  270  270

クロコノマチョウクロコノマチョウ  14,25,270  14,25,270

クロジクロジ  166  166

クロスズメバチクロスズメバチ  171  171

クロセセリクロセセリ  14,25  14,25

クロソヨゴクロソヨゴ  53  53

クロソヨゴ－ツガ群集クロソヨゴ－ツガ群集  42,146,147,  42,146,147,155155

クロダイクロダイ  280  280

クロツグミクロツグミ  244  244

クロツツトビケラクロツツトビケラ  198  198

クロバイクロバイ  53  53

カリガネソウカリガネソウ  53  53

カワウカワウ  279  279

カワゴケカワゴケ  8,40,107,  8,40,107,109109

カワザンショウガイカワザンショウガイ  18  18

カワシンジュガイカワシンジュガイ  277  277

カワセミカワセミ  48,166,279  48,166,279

カワヂシャカワヂシャ  40,56,  40,56,9191

カワツルモカワツルモ  39,54,  39,54,5757

カワニナカワニナ  18,221,236  18,221,236

カワネズミカワネズミ    グラビアグラビア17,9,43,156,157,17,9,43,156,157,159159,246,246

カワムラトガリバカワムラトガリバ  198  198

カワラバッタカワラバッタ    グラビアグラビア25,44,197,199,25,44,197,199,204204

カワラハンノキカワラハンノキ  53  53

カワラハンミョウカワラハンミョウ    グラビアグラビア25,44,197,199,25,44,197,199,205205,277,277

カワリダネビロウドマイマイカワリダネビロウドマイマイ

    グラビアグラビア31,18,45,236,237,31,18,45,236,237,240240

カンコノキカンコノキ  6,39,54,  6,39,54,5959

カンサイタンポポカンサイタンポポ  53  53

[[キキ]]

キイロナメクジキイロナメクジ  18  18

キエビネキエビネ    グラビアグラビア8,7,40,52,56,8,7,40,52,56,8787

キキョウキキョウ

    グラビアグラビア7,39,56,7,39,56,8484,251,253,254,262,265,266,251,253,254,262,265,266

キクガシラコウモリキクガシラコウモリ  156,158  156,158

キジキジ  260,279  260,279

キシツツジキシツツジ  40,56,  40,56,9494,276,276

キシノウエトタテグモキシノウエトタテグモ  44,227,228,  44,227,228,229229,272,273,272,273

キジノオシダキジノオシダ  245  245

キジバトキジバト  10  10

キジョランキジョラン  53,249  53,249

キセルゴケキセルゴケ  40,108,  40,108,115115

キタガミトビケラキタガミトビケラ  198  198

キツネキツネ  156  156

キヌガサギクキヌガサギク  7  7

キヌガサタケキヌガサタケ    グラビアグラビア13,41,131,132,13,41,131,132,135135

キヌフラスコモキヌフラスコモ    グラビアグラビア12,41,126,127,12,41,126,127,129129

キノクニキヌタゴケキノクニキヌタゴケ    グラビアグラビア11,40,107,11,40,107,113113

キノボリトタテグモキノボリトタテグモ  44,227,228,  44,227,228,229229

キバナガミズギワゴミムシキバナガミズギワゴミムシ  44,200,  44,200,217217

キバナノアマナキバナノアマナ    グラビアグラビア3,39,55,3,39,55,6969

キヒダイッポンシメジキヒダイッポンシメジ

    グラビアグラビア13,41,130,131,132,13,41,130,131,132,133133

キビタキキビタキ  166  166

ギフチョウギフチョウ    グラビアグラビア26,14,29,44,198,199,26,14,29,44,198,199,206206

ギフベニシダギフベニシダ  96  96

キボシカミキリキボシカミキリ  224  224

キマダラカミキリキマダラカミキリ  44,200,  44,200,222222

キミズキミズ    グラビアグラビア5,39,55,5,39,55,7373

キヨスミイトゴケキヨスミイトゴケ  41,108,  41,108,118118

キンクロハジロキンクロハジロ  271  271
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クロベンケイガニクロベンケイガニ  230,231,273  230,231,273

クロマツクロマツ  9,283,285,286  9,283,285,286

クロマルエンマコガネクロマルエンマコガネ  246  246

クロモジクロモジ  248  248

クワカミキリクワカミキリ  44,200,  44,200,224224

グンバイトンボグンバイトンボ    グラビアグラビア28,44,197,200,28,44,197,200,215215

[[ケケ]]

ケナガシャジクモケナガシャジクモ  47  47

ケフサイソガニケフサイソガニ  230  230

ケヤキケヤキ  153,269,270,284,286  153,269,270,284,286

ゲンカイツツジゲンカイツツジ    グラビアグラビア6,39,55,6,39,55,7777,248,263,248,263

ゲンゴロウゲンゴロウ

    グラビアグラビア26,14,44,197,199,26,14,44,197,199,205205,206,253,257,206,253,257

ゲンジボタルゲンジボタル    グラビアグラビア29,44,200,29,44,200,221221

[[ココ]]

コアジサシコアジサシ    グラビアグラビア20,43,165,167,20,43,165,167,174174

コイカリソウコイカリソウ  7,46,53  7,46,53

ゴイサギゴイサギ  279  279

コイヌガラシコイヌガラシ  40,56,  40,56,8989

コイヌノハナヒゲコイヌノハナヒゲ  248  248

コウキヤガラ　グラビアコウキヤガラ　グラビア3,39,55,3,39,55,6868

コウタケコウタケ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,142142

コウベマイマイコウベマイマイ  236  236

コウベモグラコウベモグラ  156  156

コウボウフデコウボウフデ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,143143

コウヤコケシノブコウヤコケシノブ  248  248

コウヤノマンネングサコウヤノマンネングサ  111  111

コウヤマキコウヤマキ    グラビアグラビア7,39,53,56,7,39,53,56,8585,154,155,286,154,155,286

コウヤミズキコウヤミズキ  46,53,245  46,53,245

コオイムシコオイムシ  14,44,197,199,  14,44,197,199,201201,257,257

コオニユリコオニユリ  265  265

ゴカイゴカイ  19,49,281,282  19,49,281,282

コガタアカイエカコガタアカイエカ  15  15

コガタノゲンゴロウコガタノゲンゴロウ  14,44,197,199,  14,44,197,199,202202,257,257

コガラコガラ  249  249

コキクガシラコウモリコキクガシラコウモリ    グラビアグラビア17,43,156,157,17,43,156,157,159159

コクガンコクガン  166  166

コクサギコクサギ  53  53

ゴクラクハゼゴクラクハゼ    グラビアグラビア22,12,43,187,188,22,12,43,187,188,189189

コクランコクラン  53  53

コケイランコケイラン  53  53

コケゴカイコケゴカイ  19,49  19,49

コゲラコゲラ  266  266

コサギコサギ  11,279  11,279

コサメビタキコサメビタキ  271  271

コシアブラコシアブラ  213,248  213,248

コジイコジイ  148,151,244,258,262,263,266,286  148,151,244,258,262,263,266,286

コシオガマコシオガマ  53  53

コシダコシダ  245,265  245,265

コシャクシギコシャクシギ  166  166

ゴジュウカラゴジュウカラ  166,249  166,249

コショウノキコショウノキ  46,53,243  46,53,243

コタニワタリコタニワタリ  97  97

コチドリコチドリ  278  278

コツブタケコツブタケ  131  131

コテングコウモリコテングコウモリ  43,156,157,158,  43,156,157,158,161161

コデマリコデマリ  14,24  14,24

コナラ　コナラ　138,225,248,253,254,266,286,287138,225,248,253,254,266,286,287

コノシロコノシロ  280  280

コノハズクコノハズク  244  244

コハナヤスリコハナヤスリ  96,100  96,100

コバノカナワラビコバノカナワラビ  96  96

コバノガマズミコバノガマズミ  247  247

コバノヒノキシダコバノヒノキシダ  96  96

コバノフユイチゴコバノフユイチゴ  53  53

コバノミツバツツジコバノミツバツツジ  254  254

コバノミツバツツジ－アカマツ群集コバノミツバツツジ－アカマツ群集  145  145

コハンミョウコハンミョウ    グラビアグラビア27,44,199,27,44,199,212212

コヒロハハナヤスリコヒロハハナヤスリ  46,97  46,97

コブシコブシ  80  80

コブマルエンマコガネコブマルエンマコガネ  246  246

コベソマイマイコベソマイマイ  236  236

ゴホンダイコクコガネゴホンダイコクコガネ  246  246

コマツヨイグサコマツヨイグサ  266  266

コミミズクコミミズク    グラビアグラビア20,10,28,43,165,167,20,10,28,43,165,167,175175

コムラサキコムラサキ  270  270

コメツキガニコメツキガニ  230,281,282  230,281,282

コモチシダコモチシダ  97  97

コヤブランコヤブラン  46,53,265  46,53,265

コルリクワガタコルリクワガタ    グラビアグラビア27,44,199,27,44,199,210210

ゴンズイゴンズイ  265  265

[[ササ]]

サイゴクイノデサイゴクイノデ  245  245

サイハイランサイハイラン  54,250  54,250

ザイフリボクザイフリボク  265,266  265,266

サカゲイノデサカゲイノデ  245  245

サカマキガイサカマキガイ  18,236  18,236

サギソウサギソウ    グラビアグラビア1,7,39,54,1,7,39,54,6262,92,216,92,216

サキボソフラスコモサキボソフラスコモ  47  47

サクラマスサクラマス  188  188

ササゴイササゴイ  271  271

ササバギンランササバギンラン  54  54

ササユリササユリ  46,54,254,265  46,54,254,265

サシバサシバ  10,28,43,165,167,  10,28,43,165,167,177177,244,244

サジランサジラン  97  97

サツキマスサツキマス    グラビアグラビア23,43,188,23,43,188,193193,280,280

サツマイナモリサツマイナモリ  54,249  54,249

サツマシジミサツマシジミ  14,24,198  14,24,198

サツマスゲサツマスゲ  54  54
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サヤゴケサヤゴケ  9  9

サルトリイバラサルトリイバラ  265  265

サワガニサワガニ  159,170,176,230,231,246  159,170,176,230,231,246

サワギキョウサワギキョウ  54,92,255  54,92,255

サワギクサワギク  54  54

サワクサリゴケサワクサリゴケ    グラビアグラビア11,8,40,107,11,8,40,107,112112

サワシロギクサワシロギク  54  54

サンインクワガタサンインクワガタ  54,243  54,243

サンコウチョウサンコウチョウ

    グラビアグラビア20,10,43,165,167,20,10,43,165,167,177177,244,244

サンショウモサンショウモ  7,40,97,  7,40,97,9999

サンヨウアオイサンヨウアオイ  46,54,247  46,54,247

サンヨウハンジロギセルサンヨウハンジロギセル  18,236  18,236

[[シシ]]

シイシイ  259,286  259,286

シイモチシイモチ  39,55,  39,55,8181,148,148

シイモチ－シリブカガシ群集シイモチ－シリブカガシ群集

    グラビアグラビア16,41,146,147,16,41,146,147,148148,243,243

シオクグシオクグ  54,279  54,279

ジガバチソウジガバチソウ  54  54

シキミシキミ  247  247

シキミ－モミ群集シキミ－モミ群集  41,145,147,  41,145,147,152152

シシガシラシシガシラ  247  247

シジュウカラシジュウカラ  249,260  249,260

シシランシシラン  97  97

シダレザクラシダレザクラ  284  284

シダレヤナギシダレヤナギ  270  270

シナサワグルミシナサワグルミ  270  270

シナハマダラカシナハマダラカ  15  15

ジネズミジネズミ  156  156

シノブシノブ    グラビアグラビア10,40,97,10,40,97,105105

シノブ－アカマツ群集シノブ－アカマツ群集  42,145,147,  42,145,147,154154

シノリガモシノリガモ  166  166

シベリアイタチシベリアイタチ  10,156,163  10,156,163

シマカンギクシマカンギク  54  54

シマゲンゴロウシマゲンゴロウ    グラビアグラビア26,44,197,199,26,44,197,199,206206,257,257

シマヘビシマヘビ  267  267

シモツケヌリトラノオシモツケヌリトラノオ  47,97  47,97

ジャガイモガジャガイモガ  15  15

ジャゴケジャゴケ  216  216

シャジクモシャジクモ

    グラビアグラビア12,4,41,126,127,12,4,41,126,127,128128,129,256,129,256

ジャンボタニシジャンボタニシ  19  19

ジュウシチホシハナムグリジュウシチホシハナムグリ

    グラビアグラビア28,44,198,199,28,44,198,199,215215

ジュズダマジュズダマ  25  25

ジュズフラスコモジュズフラスコモ  47,126  47,126

シュレーゲルアオガエルシュレーゲルアオガエル  12,48,184  12,48,184

シュンランシュンラン  7,250,254  7,250,254

ジョウビタキジョウビタキ  250,271  250,271

シライトソウシライトソウ  54  54

シラウオシラウオ    グラビアグラビア22,12,43,188,22,12,43,188,189189,280,280

シラカシシラカシ  152,287  152,287

シラカシ群集シラカシ群集  145  145

シリオレギセルシリオレギセル  236  236

シリブカガシシリブカガシ  148,242  148,242

シルビアシジミシルビアシジミ    グラビアグラビア25,14,44,197,199,25,14,44,197,199,203203

シロウオシロウオ  189,192,279,280  189,192,279,280

シロエリオオハムシロエリオオハム  166  166

シロスジカミキリシロスジカミキリ  44,200,  44,200,225225

シロダモシロダモ  248,263  248,263

シロバイシロバイ  39,55,  39,55,7878

シロバナウンゼンツツジシロバナウンゼンツツジ    →セトウチウンゼンツツジ→セトウチウンゼンツツジ

シロバナショウジョウバカマシロバナショウジョウバカマ  54  54

シロハラシロハラ  250,271  250,271

シロヒレタビラシロヒレタビラ  13,188  13,188

ジロボウエンゴサクジロボウエンゴサク  54  54

シロマダラシロマダラ  181  181

シロヤマシダシロヤマシダ  7,47,97,245  7,47,97,245

シワオウギガニシワオウギガニ  230  230

ジンジソウジンジソウ  54  54

シンジュキノカワガシンジュキノカワガ  16  16

[[スス]]

スギ　スギ　116,167,184,253,254,255,258,259,286,287116,167,184,253,254,255,258,259,286,287

スクミリンゴガイスクミリンゴガイ  18,19,236  18,19,236

スゴモロコスゴモロコ  13  13

スジエビスジエビ  231,273  231,273

スジエビモドキスジエビモドキ  231  231

スジシマドジョウスジシマドジョウ((中型種族中型種族))

    グラビアグラビア24,43,187,188,24,43,187,188,195195

スジハゼスジハゼ  280  280

スジヒラタガムシスジヒラタガムシ  257  257

ススキススキ  266  266

スズキスズキ  280  280

スズサイコスズサイコ  54  54

スズタケスズタケ  247  247

スズムシバナスズムシバナ    グラビアグラビア7,39,56,7,39,56,8383

スズメスズメ  28  28

スダジイスダジイ  145  145

スッポンスッポン  11,48  11,48

スナイソゴカイスナイソゴカイ  49  49

スナガニスナガニ    グラビアグラビア30,17,18,45,230,231,232,30,17,18,45,230,231,232,234234

スナモグリスナモグリ  281  281

スナヤツメスナヤツメ    グラビアグラビア24,12,13,43,187,188,24,12,13,43,187,188,196196

スミイロオヒキコウモリスミイロオヒキコウモリ  158  158

スミウキゴリスミウキゴリ    グラビアグラビア23,43,187,188,23,43,187,188,191191

[[セセ]]

セキレイセキレイ  279  279

セスジイトトンボセスジイトトンボ  13  13
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ゼゼラゼゼラ  13  13

セダカコブヤハズカミキリセダカコブヤハズカミキリ  44,200,  44,200,224224

セッカセッカ  276  276

セッコクセッコク    グラビアグラビア4,7,39,55,4,7,39,55,7171,250,250

セトウチウンゼンツツジセトウチウンゼンツツジ    グラビアグラビア8,40,56,8,40,56,9393,243,243

セトウチマイマイセトウチマイマイ  236  236

セトノジギクセトノジギク  54  54

セマダラマグソコガネセマダラマグソコガネ  246  246

セリ－クサヨシ群集セリ－クサヨシ群集  145  145

セリバオウレンセリバオウレン  54  54

センダンセンダン  16  16

センチコガネセンチコガネ  246  246

センノカミキリセンノカミキリ  263  263

[[ソソ]]

ゾウガメゾウガメ  261  261

ソボリンゴカミキリソボリンゴカミキリ  198  198

ソメイヨシノソメイヨシノ  270  270

ソヨゴソヨゴ  247,248,254  247,248,254

ソライロタケソライロタケ    グラビアグラビア14,41,130,132,14,41,130,132,139139

ソリシダレゴケソリシダレゴケ  40,107,  40,107,111111

[[タタ]]

ダイサギダイサギ  266  266

タイサンボクタイサンボク  14,25  14,25

ダイシャクシギダイシャクシギ    グラビアグラビア19,10,43,165,166,19,10,43,165,166,170170

ダイセンミツバツツジダイセンミツバツツジ  54,244  54,244

ダイゼンダイゼン    グラビアグラビア20,10,43,165,167,20,10,43,165,167,178178

タイミンタチバナタイミンタチバナ  263  263

タイリクバラタナゴタイリクバラタナゴ  13  13

タイワンウチワヤンマタイワンウチワヤンマ  273  273

タカサゴキジノオタカサゴキジノオ  46,97  46,97

タカチホヘビタカチホヘビ    グラビアグラビア21,43,181,21,43,181,182182

タガメタガメ  14,44,197,199,  14,44,197,199,202202,257,257

タゴガエルタゴガエル  183  183

タコノアシタコノアシ    グラビアグラビア1,39,54,1,39,54,5959

タシロランタシロラン    グラビアグラビア2,6,39,53,54,2,6,39,53,54,6464

タチドコロタチドコロ  265,266  265,266

タテジマカミキリタテジマカミキリ  14,44,199,  14,44,199,213213

タニイヌワラビタニイヌワラビ  101  101

タニヘゴタニヘゴ  97  97

タヌキタヌキ  10,156,244  10,156,244

タヌキマメタヌキマメ  46,54  46,54

タブノキタブノキ  150,262,263,266,270,286,287  150,262,263,266,270,286,287

タマシギタマシギ  10,166  10,166

タマノリイグチタマノリイグチ    グラビアグラビア13,41,130,131,132,13,41,130,131,132,134134

タマミズキタマミズキ  54  54

タマムシタマムシ  198  198

タワヤモリタワヤモリ    グラビアグラビア21,11,43,181,21,11,43,181,182182,248,248

[[チチ]]

チカイエカチカイエカ  16  16

チゴガニチゴガニ  230,281  230,281

チヂレカブトゴケチヂレカブトゴケ  124  124

チヂレコヨロイゴケ　グラビアチヂレコヨロイゴケ　グラビア12,41,120,12,41,120,123123

チヂレトコブシゴケチヂレトコブシゴケ  41,120,  41,120,122122

チッチゼミチッチゼミ  14  14

チビノギカワゲラチビノギカワゲラ  198  198

チャグロマグソコガネチャグロマグソコガネ  246  246

チャコウラナメクジチャコウラナメクジ  18,236  18,236

チャバネゴキブリチャバネゴキブリ  16  16

チャボガヤ－イヌブナ群集チャボガヤ－イヌブナ群集  149  149

チュウゴクザサチュウゴクザサ  54,268  54,268

チュウサギチュウサギ    グラビアグラビア19,11,43,165,166,19,11,43,165,166,171171

チョウトンボチョウトンボ  49,198,257,273  49,198,257,273

チロリチロリ  281  281

[[ツツ]]

ツガツガ  152,154,155,244,260  152,154,155,244,260

ツキノワグマツキノワグマ    グラビアグラビア18,9,43,156,157,18,9,43,156,157,163163

ツキヨタケツキヨタケ    グラビアグラビア16,41,131,132,16,41,131,132,144144

ツクシイワヘゴツクシイワヘゴ    グラビアグラビア10,40,97,10,40,97,103103

ツクシガモツクシガモ  10,48  10,48

ツクシショウジョウバカマツクシショウジョウバカマ  54,249  54,249

ツクシヒラツボゴケツクシヒラツボゴケ    グラビアグラビア11,40,107,11,40,107,113113

ツクシヤブソテツツクシヤブソテツ  47  47

ツクシヤワラシダツクシヤワラシダ  47  47

ツクツクボウシツクツクボウシ  14  14

ツクツクボウシタケツクツクボウシタケ  131  131

ツクバネガシツクバネガシ  152,247,284,286  152,247,284,286

ツクバネガシ－シラカシ群集ツクバネガシ－シラカシ群集

    グラビアグラビア16,41,145,147,16,41,145,147,152152

ツグミツグミ  271  271

ツゲツゲ  39,55,  39,55,7676

ツチガエルツチガエル  267  267

ツチグリツチグリ  134  134

ツチグリカタワタケツチグリカタワタケ    グラビアグラビア15,41,131,132,15,41,131,132,142142

ツチトリモチツチトリモチ    グラビアグラビア2,39,54,2,39,54,6565

ツヅレサセコオロギツヅレサセコオロギ  270  270

ツノコガネツノコガネ  246  246

ツノゴケモドキツノゴケモドキ  8  8

ツブラジイツブラジイ  7,244  7,244

ツボクサツボクサ  266  266

ツボクサ－シバ群集ツボクサ－シバ群集  145  145

ツメレンゲツメレンゲ    グラビアグラビア5,39,55,5,39,55,7474

ツヤエンマコガネツヤエンマコガネ  246  246

ツヤナシイノデツヤナシイノデ  245  245

ツリスガラツリスガラ  166,279  166,279

ツルアカミノキ　→ツルマンリョウツルアカミノキ　→ツルマンリョウ

ツルマオツルマオ    グラビアグラビア6,39,55,6,39,55,7979

ツルマンリョウツルマンリョウ    グラビアグラビア2,6,39,55,2,6,39,55,6666,247,247
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ツルヨシ群集ツルヨシ群集  145  145

ツワブキツワブキ  26  26

[[テテ]]

デスモコックスデスモコックス  9  9

テナガエビテナガエビ    グラビアグラビア30,45,231,232,30,45,231,232,233233,273,273

テリハノイバラテリハノイバラ  266  266

デワノタツナミソウデワノタツナミソウ  54  54

テンテン  10,156,157  10,156,157

テングコウモリテングコウモリ    グラビアグラビア17,43,156,157,17,43,156,157,160160

デンジソウデンジソウ    グラビアグラビア9,7,40,97,9,7,40,97,9898

[[トト]]

トウヨシノボリトウヨシノボリ  13  13

トカゲトカゲ  28,48  28,48

トガリツキミタケトガリツキミタケ    グラビアグラビア14,41,130,132,14,41,130,132,136136

トキソウトキソウ    グラビアグラビア2,39,54,2,39,54,6464

トキワトラノオトキワトラノオ  97  97

トクサオカチョウジガイトクサオカチョウジガイ  18,236  18,236

トゲクロツヤマグソコガネトゲクロツヤマグソコガネ  246  246

トゲトコブシゴケトゲトコブシゴケ  41,119,120,  41,119,120,121121

トゲミノキツネノボタントゲミノキツネノボタン  7  7

トゲヨロイゴケトゲヨロイゴケ  41,120,  41,120,125125

トチノキトチノキ  142  142

トノサマガエルトノサマガエル  12,48,184,253  12,48,184,253

トノサマバッタトノサマバッタ    グラビアグラビア29,44,200,29,44,200,217217

トビトビ  174,266  174,266

トビイロケアリトビイロケアリ  270  270

トビイロヒョウタンゾウムシトビイロヒョウタンゾウムシ  264  264

ドブガイドブガイ  19,236,237,277  19,236,237,277

ドブネズミドブネズミ  156,267  156,267

トベラトベラ  16,40,56,  16,40,56,9292,265,265

ドングリキンカクキンドングリキンカクキン

    グラビアグラビア14,41,130,132,14,41,130,132,136136,242,242

ドンコドンコ    グラビアグラビア24,43,188,24,43,188,196196

[[ナナ]]

ナガサキアゲハナガサキアゲハ  14,24,198  14,24,198

ナガサキシダナガサキシダ  40,97,  40,97,103103

ナガバノイタチシダナガバノイタチシダ  8,97  8,97

ナガミノオニシバナガミノオニシバ  46,279  46,279

ナガミノツルキケマンナガミノツルキケマン    グラビアグラビア6,39,55,6,39,55,8080

ナツアサドリナツアサドリ    グラビアグラビア5,39,55,5,39,55,7676,248,248

ナツエビネナツエビネ    グラビアグラビア4,39,55,4,39,55,7171

ナツツバキナツツバキ  243  243

ナツノハナワラビナツノハナワラビ  97  97

ナナイロヌメリタケナナイロヌメリタケ    グラビアグラビア14,41,130,132,14,41,130,132,137137

ナナメノキナナメノキ  151,286  151,286

ナナメノキ－アラカシ群集ナナメノキ－アラカシ群集  41,146,147,  41,146,147,151151

ナニワイバラナニワイバラ  54  54

ナニワトンボナニワトンボ  273  273

ナベナナベナ  54  54

ナミギセルナミギセル  236  236

ナミテントウナミテントウ  270  270

ナメクジナメクジ  236  236

ナメラカブトゴケナメラカブトゴケ  124  124

ナメラダイモンジソウナメラダイモンジソウ  54  54

ナヨテンマナヨテンマ  39,54,  39,54,5858

ナワゴケナワゴケ  41,108,  41,108,116116

ナンゴクウラシマソウナンゴクウラシマソウ  53,54,262  53,54,262

ナンテンナンテン  7  7

[[ニニ]]

ニイニイゼミニイニイゼミ  14,270  14,270

ニガイチゴニガイチゴ  266  266

ニゴイニゴイ  13  13

ニシノヤマクワガタニシノヤマクワガタ  54  54

ニセカゲロウゴケニセカゲロウゴケ  8  8

ニセハマヒョウタンゴミムシダマシニセハマヒョウタンゴミムシダマシ  265  265

ニッポンイヌノヒゲニッポンイヌノヒゲ  255  255

ニッポンフラスコモニッポンフラスコモ  47,126  47,126

ニホンアカガエルニホンアカガエル    グラビアグラビア22,12,43,183,184,22,12,43,183,184,186186

ニホンイタチニホンイタチ    グラビアグラビア18,43,156,157,18,43,156,157,163163

ニホンカナヘビニホンカナヘビ  11  11

ニホンザルニホンザル  9,156,157,244  9,156,157,244

ニホンジカニホンジカ  9,156,157,244  9,156,157,244

ニホンスナモグリニホンスナモグリ  231  231

ニホントカゲニホントカゲ  11  11

ニホンノウサギニホンノウサギ  156  156

ニホンヒキガエルニホンヒキガエル

    グラビアグラビア21,11,12,29,43,183,184,21,11,12,29,43,183,184,185185,253,262,264,253,262,264

ニホンモモンガニホンモモンガ  43,156,157,  43,156,157,162162,243,259,243,259

ニホンヤモリニホンヤモリ  11,181,248  11,181,248

ニュウナイスズメニュウナイスズメ  166  166

ニラニラ  99  99

[[ヌヌ]]

ヌートリアヌートリア  156  156

ヌカボタデヌカボタデ  40,52,56,  40,52,56,8888

ヌマガエルヌマガエル    グラビアグラビア22,12,43,183,184,22,12,43,183,184,186186

ヌマガヤヌマガヤ  40,  40,9292,153,255,153,255

ヌリトラノオヌリトラノオ  97  97

ヌリワラビヌリワラビ  97  97

ヌルデヌルデ  265,266  265,266

[[ネネ]]

ネアカヨシヤンマネアカヨシヤンマ    グラビアグラビア25,13,44,197,199,25,13,44,197,199,201201

ネコノチチネコノチチ  54  54

ネコヤナギネコヤナギ  276  276

ネザサネザサ  254  254

ネジキネジキ  251  251

ネジロフトクチバネジロフトクチバ  198  198
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ネズネズ  251  251

ネズミモチネズミモチ  266  266

ネビキグサ　→アンペライネビキグサ　→アンペライ

ネブトクワガタネブトクワガタ  49,198,263  49,198,263

[[ノノ]]

ノギカワゲラノギカワゲラ  198  198

ノコギリガザミノコギリガザミ  230  230

ノコギリシダノコギリシダ  47,97,245  47,97,245

ノゴマノゴマ  166  166

ノジギクノジギク  26,46,54  26,46,54

ノスリノスリ  10,28,48,260,263  10,28,48,260,263

ノハナショウブノハナショウブ  46,54  46,54

ノミノフスマ－ケキツネノボタン群集ノミノフスマ－ケキツネノボタン群集  145  145

[[ハハ]]

ハイイロゲンゴロウハイイロゲンゴロウ  14,49  14,49

ハイタカハイタカ    グラビアグラビア19,10,28,43,165,167,19,10,28,43,165,167,172172

ハイノキハイノキ  54,247  54,247

ハイホラゴケハイホラゴケ  97  97

ハギマシコハギマシコ  166  166

ハクサンハタザオハクサンハタザオ  54  54

ハクセンシオマネキハクセンシオマネキ

    グラビアグラビア30,17,45,230,231,232,30,17,45,230,231,232,234234

ハグロソウハグロソウ  54  54

ハグロトンボハグロトンボ  13,49,198  13,49,198

ハコネシダハコネシダ    グラビアグラビア10,40,96,97,10,40,96,97,102102

ハサミシャコエビハサミシャコエビ  231,232  231,232

ハシブトガラスハシブトガラス  10,271  10,271

ハシボソガラスハシボソガラス  10  10

ハスハス  13  13

ハスノハカズラハスノハカズラ  54  54

ハゼノキハゼノキ  16,266  16,266

ハタネズミハタネズミ  156  156

ハチクマハチクマ    グラビアグラビア19,28,43,165,166,19,28,43,165,166,171171,244,244

ハッカハッカ  109  109

ハツカネズミハツカネズミ  156  156

ハッチョウトンボハッチョウトンボ    グラビアグラビア28,14,44,200,28,14,44,200,216216,257,257

ハナゴケハナゴケ  251  251

ハナサナギタケハナサナギタケ  131  131

ハナナズナハナナズナ  39,54,  39,54,5858

ハネナシセスジキマワリハネナシセスジキマワリ    グラビアグラビア27,44,199,27,44,199,212212

ハマウツボハマウツボ  54  54

ハマガニハマガニ  30,230  30,230

ハマゴウハマゴウ    グラビアグラビア8,40,56,8,40,56,9494,262,264,262,264

ハマサジハマサジ    グラビアグラビア7,39,55,7,39,55,8282,95,149,279,95,149,279

ハマサジ群集ハマサジ群集  41,146,147,  41,146,147,149149

ハマシオンハマシオン    →ウラギク→ウラギク

ハマシギハマシギ  10,43,165,167,  10,43,165,167,178178

ハマナデシコハマナデシコ  266  266

ハマハナヤスリハマハナヤスリ    グラビアグラビア9,40,96,97,9,40,96,97,100100

ハマヒョウタンゴミムシダマシハマヒョウタンゴミムシダマシ  264,265  264,265

ハマヒルガオハマヒルガオ  264  264

ハマベヒメサビキコリハマベヒメサビキコリ  264  264

ハママツナハママツナ  54,95,149,279  54,95,149,279

ハマヨモギハマヨモギ    →フクド→フクド

ハヤブサハヤブサ    グラビアグラビア20,10,28,43,165,167,20,10,28,43,165,167,173173

ハラオカメコオロギハラオカメコオロギ  270  270

ハラビロトンボハラビロトンボ  257  257

ハルゼミハルゼミ  14  14

ハンゲショウハンゲショウ  7  7

ハンジロギセルハンジロギセル    グラビアグラビア31,18,45,236,237,31,18,45,236,237,238238

ハンミョウハンミョウ  277  277

[[ヒヒ]]

ヒイラギヒイラギ  280  280

ヒイラギモクセイヒイラギモクセイ  15  15

ヒカゲスゲヒカゲスゲ  265  265

ヒカゲワラビヒカゲワラビ  47,97  47,97

ヒガラヒガラ  249  249

ヒガンマムシグサヒガンマムシグサ  243  243

ヒキオコシヒキオコシ  249  249

ヒクイナヒクイナ  10  10

ヒグラシヒグラシ  198  198

ヒゲコガネヒゲコガネ    グラビアグラビア29,44,200,29,44,200,219219

ヒゲナガカミキリヒゲナガカミキリ  44,199,  44,199,211211

ヒゴビャクゼンヒゴビャクゼン  7  7

ヒサカキヒサカキ  247,254  247,254

ヒトツバヒトツバ  96  96

ヒトツボクロヒトツボクロ  54,243  54,243

ヒドリガモヒドリガモ  166,272,278,280,281,282  166,272,278,280,281,282

ヒナカマキリヒナカマキリ  262  262

ヒナノシャクジョウヒナノシャクジョウ    グラビアグラビア1,6,39,53,54,1,6,39,53,54,6262,253,253

ヒナフラスコモヒナフラスコモ  47  47

ヒナランヒナラン  7,39,54,  7,39,54,6363

ヒノキヒノキ  154,155,184,245,253,254,258,286,287  154,155,184,245,253,254,258,286,287

ヒノキバヤドリギヒノキバヤドリギ  54  54

ヒバリヒバリ  278  278

ヒマラヤスギヒマラヤスギ  269  269

ヒミズヒミズ  156  156

ヒメウグイスイグチヒメウグイスイグチ  41,130,132,  41,130,132,141141

ヒメウツギヒメウツギ  54  54

ヒメオドリコソウヒメオドリコソウ  7  7

ヒメカンスゲヒメカンスゲ  265  265

ヒメギスヒメギス  257  257

ヒメコブスジコガネヒメコブスジコガネ  246  246

ヒメコマツヒメコマツ  155  155

ヒメサジランヒメサジラン  97  97

ヒメジソヒメジソ  266  266

ヒメジャゴケヒメジャゴケ  106  106

ヒメタニシヒメタニシ  18  18

ヒメナベワリヒメナベワリ  54  54
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ヒメネズミヒメネズミ  156  156

ヒメノキシノブヒメノキシノブ  97  97

ヒメハゼヒメハゼ  280  280

ヒメバライチゴヒメバライチゴ  54  54

ヒメハルゼミヒメハルゼミ  44,199,  44,199,208208,258,258

ヒメビロウドマイマイヒメビロウドマイマイ  236  236

ヒメフラスコモヒメフラスコモ    グラビアグラビア12,41,126,127,12,41,126,127,129129

ヒメモノアラガイヒメモノアラガイ  18,221,236  18,221,236

ヒメヤマツツジヒメヤマツツジ  265  265

ヒメユズリハヒメユズリハ  54  54

ヒメリンゴカミキリヒメリンゴカミキリ  263  263

ヒモハゼヒモハゼ  280,281  280,281

ヒョウタンゴミムシヒョウタンゴミムシ

    グラビアグラビア27,44,199,27,44,199,210210,264,265,264,265

ヒヨドリヒヨドリ  11,28,260,263,266  11,28,260,263,266

ヒライソガニヒライソガニ  230  230

ビリンゴビリンゴ  280  280

ヒルヒル  246  246

ヒロオビミドリシジミヒロオビミドリシジミ    グラビアグラビア30,44,200,30,44,200,226226

ヒロシマエバヤマザクラヒロシマエバヤマザクラ  285  285

ヒロハトリゲモヒロハトリゲモ  129  129

ヒロハマツナヒロハマツナ  40,56,  40,56,8888

ヒロハヤブソテツヒロハヤブソテツ  97  97

ヒロヘリアオイラガヒロヘリアオイラガ  15,270  15,270

ビワビワ  267  267

ビワヒガイビワヒガイ  13,188  13,188

[[フフ]]

フェニックスフェニックス  269  269

フクドフクド  40,56,  40,56,9595,149,150,279,149,150,279

フクド群集フクド群集    グラビアグラビア16,41,145,147,16,41,145,147,150150

フクロウフクロウ  10,28,43,165,167,  10,28,43,165,167,179179

フクロシダフクロシダ  46,97  46,97

フサアカシアフサアカシア  270  270

フサモフサモ  273  273

フジバカマフジバカマ    グラビアグラビア3,39,55,3,39,55,6767

フジホラヒメグモフジホラヒメグモ  227  227

フタオビミドリトラカミキリフタオビミドリトラカミキリ  263  263

フタスジキソトビケラフタスジキソトビケラ  198  198

フタバカクガニフタバカクガニ  230  230

フチケマグソコガネフチケマグソコガネ  14  14

フトカドエンマコガネフトカドエンマコガネ  246  246

フトカマドウマフトカマドウマ  262  262

フロウソウフロウソウ    グラビアグラビア11,40,107,11,40,107,111111

ブチサンショウウオブチサンショウウオ  183,184  183,184

ブッポウソウブッポウソウ    グラビアグラビア18,10,43,165,166,18,10,43,165,166,168168

ブナブナ  46,54,131,138,144,162,245  46,54,131,138,144,162,245

ブラックバスブラックバス  198,264,278  198,264,278

ブルーギルブルーギル  13  13

プレウロコックスプレウロコックス  9  9

[[ヘヘ]]

ヘイケイヌワラビヘイケイヌワラビ    グラビアグラビア9,40,96,97,9,40,96,97,101101

ヘイケボタルヘイケボタル    グラビアグラビア29,44,200,29,44,200,221221

ヘクソカズラヘクソカズラ  266  266

ベダリアテントウベダリアテントウ  15  15

ベニシダベニシダ  245  245

ベニドウダンベニドウダン  54,244  54,244

ヘビトンボヘビトンボ  246  246

ヘラガタカブトゴケヘラガタカブトゴケ  41,119,120,  41,119,120,124124

ヘラシダヘラシダ  97  97

ヘリグロテントウノミハムシヘリグロテントウノミハムシ  15  15

ベンケイガニベンケイガニ  230  230

[[ホホ]]

ホウライシダホウライシダ  7,97  7,97

ホウライスギゴケホウライスギゴケ  41,108,  41,108,116116

ホシハジロホシハジロ  271  271

ホシベニカミキリホシベニカミキリ  198,263,270  198,263,270

ホシミスジホシミスジ  14,24  14,24

ホシミノヌメリガサホシミノヌメリガサ

    グラビアグラビア13,41,130,131,132,13,41,130,131,132,133133,242,242

ホソクロマメゲンゴロウホソクロマメゲンゴロウ  44,200,  44,200,218218,257,257

ホソコアオハナムグリホソコアオハナムグリ  262  262

ホソコハナムグリホソコハナムグリ  44,200,  44,200,219219

ホソバギボウシゴケホソバギボウシゴケ  106  106

ホソバコケシノブホソバコケシノブ  248  248

ホソバショリマホソバショリマ    グラビアグラビア9,40,97,9,40,97,100100

ホソバナコバイモホソバナコバイモ    グラビアグラビア1,39,54,1,39,54,6161

ホソバフラスコモホソバフラスコモ  47,126  47,126

ホソヒメギセルホソヒメギセル    グラビアグラビア31,18,45,236,237,31,18,45,236,237,239239

ホッスモホッスモ  129  129

ホトトギスホトトギス  48,166  48,166

ボラボラ  28,273,280  28,273,280

ホンゴウソウホンゴウソウ    グラビアグラビア1,6,39,53,54,1,6,39,53,54,6060,253,253

ホンシャクナゲホンシャクナゲ    グラビアグラビア6,7,39,55,6,7,39,55,7777,248,248

ホンモロコホンモロコ  13  13

[[ママ]]

マアザミマアザミ  153,255  153,255

マアザミ－ヌマガヤ群集マアザミ－ヌマガヤ群集  42,146,147,  42,146,147,153153

マアナゴマアナゴ  188,280  188,280

マイマイカブリマイマイカブリ    グラビアグラビア27,44,198,199,27,44,198,199,209209,263,263

マガモマガモ  278  278

マグソコガネマグソコガネ  246  246

マサキ－トベラ群集マサキ－トベラ群集  92  92

マシジミマシジミ  18,236  18,236

マダラカマドウママダラカマドウマ  262  262

マダラシロハラミズナギドリマダラシロハラミズナギドリ  166  166

マツタケマツタケ  130,251,252  130,251,252

マツノマダラカミキリマツノマダラカミキリ  251  251

マテバシイマテバシイ  14  14
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マハゼマハゼ  280,281  280,281

マムシグサマムシグサ  61  61

マメコブシガニマメコブシガニ  230  230

マメダルマコガネマメダルマコガネ  246  246

マメヅタランマメヅタラン    グラビアグラビア4,39,55,4,39,55,7272,250,250

マルコガタノゲンゴロウマルコガタノゲンゴロウ  257  257

マルタンヤンママルタンヤンマ    グラビアグラビア28,44,198,199,28,44,198,199,214214

マルツヤマグソコガネマルツヤマグソコガネ  246  246

マルバウツギマルバウツギ  54  54

マルバコンロンソウマルバコンロンソウ  54  54

マルバシャリンバイマルバシャリンバイ  40,56,  40,56,9393

マンサクマンサク  81  81

[[ミミ]]

ミカヅキゼニゴケミカヅキゼニゴケ  8  8

ミカドアゲハミカドアゲハ  14,25,49,198  14,25,49,198

ミカンミカン  15,267  15,267

ミクリミクリ  40,52,56,  40,52,56,8585

ミサゴミサゴ

    グラビアグラビア18,10,28,43,165,166,18,10,28,43,165,166,169169,260,263,266,260,263,266

ミジカオカワゲラの一種ミジカオカワゲラの一種  198  198

ミシシッピーアカミミガメミシシッピーアカミミガメ  11  11

ミズオオバコミズオオバコ  129  129

ミズカマキリミズカマキリ  198  198

ミズギボウシミズギボウシ  54  54

ミズグモミズグモ  227  227

ミズゴケミズゴケ  216  216

ミズスギミズスギ  97  97

ミズゼニゴケモドキミズゼニゴケモドキ  8  8

ミズトンボミズトンボ    グラビアグラビア4,39,53,55,64,4,39,53,55,64,7070,92,255,92,255

ミズニラミズニラ    グラビアグラビア9,40,96,97,9,40,96,97,9999

ミズヒキゴカイミズヒキゴカイ  19,49  19,49

ミズマツバミズマツバ  40,56,  40,56,9191

ミズワラビミズワラビ  7,40,97,  7,40,97,9898

ミゾコウジュミゾコウジュ    グラビアグラビア7,39,56,7,39,56,8282

ミゾゴイミゾゴイ  10,43,165,166,  10,43,165,166,170170

ミソサザイミソサザイ  250  250

ミソナオシミソナオシ  54  54

ミゾホオズキミゾホオズキ  243  243

ミゾムネマグソコガネミゾムネマグソコガネ  246  246

ミツデカエデミツデカエデ  54  54

ミツバベンケイソウミツバベンケイソウ  54  54

ミドリカナワラビミドリカナワラビ  97,245  97,245

ミドリガメミドリガメ  11  11

ミナミヌマエビミナミヌマエビ  231  231

ミミカキグサミミカキグサ  154  154

ミミズハゼミミズハゼ  280  280

ミヤコアオイミヤコアオイ  46,54  46,54

ミヤコイヌワラビミヤコイヌワラビ  47  47

ミヤコグサミヤコグサ  203  203

ミヤコヤブソテツミヤコヤブソテツ  97  97

ミヤマイタチシダミヤマイタチシダ  97  97

ミヤマカタバミミヤマカタバミ  54  54

ミヤマウズラミヤマウズラ  54,250  54,250

ミヤマガマズミミヤマガマズミ  247  247

ミヤマカミキリミヤマカミキリ  44,200,  44,200,223223

ミヤマシキミミヤマシキミ  247  247

ミヤマトサミズキミヤマトサミズキ  46  46

ミヤマホオジロミヤマホオジロ  250  250

ミヤマヨメナミヤマヨメナ  54  54

ミョウガミョウガ  14,25  14,25

ミンミンゼミミンミンゼミ  198  198

[[ムム]]

ムカシトンボムカシトンボ  198  198

ムカシヤンマムカシヤンマ    グラビアグラビア28,44,200,28,44,200,216216

ムギランムギラン  7,40,53,56,  7,40,53,56,8787,250,250

ムクノキムクノキ  148,286  148,286

ムクノキ－エノキ群集ムクノキ－エノキ群集  41,145,146,147,  41,145,146,147,148148

ムクロジムクロジ  286  286

ムササビムササビ    グラビアグラビア18,9,28,43,156,157,18,9,28,43,156,157,164164,259,259

ムスジイトトンボムスジイトトンボ  273  273

ムラサキツバメムラサキツバメ  14  14

ムラサキミミカキグサムラサキミミカキグサ    グラビアグラビア6,39,55,6,39,55,7878

[[メメ]]

メジロメジロ  250,266  250,266

メダカメダカ

    グラビアグラビア24,43,187,188,24,43,187,188,194194,253,262,267,253,262,267

メタセコイアメタセコイア  269  269

メナダメナダ  280  280

メボソムシクイメボソムシクイ  271  271

メミズムシメミズムシ  257  257

[[モモ]]

モウセンゴケモウセンゴケ  54,154,216  54,154,216

モートンイトトンボモートンイトトンボ  14  14

モクズガニモクズガニ  230,231  230,231

モチノキモチノキ  262  262

モッコクモッコク  54,283,284,286  54,283,284,286

モミモミ  152,162,211,213,244,245,249,258,260  152,162,211,213,244,245,249,258,260

モミジバフウモミジバフウ  269  269

モリアオガエルモリアオガエル  12,48,183,184  12,48,183,184

モリアブラコウモリモリアブラコウモリ  158  158

モリオカメコオロギモリオカメコオロギ  262  262

モリヤギセルモリヤギセル    グラビアグラビア31,18,45,236,237,31,18,45,236,237,239239

[[ヤヤ]]

ヤイロチョウヤイロチョウ    グラビアグラビア18,43,165,166,167,18,43,165,166,167,168168,244,244

ヤコンオサムシヤコンオサムシ  261  261

ヤシャゼンマイヤシャゼンマイ  97  97

ヤシャダケヤシャダケ  54  54
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ヤツガシラヤツガシラ  166  166

ヤッコカンザシヤッコカンザシ  19  19

ヤツデヤツデ  7  7

ヤナギモヤナギモ  273  273

ヤノネカイガラムシヤノネカイガラムシ  15  15

ヤノネシダヤノネシダ  97  97

ヤブガラシヤブガラシ  223  223

ヤブコウジヤブコウジ  247,248  247,248

ヤブコウジ－スダジイ群集ヤブコウジ－スダジイ群集  145  145

ヤブツバキヤブツバキ  150,244,247,248,286  150,244,247,248,286

ヤブニッケイヤブニッケイ  150,247  150,247

ヤマアゼスゲヤマアゼスゲ  266  266

ヤマウルシヤマウルシ  266  266

ヤマエンゴサクヤマエンゴサク  54  54

ヤマガラヤマガラ  249,260  249,260

ヤマグルマヤマグルマ  54  54

ヤマザクラヤマザクラ  285  285

ヤマシャクヤクヤマシャクヤク    グラビアグラビア2,7,39,55,2,7,39,55,6666

ヤマセミヤマセミ  48,166  48,166

ヤマソテツヤマソテツ  97  97

ヤマツツジヤマツツジ  254,265  254,265

ヤマトイシノミヤマトイシノミ  262  262

ヤマトオサガニヤマトオサガニ  230  230

ヤマトゴキブリヤマトゴキブリ  270  270

ヤマトシジミヤマトシジミ  18,280  18,280

ヤマトシロオビトラカミキリヤマトシロオビトラカミキリ  44,199,  44,199,213213

ヤマトスピオヤマトスピオ  49  49

ヤマトタマムシヤマトタマムシ

    グラビアグラビア29,44,198,200,29,44,198,200,220220,263,270,263,270

ヤマトヌマエビヤマトヌマエビ  231  231

ヤマドリヤマドリ  28,43,165,167,  28,43,165,167,174174,260,260

ヤマドリゼンマイヤマドリゼンマイ  97  97

ヤマネヤマネ    グラビアグラビア17,43,156,157,17,43,156,157,162162

ヤマヒョウタンボクヤマヒョウタンボク  39,56,  39,56,8484

ヤマメヤマメ  188  188

ヤマモモヤマモモ  270  270

ヤマラッキョウヤマラッキョウ  54  54

ヤマルリソウヤマルリソウ  54  54

ヤリタナゴヤリタナゴ    グラビアグラビア22,43,188,22,43,188,190190

[[ユユ]]

ユウレイホウオウゴケユウレイホウオウゴケ  40,107,  40,107,110110

ユキヤナギユキヤナギ    グラビアグラビア5,14,24,39,55,5,14,24,39,55,7575,276,276

ユキワリイチゲユキワリイチゲ    グラビアグラビア5,39,55,5,39,55,7474

ユビアカベンケイガニユビアカベンケイガニ  230  230

ユビナガコウモリユビナガコウモリ    グラビアグラビア17,43,156,157,158,17,43,156,157,158,160160

ユミアシゴミムシダマシユミアシゴミムシダマシ  262,270  262,270

ユリワサビユリワサビ  54  54

[[ヨヨ]]

ヨコヅナサシガメヨコヅナサシガメ  270  270

ヨシヨシ  201,276  201,276

ヨシゴイヨシゴイ  276  276

ヨタカヨタカ  10,43,165,167,  10,43,165,167,175175

ヨツスジトラカミキリヨツスジトラカミキリ  44,200,  44,200,223223,263,263

ヨツボシトンボヨツボシトンボ  13,14  13,14

[[ララ]]

ラミーカミキリラミーカミキリ  14,198  14,198

[[リリ]]

リョウメンシダリョウメンシダ  245  245

リンゴリンゴ  15  15

リンゴワタアブラムシリンゴワタアブラムシ  15  15

[[ルル]]

ルイスハンミョウルイスハンミョウ  264,277  264,277

ルビーロウカイガラムシルビーロウカイガラムシ  15  15

ルリビタキルリビタキ  250  250

[[レレ]]

レンゲツツジレンゲツツジ  54  54

[[ワワ]]

ワカサギワカサギ    グラビアグラビア23,43,188,23,43,188,192192

ワカセホンセイインコワカセホンセイインコ  10,166  10,166

ワタカワタカ  13  13

ワタムシヤドリコバチワタムシヤドリコバチ  15  15

ワダンノキワダンノキ  261  261

ワレモコウワレモコウ  254  254



あ と が き

　

　「広島市の生物調査」では，「広島市の生物調査団」の委員のほか，多数の方々の協力

を得ました。ここにご協力いただいた方々のお名前を挙げて感謝の意を表します。

　　青木 暁太郎　　　　足利 和英　　　　　在岡 孝行　　　　　飯田 知彦

　　石川 真知子　　　　岩崎 美幸　　　　　岩見 潤治　　　　　上田 珠美

　　小田川 富夫　　　　鍵本 文吾　　　　　梶原 聖子　　　　　角 美智雄

　　金井塚 務　　　　　金子 　恵　　　　　鎌田 　博　　　　　上手 新一

　　亀山 　剛　　　　　河津 　功　　　　　河原 宏幸　　　　　久藤 タツ子

　　窪田 正彦　　　　　桑田 健吾　　　　　桑原 一司　　　　　河野 一成

　　小柴 正記　　　　　児玉 尚基　　　　　佐々木 アヤ子　　　佐野 敏和

　　島津 幸枝　　　　　鈴木 信義　　　　　田公 一男　　　　　太刀掛 優

　　茶村 真一郎　　　　坪田 麻実子　　　　寺田 勝幸　　　　　寺山 美穂子

　　東常 哲也　　　　　陶山 彰宏　　　　　豊原 源太郎　　　　中越 信和

　　中西 　毅　　　　　中原 朝男　　　　　西　 真弘　　　　　西岡 鈴香

　　野津 幸夫　　　　　原紺 勇一　　　　　福本 幸夫　　　　　堀越 孝雄

　　松本 正人　　　　　宮本 　源　　　　　宮本 千帆　　　　　向井 誠二

　　村上 雄秀　　　　　森井 直子　　　　　森田 倫子　　　　　保井 　浩

　　吉本 　悟　　　　　若尾 拓志

　　農林水産省広島森林管理所　　　　　　　広島県緑化センター

　　広島市安佐動物公園　　　　　　　　　　広島市植物公園

　　広島市森林公園　　　　　　　　　　　　(財)広島市農林業振興センター

　　太田川漁業協同組合　　　　　　　　　　広島市漁業協同組合

　　広島市内水面漁業協同組合　　　　　　　三篠川漁業協同組合

　　日本野鳥の会広島県支部　　　　　　　　広島虫の会

　　修道中学校･修道高等学校　　　　　　　  株式会社  中国新聞社

　　中国電力株式会社広島北電力所　　　　　東和科学株式会社

　　三菱重工業㈱広島製作所

　本書をまとめるにあたり，「広島市の生物調査団」では，1988年に広島市教育委員会が

まとめた｢広島市稀少生物調査報告｣以降の選定種の生育・生息状況を把握するため，2年

間という短い期間に精力的に市域の森林や河川，海浜など多様な環境に生育・生息する野

生生物の情報を収集され，標本や手持ち資料の情報を整理し，それでも情報が不足してい

る種類では聞き取り調査を行うなど，大変な努力をされました。

　その甲斐あって，広島市の野生生物の生育・生息状況が明らかとなり，多くの種が減少

し，なかには絶滅のおそれがある状況となっているものもあることが判明しました。

　今回のように多くの生物群が網羅的に整理されたことは誠に意義深く画期的なことと思

われます。生物群によっては広島市における分布状況などがおよそ把握されているという

レベルに達していないものもありますが，野生生物の確認場所が綿密に整理され，どこに

どんな生物が生育・生息しているのかが分かるようになったことは，これまでの広島県内

における調査としては非常に大きな成果であり，国内に誇れるものと思われます。

　このような調査を計画された広島市と，膨大な情報を検討されて選定種を抽出し生育・

生息状況を整理された｢広島市の生物調査団｣の各委員の熱意と努力に心から敬意を表すと

ともに，本誌が今後の野生生物の保護に役立てば幸いです。

｢広島市の生物調査団｣事務局

き
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　　石川 真知子　　　　岩崎 美幸　　　　　岩見 潤治　　　　　上田 珠美
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